





















本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。


















　　目次




はじめに

プレリュード

探索者紹介

　キャンペーン前夜・キーパーの独り言

シナリオ第一話　多面体寄せ木細工事件

　幕間　第一話終了・京ちゃんとの反省会

シナリオ第二話　ピックマンの絵画事件

　幕間　第二話終了・京ちゃんとの反省会

シナリオ第三話　るるいえ堂盗難事件

　キャンペーン終了・みんなとの反省会

おわりに

巻末・ＴＲＰＧってなぁに？

（秘）キャラクター設定！

著者プロフィール

イラストレータープロフィール










はじめに




　この本は、エンターブレインから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をプレイした様子を「リプレイ」という形式で書いたものです（ＴＲＰＧやリプレイについては巻末に説明があります）。

　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は、一九二〇年代のアメリカで活躍した作家Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトたちが生み出した、クトゥルフ神話を題材とする小説群を元にしたＴＲＰＧです。もともとはケイオシアムという海外のゲームメーカーが出版しているＴＲＰＧですが、日本のＴＲＰＧ黎明期から多くのユーザーに愛され続けてきた作品のひとつです。

　クトゥルフ神話の特徴は、この宇宙には人知をはるかに超越した神と呼ぶにふさわしいものが存在しており、それに比べれば地球や人間などは取るに足らない塵のようなものだとしたことです。先人たちはそんなクトゥルフ神話の恐怖を、「コズミックホラー（宇宙的恐怖）」と呼びました。なんだか、ちょっとＳＦっぽい響きですね。

　そして、ボクらの暮らすこの地球にさえ、実はそんな恐るべき存在が潜んでいます。

　ただ、人の血肉を求める怪物や、人類を堕落させようとする悪魔などに比べると、クトゥルフ神話の怪物たちはあまり人間に関心がありません。それは強大な存在になればなるほど顕著になり、究極の存在たるアザトースにいたっては宇宙そのものにすら無関心なのではないかと思えるやる気のなさです。

　まあ、そのおかげで人類の文明──いや、宇宙そのものも、こうして存在できているのですけどね。

　とはいえ、時にはそんな恐ろしい存在の片鱗が、この世界に顔をのぞかせることもあります。

　この『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でプレイヤーが操るキャラクターたち（このゲームでは「探索者」と呼びます）は、そんな存在と不幸にも遭遇してしまった犠牲者たちです。彼らは魔法も超能力も最新兵器も持っていませんが、だからといって黙って犠牲になるだけでは面白くありません。危機から脱するために、情報を集め、分析して、推理して、時には跳んだり跳ねたり殴ったりして、とにかく生き延びるために頑張ります。

　ファンタジー世界の戦士でも、映画のアクションヒーローでもない、ボクらと同じ普通の人間たちが、知恵と勇気だけで四苦八苦しながら宇宙的な恐怖を乗り越えようとする──そこから生まれる等身大のドラマこそが、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の醍醐味なのです。

　では、みなさん、とある骨董店にかかわってしまったせいで、コズミックホラーな事件に巻き込まれた四人の物語をどうぞお楽しみください。

内山靖二郎







『プレリュード』




　カウンター代わりにしている、年代物の大きな机にほおづえをつきながら、私はひとり店番をしています。

　ここは東京郊外の住宅地にぽつりとある、小さな骨董店。

　名前は、るるいえ堂。

　お店の主人は、私の叔父さんなんですが、放浪癖があるためあまり店にいません。

　だから、留守のときは、私がいつも店番をしてあげています。

　骨董店だけあって、雑然とした店にあるものは古い物ばかり。

　ひとつとして同じ商品は並んでいません。

　寄せ木細工の小物入れ、金の象ぞう嵌がんがきれいなブローチ、ちょっと気味の悪い油絵まであります。

　骨董店なんですが、古い本もそろえています。でも、ほとんどは外国の本で、私には読めません。中には、大昔の石板とか、羊皮紙の巻物まであるんですが、これも本に入るのかなぁ？

　どれが高くて、どれが安いのか、私にはさっぱり。

　値札なんかついていないし、そもそも売り物なのか預かり物なのかもわからなかったり。

　だから、叔父さんがいないときは適当な値段を私がつけちゃったりしています。

　こんないい加減なお店なので、お客さんなんてあまり来てくれません。

　いちばんの常連さんは、辰たつ巳み先生。

　有名な大学で先生をしているそうですが、お医者さんみたいなこともできたり、本もたくさん書いていたり、テレビに出演までしたり、いったいなんの先生なのかよくわからない人です。

　この前、聞いてみたら、心理学の研究をしているといってましたけど、それって具体的にはどんなことをするんでしょうね？

　でも、そんな偉い先生ですが、私にとっては優しくて、物知りで、頼りになるお爺さん。

　英語の宿題なんて、あっという間に片付けてくれます──って、たまにですからね。いつもはちゃんと自分でやっていますから。

　そんな辰巳先生は、いつもメイドさんを連れています。

　メイドさんですよ、メイドさん。黒いワンピースに、白いエプロンをつけた、あのメイドさんです。

　そのメイドさんは京みやこさんというんですが、彼女のことは辰巳先生以上によくわかりません。

　話を聞いていると、京さんは辰巳先生の家に住み込んで身の回りのお世話をしているみたいなんですが、お二人ってどういう関係なのでしょう。大人の関係？

　そんな京さんは、骨董品にとても詳しくて、店番をする私をいろいろ助けてくれます。

　なんでも、京さんの実家にはたくさん骨董品があって、それに囲まれて暮らしているうちに、自然に詳しくなったといってますけど……いったいどんな家に住んでいたんだろ。もしかして、大金持ちのお嬢さんなのかな。

　でも、だったら、なんでメイドさんをしているのやら。

　京さんへの謎は深まるばかりです。

　それから、もうひとり。

　佐さ々さ原はらさんという、大学生の常連さんがいます。

　背が高くて、ちょっと二枚目。大学に通いながら、恋愛小説家までしているという、なんだかモテそうな人です。

　実際、女性にはいつでも親切で優しいのですが……ちょっと軽薄そうなので、私のタイプではないかな。

　恋愛小説を書いているくせに、歴史と怖い話が大好き。辰巳先生も知らないような、妙なことにばかり詳しいけれど、それって恋愛小説に役立つのかな？

　そんな佐々原さんは、大学生は暇だからといっては、ちょくちょく、るるいえ堂の珍しい骨董品を眺めに来ます。

　もうっ、ひやかしばかりじゃなくて、たまには買ってくれてもいいのに……。




　あっ、そうそう、かくいう私は、樋ひ口ぐちさやか。

　近所の公立校に通う、高校二年生。

　特技は空手。これでも有段者で、蹴り技のキレには定評があります。

　子供のころから、私立探偵にあこがれて体を鍛えていたら、いつのまにかこんなになっちゃいました。

　空手ばかりやっていたので頭を使うことは苦手ですが、体力勝負ならおまかせください──って、骨董店に体力は必要ないだろうって？

　うーん、普通はそう思いますよね。

　でも、このるるいえ堂には、さっき説明した常連さん以外にも、時々、変わったお客さんが来るのです。

　叔父さんの知り合いだったり、このお店にある骨董品を買いに来たり……あと、不思議な相談事を持ってきたり。

　それは何かが起きる前触れ。

　私の体力と、空手キックが役立つときなのです。

　だって、この前なんてね──あっ、ごめんなさい。誰かお客さんが来たようです。

　この話は、また今度で。




　はてさて、今日のお客さんは、いったいどんなかたなんでしょうか？












































キャンペーン前夜・キーパーの独り言




　さて、今回の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』キャンペーンを開始するにあたって、キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと）であるボクが最初に決めていたことは、探索者たちが常連として集う、とある骨董店をキーポイントとすることだ。

　探索者というのは、普通の一般人なので、シナリオの事件に絡ませるのに結構苦労したりする。

　いちばん簡単なのは、たまたま事件に巻き込まれてしまうというやりかただけど……そんなに何度も不幸な巡り合わせが来るというのも、やっぱり不自然な気がするよね。

　かといって、依頼を受けてなにか調査するというのも難しい。よほど強い引きを用意してあげないと、どうしても「なんで、オレはこんなことやってるんだ？」と冷めてしまうだろう。

　ボクが前に遊んだ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のキャンペーンリプレイ『白無垢の仮面（新紀元社刊）』では、全編を通じての敵役である秘密結社・佐さ比ひ売め党というものを用意して、その陰謀を打ち砕くということをキャンペーンの目的とした。

　これだと最初にガツンと探索者に目的意識を持たせてしまえば、あとはキャンペーンが終わるまで引っ張り続けることができる。

　ただ、今回のリプレイでは、そういうスケールの大きな話よりは、毎回、テーマを変えた短編シナリオを楽しみたいという気持ちがボクにはあった。

　毎度毎度、同じ店でなにか問題が発生して、身内だけでそれを解決してしまうような物語──よく、漫画とか短編小説とかであると思うけど、そういう雰囲気をやってみたかったんだ。

　そこでプレイヤーたちには事前に説明をして、なじみの骨董店で問題が発生して、それをみんなで解決するというパターンをお約束として受け入れてもらうことにした。おかげで自然な導入というものをあまり考えなくてよくなり、本編のシナリオが自由に発想できるようになったと思う。

　導入が結構難しい『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』だけど、ほかの多くのＴＲＰＧと同様に、同じ探索者で長く遊べば遊ぶほどその面白さは増していくと思う。だったら、こうやって事前に設定を作っちゃって、導入部を楽にするための工夫もアリなんじゃないかな？




　さて、最初のシナリオのテーマは、実はもう決まっていて……ホラーでもミステリーでも大定番の「孤立した屋敷」モノにするつもりだ。

　大雪や土砂崩れのせいで、外部との連絡ができなくなった屋敷で起きる殺人事件。いまさら例を紹介するまでもないほどに、これまで小説や映画、ゲームなど、たくさんの作品で扱われてきたシチュエーションだよね。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』においても、このテーマはすごく相性がいいと思う。

　情報収集がメインとなるこのゲームでは、どこにでも行けて、なんでもできるという状況にポーンと探索者を放り込んでしまうと、やれることが多すぎて、逆になにからすればいいかわからないピンボケしたゲームになることがある。

　そこで行動範囲が制限された屋敷などに閉じ込めてしまい、その中だけで事件を解決しなければならないようにさせてしまうんだ。そうして行動範囲を絞ることで、シナリオへの集中力も増すことになるはずだ。

　なにより、狭い場所に閉じ込めておけば、探索者が予想外のことをしてシナリオが脱線しまくるということも少なくなるから、キーパーが楽なんだよね。

　ただ、行動が制限されているからこそ、そこで得られる情報や、発生するイベントは多めに用意するよう心がけた方がいい。狭い場所をウロウロしていて、あまり情報が得られなかったり、なにも状況に変化が起きなかったりだと、ただでさえ不自由さを感じているプレイヤーたちのフラストレーションはたまるばかりだ。

　キーパーから探索者たちを追い立てるぐらいの勢いでイベントを発生させるぐらいでちょうどいいかと思う。どうせ逃げ場も助けもないんだから、いくらでも怖がらせてやればいいってわけだ。このへんもキーパーにとってはうれしいことだね。

　えーと、当初の予定どおり、さやかちゃんの骨董店にお客が来て、そこからシナリオが始まるというのはいいんだけど……。

　まあ、ほかの探索者たちは、女子高生のさやかちゃんをフォローするために同行するという感じでいいかな。

　全員がさやかちゃんの手伝いで屋敷に来るというのは、さすがに芸がないから、佐々原には別のヒキを用意しよう。佐々原は女性ＮＰＣに弱いから、彼の小説のファンの少女なんかを登場させれば、ダボハゼのように食いついてくるに違いない。

　あと、せっかく〈ほかの言語（英語）〉にポイントをいれた辰巳先生のために、魔道書は登場させてあげたいな。

　まあ、これは事件の起きる屋敷の中にあるということにしておこう。もしも読んだら、少しだけシナリオの裏情報がわかるということで。

　外部と閉ざされた屋敷と殺人事件となれば、やっぱり醜い遺産相続争いとかが鉄板だよなぁ。

　駄目人間な親戚が、主人の死んだ屋敷に財産目当てで群がってくるような展開のやつだ。

　そこにクトゥルフ神話っぽさをブレンドさせて……よしよし、だいたいイメージはつかめてきたぞ。

















幼なじみとのデート




　事前に探索者を作成してからちょうど一か月後。ＴＲＰＧをするときにいつも利用している、新宿のカラオケボックスに集まった面々であったが……。




キーパー（以降、ＫＰ）：さて、いよいよ新しいキャンペーンが始めます……が、辰巳先生のプレイヤーが仕事のため遅刻しております（笑）。

さやか：なんだか、不安な出だしですねぇ。

ＫＰ：さらに、ボクはダイスを忘れてきました（笑）。

京みやこ：もう、グダグダですね。

佐さ々さ原はら：ボクのを貸してあげますよ。

ＫＰ：どーも。とりあえず、Ｄ10が２個あればいいや。

佐々原：はいはい。

ＫＰ：いろいろダイスを借りるのは面倒だから、ダメージもこれで決めようっと。

さやか：えええ～っ!?

京：佐々原くん、そんな人にはＤ４しか貸してあげないでいいですよ！




ＫＰ：そんなわけで、辰巳先生が来るまで、佐々原の導入をしていようか。

佐々原：はーい。

ＫＰ：季節は三月、まだまだ寒い日が続くが、徐々に春の気配が近づいているころ。佐々原は幼なじみの女性を乗せて、自分の車を走らせているところだ。

佐々原：幼なじみ？　いきなり幼なじみ登場ですか!?　これは頑張らねば（笑）。

さやか：なんなんでしょうか、この人は……。

ＫＰ： 大おお江え智とも実みといって、君より二つ年上でお姉さんのような間柄だ。ショートカットのちょっと中性的な女性だね。性格もさばさばしていて、君とは気の合う友人同士といった関係が続いている。

佐々原：その智実姉さんとは、デートの途中ってことでしょうか？

ＫＰ：だったらいいんだけどね。どうやら今日は運転手代わりに呼び出されただけのようだ。

佐々原：なーんだ。「智実姉さん、いったいどこまで行けばいいの？」

ＫＰ／智実：「私がハウスキーパーの仕事をさせてもらっている家の子を迎えに行くのよ」（※注．探索者やＮＰＣのゲーム世界内での発言について、このリプレイではカギ括弧でくくっている）

佐々原：智実姉さんって、ハウスキーパーをしているんですか？

ＫＰ：うん、プロのハウスキーパーだね。家政高等学校を出たあと、大企業の社長宅で働いているとか聞いたことがある。

佐々原：ほおほお、プロのハウスキーパーですか。なかなか大変そうなお仕事です。一方では、遊び半分でメイドをやっている人もいるというのに……（笑）。

京：うるさい、大きなお世話だから。

ＫＰ／智実：「今日から林間学校の予定だったんだけど、現地のロッジで小火があったみたいで急遽中止になってしまったのよ」

佐々原：「あらら、それは残念でしたね」

ＫＰ／智実：「毎年、恒例の行事だったのにがっかりしていると思うのよ。だから、迎えに行くついでに、どこか遊びに連れて行ってあげようと思って」

佐々原：それでボクを呼んだと？

ＫＰ：「女の子向けの小説を書いているんだから、年ごろの女の子が好きなスポットとかは詳しいんでしょう？」

佐々原：つまり、これから迎えに行く子は、年ごろの女の子ということですね。なんだか、がぜんやる気が出てきましたよ！（笑）

ＫＰ：こいつは……。

さやか：智実さん、人選を大きく誤ってます！（笑）

ＫＰ：ただ、テンションの上がっている佐々原に、智実は声を潜めながら付け加える。

佐々原：「んっ、なんですか？」

ＫＰ／智実：「その子は、尾お瀬ぜ唯ゆい花かちゃんっていう、まだ小学五年生の子なんだけど……三年前、山の事故で両親を亡くしているの」

佐々原：「それはかわいそうに」

ＫＰ／智実：「それだけじゃないのよ……二週間前、唯花ちゃんを引き取ったお爺さんも急死してね」

佐々原：「そんな不幸が続いているんですか？」

ＫＰ／智実：「そのお爺さんは、もともとかなりお体の具合も悪かったんだけどね。それより、そのお爺さんは大企業の社長で、その財産をめぐって身内でごたごたが起きているのよ」

佐々原：「なんとも、複雑な環境の子なんですね」

ＫＰ／智実：「だから、林間学校で少しでも元気を出してもらおうと思っていたんだけど……」

佐々原：「了解しました！　ここはボクが一肌脱いで、唯花ちゃんに最高の一日をプレゼントしましょう」

ＫＰ／智実：「よかった。実は、唯花ちゃんは、あなたの小説のファンなのよ」

佐々原：ほおほお、それはますますやる気が出てきましたね。ボクの最新刊もプレゼントしてあげましょう。

ＫＰ：さて、駅前に到着すると、大きな荷物を地面に置いて、きょろきょろしている少女がいるね。それを見つけた智実は「止めて、止めて！」と、佐々原の肩をたたく。どうやら、あれが唯花らしいね。

佐々原：では、ぴたりとその前に停車して、車を降りてあいさつをします。

ＫＰ：ツインテールのかわいい女の子なんだけど、ちょっと人見知りの激しそうな子だね。佐々原があいさつをすると、智実の後ろにささっと隠れて、蚊の鳴くような声で「こんにちは」とあいさつを返す。

佐々原：「ボクのファンなんだってね。これ、新刊なんだけど、よかったら読んでみてくれるかい」

ＫＰ：すると、唯花は手渡された本と佐々原を見比べて、不思議そうな顔をするな。たぶん、大好きな小説の作家が目の前にいるということに実感がわかないのだろう。〈信用〉でロールしてみて。

佐々原：ボクは15％しかないのですが。コロコロ……ううっ、失敗です。

ＫＰ：軽薄そうな佐々原は、とても作家に見えないみたいだな。唯花は距離を置いて不審そうな目で見ている。

さやか：疑われてる、疑われてる！

佐々原：あとがきに「きゃはっ☆」とか、お気に入りのスイーツのこととか書いているから、もしかして女性作家だと勘違いされていたのかも。

さやか：そんなこと書いているんですか？（笑）

佐々原：環たまきっていう名前は女性みたいなので、なんとなく男性であることは隠しているのです。

さやか：ややこしいことを……。

ＫＰ：でも、少女小説なら、女性作家の方が読者受けはよい気がするな。きっと、編集の方針なんだろう。

佐々原：じゃあ、次回作のアイデアをこっそり教えてあげたりして、ご機嫌を取りましょう。

ＫＰ：佐々原って、どんな小説を書いているんだ？

佐々原：得意の〈歴史〉を活かして、歴史ラブロマンス小説を書いてるんですよ。平安ロマンスとか、戦国ロマンスとか、歴史が好きな女子に大人気なのです。

ＫＰ：じゃあ、〈歴史〉でもロールしてみな。

佐々原：コロコロ……成功です。「次回作は、直なお江え兼かね続つぐが活躍する話なんだよ」ってね。

ＫＰ：「えっ、兼続？　兼続が出るの？　だったら、景かげ勝かつは？　三成みつなりは？」と、いきなり唯花は興味津々に聞いてくる（笑）。

佐々原：うわっ、すごい食いついてきたっ！（笑）

ＫＰ：「けど、三成は性格悪いから、兼続にはやっぱり景勝ですよね」とかいってるぞ。

さやか：なんと……唯花ちゃんは歴女（歴史大好き女子のこと）だったんですか。

佐々原：「だよねー、やっぱり景勝だよねー」と話を合わせて、二人で盛り上がっています（笑）。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「ダイスの種類表記」




　　　　　　　どうも、好きなダイスは八面体ダイスな、京です。

　　　　　　　このリプレイに登場するＤ10とかＤ４とかは、サイコロの種類を意味しています。ちなみにＴＲＰＧをやる人はサイコロのことをダイスと英語で呼ぶことが多いのです。おしゃれさんですね。

　　　　　　　Ｄ10ならば十面体ダイス、Ｄ４なら四面体ダイス。みなさんにもおなじみの正立方体のダイスは六面体だからＤ６と表記されるわけです。

　　　　　　　そして、３Ｄ６とか、Ｄの前に数字があった場合は、同時にそれだけの数のダイスを振って合計を出しなさいということです。つまり３Ｄ６なら、六面体のダイスを３つ振って合計しろってことですね。

　　　　　　　あと、ダイスを振ることを『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では英語で「ロール」するといいます。やっぱりおしゃれさんですね。







　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「能力値の説明」




　　　　　　　どうも、好きな能力値はＥＤＵな、京です。

　　　　　　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の探索者はこれから紹介する８個の能力値によって表されます。数値が高ければ、その分優れていることになります。わかりやすいですね。

　　　　　　　でも、これらはダイスでランダムに決めるので、自分好みの探索者を作れるかどうかは運次第というわけ。たいていの場合、どこかが足りない探索者になることが多いんですが、長くつきあっているうちに、そこが逆に愛らしいと思えるようになってくるから不思議なものです。

　　　　　　　私の能力値なんて、みんなに比べるとトホホなのですが……精一杯頑張っています。




　　　　　　ＳＴＲ／筋力（３Ｄ６で決定）：重い物を持ち上げたり、なにかを壊したり、パンチなどでより強烈な一撃を与えるのに必要。

　　　　　　ＣＯＮ／体力（３Ｄ６で決定）：体の頑健さ、持久力などを表す。病気や毒への耐性にも使用する。

　　　　　　ＳＩＺ／体格（２Ｄ６＋６で決定）：身長や体重など、体の大きさを表す。ほかのＴＲＰＧではあまりない能力値だ。

　　　　　　ＤＥＸ／敏捷性（３Ｄ６で決定）：素早さを表す。相手の先手を取るときや、なにかを回避するのに必要。

　　　　　　ＡＰＰ／外見（３Ｄ６で決定）：見た目のみの美しさを表す。性格のよさや、人徳などとは無関係なことに注意。

　　　　　　ＩＮＴ／知性（２Ｄ６＋６で決定）：頭の回転の速さを表す。あまり賢すぎると、このゲームでは不幸を呼ぶ。

　　　　　　ＰＯＷ／精神力（３Ｄ６で決定）：肝っ玉がどれだけ据わっているかを表す。このゲームではとても重要な能力値。

　　　　　　ＥＤＵ／教育（３Ｄ６＋３で決定）：知識量を表す。これまで真面目に勉強をしてきた年数だと解釈するとわかりやすい。






るるいえ堂に集う面々




　その後、佐々原が唯花を遊園地に連れて行ったところで、ようやく辰巳先生のプレイヤーが到着した。




ＫＰ：じゃあ、辰巳先生も来たことだし、さやかちゃんが店番をする骨董店のシーンに切り替えるか。

佐々原：もう少し、唯花ちゃんと遊びたかった……（笑）。

ＫＰ：学校を終えたさやかちゃんが、夕方からようやく店を開いたというところからスタートするか。

さやか：私の叔父さんが経営しているんですよね。

ＫＰ：店の名前は『るるいえ堂』という。

辰巳：誰だ、そんなバカな店名をつけたのは？（笑）

京：なんか海の中に建っていそうな店ですね。

ＫＰ：大丈夫、東京の郊外にある普通の一軒家を改造した骨董店だよ。それで、叔父さんは嘉か多た蘭らん弗どるという四十歳ぐらいのちょっと変わった感じのする人だ。

辰巳：ちょっと待てっ！　なんだその名前は。

京：カタ・ランドル……ランドルフ・カーター？（笑）

辰巳：すごい夢見がちな叔父さんなんだろうな。

さやか：なんなんですか、それ？

ＫＰ：ラヴクラフトの原作小説で、宇宙と夢の世界を股にかけて大活躍するクトゥルフ神話界のスーパースターだね。『ランドルフ・カーターの陳述』や『未知なるカダスに夢を求めて』はとても面白いので読んでほしいな。

さやか：そんな人が私の叔父さん……ですか？

ＫＰ：もちろん、名前が似ているのはただのしゃれだけど──そのぐらいはっちゃけた人だったと思ってもらってもいいかな。おかげで店内には怪しい商品がたくさんある。骨董店というけど、古ければなんでも集めてくる、統一性のない品ぞろえだ。古道具や古美術のほかにも、稀き覯こう本ぼんや化石や絵画などまで雑多に並べている。

辰巳：品ぞろえもそうだけど、その叔父さん個人にも興味があるな（笑）。

ＫＰ：じゃあ、辰巳先生はいつものようにるるいえ堂にやってきたということで。

京：辰巳先生が行くのなら、私もついていきますよ。メイド服姿で後ろに付き従っていますから。

辰巳：心底、嫌だなぁ。

京：なぜ嫌がるんですか！

辰巳：だいたい、なんでワシのメイドをしているんだよ？（笑）

京：住み込みでメイドができそうな探索者が、辰巳先生ぐらいしかなかったから……。

辰巳：それだけかよ!?

京：いやいや、本当は辰巳先生の書いた本にとっても感動して、少しでもお仕事の手伝いができればと押しかけメイドをしているのです。

辰巳：また、とってつけたような理由を（笑）。

京：辰巳先生を身の回りの雑務から解放してあげて、ご自身の研究に集中していただけるよう、日々ご奉仕をしております。

辰巳：わかった、わかった。とにかく、るるいえ堂を訪ねるぞ。

ＫＰ：ところが、今日は蘭弗は不在のようで、姪っ子のさやかちゃんが一人で店番をしている。

辰巳：「おや、蘭らん弗どるくんは？」

さやか：「ああ、叔父さんは……」って、どこに行ったんでしょう？

ＫＰ：数日前に出かけたっきり帰ってこない。

さやか：ええーっ!?

ＫＰ：ただ、放浪癖のある人なので、数週間ぐらいいなくなるのは珍しいことではない。そんなときは、さやかちゃんが代わりに店番をしてあげているというわけだ。放課後とか、休日の暇なときだけね。

さやか：そんなことでつぶれないんでしょうかね？

ＫＰ：時々、ガラクタ同然のものがすごい値段で売れることがあるので、そんな状況でもなんとかやっていけているらしい。

さやか：じゃあ、「蘭弗叔父さんはまた旅に出てしまいました」と、辰巳先生に説明します。

辰巳：「そうかい、まあいつものことか」と、店の中を見回して、面白い物が入荷していないか物色してみよう。

ＫＰ：辰巳先生はこの店の常連で、さやかちゃんが一人で店番をしているときには、いろいろ助言をしてあげている親切なお爺さんということにしてくれるかな？

辰巳：了解した。「骨董については、京くんが詳しいから困ったことがあったらなんでも聞きなさい」と、さやかちゃんにはいっておこう。

京：なにか変わった本とかないですかね？

ＫＰ：〈図書館〉でロールしてみな。

京：コロコロ……あらら、失敗です。

ＫＰ：じゃあ、18世紀のアメリカで出版された日本料理の本という、珍しいけど実に役に立たなさそうな奇書を見つけた。

京：辰巳先生、これ欲しいです！（笑）

辰巳：なぜわざわざこんな回りくどい本を……。「さやかちゃん、これはいくらかね？」

さやか：「えーと、32万円です」

辰巳：高っ!?（笑）

ＫＰ：なにを根拠に32万円？

さやか：なんとなくです（きっぱり）。

京：「先生、買って、買って！（笑）」

辰巳：「こんなもの読むのかね？」

京：「先生が日本語に翻訳してくれれば、たくさんおいしい料理を作ってあげます！」

辰巳：「なんか面倒くさいなぁ、もうっ！」

さやか：「お買い上げありがとうございま～す☆」

辰巳：いつの間にか、買ったことになってるし！（笑）

ＫＰ：さて、君たちがそんなことをしていると、珍しいことに店に客がやってきた。仕立てのよいスーツを着た、ビジネスマン風の中年の男性だね。

さやか：「いらっしゃいませ～」

ＫＰ：さやかちゃんがあいさつすると、尊大な態度で「君、主人はいるかね？」と尋ねてきた。

さやか：「すみませんが、店の主人は旅に出てしまいましたけど」

ＫＰ：それを聞くと、「なんだとっ？」と、憤った顔つきをする。

さやか：「なにかご用だったんですか？」

ＫＰ：「ご用もなにも、ここの主人に依頼している仕事があったんだ。今日までに準備をしておくという話になっていたはずだ！」

さやか：お、怒り出しましたよ……あのっ、私は叔父さんからなにか話を聞いてますか？

ＫＰ：いや、全然聞いてないね。

さやか：「えーと、それはどんなお話だったんでしょうか？」

ＫＰ：さやかちゃんは〈信用〉をロールしてみてくれる？

さやか：女子高校生が〈信用〉なんて持っているわけないじゃないですか。基本の15％しかありません。コロコロ……あっ、成功したっ（笑）。

ＫＰ：えっ、じゃ、じゃあ、その男はさやかちゃんの落ち着いた態度に信頼できるものを感じ取ったのか、依頼のことを話してくれる（本当は辰巳先生にフォローをしてもらう予定だったんだけどなぁ）。




　さやかちゃんが聞き出したところによると、彼は尾お瀬ぜ宗そう吾ごといい、店主の蘭弗に非常に複雑な寄せ木細工の小物入れを開けてほしいと依頼したのだという。

　その期日が今日までということで、彼はそれを引き取りにやってきたというわけだ。




さやか：店の奥を探して、それらしいものはないか調べてみます。

ＫＰ：るるいえ堂にあふれかえる骨董品の山から探し出すのは大変なので、〈目星〉ロールをしてもらおうかな。

さやか：〈目星〉は75％もあって得意なんですよね。コロコロ……成功です。

ＫＰ：いろいろな書類やガラクタが山積みになった蘭弗の書き物机をガサガサひっくり返して、ようやくそれらしきものを発見した。大きさはテニスボールぐらいの正十二面体をした寄せ木細工だ。見た目の材質は木のようだけど、たたくとまるで石のように硬質な音がする。箱根の寄せ木細工にある秘密箱みたいに、パーツを順序通りに動かすことで開けることができるようだね。

さやか： 蓋ふたは開いているんですか？

ＫＰ：開いてないね。

さやか：あちゃ～。仕方ないので素直に宗吾さんにわけを説明しに行きます。

ＫＰ：いや、説明されたからって、「はい、そうですか」と納得してはくれないね。なんでも、今夜の十一時に寄せ木細工の中の遺言書を見るようにと、彼の死んだ叔父さんが指示を残したらしい。

辰巳：それはそれで妙な話だけどな……。

ＫＰ：そんなわけで、なにがなんでも寄せ木細工を開けてくれないと困るというんだね。

さやか：開けられそうなんでしょうか？

ＫＰ：まあ、みんなで知恵を絞ればなんとかなるんじゃないのかな。

辰巳：じゃあ、ここはワシが間に入って収めよう。「まあまあ、ここで言い争っても仕方がない。今夜までにはこの寄せ木細工を開けられるようにして、そちらにお届けしますので穏便に、穏便に……」と、〈説得〉をロールしてもいいかな？

ＫＰ：いいですよ。

辰巳：89％もあるからね。コロコロ……うん、楽勝で成功だ。

ＫＰ：だったら、宗吾は辰巳先生の名前を知っていたようだ。「まあ、あの有名な辰巳先生がおっしゃるのでしたら……信用しましょう」と、渋々ながら納得したようだね。

京：さすが、辰巳先生っ！　そこにシビれる、あこがれるぅ！（笑）




　さて、感じの悪い宗吾が帰ったところで、探索者たちは寄せ木細工を囲んで四苦八苦する。
















京：〈芸術（骨董品）〉で調べてみますね。コロコロ……成功です。

ＫＰ：非常に精巧な造りをしているけど、京の知るかぎり、このような様式の寄せ木細工は見たことはない。誰もが認めるような美しさはあるけど、それを裏付ける歴史的価値は見出せないな。

京：つまりは出自不明の名品ということですか。

ＫＰ：いくつかのパーツが動かせるけど、すぐに行き詰まってしまうね。開けるためにはＩＮＴに関係したロールが必要かと思われる。

京：タイムリミットもあるし……蘭弗さんの書き置きとかないんですかね？

さやか：じゃあ、ちょっと探してみます。

ＫＰ：もう一度、〈目星〉をしてみてくれ。

さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：さやかちゃんは蘭弗の資料の山から、寄せ木細工の解き方を記したノートを発見した。覚え書きレベルでわかりづらいところが多々あるけど、これでだいぶ楽になりそうだ。ただ、開け方は途中までしか記されていないんだけどね。

さやか：うーん、叔父さんも最後まできちんと仕事をしてくれたらいいのに……。

ＫＰ：そんなことをしていると、京は驚くような現象を目撃する！

京：「きゃあっ、驚いた！（笑）」

さやか：「どうしたんですか、京さん」

ＫＰ：京が適当にいじった寄せ木細工のパーツが、しばらく放っておくとスルスルと元に戻っていくんだ。

辰巳：「なんと……奇っ怪な」

ＫＰ：えーと、この現象を目撃した人は〈アイデア〉の能力値ロールをしてみてくれ。

辰巳：なんか成功したくないなぁ。

ＫＰ：いいから黙ってロールしなさい。




　奇妙なものを見て〈アイデア〉に成功すると、たいてい恐ろしい事実に気づいてしまって嫌な目に合うことが多いのだ。




辰巳＆京＆さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：なるほど。では、君たちは寄せ木細工が元に戻ろうとする動きを見て、これが構造上とてもあり得ないことに気づく。まるで巣穴から引っ張り出された軟体動物が元の場所へ戻ろうとするような、そんなイメージを喚起させる、妙に生物的な動きなのだ。さあ、〈正気度〉ロールをしたまえ！（笑）

京：生きているんじゃこいつはっ！（笑）

さやか：いやぁ～っ！（笑）

辰巳：やっぱり、ろくなことがなかった。コロコロ……成功。

さやか：やった、私も成功です。

京：私は正気度30しかないんですよね。コロコロ……駄目だ、失敗したぁ！

ＫＰ：えーと、成功した人は１ポイント喪失。失敗した人は１Ｄ３喪失だね。

京：ずいぶん減るんですね!?

ＫＰ：いままで普通の寄せ木細工だと思っていたら、いきなりマジで怖い動きをして驚いたという感じ。カブトムシだと思ってつかんでみたら、ゴキブリだったみたいな？

京：それはすごく嫌ですけど、ゴキブリぐらいで１Ｄ３も正気度は減りませんよ。コロコロ……ううっ、２ポイント喪失。残り28ポイントです。

辰巳：ワシは残り69ポイント。

さやか：私も69ポイントです。京さん、残り28ポイントって……いきなり切羽詰まってません？

京：大丈夫、まだ頑張れる。まだ頑張れるから……（泣）。

辰巳：しかし、この寄せ木細工──ただものじゃないな。

さやか：でも、これを開けないとお店の名前に傷がつきますから。ほら、叔父さんのノートも見つけてきましたので頑張りましょうよ～。

ＫＰ：ちなみに、そのノートは字が汚くて読みづらいので、内容を理解するには〈母国語〉のロールが必要だ。

辰巳：となると、ワシがノートの解読をしながら、次にＩＮＴの高いさやかちゃんが寄せ木細工を解くというのが効率よいかな？

京：うーん、そうですね。私はあまりお役に立てないようですから、みんなのために夕食でも作ってますよ。〈製作（料理）〉のロールをコロコロ……って、失敗してるし（笑）。

ＫＰ：料理だったら技能のパーセンテージを４倍にしたロールに成功していれば、家庭料理としては普通に食べられるものが作れるよ。

京：なら、なんとか成功ですが。

辰巳：「うん……まあ、悪くはないと思うよ」と、微妙な顔つきをしていよう。

さやか：「今度、料理を教えて──いや、なんでもないです。もぐもぐ（笑）」

京：メ、メイドとしての威厳がっ！　そうだ、今日買ってもらった本で料理の研究をしよう──って、これ英語だったぁ（笑）。

ＫＰ：じゃあ、夜の九時ぐらいまでノートを読んだところで、辰巳先生は〈母国語〉ロールをしてみてくれ。

辰巳：まあ、失敗することはないだろう。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：では、辰巳先生は途中までの手順を、さやかちゃんに教えてあげることができる。そのおかげで、さやかちゃんは〈アイデア〉にさえ成功すれば、寄せ木細工の開け方がわかるようになった。

さやか：それならだいぶ楽ですね。コロコロ……成功です。

ＫＰ：すると、さやかちゃんはちょっと奇妙なことに気づくね。

さやか：ええっ、なんですかぁ～？

ＫＰ：最後のパーツだけが、どうしても動かないんだ。ただ、時間が経過するにつれて、そのパーツの動きの幅が大きくなる。どうもこの寄せ木細工は、ある時間を過ぎないと開かない仕組みになっているようだ。

辰巳：それが夜の十一時ってことかな？

さやか：そのパーツさえ動けば、開くことは確実なのでしょうか？

ＫＰ：おそらくね。どんな仕組みになっているかはわからないが、なんとなくそう感じる。

さやか：だったら、現地に持っていって、その場で開けるしかなさそうですね。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「技能ロール」




　　　　　　　どうも、好きな技能は〈地質学〉な、京です。

　　　　　　　ゲーム中の行動が成功するかどうかは、探索者が習得している技能でロールして判定することがほとんどです。

　　　　　　　この場合、環くんは〈信用〉が15％あったので、Ｄ１００でその数値以下を出せば成功というわけですね。でも、15％しかないんじゃあ、ちょっと成功は期待できませんねぇ。

　　　　　　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のほとんどの判定は、このＤ１００のロールによって行なわれます。おかげでルールはすぐに覚えられて、とっても簡単。このへんも『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』が長く愛されてきた理由なのかな？

　　　　　　　ちなみに、このリプレイの探索者の紹介に書いてある技能は、みんなの得意分野だけで、そのほかにもたくさんの技能があります。中には〈乗馬〉とか〈経理〉みたいな「いつ使うの？」なんて技能もあったりしますが、時々、そういう技能がピンポイントで役立ったりするから油断がなりません。







　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「能力値ロール」




　　　　　　　どうも、好きな食べ物はタイカレーな、京です。

　　　　　　　ここでキーパーが辰巳先生にロールをさせようとした〈アイデア〉ロールというのは、能力値ロールと呼ばれているもので、普通の技能とはちょっと違います。

　　　　　　　技能は探索者が勉強や経験によって習得するものですが、能力値ロールは探索者の能力値によって成功率が自動的に決定されます。ゲーム中で主に使用されるのは、下記の三種類ですね。

　　　　　　〈アイデア〉＝ＩＮＴ×５倍：その名のとおり、知識などからではなく、天性の直感によってなにかをひらめいたりすることができるかをロールするのに使用。これが得意だとコズミックホラーの真相に気づいて、怖いことを想像してしまうことも。

　　　　　　〈幸運〉＝ＰＯＷ×５倍：運がよいかどうかを表す。クリーチャーが誰を狙うのか、落石が自分の上に落ちてこないかといった、運次第の状況をロールするときに使用。大ピンチに陥って、最後は運頼みなんてことはこのゲームではよくあること。

　　　　　　〈知識〉＝ＥＤＵ×５倍：あまり専門的な知識ではなく、一般教養をどれだけ身につけているかを表している。最近のニュースや、常識に関するロールに使用。外国語なども〈知識〉ロールに成功すれば、少しは内容が理解できることもある。







　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「〈正気度〉ロール」




　　　　　　　どうも、好きな言葉は「悠々自適」な、京です。

　　　　　　　とうとう登場しました、〈正気度〉ロール。

　　　　　　　これこそ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の最も特徴的なルールでして、その名ぐらいならちらりと耳にしたことがあるというかたも多いのではないでしょうか？

　　　　　　　具体的に説明をすると、探索者がなにか恐ろしいことに遭遇したとき〈正気度〉ロールをすることになります。

　　　　　　　探索者たちは最初からＰＯＷの５倍の、正気度というポイントを持っているので、Ｄ１００をロールをして、現在の正気度以下を出せば成功したことになります。このへんは、普通の技能ロールと同じですね。

　　　　　　　でも、ここからが〈正気度〉ロールの恐ろしさと面白さなのです。

　　　　　　　この正気度は探索者が恐ろしい体験をすることで減っていきます。〈正気度〉ロールに成功すれば減るポイントは少なくて済むし、逆に失敗するとたくさん減ってしまいます。また、恐ろしさの度合いによっても喪失するポイントは大きく変わっていきます。神様クラスになると、いきなりＤ１００も減らされたりすることもあるのです。

　　　　　　　残念ながら、この正気度はシナリオ中に回復することはなくて、減る一方です。

　　　　　　　こうしてプレイ中に正気度はどんどん低くなるので、当然、〈正気度〉ロールの成功率もどんどん悪くなっていきます。そうなれば正気度の減る量も自然と多くなり、さらに〈正気度〉ロールに失敗しやすくなる──という悪循環に落ち込んでいくのです！

　　　　　　　神話的恐怖に直面した人間が、坂を転げ落ちるように正気を失っていくという状況を、シンプルながらわかりやすく再現した素晴らしいルールですね。

　　　　　　　私の正気度はだいぶ低めなので、この転げ落ちる恐ろしさは、いずれ身をもって知ることでしょう……。






嵐の中の屋敷




　宗吾が指定したのは、東京の西部にある奥多摩。このあたりは都内でありながら、山深い土地である。しかも、タイミングの悪いことに、外は土砂降り、嵐の夜であった。

　苦心して寄せ木細工の開け方を解き明かしたさやかちゃん一行は、約束の時間に間に合わせるべく、そんな嵐の夜道をぶっ飛ばしていた。




ＫＰ：京は、どんな車に乗ってるの？

京：４シートのスポーツタイプセダンです。運転は得意なので、雨の中でも飛ばしますよ。コロコロ……ほら、〈運転（自動車）〉ロールは成功です。

ＫＰ：……佐々原の車はワゴンなんだっけ？

佐々原：はい、八人ぐらい乗れる、みんなでドライブのできるタイプです。女の子を乗せているので安全運転です。

ＫＰ：じゃあ、佐々原はたっぷり遊園地で唯花と遊んで、夕食も食べたあと、家まで送り届けようしているところだ。強い雨の中、車のバックミラーに、ものすごい勢いでスポーツタイプセダンが迫ってくるのが見える。

辰巳：どうやら、佐々原と目的地は一緒のようだな。

京：こっちは急いでますから、後ろにぴったりついて猛烈にパッシングしますよ～（笑）。

さやか：京さんってハンドルを持つと性格が変わる人だったんですね。

ＫＰ／智実：「ねえ、後ろからスポーツカーみたいな車に乗ったメイドさんが、恐ろしい形相で迫ってきてるよっ!?」

佐々原：「なんですとぉ～!?（笑）」

ＫＰ：どうも君がパッシングをしている相手は、るるいえ堂の常連客、佐々原のワゴンのようだね。ただ、なぜかおびえた顔で二人の女性がワゴンの中から、こちらの車を見つめている。しかも、一人は小学生ぐらいの女の子だぞ。




辰巳：「まさか、佐々原くん……とうとう一線を越えたか（笑）」

京：「これは事件です。さやかちゃん、警察に連絡をして！（笑）」

さやか：「誘拐ですか、誘拐事件なんですか!?」

佐々原：誰が誘拐犯だぁ！（笑）

ＫＰ：まあ、二台の車でそんなカーチェイスをしていると、やがて国道からそれて尾瀬邸の私道へと入ることになる。尾瀬邸の敷地内の森にある急勾配の未舗装の一本道で、大量の雨が川のようになって流れているね。

京：大丈夫かなぁ、この道……。

ＫＰ：そんな道を登り切ると、ようやく尾瀬邸が見えてきた。二階建ての古びた洋館という感じだ。車が三台ぐらい駐車できる大きなガレージがあって、すでに車が二台止められている。

さやか：嵐の中、山奥の洋館……いかにも閉じ込められそうなシチュエーションですね（笑）。

ＫＰ：さやかちゃん、それは言わない約束だぞっ☆（笑）

辰巳：ともかく、佐々原くんと合流をして少女誘拐の真相を問いただすとしよう。

佐々原：だから、なんでボクの車に女の子が乗っているだけで、そうなるんですか!?




　かくして、偶然にも尾瀬邸にて合流した探索者たちは、互いの情報を交換した。




佐々原：「ボクは唯花ちゃんを送ってあげただけなんですってば」

さやか：「私たちは、るるいえ堂のお仕事で……」

京：「ほら、これがその寄せ木細工です。こうやると動くんですよ、見て、見て（笑）」

佐々原：「やめろ、見せるなっ！」

ＫＰ：寄せ木細工の奇怪な動きを見た佐々原は〈正気度〉ロールをしてくれ（笑）。

佐々原：ううっ、コロコロ……成功は１ポイントの喪失でしたよね。残りの正気度は64ポイントです。

京：どうせいつか見ることになるんだから、早めの方がいいって（笑）。

佐々原：その寄せ木細工って、〈オカルト〉で、なにかわかりませんかね？　コロコロ……成功していますけど。

ＫＰ：うーん、マニアの間で知られているオカルト的な呪物とは様式がかけ離れているような気がする。

辰巳：やはりコズミックホラー的な品物なんだろうな。なんだか、開けたくなくなってきた。

ＫＰ：智実はさやかちゃんの話を聞くと、ちょっとけげんそうな顔をしているね。尾瀬の屋敷に宗吾が来ていることは知らなかったようだ。

佐々原：おやおや、唯花ちゃん不在のところで遺言書公開とは、ちょっと怪しいですねぇ。

ＫＰ：「とにかく、雨がひどいし、玄関前であまり立ち話もなんだから」といって、智実が玄関を開けて中に招いてくれる。

佐々原：では、ぞろぞろと中に入っていきましょう。その叔父さんとやらにもあいさつをしたいですしね。

ＫＰ：では、君たちがどやどやと玄関ホールに入ると、奥から三人ほどやってきた。順番に説明していこう。




◆ 尾お瀬ぜ宗そう吾ご（46歳）

　尾瀬東蔵の甥。唯花の後見人であり、尾瀬東蔵の会社である尾瀬商事の経理部長。尊大な態度の、いかにも大手企業の役員といった風体の男である。

◆ 佐さ伯えき恵え美み子こ（43歳）

　尾瀬東蔵の姪。宗吾の妹。やや派手な和服の女性。いかにも苦労を知らずに育ったお嬢様のなれの果てといった感じ。兄である宗吾に対しても、遠慮なく厳しい物言いをする。

◆ 佐さ伯えき雅まさ弘ひろ（38歳）

　佐伯恵美子の夫。元尾瀬商事の社員。いまは恵美子の出資で、ベンチャー企業を立ち上げている。二枚目だが、いまいち才気を感じさせない。恵美子の尻に敷かれている様子。




佐々原：なるほど、遺産相続争いの定番キャラをそろえてきましたね。

辰巳：あと必要なのは金田一耕助だけだな（笑）。

佐々原：それはさやかちゃんの役目ということで。

さやか：任せてください。これから連続殺人が起きるんですね!?

佐々原：縁起の悪いことを、うれしそうにいうなぁ。

ＫＰ：さて、恵美子は唯花がやってきたことに驚いて、ややヒステリックな声をあげている。「ゆ、唯花……なんで、ここにいるの!?」

佐々原：ここはボクの出番ですね。「それはこっちのせりふですよ。話によると、今晩、遺言書の公開をするとか……故人に縁の深い唯花ちゃんを、その場に立ち会わせないだなんてどういうことですか？」

ＫＰ／恵美子：「誰なのっ、あなたは!?」

佐々原：「智実姉さんの幼なじみだっ！」

ＫＰ／恵美子：「はぁ、なにをおっしゃっているのです？」

さやか：それって、なんの関係者でもないですから！（笑）

佐々原：それはわかっているけど……わかっているけど、ここで引くわけにはいかないんだ。「それともなんですか？　遺言書公開の場に唯花ちゃんがいては、あなたになにか都合の悪いことでもあるんでしょうかねぇ？」

辰巳：なぜ、そんな粘着質な絡みかたをする？（笑）

ＫＰ：すると、恵美子はちょっとひるんだような顔をするが、代わりに宗吾が反論する。「失敬なっ！　唯花を立ち会わせないのは東蔵叔父さんの言いつけだ」

佐々原：「ふふん、そんな妙なことを言いつけますかねぇ？」

ＫＰ：「ならば、これが証拠だ」と、宗吾は東蔵の書いたものらしい手紙を見せてくれる。




　その手紙には、東蔵の死後三十日目の夜十一時に、遺品である寄せ木細工の中に保管された遺言書を公開すること。その際、唯花や顧問弁護士を立ち合わせないことが指示されている。




佐々原：あれれっ、これって本当に東蔵さんの筆跡ですかね。智実姉さんに確認します。

ＫＰ：「だんな様の字に間違いないわ……でも、なんでこんなことを？」と、智実も驚いている様子だ。

佐々原：「これって、どういうことでしょう？」

ＫＰ／宗吾：「ちょうど唯花が毎年恒例の林間学校に行く予定だというから、このことは黙っておいたのだ。亡くなった東蔵叔父さんのことを思い出させたくないからな」

佐々原：「うーん、智実姉さん……これは向こうに分がありますよ。どうしましょう？」

さやか：急に弱気になった（笑）。

ＫＰ：智実は「けど、この人たちに遺言書を任せたら、なにをするかわかったものじゃないわ」と、佐々原に耳打ちする。宗吾たちにはかなり不信感を持っているようだね。

佐々原：「そんなに嫌な人たちなんですか？」

ＫＰ：まあ、智実としては、東蔵の財産目当てに群がる親族連中としてしか見えていないのだろう。本当のところはわからないけど。

辰巳：「では、妥協案として遺言書の公開に、佐々原くんが同席するというのはどうだろうね。それなら東蔵さんの言いつけに背くことにもならないだろう」

京：「グッド！　それはよいアイデアですね」

佐々原：ええーっ、ボクも立ち合うんですかぁ？

辰巳：なにをいまさらいっているんだね、君は？

佐々原：だって、なにか悪いことが起きるような、嫌な予感がするんですもん（笑）。

辰巳：そんなことはわかってるんだよ！　だからこそ、君も立ち合うんだろうが。

京：あれ、もしかしてそれって私たちも立ち合うんですか？

ＫＰ：少なくとも寄せ木細工の開き方を知っているさやかちゃんは自動的に立ち合うことになるだろうね。

辰巳：じゃあ、ワシらも一緒の方がいいな。

京：嫌だなぁ～。

ＫＰ：君はこのゲームの楽しみ方をなにもわかっていないな（笑）。

京：いえいえ、嫌よ嫌よも好きのうちというじゃないですか。つまりそういうことですよ（笑）。

辰巳：まあそんなわけで、ワシらも立ち合わせてもらいたいのだが。

ＫＰ：じゃあ、辰巳先生には〈説得〉をしてもらおうかな。

辰巳：〈説得〉は得意中の得意なんだ。コロコロ……うん、成功だ。

ＫＰ：辰巳先生に説得されると、そろそろ指定の時間が近いことだし、ここであまりもめていても、らちが明かないので、宗吾も渋々ながらその提案をのんだ。

佐々原：案外と簡単に折れてくれましたね。なんか怪しいような……〈心理学〉をしてみていいですか？

ＫＰ：わかった（コロコロ……おっ、成功か）。この宗吾たちの態度から、とにかく遺言書を見ることが最優先で焦っているという印象を受けるね。

佐々原：ふーん、なんでだろう？

佐々原：連れてきちゃった唯花ちゃんはどうしましょうか？

ＫＰ：宗吾としても、この嵐の夜に出て行けともいいづらい。遺言書の公開に立ち合わねばよいだろうと、自分の部屋でおとなしくしているようにというね。

佐々原：だったら、唯花ちゃんはボクが部屋で相手をしているので……智実姉さんが遺言書の公開に立ち合うということで。

京：コラコラコラァッ！

さやか：ごく当たり前のことのように、最低のことをいいますよね。

ＫＰ：「あの人たちを、しっかり見張っていてちょうだいねっ！」と、智実は佐々原のお尻を蹴っ飛ばしてから、唯花を上の階へと連れて行く。

佐々原：智実姉さんはきついなぁ。きっとツンデレなんだな（笑）。

さやか：たぶんこの調子ですと、一生デレることはないと思いますよ。

京：親戚三人の中では、いちばんおとなしそうな雅弘さんに、こっそりと話を聞きたいところですが……。

ＫＰ：まあ、いいだろう。

京：「なんだか、宗吾さんはずいぶん遺言書にご執着のようですが……なにかワケありなんですかね？」

ＫＰ：ずいぶんと失礼なことを聞くなぁ。雅弘は「ボクの口からは、なんとも」とそっぽを向くよ。

京：ここは〈言いくるめ〉をしたいところですが、私は苦手なんですよね。さやかちゃん、手伝って！

さやか：はいはい、私も京さんと一緒になって聞いてみますね。「遺言書の入っている寄せ木細工を開くのは私ですから、なにか犯罪めいたことに巻き込まれるのは嫌なんですよ。なにか知っていることがあったら教えてもらえませんかぁ？」

ＫＰ：んー、まあいいだろう。さやかちゃんは、〈言いくるめ〉ロールをしてごらん。

さやか：コロコロ……よしっ、成功です。

ＫＰ：すると、若い女の子の頼みには逆らえなかったのか、雅弘はちょっと顔をゆるめて、ひそひそと耳打ちをする。「ここだけの話、最初の遺言によると、義兄さんたちへの財産分与が少なめだったんだ」

さやか：「最初の遺言……遺言書が二つあるってことなんですか？」

ＫＰ／雅弘：「うん、大会社の社長だから、正式な遺言書は弁護士がずっと前から預かっていたんだけど、東蔵さんが亡くなってから数日して、宗吾さんのところに第二の遺言書があることを知らせる手紙が、なんと東蔵さん本人から届いたそうだよ」

さやか：「ちょっと待ってください。それじゃあ、まるで東蔵さんは自分の死ぬのがわかっていたみたいじゃないですか？」

ＫＰ／雅弘：「うん、それはボクも不思議に思ったんだけど──そこには、財産分与に不満があったら寄せ木細工を開けることとあったらしいんだ。そんなわけで、義兄さんはその第二の遺言書に期待しているようだよ」

さやか：「ありがとうございましたぁ」

ＫＰ：「ところで、君はそんなに若いのに骨董屋なんかしているの？　かわいいんだから、もっとはやる商売をしてみたらどうだい？」と、ちょっと二枚目面して誘いをかけてくる。

さやか：「いえいえ、お店をしているといっても、ただのバイトですから～」と、そそくさと逃げ出して、さっそくいまのことを辰巳先生たちに報告です。

京：「たくましいなぁ、さやかちゃんは」










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「心理学」




　　　　　　　どうも、好きな占いはテーブル・ターニングな、京です。

　　　　　　　ここで佐々原くんが使った〈心理学〉という技能は、相手の噓を見破ったり、心情を察したりすることができる便利な技能です。

　　　　　　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では、ＮＰＣ相手に情報収集することが多いので、使用頻度の高いオススメ技能のひとつです。探索者を作成するとき、どの技能を習得するか迷ったら〈目星〉と〈聞き耳〉、そして〈心理学〉を選んでおけば、まず間違いはないでしょう。

　　　　　　　ただし、ほかのロールとは違って、〈心理学〉だけはキーパーが隠れてロールをするので、探索者にはその〈心理学〉に成功したか、失敗したかはっきりしないという欠点があります。自分が読み取ったＮＰＣの心情が、本当に正しいものかどうかは、明確にはわからないというわけで──ちょっと歯がゆい感じのする技能です。

　　　　　　　あと、〈心理学〉ロールばかりキーパーに要求すると、うるさがられるので使い過ぎには気をつけましょう。






レンズの向う側から




ＫＰ：さて、暖炉のある広い居間に集まった面々は、寄せ木細工を持つさやかちゃんを取り囲むようにしてかたずをのんでいる。

さやか：なんか緊張しますね。

ＫＰ：宗吾は大きな柱時計をにらみながら、午前十一時のカウントダウンをする。さやかちゃんは、そのタイミングに合わせて寄せ木細工を開けばいい。

さやか：はい、ギリギリのところまで解いて、午前十一時になったら開くようにします。

ＫＰ／宗吾：「五・四・三・二・一……いまだ！」

さやか：カパッ、開きました！

ＫＰ：すると、開けたとたん、さやかちゃんは猛烈に体がだるくなる。具体的にはマジック・ポイントが６ポイント減少した。

さやか：いきなりたくさん減らされましたよ？　

辰巳：なかなかすごい魔法がかかっているようだな……。

ＫＰ：開かれた寄せ木細工の中は、つるんとした完全な球状の空洞になっていて、底には五百円玉ぐらいのレンズらしきものがはめ込まれている。

さやか：あれれ、遺言書は入っていないのかな？　中のレンズをのぞき込んでみます。

ＫＰ：そんなさやかちゃんには、レンズの向こうからも同じようにこちらを見つめている血走った目が見えた。

さやか：「ひやあああっ！（なにかを放り投げる動作）」

佐々原：投げるなぁ！（笑）

ＫＰ：「ちょっと、あなたなにをするのよ！」と、恵美子はあわてて寄せ木細工を拾い上げる。そして、レンズを見ると「お、叔父様……？」とつぶやいた。

京：なんですって？　後ろからのぞかせてもらいましょう。

辰巳：ワシも、ワシも。

ＫＰ：どのような仕組みになっているのかわからないが、レンズには寄せ木細工を手に持った、やつれた老人の姿が映し出されている。

京：うわっ、ビデオレター？

ＫＰ：やがて、レンズからはその老人の声が聞こえてきた。「……ほお、よくもまあこの寄せ木細工を開けられたものだな。欲のなせる技か……このごうつくばりどもが」

佐々原：なんか遺言を残すという雰囲気ではないような。嫌な予感がしますよ。

ＫＰ／老人：「ワシは間もなく死ぬ──だが、この恨みを抱いたままこの世を去ることはできん。おまえたちに誠一を悼む心があるのなら、なすべきことをしろ。それが生き残るための唯一の道、これがワシの遺言だ」

さやか：これって、iPod でも中に入っているんでしょうか？

ＫＰ：いやいや、そんな小手先のテクノロジーとは思えないほどの、生々しさがあるね。小さなレンズの映像なのに、まるで手を伸ばせば、その老人に触れられるような臨場感──パノラマのように、その世界に入り込んでしまったような奇妙な感覚に陥る。老人は寄せ木細工の中をのぞき込んでいるはずなのに、なぜか自分自身のことを見つめられているような錯覚までするね。

さやか：ううっ、怖い。目をそらします……。

ＫＰ：すると、さらに声が聞こえてくる。「ところで知らぬ顔がいるようだが、そこにいる守銭奴どもの仲間なのか？　そうでないのなら、早々に逃げ出した方がいいぞ。いや、もう手遅れかもしれんがな」

京：「知らぬ顔」って……もしかして、私たちのことでしょうか？

辰巳：向こうに、こっちが見えてるってことか？

ＫＰ：すると、レンズの向う側、老人の手にある寄せ木細工の中から、黒いもやのようなものがわき出してくる。東蔵はそのことに気づいていない様子だ。

さやか：「逃げてー！　東蔵さん、逃げてー！」

ＫＰ：こちらの声は聞こえていないようだな。やがて黒いもやが東蔵にまとわりつくようにして、その体を覆い尽くすと、「ううっ」と短い悲鳴をあげて、そのまま東蔵は倒れてしまう。

京：死んじゃったのでしょうか？

ＫＰ：身動きひとつしないね。

辰巳：ふーむ、これが東蔵さんの死因だったのか……。

ＫＰ：そして、君たちは、その黒いもやの中から緑色の目玉のようなものが二つ浮かび上がったのに気づいた。吐き気をもよおすほどに不快で、不気味な視線は、レンズ越しにこちらのことを察知したかのように、じっと見つめている。そのとたん、黒いもやは一気にこちらに近づいてきて、レンズいっぱいに広がってきた。

京：これってまさか……ティンダロス……？

ＫＰ：さあ、そろそろ〈正気度〉ロールをやってみようかっ！

全員：いやだ～っ！（笑）




　ところが、運のよいことに全員〈正気度〉ロールには成功したので、１Ｄ３の正気度喪失で済んだ。残念。




辰巳：ワシは２ポイント喪失で、残り正気度67だな。

佐々原：ボクも２ポイント喪失で、残りは62です。

さやか：私は１ポイントしか減らなかったので、残りは68です。まだ安心ですね。

京：ううっ、２ポイントの喪失で、残りは26です。なんだか、これからの〈正気度〉ロールに成功する気がしません。

ＫＰ：さて、みんなが黒いもやの中に浮かび上がった緑色の目玉にひるんだとき、寄せ木細工を持っていた恵美子が大きな悲鳴を上げた。

辰巳：「ど、どうした!?」

ＫＰ：「痛い、痛いっ！　腕が……腕がぁああ！」と、恵美子は腕を押さえてのたうち回っている。近くにいた雅弘は「恵美子さん、どうしたの？　どうしたの？」と青ざめた顔で狼狽するばかりだ。

辰巳：む、ここは〈医学〉を学んだワシの出番か。「みんな、彼女を取り押さえてくれ。治療をする！」

京：「了解です！」

ＫＰ：彼女の手首には青白い膿うみのようなものが付着していて、強烈な毒に触れたかのようにその周囲が壊死を起こしているようだ。辰巳先生は〈応急手当〉か〈医学〉のロールをどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功だ。

ＫＰ：タオルなどで膿をぬぐって、大量の水で洗えば治療できそうだ。〈医学〉で成功したので、これが筋肉組織を破壊する毒であることがわかるね。自然界にも、ある種のヘビや貝などはこのような毒を持っていることが知られているが、こんな劇的な症状を引き起こすものは聞いたことがない。

京：なんと恐ろしい……こんな毒がどこから。

辰巳：「とにかく京くん、彼女をキッチンに連れていって毒を水で流すんだ。さやかちゃんはタオルを持ってきてくれ！」

佐々原：ボクは寄せ木細工を閉じようとしますよ。

ＫＰ：いや、例によって寄せ木細工は自分で勝手に閉じていくよ。

佐々原：なんと便利な。とりあえず回収しておきましょう。

辰巳：また開いて、毒を吐くかもしれないぞ？（笑）

ＫＰ：辰巳先生の的確な手当のおかげで、恵美子のけがは大事に至らなかった。ただ、いきなりひどい目に遭わされて、だいぶヒステリックになっているようだ。人の目をはばかることなく、兄である宗吾に「兄さんが欲を張るから、叔父さんにこんな仕打ちを受けるのよ！」とか、食って掛かっている。

佐々原：兄妹げんかを始めましたね。なにか面白い情報を漏らすかもしれないので、黙って聞いてましょうか（笑）。

ＫＰ：（するどいなぁ）恵美子に責められると宗吾も「おまえだって、自分のところの会社の運転資金に困ってるくせに！」と反論する。すると、恵美子はさらにエキサイティングして「会社のお金を使い込んでいる兄さんに言われたくないわねっ！」と、なにやら爆弾発言をするぞ。

佐々原：おやおや、二人とも相当お金に困っているようですね。

ＫＰ：さすがに、佐々原がニヤニヤと見ているのに気づいたのか、使い込みとかいう話題になったところで、二人は気まずそうに口をつぐむよ。

佐々原：「ぴ～、ぴぴ～♪　ボクはなにも聞いてませんよ～（口笛をふいてごまかす）」

さやか：それよりも、さっきのレンズはいったいなんだったんでしょう？

辰巳：プレイヤー的に考えると、あのレンズが過去と現代をつなぎ合わせていたってことかな？

京：こちらのことが見えていたようですしね。

さやか：あの黒いもやは……？

辰巳：たぶん、「ティンダロスの猟犬」なんじゃないかと。

さやか：「ティンダロスの猟犬」……って、どんな怪物でしたっけ？　名前はなんとなく聞いたことあるんですけど。

辰巳：時間を超えようとする人間を見つけては、どこまでも追いかけてきて食い殺す怪物だな。部屋の隅とか、とにかく角がある場所からならどこからでも現れることができる、すっごくたちの悪いヤツだ。

さやか：ああっ、なんか聞いたことあります、それ。丸い部屋には入ってこられないんですよね。

辰巳：そんな都合のいい部屋があればね（笑）。

さやか：じゃあ、東蔵さんはレンズを使って未来を見てしまったから、ティンダロスの猟犬に襲われたのでしょうか？

辰巳：それで間違いないだろう。問題なのは、ワシらもティンダロスの猟犬に目を付けられたんじゃないかということだ。

京：とはいえ、探索者としては、そんなことわからないんですけどね（笑）。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「マジック・ポイント」




　　　　　　　どうも、好きな魔法は「これでもくらえ！」な、京です。

　　　　　　　探索者は自分のＰＯＷと同じ数値だけ、マジック・ポイントを持っています。

　　　　　　　人間の精神力のようなもので、普段はあまり使用しないんですが、これがゼロになると探索者は気絶してしまいます。普通の探索者は使ったりしませんが、呪文などを唱えると減ることが多いですね。

　　　　　　　それなのに、寄せ木細工を開けるだけでマジック・ポイントが６ポイントも減るということは、ＰＯＷ６の私だったらいきなり気絶してしまうというわけで……これは、かなり強力な呪文を使わされたのと同じことを意味するわけです。この寄せ木細工には、ちょっと警戒した方がいいようですね。







　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「ティンダロスの猟犬」




　　　　　　　どうも、好きな犬はアイリッシュ・ウルフハウンドな、京です。

　　　　　　　ティンダロスの猟犬は、その独特な行動原理と能力のせいか、原作小説の知名度に比べて、名前だけが一人歩きしている感じのするクリーチャーですね。

　　　　　　　猟犬という名前ですが、狩人に飼われているわけでもないし、そもそも犬ですらありません。

　　　　　　　そんなティンダロスの猟犬のいちばんの特徴は、なんといっても角度のあるところから神出鬼没で出現できるということでしょうね。なんだかよくわからないんですが、とにかくティンダロスの猟犬は「角のある時間」というものを自由に行き来できるんだそうです。壁と床の隅とか、１２０度以下の角度のある場所があれば、時間すら超えて現れるというんだから、もう反則でしょって感じです。

　　　　　　　そして、このティンダロスの猟犬には、なぜか時間をさかのぼる人間のことを狙う習性があります。

　　　　　　　そのため、うかつな人が時間旅行をしようとすれば、すぐにこのティンダロスの猟犬に目を付けられてしまいます。そうなったら最後、時空の果てまで逃げても追いかけてきて──そのあとのことはいうまでもないですね。そのしつこさは、まさしく猟犬のごとき。

　　　　　　　なんでも、人間の持つ「純潔さ」とやらを憎んでいるそうで、それを持つ者を滅ぼさないと気が済まないらしいのですが、探索者たちからすれば、とてもはた迷惑な話です。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のクリーチャーの中では珍しく、気まぐれとかではなく、明確な意志を持ってこちらを狙ってくるので、なるべくなら会いたくない相手のひとつです。みなさんも時間旅行をするときは、ティンダロスの猟犬に気をつけましょう！






密室殺人と地下からの脅威




さやか：あの、どたばたしていて聞けなかったんですが、遺言では「誠一を悼む心」といってましたけど、その誠一さんって誰なんでしょう？

ＫＰ：恵美子たちによると、東蔵の息子、唯花の父親だな。

佐々原：確か山の事故で亡くなったとか……あっ、そうだ！　唯花ちゃんたちも、みんなと一緒にいるように伝えてこなくちゃ。

ＫＰ：わかった、二階の唯花の部屋に行くと、何事もなかったように、ベッドで眠る唯花の様子を、智実が優しげな目で見つめている。

佐々原：「ホッ……智実姉さん、なにかおかしなことはなかったですか？」

ＫＰ／智実：「いいえ、別に……それより、下の方が騒がしかったけど、そっちこそなにかあったの？」

佐々原：「えーと、どこまで話せばよいのやら。とにかく、ちょっと妙なことが起きつつあるので、悪いんですが唯花ちゃんを起こして下の階に来てくれませんか」

ＫＰ：「いま寝たばかりなのに？」と、智実はいぶかしげな顔をするね。

佐々原：「ここにいたら危険かもしれないので、みんなと一緒の方がいいんです」

ＫＰ：「そ、そこまでいうのなら……」と、智実は佐々原の説得に折れるね。着替えた唯花を連れて、智実たちが下の階に降りてきた。ところで、みんな〈アイデア〉ロールをしてみてくれ。

さやか：コロコロ……成功です。ピーンと気づきました。

ＫＰ：ふと気づくと、宗吾の姿が見えないね。

さやか：「……あれ、宗吾さんは？」

ＫＰ：いつの間にやら、どこかに行ってしまったという感じだね。「兄さんったら……どこに行ったのかしら？」と、恵美子はちょっと険しい顔をする。

辰巳：「なにが起きるかわからない。あまり一人でいない方がいいな」

佐々原：ボクが、下の階を見回ってきますよ。

ＫＰ：すると一階の、いちばん重厚で豪華な扉だけが内側から鍵がかかっているようで開かない。

佐々原：智実姉さんを呼んで、この部屋のことを聞いてみます。

ＫＰ／智実：「この部屋はだんな様の部屋よ。鍵は内側からしか掛けられないはずだけど」

佐々原：つまり、宗吾さんはこの中にいるということかな？

ＫＰ：すると、それを聞いた恵美子がすっ飛んで来て「兄さん、なにをしているんですか！　出てきなさい！　勝手なまねは許しませんよっ！」と、すごい形相で扉をドンドンとたたき始める。腕のけがなどおかまいなしだ。

佐々原：うわっ、どうしたんだろう。この部屋にはそんな大事なものがあるんですかね？

ＫＰ／智実：「寝室と書斎を兼ねているから、だんな様の大切な書類とかはこの部屋に……」

佐々原：使い込みの証拠を隠滅しようとしているのかな？　扉は開きそうにありませんか？

ＫＰ：外からは開かない構造になっている。窓から回るしかないな。

佐々原：一人で外に出るのは嫌だなぁ。さやかちゃん、ついてきてよ。

ＫＰ：情けないヤツだなぁ。一人で行け。

佐々原：だって一人は怖いじゃないですかっ！（笑）

さやか：はいはい……だったら、私も行きますよ。

佐々原：わーい、頼りになるなぁ～！

さやか：その情けない姿、智実さんによく見てもらってください（笑）。

ＫＰ／智実：「環は小さいころからこんな感じだったから（笑）」

佐々原：「小さいころはいつも智実姉さんにいじめられていたなぁ」と、しみじみ。

ＫＰ／智実：「へ、変なこといわないでよ。あなたが女の子のこと追いかけ回していたからでしょ!?」

京：小さいころから、小さい女の子が好きだったのね（笑）。

辰巳：そんなバカな話はどうでもいいから、さっさと行ってこい！

佐々原：では、京ちゃんの携帯電話につなげっぱなしのまま、外に出て行きます。なにかあってもすぐに伝えられるようにね。

辰巳：たくっ、用心深いヤツだなぁ。

ＫＰ：さて、屋敷の外に回った二人だけど、東蔵の部屋の窓は高い位置にあって簡単にはのぞけない。

佐々原：仕方ない。ボクが踏み台になるので、さやかちゃん見てみてよ。

京：……と、さりげなく怖いモノを人に見せようとする佐々原くんであった（笑）。

佐々原：なっ、失敬な。この場合、ＳＩＺ17のボクが踏み台になるしかないじゃないですか。

さやか：それはいいですけど、上をのぞかないでくださいね。

佐々原：見ない、見ない……といいながら、やっぱり上を見る（笑）。

さやか：その顔をぶぎゅっと踏みつけます。

佐々原：ぐはっ!?

さやか：それから窓をのぞきます。

ＫＰ：だったら、さやかちゃんには〈幸運〉ロールをしてもらおうかな？

さやか：なんだろ、なんだろ。コロコロ……成功です。

ＫＰ：ふふふっ、それは運がよかったね（これは宗吾が怪物に襲われているところを不幸にも目撃してしまうかどうかのロールであった）。さて、部屋をのぞくと、中では宗吾が床に倒れている。

さやか：ええっ、どんな感じで？

ＫＰ：見たかぎり、目立った外傷はないな。ただ、部屋には宗吾があさっていたらしい書類が散らばっているね。

さやか：「あわわわっ、これは大変です！」

佐々原：「どうかしたの、さやかちゃん？」

さやか：佐々原さんの上でドタバタ足踏みしながら、「京さんに電話、電話！　宗吾さんが中で倒れてる！」と叫びます。

佐々原：じゃあ、踏まれる痛みに耐えながら、そのとおりの内容を京ちゃんに伝えます。

京：「……だそうです、辰巳先生！」

辰巳：「むうっ、こうなれば扉を破るか」って、破れそうかな？

ＫＰ：扉は頑丈だけど、鍵は簡単なものだから、二人で協力するのなら壊せることにしようかな。

辰巳：二人で息を合わせてタックルするぞ！

ＫＰ：では、師弟のタックルが炸裂すると、扉がバンと開いた。さて、お二人には〈目星〉をしてもらおうかな？

辰巳：コロコロ……うっ、失敗だ。

京：コロコロ……大丈夫、私は成功してます。

ＫＰ：〈目星〉に失敗した辰巳先生は、窓の外からこちらをのぞき込んでいる女性の顔に驚いた。

辰巳：「うわっ、幽霊……って、なんだ、さやかちゃんか（笑）」

さやか：「なんか向こうで失礼なことを言われている気がする～！（笑）」

ＫＰ：さて、冗談はそこまで。一方、京は部屋の隅にただならぬ気配を感じ取った。その方向を見ると、先程あのレンズの向う側に見えた黒いもやと似たものが、壁と床の角に吸い込まれるようにして消えていくのが見える。そして、その黒いもやの中に浮かぶ緑色の目玉は、消えていく間も、なにかに飢えるような視線をずっと君の方に向け続けていた……はい、それを見た人は〈正気度〉ロールだ。

京：ギャース、なんで私だけっ！

ＫＰ：コズミックホラーにおいて、気づいてしまうことは不幸ともいえるのさ。

京：コロコロ……ううっ、失敗です。

ＫＰ：失敗したら１Ｄ６喪失だよ。

京：あのぉ、ここで４ポイント減ったら不定の狂気に陥ります。

佐々原：も、もうですか!?

京：だって、残り正気度26しかないんだもん。低い目出ろ～、コロコロ……２ポイント！

全員：おお～っ！　パチパチ。

京：残り正気度24です。

ＫＰ：もうそれしか残ってないの!?　なんかキーパーもヒヤヒヤする数値だな。

京：だって、さっきから〈正気度〉ロールをするイベントに全部参加しているんだもの！（泣）

ＫＰ：いや、それはもう巡り合わせが悪いとしか……。

京：それでその黒いもやは？

ＫＰ：すぐに跡形もなく消えてしまった。

辰巳：ワシは黒いもやには気づいていないので、宗吾さんの息を確認するよ。

ＫＰ：完全に死んでいるね。体温などからして、死んだのはついさっきという感じだ。

辰巳：〈医学〉で死因を調べるぞ。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：目立った外傷はないね。突然死としかいいようがないけど……〈目星〉ロールをしてみてもいいよ。

辰巳：コロコロ……今度も成功。

ＫＰ：よくよく調べてみると、宗吾の後頭部に小指も入らないほどの小さな穴が開いているのを発見した。まるでくり抜いたようにぽっかりと開いた深い穴で、奇妙なことに血が一滴も流れ出していない。

さやか：なっ、なんなんですか、この傷は？

辰巳：探索者にはわからないけど、前にも見たことがあるからプレイヤーにはわかる……これはティンダロスの猟犬の舌による攻撃のあとじゃないかな。

京：やっぱり、あの黒い影はティンダロスの猟犬だったんですね。

佐々原：そんなものがこの屋敷にいるってことですか!?

辰巳：あいつに目を付けられたら、こちらが死ぬまでどこまでも追いかけてくるぞ。どうにかしないと……。

ＫＰ：宗吾の死に対して、恵美子は悲しむというより恐怖の方が先立っているようだな。「これが叔父さんの言っていたことなの……呪いよ、これは叔父さんの呪いよ！」とか、やや錯乱気味だな。

辰巳：むっ、ここは〈精神分析〉で落ち着かせるぞ。コロコロ……成功した。

ＫＰ：すると、恵美子は興奮から冷めたとたん、ぐったりとしてしまう。さっきから騒いでばかりで、腕の傷に障ったのだろうな。

辰巳：まったく人騒がせな……とにかく、ソファーに寝かしつけてやろう。

さやか：宗吾さんのこと、警察に連絡をしないと……。

佐々原：その前に、ちょっとだけ先に東蔵さんの部屋を調べさせてもらおうかな（笑）。

京：警察が来ると、調べられないものね（笑）。

ＫＰ：大きな本棚と、アンティークの書き物机、それにベッドもある、落ち着いた感じのする洋風の広めな部屋だ。本棚には経済書とか会社の資料以外にも、佐々原が喜びそうな怪しいオカルト本もちらほらあるね。

京：私は宗吾さんがあさっていた書類を調べてみます。

ＫＰ：えーと、宗吾が荒らしたと思われる書類は、株券などの有価証券だね。

京：どうやら金目の書類をあさっていたところを襲われたようですね。

佐々原：「ねえねえ、智実姉さん、東蔵さんは昔からオカルトに興味があったのかな？」

ＫＰ／智実：「一年ぐらい前、お体を悪くされてからだったかしら。そういう変わったものを集め出したのは」

佐々原：「それからだんだんとおかしくなっていった……と」

ＫＰ／智実：「変なこと言わないでよ。そりゃあ、患ってからは部屋に閉じこもり気味だったけど、別におかしくなったりはしていないわっ！」

佐々原：「東蔵さんの病気は重かったの？」

ＫＰ／智実：「ええ、お医者さんからは、正直いつ亡くなってもおかしくないといわれていたわ……」

佐々原：「なんとそうだったのか」

ＫＰ／智実：「それなのに入院は嫌だと、みんなに病気のことは内緒にして、ずっとこの屋敷で治療を受けていたのよ」

京：「それで二週間前に亡くなったと。思い出すのはつらいかもしれませんが、どのような状況だったか教えてもらえますか？」

ＫＰ／智実：「朝、私がこの部屋に来たら、書き物机の脇に倒れていて……そのときには、もうすでに体は冷たくなっていました」

京：キーパー、それはレンズの向う側で東蔵さんが襲われた状況と同じなんでしょうか？

ＫＰ：どうやらそのようだね。

さやか：じゃあ、東蔵さんの死因は病気じゃなくて、ティンダロスの猟犬ってやつに殺されたってことですか。

ＫＰ：もともと重病の患者だったから、それが原因で亡くなったと病院側も思い込んでしまったのだろう。

京：東蔵さんは寄せ木細工のことをどこまで知っていたのでしょうかね？

佐々原：あの様子だと、なんかいろいろ知っているようでしたけど……ちょっと、東蔵さんのオカルトコレクションを調べてみたくなりましたね。

ＫＰ：ちょっとそれは時間がかかるんだが……その前に〈聞き耳〉ロールをしてくれるかな？

辰巳：恵美子さんを診ているワシもロールしていいのか？

ＫＰ：どうぞ、みんなロールして。

さやか：コロコロ……私と佐々原さんが成功ですね。

ＫＰ：すると、外のガレージから車のエンジンがかかる音が聞こえる。

辰巳：誰だ……もしかして、雅弘か!?

ＫＰ：そういえば、さっきまで恵美子の周りを心配そうにウロウロしていたけど、いつの間にか姿が見えない。

辰巳：どいつもこいつも、危ないからウロウロするんじゃない。殺されたいのかっ！

佐々原：やだなぁ、辰巳先生……ホラー映画の見過ぎですよぉ～（笑）。

ＫＰ：ホント、ホント、辰巳先生は心配性なんだから……とかいっていたら、グラグラとやや強い地震が屋敷を揺らす（笑）。

辰巳：なっ、なんだぁ～!?

ＫＰ：その直後、外からグワシャーンとなにかが壊れる音と、それに続いて「パァーーーーッ」という鳴りやまない自動車のクラクションが聞こえてくる。

辰巳：事故ったか？

さやか：東蔵さんの部屋から飛び出して、すぐに外に様子を見に行きます。

辰巳：「待て、待て、医者が必要だろう」と、ワシも一緒に行こう。

京：先生が行くのでしたら、私も傘を持ってお供します。

佐々原：えーと、ボクは智実姉さんと、唯花ちゃんが心配なのでここに残ります。

辰巳：この男は……うまく逃げたな。だが、確かに唯花ちゃんの方も心配だ。そちらは任せたぞ。

佐々原：はい、お任せください！（笑）




ＫＰ：激しい土砂降りの中、鳴り続けるクラクションを頼りに、真っ暗闇の山道を降りていくと、君たちはなんと驚いたことに地割れに頭を突っ込んだ白のベンツを発見する。かなり高そうな車だね。

辰巳：これは大変だ。雅弘のやつは無事か？

ＫＰ：地割れは三メートルぐらいの幅で、自動車はフロントから突っ込むようにしてどんどん下に落ち込んでいっている。君たちが地割れの下をのぞき込むと奇妙なものを目撃する──。

京：見たくない、見たくない！

さやか：車の様子しか見てません！（笑）

ＫＰ：（二人の主張を無視して、描写を続ける）なにやら地割れの下に青白い巨大なものが脈動するように動いているのだ。そして、自動車のボンネット部分にはベットリとしたトリモチのような粘液が付着していて、ずるずるとものすごい力で地下に自動車を引きずり込もうとしているかのようにも見える。このとても信じがたい状況を見た君たちは……〈正気度〉ロールだっ！

辰巳：これはただ事じゃないぞ。コロコロ……成功。

さやか：コロコロ……私も成功です。

京：ううっ、みんないいなぁ。コロコロ……失敗ですっ！

ＫＰ：成功した人は１ポイントの喪失、失敗した人は１Ｄ６の喪失だ。

さやか：ずっ、ずいぶん減りますね。

ＫＰ：地面の下になにか巨大な生白いものが蠢いていて、それが自動車を引きずり込もうとしているんだから、そりゃあ怖いさ。しかも、こいつが動くたびにグラグラと微震が起きているほどだ。

さやか：なっ、なんなんですか、このびっくり現象は!?

京：もう駄目……不定の狂気になる～。コロコロ……あはっ、１ポイントで済んだ！　残り正気度は23ポイント。

ＫＰ：ひゅ～、熱いねぇ！（笑）

さやか：私は成功したので１ポイント減って、残りは67です。

辰巳：ワシは66だな。なんだかチマチマと減っていくなぁ。

ＫＰ：さて、怖がってばかりいる場合じゃないぞ。運転席にはエアバッグに顔を突っ込んだ、雅弘の姿がある。助け出すにはガラスをたたき割って、中から引っ張り出す必要があるぞ。ただし、自動車のガラスは頑丈なので、その耐久力は８ポイントある。

さやか：あっ、窓を割るのは私に任せてください。空手は得意ですから。

京：さやかちゃんだけだと割れない気がするので、私も手伝いますよ。このフライパンで……。

ＫＰ：持ってるのかよ！（笑）

京：護身用にいつでも装備しています（笑）。

辰巳：じゃあ、二人がガラスを割ったあとで、ワシが引っ張り出すというわけか。あまり自信がないんだがなぁ。

ＫＰ：失敗した場合、自動車は地中にのみ込まれて助け出すのは非常に困難になるだろう。

さやか：では、行きますよ。とぉぉりゃあああっ、空手キ～～～ック！　ダメージは１Ｄ６＋１Ｄ４です。コロコロ……８ポイントダメージ！

ＫＰ：バリーンと自動車のガラスは砕け散った。

辰巳：この女子高生、一撃で割ったぁ！

京：フライパンを構えていた、私の立場は……（笑）。

さやか：見ましたか、これぞ修行の成果！（笑）

ＫＰ：どんな修行をしているのやら。

京：じゃあ、フライパンを放り投げて、辰巳先生の手伝いをします。

ＫＰ：まあ、二人がかりならなんとかなるだろう。さやかちゃんのキックの破壊力に免じて、ロールはしないでよいことにしよう。

さやか：わーい！

ＫＰ：では、君たちが車中から雅弘を引っ張り出すと、彼は京にしがみついて「地面が避けて、大きな口が！　車ごと飲み込もうとしている！」と暴れ出す。

京：「ええい、みっともない。落ち着きなさい！」と、フライパンでたたいてやろうと思ったら、さっき投げ捨ててた（笑）。

さやか：じゃあ、私が蹴って静かにさせましょうか？

ＫＰ：さやかちゃんが蹴ると、永遠に静かになっちゃうかもしれないからやめて……。

辰巳：ワシが〈精神分析〉で落ち着かせて、とにかくここから離れるよう言い含めよう。コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：では、大雨の中、君たちが地割れから離れようとすると、車はバランスを崩して地中に飲み込まれた。バキ、グシャという破壊音が足元から聞こえてくるね。

辰巳：な、なにが地下にいるっていうんだ!?

さやか：とにかく、ここから逃げましょうよ。私たちまで食べられちゃいそうですよ！

京：そうですね、屋敷に戻りましょう！

ＫＰ：背後では、ギシギシと金属がきしむ音が聞こえ続けている。いったいなにが起きているんだろうね？（笑）

さやか：知りません、知りたくありません！
















二冊の魔道書




　屋敷に戻った辰巳先生は、雅弘に応急手当を施して事情を聞いた。

　しかし、恵美子が傷を負い、宗吾が殺されたことを知り、怖くなって自分だけで屋敷から逃げ出そうとしたという、情けない証言しか聞くことはできなかった。




辰巳：下手すれば、さっきの事故で自分も死んでいたのだから、こいつがなにかを企んでいたとかそういうことはないだろうな。

京：どうやら、東蔵さんは、この人たちを殺す気満々のようですね……。

辰巳：ティンダロスの猟犬はともかく、あの地下の怪物は何者なんだろう？

ＫＰ：ちなみに、さっきからずっと弱い地震というか、地鳴りのようなものが足元から感じられる。

辰巳：うーむ、屋敷から逃がすつもりはないというわけか。

さやか：さすがに、もう警察か救急車を呼んだ方がいいんじゃないですか？

辰巳：そうだな、とりあえず一一九番にかけてみよう。

ＫＰ：消防の方は大騒ぎのようだね。なんでも、この嵐と局所的な地震のせいで尾瀬邸付近の山道では土砂崩れが多発しているらしい。夜間で雨も激しいため、レスキューヘリも出動を見合わせているようで、しばらくこちらの救助には向かえないそうだ。

さやか：そんなぁ～っ！（泣）

ＫＰ：もしも、無理に呼びつければ……地中で蠢くなにかがやってきた消防隊員を皆殺しにして、君たちの正気度をさらに減らすことであろう。

さやか：うわっ、キーパーがひどい脅し方をしてきましたよ（笑）。

京：わかりました、わかりましたってば。私たちだけで解決すればいいんですよね。

ＫＰ：そういうこと～♪（笑）

京：まあ、この屋敷に来たときから覚悟はしていましたけどね（笑）。

佐々原：ねえねえ、辰巳先生。東蔵さんの部屋にたくさん怪しげな本があるので、ちょっと本腰を入れて調べたいのですが……。

辰巳：おっ、そうだったな。東蔵さんの目的がわかるかもしれない。協力するよ。

京：じゃあ、私たちも一緒にお手伝いします。

辰巳：おっと、その前にほかのＮＰＣたちに「もう絶対勝手に行動しないように」と、釘を刺しておこう。

佐々原：「智実姉さんも、絶対に一人になっては駄目ですよ！」

ＫＰ／智実：「うん、わかった……なんだか、急に頼もしくなったわね？」

佐々原：「そりゃあ、ボクも男ですから（キリッ！）」

京：なにをいってるんだか……（笑）。

ＫＰ：さて、東蔵の蔵書を調べた二人は、〈オカルト〉か〈図書館〉のどちらかでロールをしてみてくれる？

佐々原：じゃあ、それぞれの得意分野でやるということで。ボクは〈オカルト〉で、コロコロ……成功です。

辰巳：ワシは〈図書館〉で、コロコロ……こちらも成功したぞ。

ＫＰ：では、二人にはこの蔵書がかなり金のかかったコレクションであることがわかる。一冊、数十万円もするような稀覯本がたくさんあるね。そして、その中に飛び抜けて珍しい本が二冊ある。

辰巳：ほおほお、それは？

ＫＰ：これは『グハーン断章』（ガールン断章）の英語版と『エルトダウン・シャーズ』の英語版だね。〈オカルト〉に成功した佐々原は小耳に挟んだことがあるけど、『グハーン断章』は失われた都市グハーンについて記された書物、『エルトダウン・シャーズ』はイギリス南部で発見された謎の粘土板の象形文字を解読したものとされている。二冊とも世界に数えるほどしかない貴重な本だぞ。

佐々原：なんだかあまり事件に関係なさそうな本ですけど、なにかの役に立つんですかねぇ？

辰巳：読んでみないことにはわからんな。

ＫＰ：斜め読みをするのなら数時間かけて〈ほかの言語（英語）〉ロールに成功する必要があるけど。

辰巳：うーん、すごく読みたいが、いまは後回しだな。切羽詰まったら読むことにしよう。

さやか：みんなが本を調べている間に、私は書き物机とかを調べたいんですが。

京：あっ、私もそっちを手伝います。

ＫＰ：じゃあ、二人とも〈目星〉ロールだね。

さやか：コロコロ……私は成功です。

ＫＰ：すると、書き物机に散乱する雑多な書類の中に、月の満ち欠けが記された月齢表を発見する。

さやか：なんでこんなものが……よく見てみますけど。

ＫＰ：うん、いろいろメモが書いてあるんだけど、新月のところに丸がつけられているね。

さやか：新月……今晩のお月様はどうでしたっけ。

ＫＰ：雨雲に隠れて見えないね。

さやか：携帯電話で調べられませんか？

ＫＰ：探せば月齢を載せているサイトぐらいありそうだなぁ。まあ、いいだろう。今日がその新月の日だよ。

さやか：えっ……それって……？

京：東蔵さんは、新月の日である今日に寄せ木細工が開かれることを知っていたってことになるのかな？

ＫＰ：ちなみに、新月というのはだいたい三十日ごとにやってくるものだから。

辰巳：つまり、東蔵さんは自分が新月の日に死ぬことを知っていたってことか。やはり、わざとティンダロスの猟犬を呼び出して殺されたってわけだ。

京：遺言でも、死ぬ覚悟は決まっていたようですが……。

辰巳：うむーっ、だとすればなぜそんなことをしたのか、それが問題だ。

佐々原：正気じゃなかったんじゃないですか？

ＫＰ：その一言で済ますな（笑）。

京：たぶん、東蔵さんが命をかけてティンダロスの猟犬を呼び出して、宗吾さんたちに差し向けた──ということなのでは？

辰巳：まあ、病気だったから、死ぬのは怖くなかったのだろうが。

佐々原：でも、唯花ちゃんまで巻き込みますか？

京：いやいや、本当なら唯花ちゃんは林間学校に行って留守だったはずだし、ここにいることは想定外のはずですよ。

さやか：……でも、宗吾さんたちは、そこまで東蔵さんに恨まれるようなことをしたんでしょうか？　会社のお金を使い込みしていたとかいってましたけど。

佐々原：やっぱり誠一さんの死に関係するのでは。本当は事故じゃなかったとか？

京：ちょっと恵美子さんに話を聞きたくなりましたねぇ。

辰巳：そういや、あれからちっとも話をしてなかったな。少しばかり、問い詰めてやるとするか。

さやか：だったら、私たちはもう少しこの部屋を調べていますね。

佐々原：そうそう、きっと日記があるはずですよ。日記が！（笑）

ＫＰ：ああ、ちょっと待って。ここでロールをさせてもらうから。コロコロ……コロコロ……っと、おやおや。

さやか：なんかキーパーが怪しいことしていますよ！

ＫＰ：いや、別になんでもないよ（笑）。

京：気になりますねぇ。

辰巳：気になるねぇ。




　いまのロールは屋敷に潜んでいるティンダロスの猟犬が、どの獲物を狙うかをランダムで決定するものだった。

　このシナリオでのティンダロスの猟犬は、犠牲者が一人でいるところを狙うことを好む。また、ＰＯＷの高い人間ほど狙われやすいのである。

　いまのところみんな一緒にいるので、ティンダロスの猟犬は襲う気にならなかったらしい。しかし、時間がたてばたとえ大勢の前であっても、ティンダロスの猟犬はその姿を現して襲いかかってくることだろう。




さやか：日記を探すのは〈目星〉でいいですか？

ＫＰ：いや、ここは〈図書館〉ロールだな。この書斎は図書館ほど本はないから、通常は四時間かかるところだけど、小一時間ぐらいでロールしていいや。

辰巳：そんなに時間がかかるのなら、悪いがワシは恵美子さんたちの容態を診ていてやりたい。彼らから目を離すのは不安だしな。

京：辰巳先生が行くのなら、私もお手伝いをいたします。

ＫＰ：じゃあ、さやかちゃんと佐々原だけでロールする？

笹原：そうですね、〈図書館〉ならボクが75％もあるので、二人でやればどちらかが成功するでしょう。コロコロ……ありゃりゃあっ、失敗したぁ!?

さやか：ええっ、私も失敗しているんですが。

ＫＰ：ふふふっ、日記らしいモノは見つからなかったな。

さやか：うーん、困りましたね。




ＫＰ：一方、居間に戻った辰巳先生の方だけど、恵美子と雅弘は居間のソファーでぐったりしており、智実がその看病をしている。唯花は床の絨毯の上に丸くなって寝ているよ。

京：唯花ちゃんに毛布でもかけておきますね。

辰巳：じゃあ、唯花ちゃんを起こさないぐらいの声で「みなさん、これまでの一連の事件は東蔵さんがもくろんだものと考えられます。恵美子さん、あなたは東蔵さんに恨まれるような心当たりはありませんか？」と、尋ねてみよう。

ＫＰ：ふむ、ストレートに切り出したね。

辰巳：そして、この質問に対して恵美子さんたちが動揺していないかどうか〈心理学〉させてくれないかな？

ＫＰ：ん、まあいいでしょう。コロコロ……（辰巳先生は〈心理学〉が89％もあるんだから成功するよな）。恵美子と雅弘は顔を見合わせて、やや苦い顔をしている。どうやらなにか心当たりがあるような気がするな。

辰巳：おっ、ここはもう一押しかな。「東蔵さんの言いつけでは、唯花さんをのぞいた、あなたたち親族のみをこの場に集めさせるものだった。それはすなわち、東蔵さんは最初からあなたたちだけを狙って、この状況を準備したということではないのかね？」

ＫＰ：ほおほお、それで？

辰巳：「よほど東蔵さんに恨まれるようなことがないと、こんな面倒なことはしないと思うのだが……どうかね？」

ＫＰ：では、そろそろ辰巳先生には〈説得〉ロールをしてもらおうかな？

辰巳：任せておけ。〈説得〉は得意分野だ。コロコロ……成功だぞ。

ＫＰ：なるほど、辰巳先生の淡々とした問いかけに、恵美子は弁解めいた口調で話し始めた。「叔父さんは、誠一さんたちの事故を、私たちのせいだと疑っていたんですよ」

京：おやおや、重要な証言が飛び出しましたね。

辰巳：いったいどのような事故だったのですか？

ＫＰ：事故があったのは三年前だ。誠一夫妻、恵美子夫妻、そして宗吾の五人で槍ケ岳を登山したとき、誠一夫妻が谷底に転落したらしい。

京：恵美子さんたちも一緒だったんですか!?

辰巳：それは意外だったな。

ＫＰ：実はこの三人は登山が趣味で、五人でパーティーを組んで、本格的な登山を何度も経験しているらしい。

辰巳：そうだったのか……。

ＫＰ：ただ、そのとき、宗吾は谷底に降りて誠一を救助することはせずに、下山して救助を求めに行ったというんだ。残念ながら救助が到着したときには、すでに手遅れで、二人は亡くなってしまったんだけどね。

辰巳：しかし……それは仕方のないことだろう？

ＫＰ：そうだね。二次遭難を恐れた宗吾の判断は正しいともいえるし、警察としても誠一夫妻の死は事故として片付けられた。ただ、そのことを東蔵は納得していなかったらしい。

辰巳：実際のところ、それは本当に事故だったのだろうか？　恵美子さんにそれとなく尋ねてみよう。

ＫＰ／恵美子：「それは……誠一さんたちが死ねば、会社を継ぐのは自分だという気持ちが兄さんにまったくなかったとはいえません。でも、救助を求めに下山した兄の判断が間違っていたとも思えません」

辰巳：再び〈心理学〉ロールをさせてくれ。

ＫＰ：うん、コロコロ……（成功か）。その様子からは、噓をついているようには見えないねぇ。

京：すると、東蔵さんの逆恨み……ってやつでしょうか。一人息子を亡くしたんだから仕方ないとしても、屋敷にいる人間を怪物を呼び出して皆殺しというのはやり過ぎのような。

佐々原：いちおう、唯花ちゃんがいないときを見計らっていたみたいですけどね。

辰巳：用意周到だな。この日のために、いろいろ研究と準備をしてきたんだろう。

京：しかし、こうなると東蔵さんの真意をますます知りたくなりましたね。日記が見つからなかったのが痛い……。

ＫＰ：そろそろ、日記を探していた、さやかちゃんたちも戻ってきていいよ。

佐々原：「あのぉ……智実姉さん、東蔵さんは日記をつける習慣はあったんでしょうか？」

ＫＰ／智実：「そういえばあったような」

佐々原：やっぱりあるのか！

京：でしたら、辰巳先生と私の二人で日記探しの〈図書館〉に挑戦します？

辰巳：よし、やってみるか。その間、佐々原くんたちは、恵美子さんたちからもうちょっと話を聞いてみてくれ。




さやか：……といっても、なにを聞きましょう？

佐々原：東蔵さんはどんなオカルト的なものを集めていたかとか？

ＫＰ：智実の話によると、金に糸目を付けないで、いろいろなオカルト的な物品を買い集めていたようだね。珍しい本とか、怪しげな呪具とか。体を壊しているのに、そんなものに熱中するのは智実としても心配だったようだけど。

さやか：東蔵さんは、なにか怪しげなことを言い残していませんでした？　例えば、角から出てくる怪物の倒し方とか（笑）。

ＫＰ：あのねぇ、みんなが思っているほど、東蔵が正気を失っていたというわけじゃないんだってば。自分の死期を察して、やや自暴自棄になっていたのは事実だけど。

佐々原：けど、親戚を怪物に殺させるなんて、まともな人の考えじゃないですよね。




狙われた辰巳先生




ＫＰ：では、辰巳先生たちは日記探しの〈図書館〉ロールをどうぞ。

辰巳：コロコロ……うわっ、失敗した。

京：えーっ、あとは私だけですか。コロコロ……ううっ、失敗です。ここに日記なんてありません！

辰巳：なんと、四人全員失敗か。これは困ったな。

ＫＰ：そろそろ、また例のロールをしようかな。コロコロ……（おっと、とうとうティンダロスの猟犬は二人のところに現れたぞ）。うひひひひっ。

京：な、なにやらキーパーが笑いながらルールブックを開き始めましたよ。

辰巳：なにかイベントが発生したか？

ＫＰ：さて……二人が書き物机をあさっていると、背後から鼻に突き刺さる腐臭のようなものが漂ってきた。じわりと首筋に強烈な悪意が感じられる。

辰巳：うっ、これは……ヤツか！

ＫＰ：振り返ると部屋の隅に黒いもやがわき出している。その奥底からこちらを見上げる緑色の目玉が二つ。まるでなにかをねたむように、憎悪するように、渇望するように……。

京：ま、ま、ま、まずいですよ。アレに出てこられたら……！（泣）

ＫＰ：やがてそのもやはねっとりとした粘液のように凝縮して、なにかの形を成していった。それは青白い腐汁にまみれた、どことなく犬をほうふつとさせる姿。飢えた緑色の目玉をこちらに向けて、ぬらぬらと濡れた長いホースのような舌をしならせている。君たちは直感する。こいつは絶対に獲物を逃がしたりはしない。どこまでも執拗に追いかけてくる猟犬のごとく、君たちののど笛を嚙み砕くまで絶対にあきらめたりはしないだろう。さぁ、〈正気度〉ロールしてくれ！　こいつは大物だぞ～っ！（笑）

京：ここで失敗したら、確実に狂気に陥ります。コロコロ……よしっ、成功ですっ！

辰巳：コロコロ……ぶはっ、しっ、失敗だと？

ＫＰ：よりによってひどいところで失敗したね～（笑）。成功は１Ｄ３、失敗は──１Ｄ20の正気度喪失だぁ！

さやか：１Ｄ20～!?　あわわわわわっ！

辰巳：そうなんだよ、こいつはサイズ小さいくせに１Ｄ20減らしてくるんだよなぁ～（泣）。

京：コロコロ……私は２ポイント喪失。現在残りは21です。なんかもう駄目……もう駄目かも。

辰巳：ここで低めを出すのがゲーマーとしての務め。コロコロ……６ポイント喪失!?　残り正気度は60。

さやか：いや、まだ低めですよっ！

辰巳：いや、この状況では４以下しか認められん。

ＫＰ：さて、君は目の前の怪物の真の恐ろしさに気づくかどうか〈アイデア〉ロールをしてもらおうか。

辰巳：ワシはＩＮＴが高いから〈アイデア〉は85％もあるんだよ。コロコロ……やっぱり成功。

ＫＰ：ということは、辰巳先生は一時的狂気に陥ったな。まずは狂気に陥ったことで、宇宙の真理に一歩近づいたので〈クトゥルフ神話〉を５％獲得する。

辰巳：わーい、それはよしとしよう。

ＫＰ：そして、狂気の内容を決定するわけだけど。ルールブックの一時的狂気表でランダムに決めようかな。コロコロ……おやおや、なるほどね。

辰巳：どうなった？

ＫＰ：辰巳先生は、まるでヘビににらまれたカエルのように足がすくんで身動きが取れなくなってしまった。

辰巳：「バカな……こんな生物が……ありえん、いるはずがない！」と、その場で硬直。

ＫＰ：けど、怪物は容赦しない。そんな辰巳先生に対して、赤い舌をムチのようにしならせて攻撃を仕掛けようとしている。えーと、ＤＥＸの高いもの順に行動ができるんだけど。

京：私はＤＥＸ14です。

ＫＰ：じゃあ、怪物より先に行動ができるな。

京：辰巳先生を連れて、外へダッシュ！

ＫＰ：硬直する辰巳先生を強引に引きずり出すのなら、ＳＴＲに対する抵抗表のロールだな。辰巳先生のＳＩＺは９なので、ＳＴＲ９に対する抵抗表のロールでいいよ（抵抗表のロールとは、探索者の能力値に応じて成功率が決定する判定方法）。

辰巳：ワシの体はコンパクトに出来ておるからな。運びやすいぞ（笑）。

京：ＳＴＲ９ということは、成功率は65％ですね。コロコロ……あれっ、失敗した。

全員：…………（重い沈黙）。

ＫＰ：では、怪物の舌による攻撃が辰巳先生を襲う。ちなみにこれって90％で命中するから、コロコロ……うん、成功だね（すごく淡々と）。

さやか：命中率90％!?　ゾゾ～ッ！

辰巳：やばい、こいつの攻撃はやばいんだぁ！

ＫＰ：ひゅるひゅると赤い舌が辰巳先生の首に巻きつくと、その先端を延髄に突き立てる。

京：ズッギューーーーン！（笑）

ＫＰ：その舌は辰巳先生の魂奥深くに突き刺さり、人間の持つ心のきらめき、この怪物が持ち得ない精神の「純潔さ」を吸い取っていくのだ。ゴキュ、ゴキュ、ゴックン。１Ｄ３ポイントのＰＯＷを吸引。コロコロ……３ポイント吸い取ったぞぉぉぉ！

辰巳：ワ、ワシのＰＯＷが14から11に……。

京：「汚された……私の辰巳先生が汚されてしまった！（泣）」

ＫＰ：まだまだ吸い続けるぞぉ！

さやか：あのあのっ、二人の悲鳴に気づけますか？

ＫＰ：ああ、いいよ。騒ぎを聞きつけて、部屋に飛び込んできても。

佐々原：行きたくないなぁ～。

さやか：いいから、先生を助けに行きますよっ！

佐々原：はーい。

ＫＰ：部屋に突入すると、先程説明した腐汁まみれの怪物が辰巳先生から「純潔さ」を吸引しているところだ。

佐々原：「ああっ、先生が汚されてる！（笑）」

ＫＰ：はい、二人とも〈正気度〉ロールをしてくれ。

佐々原：やっぱり～。コロコロ……よしっ、成功です。１Ｄ３喪失で、コロコロ……１喪失。残りは61です。

さやか：ううっ、ここはダイスの神様～、お願いっ！　コロコロ……ほっ、私も成功です。１Ｄ３喪失で、コロコロ……１喪失。残り正気度は66です。

京：いいなぁ、二人とも正気度が潤沢にあって。

さやか：みんなで協力して辰巳先生を部屋の外に連れ出せますか？

ＫＰ：そうだね。両腕を持って引きずるという感じで、二人まで協力は可能だよ。

佐々原：京ちゃんとボクのＳＴＲを足せば、ほぼ確実に運べますね。

ＫＰ：けど、その間に怪物の舌の攻撃が１回ありそうだね。

辰巳：げげっ……！

さやか：だったら、私は怪物の注意を辰巳先生から、こちらにひきつけようとします。いざというときは〈回避〉をしますので。

京：勇気ある～！（笑）

さやか：「ヘイヘーイ、こっちに来なさ～い」

ＫＰ：そんなさやかちゃんの挑発に乗せられたのか、怪物は辰巳先生から舌をほどくと、今度はその標的を生意気なウサギちゃんへと変更した。うえっへっへっへっ、貴様の「純潔さ」をいただくぜ。

佐々原：キーパー、笑いかたが下品です！（笑）

ＫＰ：ゲフン、ゲフン。さて、まずは辰巳先生を運ぶロールだね。

京：「先生、いまのうちにこっちへ！」と、二人でやれば楽勝ですね。コロコロ……はい、成功しました。

ＫＰ：なら、とりあえず立ちすくんでいる辰巳先生をズルズルと部屋の外まで連れ出すことには成功した。

京：「さやかちゃん、逃げて～っ！　そいつは危険よ～っ！」

さやか：もちろん、私もすぐにみんなを追いかけて、扉を閉めます！

ＫＰ：待てい。その前に吸わせろ！（笑）

さやか：ひぃ～～っ！（泣）

ＫＰ：コロコロ……ほらほらぁ、舌は命中したぞぉ～！

さやか：私の〈回避〉は50％です。コロコロ……成功。ひら～りと回避っ！

全員：おお～っ、ブラボー！　パチパチパチ！

佐々原：なんかさっきの空手キックといい、探偵というより格闘家みたいだね。

さやか：バタンって、扉を閉めました！

辰巳：さて、追ってくるか……どうか……（ごくり）。

京：周囲に警戒しています。キョロキョロ。

ＫＰ：しばらくしても、部屋から出てくる様子はないね。

京：あきらめてくれたのでしょうか……？

辰巳：わからん。やつの考えることなどさっぱりわからんっ！

ＫＰ：辰巳先生は部屋を出てからしばらくすると、ようやく体の硬直が解けるよ。

辰巳：ひどいめにあった……ワシのチャームポイントのひとつが失われてしまった。

京：ＰＯＷを吸われるのは痛いですよねぇ。

さやか：あのぉ、それって治らないんですか？

辰巳：治ってほしいけどねぇ……治らないんだよねぇ（泣）。

さやか：な、なんて恐ろしい、ガクガクブルブル！

京：「あれが東蔵さんや宗吾さんを襲った黒いもやの正体だったんですね」

辰巳：「危うくワシまで殺されるところだった」

佐々原：「きっと、あれは東蔵さんが呼び出した悪魔かなにかに違いない」と、オカルト好きらしく解釈しておきましょう。

辰巳：しかし、あんなヤツがうろついているとなると、うかつには動けないな。

さやか：やっぱりこの屋敷から逃げ出した方がいいんじゃないでしょうか？

京：けど、外にはあの正体不明の怪物もいるし。

ＫＰ：うん、あの地中で蠢うごめく姿は──思い出すだけで身の毛がよだつね。正直、さっきの赤い舌の怪物よりも、あっちの方が恐ろしい気がするぞ。

さやか：そうなんですか!?

辰巳：いったい何者……クトーニアン？

佐々原：テケリリさんは地中を動きましたっけ？

京：どちらにしろ外には出るなって、キーパーからのメッセージでしょうね（笑）。

ＫＰ：ニヤニヤ（笑）。

辰巳：それにしても、まったくもって用意周到すぎる……東蔵さんは、そこまでしてワシらを殺したいのか。

佐々原：でも、遺言でなんか助かる方法があるようなこともいってましたよね。

ＫＰ：ああ、「おまえたちに誠一を悼む心があるのなら、なすべきことをしろ」ってね。

京：なすべきことをしろ……どういうことでしょう？

さやか：誠一さんの仏壇とかはあるんですか？

ＫＰ：智実の話だと、息子夫婦の死を受け入れたくなかったのか、そういったものは屋敷にはないそうだ。

さやか：そこにお線香を立てれば、解決かと思ったんですが……。

佐々原：そんな簡単なことで!?（笑）

辰巳：まあ、少なくとも、東蔵さんの望んでいることは、宗吾さんのように書斎をあさったりすることではないのだろうな（笑）。

京：なにか、怪物に襲われるトリガーみたいなものがあるのかもしれませんね。

さやか：東蔵さんの部屋にいると襲われるとかですか？

辰巳：確かにあの怪物は東蔵さんの部屋にしか出てこないしな。宗吾さんもあの部屋で殺されたし。

ＫＰ：（うーん、それはただの偶然なんだけどね）




　ここで探索者たちは長考に入ってしまう。ティンダロスの猟犬の襲撃があまりにインパクトがあったせいで、当てずっぽうで動くのは危険と感じてしまったせいのだろう。

　こうなってしまうと、状況は変化せずに、推論の上に推論を重ねる煮詰まった状態となってしまう。キーパーとしては、もっと積極的にいろいろ動いてもらいたいところであるが、あのような恐ろしい怪物に狙われているとあれば慎重になるのも致し方ないだろう。

　仕方ないので、ボクはヒントを出したくて口がむずむずするのをこらえながら、生暖かい目でプレイヤーたちの議論を眺めることにした……が。




ＫＰ：う～ん、さっきからずっと堂々巡りの議論をしているような……。

佐々原：やっぱり東蔵さんの日記が読めなかったのがつらいですね。ここは智実姉さんに頼んで、探すの手伝ってもらいましょうか？

さやか：いや、あそこに入るのは危険すぎますよ！

辰巳：だいたい日記を読んだから、それですべて解決ってことになるとは思えないぞ。ワシらが〈図書館〉に失敗したのは、ただの偶然なんだから。

ＫＰ：そうそう……さすがにそんなひどいシナリオは作らないよ（笑）。

京：ロールさえ順調なら、もっと序盤に手に入っていておかしくないですものね。

佐々原：けど、ほかに手がかりらしきものは……。

辰巳：こうなったら、駄目元で『グハーン断章』か『エルトダウン・シャーズ』を読んでみるか？

京：それを読むのは、時間がかかりますよ。また、ティンダロスの猟犬が出てきちゃうのでは？

辰巳：だから、アレは東蔵さんの部屋にしか現れないようになっているんだろ。

京：アレの出現場所まで限定して召喚することができるものですかね？

辰巳：そんなことはワシにもわからんが、確かに、ティンダロスの猟犬はあまり素直に従属しそうにないイメージはあるな。

佐々原：智実姉さんに、この屋敷の間取りを詳しく教えてもらいたいのですけど。

ＫＰ：えーと、一階には玄関ロビー、居間、客間、キッチン、東蔵の私室。二階には唯花の部屋、智実の部屋、誠一夫妻の部屋、ゲストルームといった感じだね。あとはトイレとか風呂とか物置とか。

さやか：誠一夫妻の部屋……そんなのあるんですか!? 

ＫＰ／智実：「ええ、誠一さんの部屋は、だんな様のご意志で生前のまま残されていて、私もたまに掃除の時に入るぐらいなの」

佐々原：なんと、これは盲点だった！

さやか：なんかありそうな雰囲気ですよ。すぐ行ってみましょうよ。

ＫＰ：誰が行くのかな？

辰巳：……どうもキーパーのロールしているときの顔つきを見ていると、少人数のところにティンダロスの猟犬が現れやすいような気がするんだが。

ＫＰ：人のロールのクセを読まないように（笑）。

京：やっぱり一人でいるところを狙おうとするんでしょうね。宗吾さんのときもそうだったし。

さやか：じゃあ、全員で行きましょうよ。

ＫＰ：「けど、あの部屋はだんな様にむやみに入るなといわれて……」と、智実はあまり気乗りしない様子だ。恵美子たちも、誠一の面影を思い出させるその部屋には行きたくないようだね。

さやか：けど、ここで分散するのも……。

京：そろそろ、恵美子さんたちにも屋敷に怪物がいることをぶっちゃけてしまうころ合いではないでしょうか？

佐々原：でも、信じてもらえますかね？

辰巳：宗吾さんと同じ傷が、ワシの首にあるのを見れば納得するだろう（笑）。

さやか：あまり悩んでいても仕方ありません。「みなさん誠一さんの部屋に集まってください。大事なお話があります！」と、言っちゃいますね。うん、もう言っちゃったからっ！

ＫＰ：うーん、そこまで言われたら、さすがにみんなさやかちゃんの勢いに気圧されてついていくかな……。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「探索者の発狂」




　　　　　　　どうも、好きな俳優はリーアム・ニーソンな、京です。

　　　　　　　さて、これまで何度も減らされてきた正気度ですが、これが減るといったいどうなってしまうのか、そろそろ説明しておきましょうかね……なんだか、そろそろ私もやばいみたいですので。

　　　　　　　まず、正気度がゼロになったら、これは完全に狂気に陥ってしまい、その探索者はロストすると考えてよいです。死にはしませんが、もうまともな探索者としてはやっていけません。

　　　　　　　でも、たとえゼロにならなくても、一度にたくさんの正気度を喪失すると、そのあまりの恐怖に探索者は狂気に陥ることがあります。具体的には、１回の正気度判定で正気度を５ポイント以上喪失した場合と、１時間以内に現在正気度の20％の正気度を喪失した場合です。

　　　　　　　このシーンでの辰巳先生のように正気度を５ポイント以上喪失して、そのあと続けて〈アイデア〉ロールに成功してしまうと、一時的狂気という状態になります。

　　　　　　　そうなった探索者は数分から数日の間、まともな行動はできなくなってしまいます。ホラー映画の登場人物が、あまりの恐怖に体がすくんで動けなくなったり、逆に取り乱して暴れ出したりするシーンをイメージするとよいでしょう。

　　　　　　　さらに、現在正気度の20％の正気度を喪失してしまった場合は、もっと大変です。そうなった探索者は、無条件で不定の狂気という状態になってしまい、やっぱり狂気に陥ってしまいます。しかも、不定の狂気は先程の一時的狂気とは異なり、すぐに回復することはありません。その探索者は数か月の療養が必要となります。

　　　　　　　また、その症状もさまざまで、一見まともに行動しているように見えても、その心の底に秘められた正常ではない精神状態がいつ爆発してもおかしくない時限爆弾のようなものもあったりします。

　　　　　　　とはいえ、いくら狂気に陥ったといって、あまり周りの探索者に迷惑をかけるロールプレイをするのも考えものです。混乱した状況を、さらに盛り上げるように演じるのが、うまいロールプレイといえるでしょうね。






さてと探偵は語りけり




さやか：「さて、みなさんにここへ集まってもらったのはほかでもありません」

ＫＰ：「えっ、この事件の真相がわかったの？」と、恵美子たちは目を輝かせるよ。

さやか：「いえ、いまのは言ってみただけです」

ＫＰ：なんだそりゃ！（笑）

さやか：だって、探偵にあこがれているものですから（笑）。

佐々原：「すみません、なにもわかってないのですが、とにかく集まってもらいました」

京：なんというグダグダな……。

辰巳：「ともかく、どうやらこの屋敷にはわれわれの常識を超えた、なにか恐ろしいモノが潜んでいることは間違いないようです。この宗吾さんと同じ傷がなによりの証拠……」と、首を見せよう（笑）。

京：ホントにやった（笑）。

ＫＰ／恵美子：「じゃあ、まさかそれが兄さんを殺したというんですか？」

辰巳：「ワシも危うく殺されそうになりました」

さやか：「私も襲われました。空手を習っていなかったら危なかったところです」

ＫＰ：うーん、とても信じられる話ではないけど、宗吾と同じ奇妙な傷が、辰巳先生にもあることを見せつけられると、その言葉にも説得力が生まれるねぇ。じゃあ、代表者が〈説得〉ロールをしてみてくれる？

辰巳：では、このワシが、コロコロ……うむ、成功したぞ。「ワシらのことを信じて、ここはお互い隠し事はなしとしませんか？」

ＫＰ：辰巳先生の言葉に、ほかのみんなもコクリとうなずいた。どうやらみんな同じ気持ちらしい。

さやか：「では、さっさと知っていることを洗いざらい吐いてください」

佐々原：怖いよっ、さやかちゃん！（笑）

京：それって探偵のせりふじゃないから（笑）。

ＫＰ：「知っていることといっても……」と、恵美子たちは困惑した顔だね。

辰巳：どうも、この人たちは本当に悪くないような気がするんだよな。多少、金にうるさいだけで。

京：私もそう思います。東蔵さんが誤解しているだけのような気が……。

佐々原：まあ、正気じゃなかったようですから。

ＫＰ：だから、東蔵はそこまでおかしくなってなかったって、智実がいってただろうに。

佐々原：ああ、そうでしたっけ。つまりは、なにか生き残るための方法が残されているってことですよね。

さやか：この部屋に来たら、なんか魔除けの結界とかそんなものがあるのではと期待していたのですが……なんだか、そんな感じじゃないですね。

辰巳：どんな部屋なんだろうか？

ＫＰ：唯花を含めた家族全員で一部屋で過ごすというライフスタイルの持ち主だったらしく、部屋はかなり広い。家族のくつろぐスペースやベッド、書斎などが、壁で間仕切りされることなくひとつとなっているんだ。

佐々原：仲良し家族だったんですね。

ＫＰ：部屋には図書館にあるような移動式本棚があって、そこにはたくさんの本が並べられている。ビジネス書、冒険小説、登山記録、会社の資料、アルバムなどなど……結構、雑多な感じがするね。部屋にもあちこちのお土産らしきものが並べられていて、どうやら誠一は物を捨てられないタイプの人間だったようだ。散らかっているというわけではないけどね。

京：なんか親近感持てるなぁ。

さやか：部屋に変な模様とか、魔除けのお札とか、そんな感じのものはないんですか？

ＫＰ：ないねぇ。

辰巳：うーん、ここに来ればなにかあると思っていたんだがなぁ。

ＫＰ：当てずっぽうに探すにしても、物が多すぎて、無駄に時間ばかりがかかりそうだね。

京：ピンポイントで指定して探さないと駄目ってことですか。

さやか：うーん、うーん、誠一さんを悼む心ですか……。

佐々原：智実姉さん、東蔵さんはこの部屋には入ったりしていたんですか？

ＫＰ／智実：「ええ……時々、思い出に耽るようにして、一人で部屋にいることがあったわね」

佐々原：この部屋に、ティンダロスの猟犬を追い払うためのヒントを仕込むことは可能だったと。

辰巳：けど、どこに……。

佐々原：この部屋にふさわしくないものがないか、ざっと探してみていいですか？

ＫＰ：まあ、いいだろう。それでも結構時間はかかるけどね。

さやか：じゃあ、私も手伝います。

辰巳：その間に、ワシは手に入れた『グハーン断章』か『エルトダウン・シャーズ』を斜め読みしていようかな。

ＫＰ：全部を読む時間はないよ。どんなことを知りたいか宣言してから、パラパラと斜め読みをするのなら、佐々原たちが部屋を調べている間に読めるとしておこう。

辰巳：やっぱりティンダロスの猟犬の追い返しかたについて？

ＫＰ：固有名詞を出すな！（笑）

辰巳：おっと失礼。部屋の角からわき上がる黒いもや。そこに浮かぶ緑色の目、赤くムチのようにしなる舌を持つ、腐汁にまみれた怪物についての記述を探すことにしよう。

ＫＰ：まあ、それならいいだろう。京はどうする？

京：部屋を探すのはきっと〈目星〉だろうから、さやかちゃんに任せておけばいいし……私は移動式本棚に並んでいる本を〈図書館〉で調べてみようかな。

ＫＰ：ちょっと待て、結局、集められた人たちは放置かよっ！（笑）

さやか：「この部屋になにか助かる手がかりがあるはずです。みなさん探すのを手伝ってください！」

ＫＰ：なんて探偵だろうか……。

さやか：では〈目星〉をしてみますね。コロコロ……成功です。

ＫＰ：ふむ、だったら、この部屋に奇妙な物が隠されていないことがわかった。

佐々原：つまりなにも見つからなかったと。

さやか：がっくりです。

京：じゃあ、私の方は〈図書館〉ロールを。コロコロ……成功です。

ＫＰ：本棚をざっと見てみると、誠一がアウトドア派の人物であることがよくわかる。これまで誠一たちが登山してきた山の登山計画とか、旅行先の写真やパンフレットをまとめたものとか、そういった手作りの資料もたくさん収められているね。ただ、移動式本棚のひとつにはロックが掛かっている。仕事関係の重要書類とかが保管されているのかもね。

京：どんな鍵なんですか？

ＫＰ：簡単なものだよ。自転車の鍵みたいに、四桁の番号を合わせればいい。

京：〈鍵開け〉が得意な人はいないですよね？

佐々原：残念ながら……。

京：恵美子さんたちは、この番号に心当たりはありませんか？

ＫＰ／恵美子：「さあ、見当もつかないわね」

京：むーっ、全部の数字の組み合わせを試すのはさすがにバカっぽいしなぁ。

辰巳：じゃあ、ワシの番だけど、『グハーン断章』と『エルトダウン・シャーズ』のどちらを読むか……って、正直、どっちを読んでも同じのような気がするな。

京：『グハーン断章』の方がそれっぽくないですか？

さやか：そうですね。ティンダロスの猟犬って、なんかグハ～ンって感じですよ。

ＫＰ：どういう感じだよ、それ？（笑）

辰巳：なら二人を信じて『グハーン断章』を読んでみるか。〈ほかの言葉（英語）〉でいいんだよな。コロコロ……よし、成功したぞ。

ＫＰ：だったら『グハーン断章』の中から、気になる一節を見つけたぞ。

----------------------------------

●『グハーン断章』の一節

　モートランのガラスをのぞけば、そこは時空を超えた世界。

　されど魂の旅人よ、気をつけよ。

　その魅惑の旅は旧き神の罠やもしれぬ。

　そうでなくても、螺旋状の都市に住まうあの忌まわしき不浄の塊に、そなたの純潔を気取られることもあるのだ。

-------------------------------------

辰巳：モートランのガラスというのは、あの寄せ木細工の中に入っていたレンズのことかな？

ＫＰ：さて、失われた都市グハーンの恐るべき知識に少しだけ近づいてしまった辰巳先生は、正気度を１Ｄ６喪失する。

辰巳：結構、減るなぁ～。コロコロ……２ポイント喪失。現在の正気度は58。ゲーム開始から12ポイントも減ってしまったぞ。

佐々原：やっぱりあのレンズは過去を見るためのものだったようですね。

さやか：不浄の塊というのは、あのティンダロスの猟犬のことでしょうか？

辰巳：あれだけ腐汁とかいっているからなぁ。しかし、予想通りあまり役に立つ情報ではなかったな。

佐々原：そうだっ！　もう一度、寄せ木細工を開いて、こんなことをやめるように、東蔵さんを説得してみるというのはどうでしょうか？

辰巳：歴史を変えるのか。すごいことになりそうだな。

京：そんなタイミングのよい時間につながりますかね？

辰巳：こちらの声が聞こえるかどうかもわからないしな。

さやか：それに、またアレが出てきませんか？

辰巳：二匹のティンダロスの猟犬に狙われるなんて、ゾッとするな。

佐々原：うーん、いいアイデアだと思ったんだけどなぁ。

辰巳：試してみるには危険が大きすぎるな。







　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「魔道書」




　　　　　　　どうも、好きな魔道書は『エイボンの書』な、京です。

　　　　　　　さてさて、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』と魔道書は切っても切れない仲ですよね。

　　　　　　　みなさんも『ネクロノミコン』の名前ぐらいは、どこかで聞いたことがあるのではありませんか？

　　　　　　　あんまり有名すぎて、本当にある本だと勘違いしている人もいたりする『ネクロノミコン』ですが、もちろん実在のものではありません。クトゥルフ神話の世界で生み出されてから、時代を超えてたくさんの作品へと巣立っていき、単に名前だけ借用されたり、時には美少女化されたりと、いまでも引っ張りだこの出世頭な魔道書です。

　　　　　　　そんな『ネクロノミコン』のほかにも、クトゥルフ神話を題材とした物語にはたくさんの魔道書が登場しています。

　　　　　　　今回の『グハーン断章』や『エルトダウン・シャーズ』も、そのお仲間です。『ネクロノミコン』に比べると、ちょっとマイナーですけどね。

　　　　　　　そんな魔道書には人知を超えた禁断の知識が記されてあって、私たちのようななにも知らない一般人である探索者の助けとなってくれることもあります。

　　　　　　　でも、あまり安易に魔道書を読み過ぎると、どんどんと正気度は失われていき、やがてはクトゥルフ神話の神々を信奉する狂信者の一員となりかねない、諸刃の剣なのです。

　　　　　　　みなさん、魔道書の用量と使用法にはご注意くださいね！






一筋の光明




　せっかく名探偵をまねてＮＰＣたちを集めた探索者たちだったが、それから先の推理が遅々として進まなかった。

　だいぶ煮詰まって、飽きてきたボクはなんとなくダイスを振り始める。




さやか：な、なにをしているんですか？

ＫＰ：いや、例の怪物がやってくるかどうかのロールをしているんだけど（笑）。

さやか：ええ～っ！（泣）

佐々原：ううっ、やっぱりここにもティンダロスの猟犬はやってこれるようですよ。

ＫＰ：コロコロ……おやおや、残念。なにも起きなかった。

辰巳：む～ぅ、あんまり悠長にはできないな。

さやか：智実姉さんとか、ほかのみなさんはなにか発見できなかったんでしょうか？

ＫＰ：うーん、どうも故人の部屋をあさるのは気が引けているようだ。

辰巳：さもありなん。

ＫＰ：恵美子の方は、恐怖心の裏返しなのかピリピリといら立っているし、二枚目だけど気の弱そうな雅弘なんかは事故のことを思い出すので、あまりこの部屋にいたくないといった様子だ。

佐々原：この二人に誠一さんの供養をさせれば、東蔵さんも許してくれるかも。

辰巳：そんな曖昧な……。

京：でも、その方向性で間違いはないと思うんですよね。東蔵さんは、恵美子さんたちが誠一さんたちの死を悼んでいるのかどうかを試そうとしているんじゃないでしょうか？

佐々原：どうすれば東蔵さんは納得してくれるのか……それがわかればいいってことですね。

さやか：「誠一さんの事故について、もうちょっと詳しく聞かせてもらえませんか？」

ＫＰ／雅弘：「誠一さんが亡くなった槍ケ岳は、彼がいちばん好きな山でね……何度も登山したそうだよ」

さやか：槍ケ岳ってどこの山でしたっけ？

ＫＰ：飛驒山脈の長野県側だな。

さやか：よし、これから槍ケ岳に行って情報収集です！（笑）

佐々原：行けるかぁ！（笑）

京：槍ケ岳にまつわるお土産とか資料とか、そういうものはあります？

ＫＰ：「誠一さんは登山の前には、事前に登山ルートや装備、現地の天候予想とか綿密な登山計画を立てて、それをいつもファイルにまとめていたはずだ」と、雅弘が教えてくれる。

京：さっき本棚を見ましたけど、そんなのありました？

ＫＰ：大学時代から登ってきた山の記録がきちんと整理してあったね。

京：じゃあ、槍ケ岳登山の記録を探します！

ＫＰ：すると、日本各地の山のファイルがあいうえお順に並んでいるのに、槍ケ岳のファイルの部分だけすっぽりと抜けている。

京：どこにいったのでしょう？　ほかの本棚を探してみますが。

ＫＰ：見つからないねぇ。ロックされている本棚もあるし……。

京：やっぱりここが怪しい！　四桁、四桁の番号！

佐々原：四桁ということは、やっぱり誕生日とかなんじゃないですかね。

ＫＰ：（あいかわらず、鋭いなぁ）誰の誕生日？

佐々原：誠一さんと、奥さんと、唯花ちゃんの誕生日を片っ端から試してみますよ。

ＫＰ：「でも、二人の誕生日なんて……私たちは知らないわ」と、恵美子と雅弘は顔を見合わせている。

佐々原：ええい、こんな二人に期待なんかしてません。唯花ちゃんに聞いてみます。

ＫＰ：唯花は戸惑った顔をしながらも、両親と自分の誕生日を教えてくれる。けど、その数字では鍵は開かないね。

佐々原：やっぱりそうは簡単にいかないかぁ。

さやか：でも、この本棚はすっごく怪しいですよね。

京：絶対、ここに手がかりがあると思うんですが。

さやか：誠一さんを悼む心で考えると……。

佐々原：聞きづらいけど、唯花ちゃんに聞いてみようかな。「お父さんたちの思い出の数字とかないかなぁ？」

ＫＰ：事情のわからない唯花は、みんなが両親の部屋をゴソゴソとあさっているのを見て、なにやら不安になってきているようだ。泣き出しそうな顔をしているぞ。

佐々原：「ごめんね、ごめんね！」

京：さすがに唯花ちゃんには聞けないですね。

佐々原：いま、すごく心が痛んだ。誠一さんたちを悼みながら反省してます。




　ここでまた探索者たちは、むんにょりと長考を始めることになる。ボクとしてはそんなに難しい謎とは思ってなかったが、こういうのはパッとひらめかないと、なかなか思いつかないものだったりする。

　あまりに煮詰まってしまったので、チョコパフェなどを注文してちょっと気分転換をしていると、甘い物を食べて脳が活性化したのか、佐々原がようやく気づいてくれた。




佐々原：そうだ、誠一さんの命日ってどうですか？

辰巳：おおっ、それかも！

ＫＰ／恵美子：「誠一さんたちの命日……あれは、いつだったかしら……？」

佐々原：ええい、だからあんたたちには頼らん！

さやか：一緒に登山した二人が死んだ日だというのに覚えていないなんて最低ですね……。

ＫＰ：「私たちだって忙しかったのよ。この人の会社はちっともうまくいかないし！」と、恵美子が八つ当たりをすると、「だから、ボクは会社なんか興したくなかったんだ。あのまま尾瀬社長のもとで働いていれば、こんなことにはならなかったんだ！」とか、いきなり醜い夫婦げんかを始めたりする。

辰巳：放っておけ、こんなやつら。佐々原くん、智実さんなら命日を知っているんじゃないのか？

佐々原：「智実姉さん、誠一さんの命日はいつなんでしょう？」

ＫＰ／智実：「ご、ごめんなさい……私もはっきりとは覚えてないわ」

佐々原：やっぱり、唯花ちゃんに頼るしかないのか。

辰巳：とりあえず、夫婦げんかをしている駄目な大人たちを、部屋の隅に連れて行こう。「君たち、いい加減にしたまえ。子供の前で恥ずかしくないのか！」

京：さあ、唯花ちゃんからご両親の命日を聞き出すのは、佐々原くんの仕事ですよ。

佐々原：じゃあ、ちょっと真面目な顔をして。「唯花ちゃん……今度、みんなでご両親のお墓に行こうね。二人の命日って、いつなのかな？」

辰巳：ずいぶんと直接的な聞き方だなぁ？

佐々原：だって、子供に両親の命日をスマートに聞き出す方法なんて思いつきませんよ！

ＫＰ：うーん、そういわれてみると、正直、ボクも思いつかないな……（笑）。

佐々原：でしょ、でしょ!?

ＫＰ：じゃあ、佐々原の苦悩を評価して、〈説得〉の２倍でロールしていいことにしよう（笑）。

佐々原：だったら、楽勝です。コロコロ……成功しました！

ＫＰ：佐々原の真摯な態度に、唯花も警戒心を解いたのか、ぽつりと答えてくれる。「お父さんとお母さんのお墓参りは……10月10日に行くのが決まりなの」

京：よしっ、それだぁ。１０１０と入力！

佐々原：このメイドには情緒というものがないのでしょうか。

ＫＰ：すると、本棚のロックが解除された。会社の経理に関する重要書類などの中に、一冊だけ、槍ケ岳に関する登山ファイルが収められている。

京：さっそく読んでみますよ。

ＫＰ：パラパラとめくってみると、ファイルには丁寧な登山計画がまとめられている。そして、最後の登山計画、それに参加するパーティーメンバーたちのページに、古びた紙切れが挟んであった。

京：これだあぁぁっ！　読み上げます！

ＫＰ：でも、英語で書かれているね。

京：ガクゥゥゥッ！（笑）

ＫＰ：それを知った雅弘は「ああ、宗吾さんは英語が得意だったのに！」と嘆いている。

京：そんな人には頼りません。辰巳先生、よろしくお願いしますっ！

辰巳：任せておきたまえ。英語は81％もあるからな。コロコロ……よしっ、成功だ。

ＫＰ：なにか古い書物から切り取られたものらしい。そこにはこのようなことが書かれてある（辰巳にメモを渡す）。




-------------------------------------

●古びたページの翻訳

　ハシバミの枝によって描かれた模様は、角のない時間を生み出す。

　逃げ場を失った猟犬は、レンズの中へ帰ることしかできないであろう。

　だが、かのものは、遠く荒涼とした惑星のただれた肉体を持つ怪物と通じていることを忘れるな。この技を過信すれば、その身に大地の災いが降りかかることであろう。

-------------------------------------




辰巳：これは……ティンダロスの猟犬を追い返す方法か？

京：Exactly、そのとおりでございます！

ＫＰ：これを読んだ辰巳はＩＮＴの３倍ロールをしてくれるかな？

辰巳：おっ、なにか呪文を習得できるのかな？　コロコロ……よしっ、成功だ！

ＫＰ：辰巳先生は《ハシバミの時間》という魔除けのやり方を覚えた。ハシバミの枝で魔除けの魔法陣を描くという呪文だね。ただし、これを使用するにはマジック・ポイントが10ポイント必要なうえ、正気度を１Ｄ６喪失する。この呪文を使用したことで一時的狂気に陥る可能性もあるので注意すること。

辰巳：ずいぶんとリソースの必要な呪文だな……。

京：何度も挑戦できるものではありませんね。

さやか：あのぉ、ハシバミってなんなんですか？

ＫＰ：〈知識〉か〈生物学〉でロールしていいよ。

辰巳：〈生物学〉も得意だが、ここは確実に〈知識〉ロールで。コロコロ……楽勝で成功した。

ＫＰ：なじみのあるところだとヘーゼルナッツの木のことだけど、ギリシア神話のヘルメスの杖の材料ともいわれている。古くから知恵を象徴するものとして、占いなどに使われていたらしいね。

さやか：そんな木、日本にあるんですか？

ＫＰ：日本にも自生しているそうだから、それほど珍しくない木だけど。なんなら、庭を探してみるかい？

佐々原：外に出るのは、すっごく嫌ですねぇ。おっきいなにかが地面の下にいますから。

辰巳：しかし、東蔵さんがわざわざこの呪文を残しているということは、ハシバミの枝も屋敷に用意されているということだろう。

さやか：鉢植えとか、なにかそれっぽいものはありませんでしたでしょうか？

ＫＰ：思いつくかぎりでは、それらしき観葉植物はなかったね。

京：やっぱり、これも誠一さんのことを悼む心と関係するのでは？

さやか：というと？

京：ハシバミの枝も、誠一さんの遺品の中に隠されているんじゃないでしょうかね？

ＫＰ：けど、遺品といってもたくさんあるよ。物を捨てられない性格の人だったらしいから。

京：「もし、誠一さんたちのことを思い出すとしたらどうします？」と、恵美子さんたちに尋ねてみます。

ＫＰ／恵美子：「そんなこと、突然言われても……」

京：「誠一さんとの思い出の品とか、大切にしていたものとかありませんか？」

辰巳：「できたら木の枝っぽいもので（笑）」

ＫＰ：木の枝っぽいものというヒントをもらえるのなら「そういえば、誠一さんは登山用の杖を集めるのが好きで、毎年、新調していたな」と、雅弘は思い出したようにつぶやく。

京：それだぁぁぁっ！

ＫＰ：登山用の杖だったら、部屋の隅の傘立てのようなものにたくさんあるよ。

さやか：このどれかがハシバミ製なのかも。全部出して、床に並べてみます。

ＫＰ：さやかちゃんは〈アイデア〉をしてみていいよ。

さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：すると、中に一本だけ妙に古びた杖が入っている。登山用というよりは、老人がステッキとして使うようなものだ。

さやか：「雅弘さん、この杖に見覚えあります？」

ＫＰ／雅弘：「いや……こんな杖は見たことないな。そもそも、登山用ではないようだけど？」

辰巳：〈生物学〉で調べてみようかな。コロコロ……駄目だ、失敗した。

京：〈芸術（骨董品）〉で、どのぐらいの年代のものか鑑定してみます。コロコロ……成功しましたけど？

ＫＰ：結構、年代物のステッキだね。少なくとも登山のステッキに使うようなものじゃない。

さやか：これがハシバミの枝ということで間違いないんじゃないですか？

辰巳：おそらくな。これで魔法陣を描けば、ティンダロスの猟犬を閉じ込めておけるということか。

佐々原：でも、どうやってアレを魔法陣の中に入れるんですか？

辰巳：そりゃあ……誰かが囮おとりになるんじゃないのか？

佐々原：そ、そんなぁ～っ！




　ようやく解決手段を見つけた探索者たちは、テキパキとティンダロスの猟犬を撃退するための準備を始めた。《ハシバミの時間》の呪文を唱えると大量の正気度が喪失して、一時的狂気に陥る可能性が高い。

　となると、〈精神分析〉が得意で、狂気に陥った探索者を治療することのできる辰巳先生が呪文を使用するのは効率が悪い。辰巳先生が狂気に陥ったら、誰も治せなくなってしまうからだ。

　そこで辰巳先生にレクチャーを受けて、佐々原が《ハシバミの時間》の呪文を覚えることにした。

　その間、さやかちゃんはまた寄せ木細工をギリギリのところまで解いて、いつでも開けられる準備をしておく。夜の十一時でないと開かないという心配もあったが、一度、その時間を経過すればいつでも開けられる仕組みらしいことがわかり、ホッとする探索者たちであった。




佐々原：どこか魔法陣を描くのによい場所はありますか？

ＫＰ：外のガレージは地面が露出しているし、屋根もあるから雨にも濡れない。そこがちょうどいいんじゃないのかな。

佐々原：えっ、外は嫌だなあ。

ＫＰ：でも、魔法陣を描いたあと、仕上げにその中央にハシバミの枝を突き立てて完成させるらしいから、地面の上でないとやりづらいぞ。

佐々原：うーん、じゃあ、そこで実行することにしますか。

辰巳：問題はどのように別れるかだ。

佐々原：えっ、全員、ガレージに集合するんじゃないんですか？

辰巳：はっきりとはわかっていないけど、ティンダロスの猟犬は大勢のところには現れないような気がする。

さやか：じゃあ、佐々原さんが一人で魔法陣の中で囮になるということで。

佐々原：バカなっ！　それじゃあ、誰が寄せ木細工を開けるんだよ！

さやか：ティンダロスの猟犬が来てから、私たちを呼んでもらえれば……（笑）。

佐々原：吸われるから、ボクの純潔がチュウチュウ吸われちゃうから！

さやか：佐々原さんに、純潔なんてものがあったとは初耳ですね（笑）。

京：ただ、「ハシバミの呪文」に書いてある一文が気になりますね。

辰巳：（メモを読みながら）『だが、かのものは、遠く荒涼とした惑星のただれた肉体を持つ怪物と通じていることを忘れるな。この技を過信すれば、その身に大地の災いが降りかかることであろう』ってやつか。

京：この書き方だと、魔法陣だけでは、あまり長い間は閉じ込められないような気がしません？　クトゥルフ神話的にも、そんな便利な魔法はなさそうだし。

佐々原：やるなら、さっさと寄せ木細工の中に閉じ込めないと駄目ってことですかね？

さやか：この『ただれた肉体の怪物』ってなんのことでしょう？

辰巳：知らん……ティンダロスの猟犬と通じているやつなんかいたっけ？

京：なんか独立独歩って印象がありますけど。ティンダロスの猟犬は独立種族だったはずだし。

佐々原：京ちゃんは奉仕種族ですけどね。

さやか：大地の災いというぐらいですから、さっきから地震を起こしている、あの怖くて大きいアレのことじゃないでしょうか？

辰巳：ああ、なるほど。きっとそうだ。

佐々原：じゃあ、過信しないように謙虚な気持ちで呪文を唱えることにしましょう（笑）。

京：やっぱりさやかちゃんも一緒にいて、魔法陣にティンダロスの猟犬を閉じ込めると同時に、寄せ木細工を放り投げるという流れが無難なのでは？

佐々原：モンスター、ゲットだぜっ！（笑）

辰巳：ティンダロス、君に決めたっ！（笑）

京：いいなぁ、ティンダロス欲しいなぁ～。

ＫＰ：アホなことをいっていると、また怪物が現れるかどうかのロールをするぞ。

さやか：それはやめてぇ～っ！（泣）

京：智実さんとか恵美子さんたちはどうしましょうか？

辰巳：屋敷で待機してもらうのがいいんじゃないのか。

佐々原：だったら、ボクは唯花ちゃんのところにいますよ。守ってあげねば。

辰巳：この男は……。

さやか：……やっぱり、佐々原さんが一人でやればいいと思う。寄せ木細工の開け方も教えてあげますよ。

佐々原：いや、すみません。冗談です。ごめんなさい。許してください。

辰巳：さやかちゃんと佐々原くんは決定として、ワシも〈精神分析〉をする役としていた方がいいかもな。

京：そうですね。《ハシバミの時間》を唱えて、佐々原くんに狂気に陥られたら台なしですし。

辰巳：ティンダロスの猟犬もやってくるだろ？　たぶん、誰か正気を失うような気がするんだよな。

ＫＰ：その辰巳先生が狂気に陥ったりした。

京：だったら、いっそのこと探索者みんなで待ち構えませんか？

佐々原：いやいやいやっ、京ちゃんは残っていていいって！

さやか：そうそう、正気度なくなっちゃいますよ！　残り正気度21しかないんですよね？

京：でも、辰巳先生が行くのなら、私も一緒に行かねばっ！　（キリッ）

辰巳：正直、京くんが来て正気を失われると邪魔くさい（笑）。

京：ひ、ひどいっ！（笑）

さやか：ここは、辰巳先生が京さんに愛の説得を……（笑）。

辰巳：めんどいなぁ。「京くん、君まで危険にさらすわけにはいかない。みんなと一緒に屋敷で待っていてくれたまえ」って感じで……〈説得〉ロールは必要かな？

ＫＰ：探索者同士なんだから勝手にやってくれ。

京：じゃあ、目をウルウルさせながら辰巳先生の言葉に感激しています。「ああ！　う……美しすぎます！（笑）」

辰巳：やめてくれ、なんかこれからワシが死ぬみたいじゃないか（笑）。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「奉仕種族と独立種族」




　　　　　　　どうも、好きなクリーチャーはイスの偉大なる種族な、京です。

　　　　　　　クトゥルフ神話の世界では、宇宙にはさまざまな生命体がいることになっています。

　　　　　　　その中には人間以上の知能や肉体能力を持っている種族もたくさんいて、人知を超えたテクノロジーや超能力によって地球に飛来してくるものもいます。つまり、エイリアンというやつですね。

　　　　　　　そんな彼らには、彼らの信仰があり、クトゥルフ神話の神々を崇拝している種族もいます。そんな連中のことを、奉仕種族と呼ぶのです。

　　　　　　　クトゥルフを崇拝する深きものや、ハスターの便利な下僕のビヤーキーなどが、その代表ですね。神様のために人間を生け贄にしようとか、余計なことを考えることが多いので、嫌な相手です。頑張れば倒せるぐらいの強さだからって、無理矢理、戦闘をさせられることもあるし……。

　　　　　　　一方、それほど神様を信仰しないで、勝手気ままに生きている種族もいます。こちらは、独立種族と呼んでいます。一匹狼というやつですね。

　　　　　　　奉仕する神様のためにいろいろ画策する奉仕種族に比べると、自分の本能に従って動いているという感じがあって、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』に慣れてくるとその行動パターンが読みやすいものもいます。

　　　　　　　とかいいながら、それを信じて痛い目に遭うことも多いんですけどね。

　　　　　　　つまりは、どちらも会いたくないのは同じということです、はい。






ティンダロスの猟犬との対決




　準備万端整った探索者たちは、京を屋敷の守りに残し、ガレージでティンダロスの猟犬を待ち構えた。

　少人数のところに現れる性質を持つティンダロスの猟犬は、やがて探索者の前にその姿を現す！




ＫＰ：暗い森、ざあざあと降り続ける雨の中……君たちは、ガレージ前の大木の根元あたりに、なにか黒い影がジワジワと膨れあがるのが見えた。やがてそれは触手のようなものを伸ばして、ぬうっと立ち上がると、音もなくこちらに近づいてくる。君たちとの距離が狭まるにつれて、それの形ははっきりしてくる。黒い体を覆う悪臭を放つ腐汁、どう猛な渇望のみをギラギラと発している緑色の目。まるで別の生き物であるかのように攻撃的に動く赤い舌──。

佐々原：キターーーーーッ！

ＫＰ：やつは狙っている、君たちの「純潔さ」を！　それを飲み干すまで、やつはあきらめることはないだろう。距離も時間さえも、やつの前には無意味なのだぁっ！　はい、〈正気度〉ロールだっ！

辰巳：大丈夫、二度目だからもう怖くないはずだ。

ＫＰ：なんの根拠もないことをよくいうなぁ（笑）。

さやか：まずは私から。ダイスの神様、お願いっ！　コロコロ……成功。セーフ、セーフ！

辰巳：ここでワシが狂気に陥るわけがない！　コロコロ……よしっ、成功だっ。

佐々原：辰巳先生が正気なら、まずは安心。コロコロ……なんだ、ボクも成功しましたよ。楽勝、楽勝（笑）。

京：わーい、わーい。

ＫＰ：ちっ……つまんねぇの。誰か失敗しないと、盛り上がらないよ。

辰巳：さっき失敗したからいいだろ！

ＫＰ：じゃあ、全員１Ｄ３の正気度喪失ね。

















さやか：コロコロ……２ポイント喪失。残りは正気度64です。

辰巳：コロコロ……ワシも２ポイント喪失。残りは正気度58だ。

佐々原：コロコロ……げふっ、３ポイントも減っちゃいました。残り正気度は58です。

ＫＰ：では、まず第一ラウンド、おびえる君たちにジリジリとティンダロスの猟犬は近づいてくるが……こいつはＤＥＸ10の番で、みんなと接敵距離に達する。辰巳先生とＤＥＸが同じ値だから、どっちが先に動くのか決定しておこう。１Ｄ10で高い目が出た方が勝ちということで。コロコロ……３だよ。

辰巳：コロコロ……４だ。佐々原→さやかちゃん→辰巳→ティンダロスの猟犬という順番だな。

ＫＰ：今回の探索者たちって、辰巳先生以外、みんなＤＥＸが高いんだよね。

京：相手より早く動けることはいいことです。

佐々原：ところで、このラウンド、ティンダロスの猟犬は移動だけで舌の攻撃はしてきませんよね!?

全員：（キラキラとした目でキーパーを見つめている）

ＫＰ：……まあ、いいだろう。近づくだけとしておこう。

佐々原：よーし、よしよし（笑）。

さやか：辰巳先生はティンダロスの猟犬より先に動けますよね。〈精神分析〉はもう必要ないでしょうから、ここは逃げてもいいのでは？

京：いや、辰巳先生だけが逃げて、それをティンダロスの猟犬が追いかけたりしたら、それこそ最悪じゃない？

さやか：た、確かに……。

辰巳：次のラウンドでも、ヤツの攻撃よりもワシの行動の方が先なのだから、ここは待機がベストだろう。

ＫＰ：計算しているなぁ。じゃあ、ティンダロスの猟犬は大きく口を開けて、ぬらぬらした赤い舌を見せつけるようにしながら、君たちの目の前にまで近づいてきた。

佐々原：よしっ、ここで《ハシバミの時間》の呪文を発動。コストとして正気度１Ｄ６とマジック・ポイントを10ポイント消費する！

ＫＰ：なぜカードゲーム風にいう？（笑）

佐々原：ここが大事。４以下でお願い！　コロコロ……うっ、正気度５ポイント喪失。残り53です。

京：不定の狂気にはならないけど……一時的狂気にはなるかも。

佐々原：ボクの〈アイデア〉は75％なんですよ……嫌な予感。コロコロ……うわっ、やっぱり成功しちゃいました。やばい……。

ＫＰ：おっと、面白くなってきたね。では、君は目の前の怪物が人知を超えた恐るべき存在であることをあらためて認識してしまい〈クトゥルフ神話〉技能を５％獲得する……と、同時に一時的狂気に陥る。内容は一時的狂気表で決定するかな。コロコロ……うん、案外とマシなのになったぞ。

佐々原：マシなものなんてありませんから！（泣）

ＫＰ：佐々原はおぞましいティンダロスの猟犬が迫ってくる極限状態の中、細かい魔法陣を正確に描かねばならないという緊張に絶えきれず……呪文を完成させたとたん、ぷつんと精神の糸が一本切れてしまった。突然、目の前が真っ暗になり、なにも見えなくなる。そう、どんなに恐ろしい怪物だって、見えなければ怖くないんだ！

佐々原：「はっはっはーっ、もうこれでなにも怖くないぞー！」って、そんなわけあるかーっ！（泣）

ＫＰ：ほかのみんなには、佐々原はなぜか自分から目を閉じて、「見えない、見えない」とか一人で騒いでいるように見えるね（笑）。

辰巳：しかし、これで呪文は完成したんだよな？

ＫＰ：たぶんね。

京：辰巳先生、さすがにもう逃げていいのでは。

佐々原：せめて、ボクの手を引っ張っていってくださると助かります。

ＫＰ：このラウンド、佐々原は魔法陣を描くという行動をしているから移動はできない。もし、引っ張るとしたら次のラウンドになるね。その場合、このラウンドでのティンダロスの猟犬の攻撃を受ける可能性がある。

辰巳：こ、これ以上、ＰＯＷを吸われるわけにはいかない！

さやか：寄せ木細工を開いたあとで、私が引っ張っていってあげますよ。

ＫＰ：まあ、それがベストな流れかな。

さやか：では、辰巳先生が逃げる前に私の番が来るので、寄せ木細工を開きます。ギリギリまで解いてあったはずなので、すぐに開けられますよね。

ＫＰ：うん、正気を保っていれば問題なく開けるよ。

さやか：パカッと開いて、ティンダロスの猟犬の前に転がします。

辰巳：それを確認したら、ワシは逃げるぞ。「あとは若い者に任せたっ！（笑）」

ＫＰ：いよいよ、ティンダロスの猟犬の番だな。まずは攻撃方法の決定──と。

さやか：舌以外でも攻撃してくるんですか？

ＫＰ：どちらかというと、前脚で攻撃してくる方が多い。その場合、爪で引き裂くと同時に、腐汁の毒が犠牲者の体を蝕むことになる。

京：恵美子さんがやられた毒ですね。

ＫＰ：こっちの攻撃もすごい強烈なんだよねー。ＰＯＷを吸って精神的に殺すか、淡泊にダメージで肉体的に殺すかって感じ。

さやか：どっちも嫌な場合はどうしたらよいのでしょうか？

ＫＰ：黙って〈回避〉を成功させなさい。

さやか：了解しました（笑）。

ＫＰ：えーと、攻撃方法は舌だね。さやかちゃんと佐々原のどちらを狙うかは、ランダムで決定しよう……おや、さやかちゃんに攻撃だな。

さやか：まっ、また避ければいいんですよ。大丈夫、大丈夫！　あははーっ（乾いた笑い）

ＫＰ：舌の攻撃は90％で命中する。

全員：外れろー、外れろー！

ＫＰ：外すものか、コロコロ……はい、命中。

全員：ブーッ、ブーッ！（激しいブーイング）

さやか：50％の〈回避〉にすべてを賭けます！　コロコロ……やった、成功。ひら～りと回避成功っ！

ＫＰ：おお～っ、二度目も避けたか～！

辰巳：やるなぁ、さやかちゃん。さすがヒロイン（笑）。

ＫＰ：じゃあ、次のラウンドになって……さやかちゃんが佐々原の手を引っ張って逃げ出すって感じかな。

辰巳：なぜか出られなかったりして（笑）。

京：なんと、さやかちゃんにはティンダロスの猟犬の血が流れていたのだ！（笑）

さやか：そんなわけありませんから。出られますから！

ＫＰ：さて、魔法陣の外に出た二人をティンダロスの猟犬はゆっくりと追いかけようとするが、途中で見えない壁に阻まれたように動きを止める。

さやか：やった、成功です！

ＫＰ：閉じ込められたと知ったティンダロスの猟犬は、赤い舌をうねらせ、腐汁をまき散らしながら、魔法陣の中を暴れ回る。安全だとわかっていても、それはゾッとするような光景だ。

辰巳：いいから、さっさとレンズの中へ帰ってくれ！

ＫＰ：しかし、そのとき──。

さやか：ええ～っ、まだなんかあるんですかぁ～！（泣）

ＫＰ：いままで断続的に微震が続いていたけど、突然、いままでにない大きな地震が発生した。その揺れは不自然に長くて、まるで魔法陣に閉じ込められたティンダロスの猟犬の怒りに応えるかのようだ。

京：地震で屋敷が崩れるかもしれないので、外に避難する準備を……。

ＫＰ：魔法陣の様子を見ている人たちは〈アイデア〉か〈地質学〉ロールができるよ。

辰巳：コロコロ……成功だ！

ＫＰ：この地震のせいで、魔法陣に立てられたハシバミの枝が倒されてしまうかもしれないと気づく。

辰巳：バカな……誰かが支えなきゃならないのか!?

ＫＰ：いや、その前に、閉じ込められたと察したティンダロスの猟犬は、寄せ木細工のレンズへと吸い寄せられるように入っていく……のだが。

全員：だが？

ＫＰ：寄せ木細工が自動的に閉じていくので、ティンダロスの猟犬は、そのまま閉じ込められてしまうんだ。寄せ木細工の内側は完全な球体で角がないからね。

京：ああ、なるほど。こういう仕組みになってたんですね。

ＫＰ：再び誰かが開けるときまで、ティンダロスの猟犬は寄せ木細工のレンズの中でおとなしくしていることだろう。

辰巳：この寄せ木細工は、あとで厳重に封印しておかねば。

さやか：ところで、地震の方はどうなりましたか？

ＫＰ：うん、ティンダロスの猟犬がいなくなったとたん、ぴたりと収まったね。

辰巳：なんだったんだ……あれは。

京：地震が収まったのなら、屋敷から出てきてみんなの無事を確認しに行きます。

辰巳：「うむ、すべては終わったよ」

佐々原：「えっ、終わったんですか？　ボクには見えない、見えない！」

さやか：「もう怪物はいなくなりましたから、目を開けてもいいんですよ」

佐々原：「ホントに？　ホントに？」と、こわごわ目を開きます。

ＫＰ：すると、君の目には山間から登ってくる美しい朝日が見える……いつの間にか嵐も去ったようだ。

佐々原：なんかお約束のエンディングシーンがキターッ！（笑）

ＫＰ：上空からバラバラバラというヘリコプターの爆音が聞こえてきた。どうやら夜明けとともに、救助ヘリがやってきてくれたらしい。

京：「一夜の悪夢が終わりましたね。辰巳先生」

辰巳：まったく……悪夢としかいいようがないな。ＰＯＷが３ポイントも吸われてしまった。ワシのチャームポイントを返してくれっ！

さやか：じゃあ、また開けましょうか？（笑）

佐々原：やめてくれ～っ！




ＫＰ：その後、ヘリコプターで救助された君たちは、屋敷のまわりがドーナツ状に陥没しているのがわかる。屋敷の地下を取り囲んできた巨大ななにかが瞬時に消え去ったかのようだ……。

京：あれはいったいなんだったんでしょう？

ＫＰ：うん、ティンダロスの猟犬に呼び出された、ドールだよ。丸い部屋に隠れるような姑息な人間をあぶり出すために、時々、こいつに地震を起こしてもらったりしているんだ。

辰巳：ド、ドールだったのかぁ～。ゾゾ～ッ！

ＫＰ：かくして、残念ながら宗吾は殺されてしまったが、犠牲をそれだけにとどめたことは僥ぎょう倖こうといえるだろう。今後は、恵美子が唯花の後見人となり財産を管理して、智実はこれまで通り唯花の身の回りの世話を続けるらしい。

佐々原：でも、両親を亡くして、お爺さんまでいなくなってしまって、唯花ちゃんがかわいそうですね。

ＫＰ：そう思うのなら、たまには遊びにいってあげるんだね。

佐々原：そうですね。小説の新作が出たら、真っ先に持っていってあげることにしましょう。

ＫＰ：きっと、喜ぶと思うよ。

さやか：そのときには私も一緒についていきますね。

佐々原：なんで来るの!?

さやか：いや、佐々原さんが犯罪者にならないように……。

佐々原：ファンサービスだよっ！　ただのファンサービス！（笑）

ＫＰ：さて、恐るべきティンダロスの猟犬を撃退して、無事に生還した探索者は１Ｄ10の正気度を獲得する。

京：す、少ない……（泣）。

ＫＰ：さらに宗吾以外のＮＰＣがみんな生存しているので、ボーナスとして１Ｄ３正気度を追加で獲得する。

さやか：うれしいけど……うれしいけど、たった１Ｄ３ですか……。

ＫＰ：まっ、こんなものでしょう。黒字になる人もいるんじゃないの？

辰巳：無理だよ、ワシはトータルで14ポイント減っているんだが……。

佐々原：ボクもトータルで12ポイント減ってますね。呪文で減ったのが痛かった。

京：私は９ポイントですね。最後のイベントに参加しなくてこれなんだから……やっぱりＰＯＷ６は厳しいなぁ。

さやか：……私は６ポイントだけですね。ほとんどの〈正気度〉ロールに立ち合っていたのに、たいてい１ポイントしか減らなかったです。

京：うらやましい……これがヒロインとサブヒロインの差なの？（笑）

ＫＰ：じゃあ、正気度獲得ロールをよろしく。




　その結果、このような正気度の変化となった。





　さやか：シナリオ終了時64ポイント＋獲得８ポイント＝合計72ポイント（開始時から＋２ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時56ポイント＋獲得７ポイント＝合計63ポイント（開始時からマイナス７ポイント）

　京　　：シナリオ終了時21ポイント＋獲得４ポイント＝合計25ポイント（開始時からマイナス５ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時53ポイント＋獲得７ポイント＝合計60ポイント（開始時からマイナス５ポイント）






ＫＰ：さやかちゃん以外、みんな赤字かぁ～。

京：次のシナリオ、正気を保っていられるかまったく自信がありません。

ＫＰ：これはゼロまで行くかもね（笑）。

京：ふふふっ、面白くなってきました（空元気）。

ＫＰ：じゃあ、今回はこれにて終了だ。

全員：お疲れ様でしたー！










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「ドール」




　　　　　　　どうも、好きな果物は桃な、京です。

　　　　　　　普通に『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をしていると滅多に遭遇することのない、クトゥルフ神話界のヘビー級クリーチャーのドールさん。外見は巨大なイモムシ──というか、ミミズのような姿をしています。

　　　　　　　ですが、ＳＩＺは５００を軽く超え、その体重は５千トンという、どれだけ重いのか想像もつかない体重の持ち主だったりします。少しダイエットしなさい！

　　　　　　　さらには、唾を吐き出して獲物を攻撃するのですが、50％の確率でなんと５キロ先の人間に命中させるというのだから信じがたい精密射撃の腕です。狙われたら死ぬしかないですよ、はい。

　　　　　　　ルールブックでは、このドールのダメージ決定方法は、もはや数値化すらされていません。「戦艦をペチャンコにするのに十分」とか「自動的に死ぬ」とか、とっても愉快なことが書いてあります。

　　　　　　　今回、ティンダロスの猟犬に呼び出されて地球にやってきたそうですが、どうしてこの二匹は仲がよいのかな。私も、そのへんのところはよく知らないです。

　　　　　　　登場したとたん、探索者が絶望するモノ同士で、気が合うのでしょうかね？









第一話終了・京ちゃんとの反省会




　その後、京のプレイヤーには残ってもらい、会場近くの喫茶店で今回のゲームの反省会を開くことにした。




京：いやー、煮詰まりましたねぇ。

ＫＰ：第一声がそれかい！（笑）

京：だって、煮詰まったんですもの。




　リプレイ本文ではそれほどでもなかったように読めるだろうけど、ティンダロスの猟犬に最初の襲撃を受けてからプレイヤーたちは一時間以上も「うんうん」と唸っていた。

　その間、探索者は微動だにしないので、シナリオはまったく進展なし。シナリオを作成するときは、探索者を追い立てるぐらいのイベントを起こそうとかいっていたけど……これはボクの失敗だったかなぁ。




ＫＰ：誠一の部屋に行けば、いろいろと行動方針が立っただろうに。

京：そこが、なかなか思いつけませんでしたね。

ＫＰ：ヒントを出してもよかったんだけど、あまり露骨に出すと君たちは嫌がるから。

京：ティンダロスの猟犬がひどすぎるんですよ。あんな怖いのに狙われていたら、うかつに動けませんってば。

ＫＰ：なんでもいいからＮＰＣたちと会話してくれると、こちらもいろいろとほのめかすことができたんだけど。

京：そこは私たちも反省するところですね。どうもそろった手がかりだけで、なにかしら推論を組み立てたがるところがあるから。

ＫＰ：もうちょっと積極的にＮＰＣからも、探索者たちと絡んだ方がよかったな。

京：そうですね。唯花ちゃんなんて、ほとんどしゃべらなかったじゃないですか。

ＫＰ：ううっ、耳が痛い。佐々原が好きそうなキャラとして登場させたんだけど、いまいちシナリオ内で動かせなかった……。

京：遺産相続のミステリー物のお約束ＮＰＣたちがそろっているんですから、もっとエキセントリックな行動をさせてみてもよかったかもですね。

ＫＰ：あれでも頑張ったつもりだったんだけどなぁ。佐伯夫妻の力関係とか、もっと誇張して演じてもよかったかも。

京：まあ、私たちも情報源とならないＮＰＣとはあまり絡もうとしないという悪癖がありますが（笑）。

ＫＰ：今回はキャンペーン第一話ということで、慣らし運転がてら、ミステリーでは定番な「孤立した屋敷」モノを意識してみたんだけど、どうだったかな。

京：誰もが知っているお約束パターンですから、すぐにキーパーの狙いはわかりましたよ。

ＫＰ：そりゃあよかった。

京：シナリオの序盤でドールに道をふさがれてしまったし、とにかくティンダロスの猟犬をどうにかしなきゃいけないというシナリオの目的ははっきりしていましたけど……。

ＫＰ：けど？

京：やっぱり煮詰まった時間が長かったですね。

ＫＰ：また、それかよ（笑）。

京：あと、わからなかったのは、午前十一時に寄せ木細工を開かせる理由なんですけど、あれはなにか意味があったんですか？

ＫＰ：んー、あの寄せ木細工に仕込んだレンズは、術者が新月の日にのぞくと、次の新月の日──つまり一か月間離れた時間へとつなぐ力があったんだ。同時に一か月日後にそのレンズをのぞくと、先月の術者の映像が見えるという、一種のタイムマシン的なものだね。

京：なんでまたそんなややこしい設定を……？

ＫＰ：映像だけを残すビデオみたいな力ではなく、時空を越えないと、ティンダロスの猟犬がやってこないだろ？

京：うーん、いまいちわかりづらいですね。

ＫＰ：確かにそんな気もしたけど、過去に死んだはずの東蔵が、探索者たちがいることを知って、逃げるよう忠告するというシーンがやりたかったんだよぉ～！

京：まあ、あれはちょっとびっくりしましたけどね。そうそう、ティンダロスの猟犬といえば、もっとチラチラと登場させて、恐怖を盛り上げる演出を挟んでもよかったんじゃないですか？

ＫＰ：うん、それはやるつもりだったんだけど、みんないつも一緒にいるから、いまいちタイミングがつかめなかった。それにすぐにティンダロスの猟犬だってバレてたから、思わせぶりな演出をするのもくどいかなって。

京：まるで私たちが悪いみたいないいかたを……バレててもいいから、全身を現さないで、舌だけ襲ってくるとか、毒汁を垂らしてくるとかあってもよかったのでは。九割方はティンダロスの猟犬だと思っていても、プレイヤーは完全に確信しているわけではないのだから、やっぱり効果はあると思いますよ。

ＫＰ：そうだねぇ、その通りだねぇ～（耳が痛いので、遠い目をしている）。

京：まあ、クトゥルフ神話に詳しいプレイヤーばかりだと、すぐにクリーチャーの正体がバレちゃってキーパーが困ることもあるとは思いますが。

ＫＰ：ボクはそれが悪いことだとは思わないけどね。相手がわかっているからこそ怖いというのもあるし。

京：プレイヤーとしても、まったく聞いたこともないクリーチャーより、原作とかで知っているクリーチャーが登場した方がうれしいですものね。

ＫＰ：うんうん、有名人に会った気分だね。

京：でも、ティンダロスの猟犬は勘弁してください。あいつ、ＰＯＷを吸い取るんだもん。

ＫＰ：そうそう、辰巳先生はかわいそうだったね～（笑）。

京：笑いごとではありませんっ！

ＫＰ：それでね、次回のシナリオの季節は夏を予定しているから、バカンスシナリオをやりたいんだけど、なんか面白いアイデアはある？

京：海は嫌っ！

ＫＰ：なにいってんだ、当然、夏は海だろ～！　そして、水着だろ～！（笑）




　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオで海に行くと、たいていろくな目に遭わない。

　まあ、実のところ、どこに行ったとしてもろくな目に遭わないことに変わりはないのだが。




京：まあ、リプレイのイラスト的に水着シーンが必要だということはわかりますけど。

ＫＰ：今回、閉鎖空間でのシナリオで煮詰まっちゃったから、次回はいろんなところに行ける自由度の高いシナリオにしようっと。

京：バカンスシナリオなら、そっちの方がいいですね。

ＫＰ：次のテーマはなににしようかな？

京：今回は「孤立した屋敷」モノで、推理小説っぽい感じでしたから……。

ＫＰ：映画のジャンルとかで考えてもらってもいいよ。

京：バカンス地での映画といえば……「ジョーズ」とかのアニマルパニックでしょうか。

ＫＰ：今回のシナリオも、アニマルパニックといえばアニマルパニックのような……。

京：あとは、定番ですけど「13日の金曜日」みたいなスプラッターもバカンスとは相性がよいですね。旅先の土地に因縁のある殺人鬼に狙われるみたいな？

ＫＰ：いいねっ、スプラッター！　切り刻まれた死体がてんこ盛りで、正気度がガンガン減るようなシナリオってことだよね（笑）。

京：いや、噓ですっ！　全然、相性よくありません！

ＫＰ：今回、ティンダロスの猟犬が出てくる以外はイベントが地味だったからなぁ。そうだな、次回はもうちょっと派手めのシナリオにしよう。

京：駄目です、それは駄目です。もう、私の正気度が保ちませんから！（泣）




　京のプレイヤーの助言のおかげで、次のシナリオのテーマは決定した。

　夏の海を舞台に、バカンスを楽しんでいるうちに、だんだん猟奇なスプラッターへと移行していく展開にするとしよう。

　京は嫌がっていたけど、〈正気度〉ロールをするシーンも多めにしたいね。

　やっぱり『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は、どれだけ〈正気度〉ロールをさせるシーンを用意できるかがキモになってくる。もちろん、無理矢理、意味もなく繰り返すと、せっかくの〈正気度〉ロールもインパクトが弱くなるから注意が必要だ。

　正攻法としては、プレイヤーにもその状況の恐ろしさを実感させるようなシーンを用意するのがいいんだけど、プロのホラー作家じゃないんだから、そんなものポンポンと浮かぶはずはないよね。

　だから、そういうときは開き直って、ホラー映画などで定番のシチュエーションを再現してみるのも一つの手だと思う。それならばプレイヤーも、以前見たホラー映画の恐怖シーンなどを思い出して「やっぱり、このシーンを体験したら〈正気度〉ロールだよなぁ」と納得してくれるというものだ。

　あと、慣れた探索者に対しては「〈正気度〉ロールをさせられるだろうけど、情報収集のためには仕方がない」と思わせるのが効果的だ。

　押しつけられるように一方的に〈正気度〉ロールをさせられるよりも、探索者の方から一歩先の危険に踏み込んで、そのおかげで〈正気度〉ロールをさせられてしまうという流れの方が誘導方法としてもスマートといえる。〈正気度〉ロールのポイントと、情報を一緒にしておけば、簡単に探索者たちも寄ってくるので、このやり方はぜひ試していただきたい。




　さて、具体的な内容だけど……佐々原くんの幼なじみという設定だったのに、今回、いまいち活躍させられなかった智実も、唯花と一緒に再登場させることにしよう。唯花が歴女だという設定はちょっと面白いから、佐々原の〈歴史〉技能を活用できるように、少し歴史ネタも盛り込もうかな。

　事前にお願いしておいたおかげで、るるいえ堂に集まった探索者たちが、さやかちゃんの手伝いをしてあげるという流れはできた。

　導入の方は今回と同じく、るるいえ堂のお客が事件を持ち込んでくるという感じにしよう。凝った導入を考えるのは面倒だし、失敗するリスクも高いからね。

　今回のシナリオでは、普通のＮＰＣたちしか出てこなかったから、次はインパクトのある正気度の低いＮＰＣをシナリオの悪役として登場させたいなぁ。

　クトゥルフ神話にかかわるアイテムのせいで、すっかり精神を病んでしまったような感じのやつがいいな。

　せっかくだから、有名な原作小説のネタを使おうっと。

　クトゥルフ神話ファンのプレイヤーへの、サービスも大事だからね。

















探索者の小さな成長




ＫＰ：さて、京みやこの正気度が最後まで保つかどうか、実に興味深い第二話を開始することにしよう。

京みやこ：な～に、すべての〈正気度〉ロールに成功すれば問題ないですよ（笑）。

ＫＰ：その前に探索者の成長をしてもらおうか。前回のシナリオでチェックの入っている技能に対して、経験ロールをしてくれ。




　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』ではシナリオで使用して、ロールに成功した技能が成長する可能性がある。

　経験ロールと呼ばれるルールで、具体的には、前回のシナリオで成功した技能に対してＤ１００でロールをして、その出目が技能ポイントを超えた場合、成功率が１Ｄ10％アップする。

　つまり、その技能の成功率が低いほど、経験ロールでの成長がしやすいということになる。これは、熟練した技能ほどシナリオ中での経験で学ぶことは少なく、未熟な技能ほど成長が早いということを再現しているわけだ。




辰たつ巳み：おっ、ワシの〈精神分析〉の技能が89％から98％に成長したぞ。

ＫＰ：そりゃあすごいな。だったら、ルール通り２Ｄ６の正気度を獲得するね。

さやか：えっ、そんなことあるんですか？

ＫＰ：滅多にないことだけど、技能が成長して90％を超えると、その探索者は自分に自信を持つことができたということで正気度を獲得するルールがあるんだ。

辰巳：「うむっ、とうとうワシは〈精神分析〉の神髄に達した気がするぞ！」と、コロコロ……よしっ、11ポイント獲得。現在74ポイント。前回の赤字を一気に取り戻した！

全員：わぁ～～～、辰巳先生、素敵～っ！（拍手）

ＫＰ：今回のシナリオは、前回の事件から五か月後、夏休みの季節が舞台となる。

京：予定通りバカンスシナリオですね。

ＫＰ：君たちはその間、いろいろ勉強なり訓練なりをして、なにかを学ぶこともあるだろう。サービスで好きな技能を５回だけ経験ロールをしてみてもいいよ。

佐さ々さ原はら：それはうれしいですね。ボクも辰巳先生を見習って89％の技能を90％に成長させたいです。

ＫＰ：その成功率って、たった11％しかないぞ？

佐々原：そこを無理にでも出すのが探索者というものなのです！

ＫＰ：ちなみに、今回のシナリオで役立つ技能は〈登攀〉と〈ほかの言語（英語）〉だと、ボクは優しいキーパーなので教えてあげよう。

佐々原：えーと、〈ほかの言語（英語）〉は辰巳先生がいるからいいけど〈登攀〉は誰も得意じゃあありませんね……。

辰巳：ふむ、二倍でロールをしろといわれても安心なように50％ぐらいにはしたいところだな。

ＫＰ：あと、前回手に入れた魔道書の研究をしてもいいよ。

辰巳：『エルトダウン・シャーズ』と『グハーン断章』の二冊をもらってきた──ことにしている。

佐々原：いつの間に!?（笑）

辰巳：まあ細かいことは気にするな。唯花ちゃんには君からうまくいっておいてくれたまえ。

ＫＰ：時間的には両方とも研究することができるけど？

辰巳：とりあえず『エルトダウン・シャーズ』から研究してみるか。読むには〈ほかの言語（英語）〉ロールでいいんだよな。コロコロ……うっ、失敗した。

ＫＰ：残念だったね。あまりに難解な英文が多くて、いまいち内容を理解することができなかったようだ。

辰巳：じゃあ、お次は『グハーン断章』の研究を。コロコロ……こちらは成功。

ＫＰ：では、辰巳先生は地下都市グハーンについてのさまざまな記述を読むにつれて、世界に隠された神秘と真理に一歩近づいた。正気度を１Ｄ10喪失する代わりに、〈クトゥルフ神話〉を10％獲得することができる。

辰巳：コロコロ……正気度は５ポイント喪失して、残りは69ポイント。これで〈クトゥルフ神話〉は15％──って、なんと〈考古学〉や〈人類学〉よりも〈クトゥルフ神話〉の方が得意になってしまった（笑）。

京：辰巳先生の目つきがだんだん怪しげに……（笑）。

辰巳：「ふふふっ、京くん。世の中には、まだまだワシの知らないことがたくさんあるようだよ」

ＫＰ：さらにＩＮＴの３倍ロールに成功すれば、呪文を習得することができる。『グハーン断章』には四つの魔法が記されているぞ。

辰巳：四つだけか、思ったより少ないな。コロコロ……最初と四番目の呪文を覚えた。

ＫＰ：えーと、《クトーニアンとの接触》と《シュド・メルの赤い印》だね。

辰巳：どっちもいらない呪文だなぁ～。

ＫＰ：まあ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の呪文に、探索者の役に立つものなんて滅多にないんだけどね。

佐々原：うう～、89％の技能がちっとも成長しないなぁ～（泣）。

ＫＰ：おいおい、本気で挑戦しているのか!?

佐々原：これで四回目の挑戦でしたが……。

ＫＰ：君ねぇ、ボクは〈登攀〉が重要だって最初にいったからな。あとで文句いうなよ。

佐々原：わっ、わかりましたよ。最後の経験ロールは〈登攀〉にします。コロコロ……ほら、８％増えて48％になりましたよ。これだけあれば十分でしょう。

ＫＰ：さて、どうだろうね？（あとで泣いても知らんからな）







　　　　　◆シナリオ間の成長に関するハウスルール




　　　　　　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』はほかの多くのＴＲＰＧに比べると、キャラクターの技能などが成長することはあまりない。実際のところ、経験ロールによる成長は微々たるものである。

　　　　　　　今回のようなキャンペーンをプレイしていると、途中でパーティーに足りない技能に気づいたり、ほかの探索者が持っている便利そうな技能を習得してみたいと思うことはよくあることだ。

　　　　　　　そこでこのリプレイではハウスルールとして、次のシナリオが始まる間に訓練や勉強をしたことにして、技能を習得できるようにしている。

　　　　　　　具体的には、次のシナリオの開始時に、プレイヤーは自分の探索者の技能を五回、経験ロールをすることができるようにしているのだ。もちろん、同じ技能を重ねて経験ロールをするのも可能だ。優しいキーパーならば、これから始まるシナリオに役立つ技能などをプレイヤーにほのめかしてあげてもよいだろう。

　　　　　　　ただし、不定の狂気などに陥っている探索者は、適切な治療を受ける必要があることを忘れてはならない。

　　　　　　　治療を受けた探索者は、右記のような訓練や魔道書の研究はできないが、不定の狂気から回復したうえ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の95ページにある「施設でのケア」と同様の効果を得ることができる。






魔道書買います




ＫＰ：夏休みシーズン真っ盛り。学校も休みなので、さやかちゃんは昼からるるいえ堂で店番をする毎日だ。

さやか： 蘭らん弗どる叔父さんは、まだ帰ってこないのでしょうか？

ＫＰ：そうだねぇ。まったく音さたなしだけど、君の両親や親族はあまり心配している様子もない。いつもの放浪癖が出たのだろうというだけだ。

さやか：だったら、叔父さんがいつ帰ってきてもいいようにお店の番だけはしっかりしています。

辰巳：大学も夏休みだし、さやかちゃんの様子を見に、店には頻繁に通うことにしよう。

京：辰巳先生が行くのでしたら、当然、私もご一緒します。

さやか：なんかウチの店は、辰巳先生と京さんしか来ていないような……たまにはなにか買ってくれませんか？

辰巳：この前、やたらと高い本を買ったばかりなんだが。

さやか：あれから、なにも売れなくて……（笑）。

辰巳：おいっ、この店の経営は大丈夫なのか!?

ＫＰ：まあ、店舗は賃貸ではないし……光熱費ぐらい稼げればなんとかなるさ。

さやか：叔父さんが帰ってくるまで、お店をつぶすわけにはいきません。頑張らねば。

ＫＰ：ところで、君たちに暑中見舞いが届いている。それは、前回の事件で知り合った、佐々原くんの幼なじみの智とも実みからのはがきだ。海水浴場の写真で、智実と唯ゆい花かの二人が写っている。なんでも、智実は唯花ちゃんを連れて、山口県長門市の祖父母が経営する民宿に遊びに行っているらしいね。

さやか：うらやましいなぁ。私も泳ぎたいなぁ。

佐々原：ねえねえ、キーパー。もしかして今回のシナリオの舞台はそこなんですか？

ＫＰ：まあ……そうだけど。

佐々原：だったら、ボクも智実姉さんと一緒に遊びに行っていることにしていいですか？

辰巳：現地に先行するつもりか。

ＫＰ：うーん、別にそれでもいいかな。じゃあ、暑中見舞いの写真には、真っ黒に日焼けした佐々原の姿もある。

佐々原：智実と唯花ちゃんに挟まれて、すっごく楽しそうな写真ですよ（笑）。

辰巳：いかん、すぐに佐々原を捕まえに行かねば！

京：唯花ちゃんが危ないっ！

さやか：じゃあ、さっそく店は閉めて、山口県に……（笑）。

ＫＰ：こらっ、行動が早すぎだ！　ちゃんとヒキを用意してあるんだから焦るな。

佐々原：というか、どんだけ信用ないんですか、ボクは？

ＫＰ：さやかちゃんたちが佐々原の暑中見舞いの話をしていると、珍しくるるいえ堂の電話が鳴った。

さやか：お客さんかも!?　「もしもし、るるいえ堂です！」って、ハツラツした声で出ますね。

ＫＰ：電話の相手は、なんだか変な男だね。自分の用事ばかりを甲高い声で一方的に話すばかりで、いまいち会話が成立しない。やたらと落ち着きがないんだ。しばらく話をしてみると、どうやらるるいえ堂の商品を売ってほしいといっているのはわかるんだけど──。

さやか：「どの商品をお求めですか？」

ＫＰ：「そ、その店に『屍し食しょく教きょう典てん儀ぎ』があると聞いたんだ。すぐにここに送ってくれ。すぐにだっ！」とか、興奮した声でいっている。

辰巳：『屍食教典儀』って魔道書だぞ。この店にそんなものあるのか？

さやか：私は知ってますでしょうか？

ＫＰ：〈アイデア〉ロールで、思い出せることにしよう。

さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：確かに蘭弗叔父さんが仕入れてきたモノの中に、そんな名前のものがあったな。表紙に黒い染みのついた、英語で書かれた手書きのノートだった記憶がある。

さやか：「はい、『屍食教典儀』でしたらありますけど……お代金の方は？」

ＫＰ：どうもそのへんのところが、うまく話が嚙み合わないね。いくらでも払うから、すぐによこせの一点張りだ。ここでさやかちゃんは〈精神分析〉ロールをしてみてくれ。

辰巳：いきなり〈精神分析〉って、電話の相手はすでに正気じゃないのか？

ＫＰ：さてねぇ（笑）。

さやか：〈精神分析〉なんて、そんな難しいことできるわけないじゃないですか。コロコロ……失敗です。「うわーん、辰巳先生、替わってください。なんか変な人がぁ～」

辰巳：うむ、〈精神分析〉を極めたばかりのワシに任せておけ。「あー、もしもし、電話を替わりました」

ＫＰ：電話に出た辰巳先生は、この男の声に聞き覚えがある。ちょっとしゃべりかたが変な気もするけど、以前、辰巳先生がカウンセリングをしてあげた鶴つる橋はし富とみ男おという画家の声によく似ている気がする。

辰巳：ほう、それはそれは。「もしかして、君は鶴橋くんではないかね？　ワシだよ、辰巳だよ」

ＫＰ：「えっ、辰巳先生ですか!?　なんで先生が骨董店なんかをしているんですか？」

辰巳：「いや、これはただの手伝いというか……なんというか」

京：話がややこしいことに……（笑）。

ＫＰ：ちなみに、鶴橋富男は画家としての実力もさることながら、二枚目で、物怖じしないトークも面白かったので、十年ほど前にはいろいろなテレビ番組に出演していた文化人だ。ただ、その攻撃的な性格のせいで、画壇や週刊誌にたたかれることもあり、ノイローゼ気味になってしまったところを辰巳先生がカウンセリングをしてあげたというわけだ。やがて、鶴橋が日本を離れパリに移住して療養することになってから、彼との縁はぷっつりと切れてしまった。十年前は三十路になったばかりだというから、いまは四十歳ぐらいだろうね。

辰巳：せっかくパリにまで行って療養した割には、ずいぶんと病状は悪化しているようだな。

さやか：辰巳先生のカウンセリングが失敗だったんじゃないですか？

辰巳：なっ、失敬な！

ＫＰ：じゃあ、辰巳先生も〈精神分析〉をしてみていいよ。

辰巳：コロコロ……楽勝で成功だ。

ＫＰ：どうも彼は、なんらかの強迫観念にとらわれているような気がするね。ただ、根気よく話をすることで、ようやく落ち着いてきたようだ。

辰巳：だったら、鶴橋くんの具合も心配だし、『屍食教典儀』を持っていくから、直接、代金交渉をさせてもらうことを伝えよう。彼はどこに住んでいるんだろう？

ＫＰ：山口県の長門市だそうな。辰巳先生が来てくれるというのなら、彼は歓迎するね。

辰巳：山口県か……遠いなぁ。

京：「先生、これっ、これっ！（暑中見舞いのはがきを見せる仕草）」

辰巳：「うーむ、佐々原くんのことも心配だし、さやかちゃん一人で商談に行かせるのも心配だ。よしっ、今年の夏は山口県に遊びに行くとするか」

京：「わーい、わーい！」




鶴橋の異様なコレクション




　新幹線とレンタカーを駆使して、さやかちゃんの一行は山口県は長なが門と市へと向かった。

　長門市は山口県の北西部、日本海側に面する市である。




辰巳：新幹線と車の中で、『屍食教典儀』の斜め読みをするよ。コロコロ……成功した。

ＫＰ：読んでみると、このノートは降霊術、死体食、屍し姦かんなどを行なう教団について書かれたフランス語の本の翻訳であることがわかる。

さやか：ずいぶん気持ちの悪いことを書いた本なんですね。

京：それを新幹線で読んでいる辰巳先生って……（笑）。

ＫＰ：翻訳は中途半端なところで終わっているね。ところで、この表紙についている染みについて〈医学〉ロールをしてみて。

辰巳：だいたい予想はつくのだが。コロコロ……成功した。

ＫＰ：これは血痕だ。いったい、このノートの持ち主は、なぜ翻訳を途中でやめたのか。そして、どんな運命に見舞われたのか──不吉な想像をさせる代物だ。そして、辰巳先生はこんな忌まわしい内容の本を読んだので、正気度が１Ｄ４喪失する。

辰巳：なんか景気よく減っているような。コロコロ……４ポイント喪失！　残りは65だ。

京：大丈夫ですか、辰巳先生？

辰巳：うーん、なんか車酔いになりそうだ。最初に正気度を増やしておいてよかった……。

さやか：こんな本を欲しがるなんて……鶴橋さん、やっぱりノイローゼが治ってないんじゃないですか？

辰巳：むしろ、一線越えてしまっているような気がするな。

ＫＰ：新幹線からレンタカーに乗り換えて、辰巳先生が『屍食教典儀』を読み終えたころ、ようやく山口県の長門市に入った。

京：自慢のドライビングテクニックで田舎道を飛ばしますよ。「まずは佐々原くんのいる智実さんの民宿にあいさつに行きますか？」

辰巳：「そうだな。そちらの方も心配だからな（笑）」

ＫＰ：智実の祖父母が経営するのは、夏休みシーズンだけ開いているような小さな民宿だ。智実のお爺さんとお婆さんはとても優しげな感じで、唯花もすっかり懐いている。どうやら、楽しい夏休みを過ごしているみたいだね。

辰巳：では、みなさんにあいさつをしておこう。「どうも、東京から来た辰巳です。二、三日お世話になります」

ＫＰ：智実のお爺さんはニコニコと歓迎してくれるが、辰巳先生の後ろにいる京を見て「この暑いのに、このお嬢さんはどうしてそんな服を？」と、尋ねてくるよ（笑）。

京：「私は辰巳先生のメイドですから（きっぱり）」

辰巳：「ややこしくなるようなことをいうな！」

京：「でも、本当のことだし」

辰巳：「まあ、私を慕ってくれている大学の教え子なんですが……あまりこの子のことは気にしないでください」

ＫＰ：「はあ、東京ではそういう服装がはやっているんですかねぇ」と、お爺さんは不思議そうな顔をしているが。

京：「はいっ、一部でとってもはやっています」

さやか：むーっ、あまり引っ張るとこちらがいたたまれない気持ちになるので「佐々原さんはちゃんと働いていますか？」と、話を変えるように努力します。

ＫＰ：……働いているのか、佐々原は？

佐々原：そりゃあもう、真っ黒に日焼けしてお手伝いしてますよ。

ＫＰ：だったら「ええ、佐々原くんにはいろいろ宿のことを手伝ってもらって助かっています。智実もよい相手を見つけたようで、本当によかった」と、お爺さんは満面の笑みを浮かべている。

さやか：「おやおや、お二人はすでにそんなところまで……（笑）」

佐々原：「やっ、やだなぁ、お爺さん！」

ＫＰ：「そうよ、環たまきとはまだ……そんなんじゃあ……」なんていいながら、智実は顔を真っ赤にするね（笑）。

さやか：小学生の唯花ちゃんに手を出すよりも、こっちの方がよほど健全ですから、二人のことを応援することにしましょう（笑）。

辰巳：まあ、消去法でいうなら智実さんしかないよな。

佐々原：いやいや、まだどちらかに決めたわけでは……唯花ちゃんも捨てがたい……。

さやか：最低です、この人、最低ですっ！

佐々原：ここに来たのは、小説の取材も兼ねてのつもりなんですが、なにか面白い話とか史跡とかないんですか？

ＫＰ：うん、この民宿のある土地には、平家の落人伝説があったりするよ。

佐々原：山口県には壇ノ浦もありますものね。次の小説は源平合戦モノにしようっと。

辰巳：「ところで、実はわれわれは鶴橋という人を訪ねてきたのですが」と、智実さんのお爺さんたちがなにか知らないか尋ねてみよう。

ＫＰ：住所を教えてもらうと、お爺さんは「ああ、この人ですか……」と、ちょっと眉をひそめるね。一年ぐらい前に引っ越してきたそうなんだけど、ほとんど外出することもなく、近所付き合いもまったくしない変人として知られているらしい。以前、テレビ番組で活躍した有名人の鶴橋だとは気づいていないようだ。

さやか：まずは先に仕事を済ませてしまいましょうか？

ＫＰ：君たちが到着するのは昼過ぎだから、いまから行けば夕食前には片付けられるだろう。

佐々原：じゃあ、ボクはみなさんの歓迎会の準備をしておきますね。

京：あっ、逃げた……。

ＫＰ／智実：「せっかくみなさんが来てくれたんだから、環は道案内をしてあげなさい。準備は私たちだけで十分だから」

佐々原：あれっ、キーパーが行けといってる（笑）。

さやか：佐々原さんだけ楽をさせませんよ。一緒に行きましょう！（笑）

佐々原：じゃあ、みなさんお疲れでしょうから、ボクが運転手を務めますよ。

ＫＰ：鶴橋富男の住まいは、海岸沿いの造成地にある一軒家だった。どうやら開発計画が失敗した土地らしく、雑草が伸び放題の荒れ地に、ぽつりとモデルハウスの売れ残りといった家が建っている。ここに来た人はＰＯＷの１倍でロールしてみて。

さやか：コロコロ……成功は私だけですね。

ＫＰ：さやかちゃんはこの土地に、事故の多発するトンネルや、深夜の病院に立ち入ったときのような嫌な気配を感じ取る。正直、こんなところに一人で住んでいる人間の気がしれないね。

さやか：なんだか気味の悪いところですね……早く仕事を済ませて戻りましょう。

辰巳：ますます鶴橋くんのことが心配になってきたが。「ぴんぽーん」と、呼び鈴を鳴らそう。

ＫＰ：すると、中から男が出てきた。ぼさぼさの頭で、肌は青白く、皮膚はゴムのように硬そうだ。白目は黄色く濁っていながら眼光はやけに鋭い。油絵の具と汗のにおいが混ざった、ひどい体臭をしている──これが十年前までは、二枚目画家として人気のあった鶴橋富男だとは信じられないような、変わり果てた姿であった。

さやか：ううっ、この人とはお近づきになりたくないんで、交渉は辰巳先生にお任せします（笑）。

ＫＰ：「お久し振りですね、辰巳先生。どうぞあがってください」と、鶴橋は辰巳先生のことを歓迎するよ。ただ、彼はやけに前屈みで歩き、こちらの神経をいら立たせるような甲高い声でしゃべる。

佐々原：入りたくないなぁ～。

ＫＰ：佐々原のいうこともごもっともで、廊下は靴を脱いで上がるのをためらうほど汚い。ゴミが散乱して、壁には絵の具らしき染みがたくさんついている。掃除などまったくしたことがないようで、床の隅にはワタボコリがこんもりと山になっている。

さやか：これで本の代金はいただけるんでしょうか……？

辰巳：さあ、どうだろうねぇ。

ＫＰ：鶴橋が案内してくれたのは、リビングとキッチンを仕切る戸を外して広くして、アトリエにした部屋だ。壁にはたくさんの絵がかけられて、床には画材やスケッチ、食べかすなどの生活ゴミが足の踏み場もなく散乱している。

辰巳：絵はまだ続けているんだな……どんな絵を飾っているんだ？

ＫＰ：鶴橋が描いたものではないみたいだね。時代も画風もバラバラだけど、その多くが人肉を食らう怪物を描いた禍々しいものだ。芸術性を感じる以前に、生理的嫌悪を催すような作品ばかりだね。そして、鶴橋は辰巳先生が絵に興味を持っていることに気づくと、うれしそうにその解説をしてくれる。

辰巳：いや、そんなこと全然してほしくはないんだけど（笑）。

ＫＰ：この鶴橋という男は、そういう空気とかはまったく読まないから。「素晴らしいでしょう、このコレクションは。ここに描かれているのは人間の本質なんです。心の奥に秘められた、獣に近き純潔さ。すべてから解放された姿がここにはある、うひーっひひひひっ！」と、甲高い笑い声をあげてうれしそうに講釈をする。さて、これらの悪趣味な鶴橋コレクションを見た人たちは〈正気度〉ロールをしてくれたまえ。

京：なんかこの人、もう駄目な気が。コロコロ……失敗は私だけみたいですね。

ＫＰ：成功した人は正気度は喪失しない。失敗した人は１Ｄ４の喪失だ。

京：１Ｄ４ってずいぶん減りますね!?　コロコロ……１ポイント喪失。残り24になりました。

ＫＰ：京は鶴橋がうれしそうに紹介する絵を見ていると、だんだんと心が揺さぶられてくる。自分の中にある常識的な美の概念すら打ち砕かれて、この血なまぐさい光景にどこか心惹ひかれていることに気づかされるんだ。

京：そ、そんなことは……私は辰巳先生一筋ですから！（笑）

さやか：この家に長くいたくありませんね。早く本を売って、智実さんの民宿に帰りましょう！

辰巳：「鶴橋くん、言われたとおり『屍食教典儀』は持ってきたが、肝心の支払いの方だけどね……」って、いくらで売る気なんだ？

さやか：２５０万円です（きっぱり）。

佐々原：高っ！　どこからその金額が出てきたの!?

さやか：いや、なんとなく……辰巳先生が珍しそうに読んでいたので。

佐々原：血の染みがついた古いノートが２５０万円。恐ろしいほどのボッタクリ。

ＫＰ：代金の話になると、鶴橋は「料金はこれで払う。好きなだけ持っていってくれ」といって、スーパーのビニール袋を部屋の隅から持ってきたよ。

さやか：なんですか、それは？

ＫＰ：中には大型のトルコ石のブローチ、重量感のある指輪、ごてごてと宝石の付いた金細工のペンダントやらが、駄菓子屋のオモチャのようにゴロゴロと入っている。〈芸術（骨董品）〉か〈値切り〉のどちらかをしてみてくれ。

京：コロコロ……〈芸術（骨董品）〉は成功です。

さやか：コロコロ……私は〈値切り〉が成功しました。

ＫＰ：〈芸術（骨董品）〉で成功した京は、これらが丁寧な彫金細工の施された値打ちものであることがわかる。ただ、中近東の古い様式に似ているということ以外、具体的な年代とかはわからないね。イメージとしてはピラミッドの副葬品にあるような金細工と思ってくれ。

京：なんかすごいものですよ、これっ！

ＫＰ：〈値切り〉に成功したさやかちゃんは、芸術的な価値はいまいちわからないけど、これらが本物の金や宝石を使ったもので、金だけの価値でも相当なものだとわかる。

辰巳：こんなもの……どこで手に入れたんだ？

さやか：「はいっ、お代金はこれで十分です」といって、ぜ～んぶいただいていきます（笑）。

佐々原：この女、容赦ねえっ！（笑）

さやか：だって好きなだけって、言ったじゃないですかぁ（笑）。

ＫＰ：まあ……鶴橋はそれらの金細工に執着している様子はないけどね。

さやか：「毎度あり～っ！　さあ、用事は済みました。帰りましょう！」

京：さやかちゃん、さっきからやたらと帰りたがってるね。

さやか：だって、この家、気持ち悪いんですもの。

ＫＰ：君たちが引き上げようとすると、鶴橋は辰巳先生に「先生、久し振りの再会なんです。ゆっくり話でもしませんか？」と引き留めるね。

辰巳：うわっ、なんか嫌なこといわれた！

佐々原：じゃあ、お二人でごゆっくりと……。

辰巳：こっ、こらぁ～！　ワシだって、こんな家に残るのは嫌だ。一緒に帰るぞ。

ＫＰ：辰巳先生に拒否されると、鶴橋はだんだんと感情的になってくるよ。「先生には知ってもらいたいんです。これらの絵に描かれたものの素晴らしさを、美しさを、世界の真実を！」とか、例の甲高い声でわめき始める。

辰巳：「いや……鶴橋くん。芸術を追究する、君の気持ちもわかるが、こんな部屋にこもっていないで少し外に出た方がいいと思うがね」と、冷静な忠告をしてあげよう。

ＫＰ：そんなこといわれると、鶴橋は突如激高するぞ。「みっ、見損ないました。先生だったらわかってくれると思っていたのに。あなたも向う側の人だったんですね。ああ、どいつもこいつもなにもわかってはいないんだ！」

辰巳：向う側って……鶴橋くんはすでにあっち側の方に行ってしまっているのか？

京：まあ、行ってしまったのではないでしょうか？（笑）

ＫＰ：鶴橋はもう周りが見えていないといった調子で、明るい月の下、犬のような顔をした人間に近い化け物が墓穴を暴いて人肉を食らう絵にほおずりをしながら、「これこそが最高に美しい命。獣の純粋さと、高貴なる魂の融合。人間が到達すべき理想の姿がこの中にある。ああっ、ピックマン！　ピックマン！　あなたはどこに行ったのだ？　あなたはそこにいるのか!?」とわめいている。

辰巳：ピックマンかぁ。なんか予想はついていたけど……あっ、もしかして鶴橋って名前、ピックだからツルハシなのか？（笑）

ＫＰ：気にしないで結構です。







　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「天才画家ピックマン」




　　　　　　　どうも、好きなイラストレイターは加藤直之な、京です。

　　　　　　　ここで鶴橋さんのいっていたピックマンというのは、ラヴクラフトの原作小説「ピックマンのモデル」に登場する、クトゥルフ神話の世界でいちばん有名な画家の名前のことです。

　　　　　　　本物の怪物の写真をモデルにして恐ろしい絵を描いていたんですが、そのうち自分 までその怪物になっちゃって、いまでも幻ドリ夢ーム境ランドでのんきに暮らしているという……まさしく、あっち側にいっちゃった人です。なんだかすごいですね、このバイタリティ。

　　　　　　　貴重なはずのピックマンの絵ですが、時々、怪しいＮＰＣの屋敷とかにフレーバーとして飾ってあったりします。シナリオに関係ないくせに、見ると正気度が減らされることが多いのでやめてほしいです。絵の趣味が悪いですよ。






アトラック＝ナチャのブローチ




　常軌を逸した鶴橋の態度にうんざりしながらも、さやかちゃんは大量の貴金属をゲットしてホクホク顔。

　ところが、外に出た探索者たちは、鶴橋の家をカメラで狙う怪しげな車を発見する。奇妙に思って問い詰めてみると、写真週刊誌の記者だという。




ＫＰ：名前は岸きし辺べ喜き々き江えという。二十代後半の女性で、赤い縁の眼鏡をかけて、まるで変装しているみたいな似合わない帽子をかぶっている。彼女は悪びれた様子もなく、鶴橋の取材をしているのだと答えるね。どうも雰囲気からして、彼のゴシップを狙っている感じだな。

京：テレビ番組の「あの人はいま」みたいな？

ＫＰ：もっとひどそうだね。鶴橋がドラッグでもやっているのではと疑っているような。

京：あの様子を見れば、そう思わないでもないでしょうが……。

ＫＰ：ところで、喜々江は辰巳先生のことを見ると、「あれっ、もしかして心理学者の辰巳先生じゃありませんか？　どんなご用で鶴橋さんのところに!?」と迫ってくる。

辰巳：うわっ、バレた!?

ＫＰ：著名な心理学者と、堕落した二枚目画家の組み合わせ。おいしそうなネタのにおいが……。

辰巳：「いや、彼とはちょっとした知り合いでね」と、なんとかごまかそう。

ＫＰ：彼女はこれが商売だから、かなりしつこいねぇ。「よかったら、これから一緒にお食事でもどうですか？」なんていって、辰巳先生の腕を取ってずいぶんと積極的だ。

京：ムカッ！　「やめてください、辰巳先生は忙しいんです」といって、反対側の腕を引っ張りましょう。

佐々原：うわっ、なんだか辰巳先生がラブコメキャラに……うらやましい（笑）。

ＫＰ／喜々江：「あの……さっきから気になっていたんですが、そのメイドさんは先生とどういうご関係に……」

京：「ご主人様とメイドの関係です！（きっぱり）」

ＫＰ／喜々江：「ほうほう、辰巳先生にはそういったご趣味が……」

京：「Exactly、そのとおりでございます！（笑）」

辰巳：「気にしないでくれ！　記事に書かないでくれ！」

佐々原：ちょうどいいから食事でもおごってもらったらどうですか？

辰巳：うーん、逆に鶴橋くんの近況なんかを聞かせてもらってもいいんだけど、なんだか智実さんのお爺さんたちが、すごいごちそうをたくさん作って待っているような気がするんだよな。田舎の人だから。

京：それでいきなり食事をして帰ってきたとかいったら、私たちすごく感じ悪いですよね～。

辰巳：そんなわけで、この誘いは断ろう。「今日はいろいろあって疲れているから、なにか聞きたいことがあるのなら後日ということで」

ＫＰ：ふむ、だったら、今日は引き下がるけど、その代わりに携帯番号の交換をさせてくれというね。

辰巳：まあ、仕方あるまい……そのぐらいはしてやろう。




　辰巳先生の予想通り、智実の祖父母たちは山口県といえばコレということで、フグの薄造りを始めとしたごちそうを用意して待っていてくれていた。




ＫＰ：フグを食べるには、ちょっと季節外れだけどね。

辰巳：「やっぱり帰ってきてよかった。フグ刺しはワシの好物なんだ」

京：「そうだったんですか、じゃあ作り方を覚えて帰らなくちゃ！」

辰巳：「……京くん、いっとくけどフグには調理免許がいるからね？　わかっているよね？」

京：「まあ……なんとなく。大丈夫ですよ、きっと（笑）」

辰巳：京くんの出してくれる白身魚の刺身には、しばらく警戒することにしよう……。

さやか：仕事も一段落したので、せっかくだから明日は海水浴をするつもりなんですけど、この辺で泳げるところはあるんですか？

ＫＰ：そりゃあ、海辺の民宿だけあって、歩いて行ける距離に平家塚と呼ばれている海水浴のできる砂浜があるね。

さやか：平家塚って……やっぱり平氏となにか関係があるんですか？

ＫＰ：砂浜近くの松林の中に、平家の落人を埋葬した墓があって、それが名前の由来になったそうな。

佐々原：それはボクも興味ありますね。唯花ちゃんと一緒に、その平家塚に行ってみようかな。

さやか：「じゃあ、明日はみんなで海水浴ですね。スイカ割りもしなきゃ！」

辰巳：「そういえばさやかちゃん、鶴橋くんから受け取った金細工をちょっと見せてくれないかな」

さやか：「もちろんいいですけど、どうしてです？」

辰巳：「鶴橋くんがどこであんなものを手に入れたのかが気になってね。マスコミも動いているようだし」といって、読んだばかりの『グハーン断章』なんかとも照らし合わせて、じっくり調べてみるぞ。あの家はどうにも落ち着かなかったからな。

ＫＰ：鶴橋の金細工を調べた辰巳先生は〈アイデア〉ロールをしてみて。

辰巳：コロコロ……成功したぞ？

ＫＰ：たくさんある金細工の中で、ひとつ妙に気になる細工があるね。蜘く蛛もをかたどったブローチなんだけど、辰巳先生は一目でこれが気に入ってしまい無性に欲しくなる。

辰巳：なんだろう、ちょっと胸に着けてみようかな。

ＫＰ：すると、何者かからの加護を得たように、体から活力があふれ出してきた。このブローチをつけている間、辰巳先生のＰＯＷは１ポイント上昇する。

辰巳：おおおおっ、素敵なアーティファクト。「さやかちゃん、これをワシに譲ってくれないか!?」

さやか：「いいですよ、辰巳先生にはいつもお世話になってますから」

佐々原：前回、ティンダロスの猟犬にＰＯＷを吸われちゃいましたしね（笑）。

ＫＰ：それを装着した辰巳先生は〈クトゥルフ神話〉もロールしてみて。

辰巳：おっと、何事だ？　ここは気合いを入れて～、コロコロ……よしっ、成功したぞ。なんかわかった！

ＫＰ：この蜘蛛のブローチは、すべての蜘蛛の神であるアトラック＝ナチャにまつわるものだとわかる。アンダマン諸島の原始的な部族が崇拝していたという記録があるぐらいで、現在、この神を信仰する教団はないはずだ。ただ、祈禱師などがその力を借りることはあるらしい。

辰巳：うーむ、ますますまともな方法で手に入れたものではないという疑いが濃厚になってきたな。

さやか：といっても、もう仕事は終わりましたし。気にしない、気にしない！

京：まあ、さすがにまだ事件もなにも起きてませんからね。




夏と海とスイカ割りと




　さて、気になることはいろいろあるが、とにかくせっかく海に来たのだからと、昼から海水浴に繰り出した探索者たち。智実と唯花ちゃんの二人に囲まれ、佐々原は夏だというのにこの世の春を謳歌している。

　一方、さやかちゃんと京はなぜかスイカ割りにご執着で、二人でやけに盛り上がっていた。




ＫＰ：それじゃあ、スイカ割りに必要だと思う技能を三つ自分で選んで、三回連続でロールに成功したら見事スイカが割れたことにしようか。

さやか：スイカ割りに必要な技能ですか……えーと、どれにしようかなぁ。

京：じゃあ、私から行きますね。〈母国語〉でみんなの指示を理解して、〈忍び歩き〉でスイカに忍び寄り、〈小さな棍棒〉でたたき割ります。ちなみに使うのはバットではなく、常に装備している愛用のフライパンですが。

佐々原：それって、得意な技能を並べただけじゃないですか！

辰巳：スイカに忍び寄ってどうする!?（笑）

ＫＰ：いいよ、いいよ、好きにやってくれ。

京：では、目隠しをして辰巳先生の指示だけを信じて、いざスタート。コロコロ……はわっ、いきなり失敗!?

ＫＰ：ほら、天罰が当たった（笑）。

京：「た、辰巳先生……本当にこの方向で合っているんですか～？」と、海の中へブクブクブク……（笑）。

辰巳：自分で勝手に失敗しておいて、ワシが悪いみたいなこというなっ！（笑）

さやか：次は私の番ですね。えーと、私は〈聞き耳〉でみんなの指示をよく聞いて、〈キック〉と〈マーシャルアーツ〉でスイカを蹴り割ります！

佐々原：蹴るのかよっ！

ＫＰ：もうなんでもやってくれ……。

さやか：コロコロ……コロコロ……コロコロ……よしっ、全部成功です！　とりゃあ！

ＫＰ：さやかちゃんの見事なキックによって、スイカはパカーンと二つに割れた。

さやか：ど～んなもんですか！

京：さすが自動車のガラスを蹴り破るだけのことはありますね。

さやか：「さあさあ、食べましょう、食べましょう！」と、素手でパカンパカンとスイカを割っていきます。

辰巳：頼もしい子だなぁ。

佐々原：「スイカを食べたら、平家塚の方にいってみましょうよ？」

辰巳：「そうだな、腹ごなしに海岸の散歩でもするか」




















　海水浴場に沿って広がる防風林の中に平家塚はある。

　海風にさらされ曲がった幹の松の木が立ち並び、ハマユウの花が咲き乱れている。ハマユウとは、彼岸花に似た形をしている白い花だ。

　地元の人もあまり近寄らないようなとても寂しい場所で、そこにポツンポツンと不規則に小さな石碑が並んでいた。その表面はすっかり風化してしまい、なにか文字が刻まれていたのかどうかすらわからない。

　また、平家塚に関係する地元の昔話を記した立て看板が立っていた。




佐々原：どんな昔話なんでしょうか。

ＫＰ：『犬いぬ浄じょう土ど』という話で、どうやら『おむすびころりん』などの昔話で有名な『鼠ねずみ浄じょう土ど』タイプの物語と思われるね（佐々原にメモを渡す）。




-------------------------------------

●立て看板に書かれた『犬浄土』

　むかしむかし、この松林で一休みをしていた爺様は、落とした団子を追いかけているうちに、深い穴の中へと迷い込んでしまった。

　穴の中では、立派な平氏の武者たちが宴会を開いていた。武者たちは爺様も宴会に招き、歓迎をしてくれたうえ、金銀財宝まで授けてくれた。

　それをねたんだ婆様は、爺様のまねをして穴の中へ。

　平氏の武者たちが宴会をしているところを見つけると、金銀財宝を独り占めするために「源氏が来たぞ」と叫んで、驚かそうとする。

　ところが、武者たちはカラカラと笑い、「この浄土では、源氏も平氏もない」と、次々に甲冑を脱いだ。その下はしゃれこうべであり、肝をつぶした婆様は命からがら穴から逃げ出したとさ。

------------------------------------




佐々原：なんというか……普通の昔話ですね。欲をかくと罰が当たると。

さやか：でも、ちょっと待ってください。この話って、犬が出てきませんよね。

辰巳：そういやそうだな。なんでこれが『犬浄土』なんだ？

佐々原：「智実姉さんは、お爺さんとかにこの昔話を聞いたことはあるんですか？」

ＫＰ：智実は立て看板を見ながら「なんか、子供のころに聞いたときは、もっと怖い話だったような気がするんだけど……変ねぇ」といって、首をかしげているね。

辰巳：伝えられている内容が違っているのか？

京：昔話が伝えられる過程で、いろいろ変化するというのはよくある話ですが……。

佐々原：「まあ、子供のころっていうのは怖がりなものですから。智実姉さんも歳を取ったってことですよ」

ＫＰ／智実：「し、失礼ねっ！　あなたと二つしか違わないんだから……そんなに年上ってわけでもないのよ」

京：あっ、智実さんがツンしてる。佐々原くん、もう一押しすればデレるよ！

佐々原：うーん、でも、唯花ちゃんもいるしなぁ～。

ＫＰ：この男は……本気で唯花を狙っているのか。

佐々原：だって、唯花ちゃんとも十歳しか違わないわけで……十年経ったら、当たり前のカップルになりますよ。それに唯花ちゃんは、すごい財産持っているし。

さやか：最低です、佐々原さん。

辰巳：しかし、よく考えると女性キャラクターが多いゲームだな。

ＫＰ：一人はお爺さんで枯れているしね。

辰巳：なにをいう。ＣＯＮは14もあるから、まだまだ元気だぞ。

京：そうですよ、辰巳先生は全然枯れてませんから。

佐々原：ほら、そっちの二人の方がよほど年の差カップルですよ。

ＫＰ：いわれてみればそうだなぁ（笑）。

佐々原：なんてことばかりいってないで、ちょっとは真面目に〈歴史〉とかで平家塚のことを調べてみましょう。小説のネタにする予定なんですから。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：ふむ、このあたりでは平氏の残党が流れ着いたなんて昔話は珍しいものではないが、この石碑がその平氏の墓であるかどうかの確証はない。ただ、作りからしても墓であることは間違いないようだし、相当古いものであることもわかる。もしかすると、本当に平氏の墓なのかもね。

佐々原：じゃあ、そのへんのところを歴史大好きの唯花ちゃんに説明してあげますが……なんか陰気な話ばかりでイマイチだなぁ。古戦場とかだったら、もっと面白い話ができるんだけどな。

ＫＰ：そうやっていると、辰巳先生の携帯電話が鳴るよ。かけてきたのは、あの岸辺喜々江だね。

辰巳：「あー、もしもし。辰巳ですが？」

ＫＰ／喜々江：「辰巳先生、昨晩、お話をしました約束の件ですけど、本日これからお時間いただけないでしょうか？」

辰巳：ここで断っても、しつこそうだな。面倒だけど、一度会ってやるか。

京：そうですね。変につきまとわれても嫌ですしね。




消えた唯花ちゃん




　喜々江の取材に対して、辰巳先生は鶴橋がノイローゼ気味ではあるが、ドラッグなどに手を出していないことを説明する。しかし、せっかくのネタを逃したくない喜々江がしつこく食い下がってきたため、〈説得〉などでようやく納得させることができたのは日も暮れかかる夕方になってしまった。




辰巳：まったく無駄な時間を過ごしてしまったな。

京：宿に帰ったら、お風呂に入って、のんびりしましょう。

さやか： 浴ゆ衣かたで卓球をしなければ。

佐々原：あと、智実姉さんのお爺さんから『犬浄土』の昔話を聞いてみたいですね。立て看板と内容が違っているかどうか確認したいので。

さやか：じゃあ、お風呂に入ったら、お爺さんのところに集合しましょう。「お爺さん、『犬浄土』っていう怖い昔話があるって聞いたんですけど、話してくれませんか？」

ＫＰ：そうやってねだられると、お爺さんも乗り気になるね。部屋を薄暗くしてろうそくを立てて話してくれる。

辰巳：やる気満々だな、爺さん。

さやか：やっぱり、夏といえば怪談ですよね。

ＫＰ：「では、みなさんが昼間に行った平家塚にまつわる昔話をお話ししよう……」といって、お爺さんは『犬浄土』を話してくれたよ（さやかにメモを渡す）。




-------------------------------

●犬浄土（お爺さんの言い伝え）

　むかしむかし、月の明るい夜、平家塚を歩いていた爺様は、霧のせいで道に迷ってしまった。

　一休みをしようとした爺様は、うっかり団子を落としてしまう。

　転がる団子を追いかけて、墓穴の中に入り込むと、そこでは立派な平氏の武者たちが宴会を開いていた。爺様は武者たちが騒いでいるすきに、こっそりと金銀財宝を盗み出した。

　それをねたんだ婆様は、爺様のまねをして、月の明るい夜に墓穴へ。

　平氏の武者たちが宴会をしているところを見つけると、「源氏が来たぞ」と騒いで驚かそうとする。すると、武者たちは「この浄土では、平氏も源氏もない」といって甲冑を脱いだ。

　その武者たちは、なんと卑しい犬の姿をしており、宴会の料理はみんな人の肉だったのだ。

　肝をつぶした婆様は、一目散に逃げ出した。

　ところが、ようやく墓穴を出た婆様は驚いた。いつの間にか、自分も武者たちと同じような犬の姿になってしまっていたのだ。

　かわいそうに、婆様はその姿に驚いた村人たちに石を投げられ死んでしまったとさ。

-------------------------------




さやか：立て看板の話に比べると、ちょっと怖い話になっていますね。

佐々原：大筋は同じだけど、穴が墓穴になっていたり、しゃれこうべが犬の姿になっていたり、ごちそうが人肉だったりと、ところどころ違ってますね。

辰巳：人の肉を食らう犬のような姿かぁ。

ＫＰ：この話を聞いた辰巳先生は、昨日、斜め読みをした『屍食教典儀』の中にあった食屍鬼の記述を思い出すね。世界各地に人肉を食らう鬼の伝説はあるだけど、『屍食教典儀』ではその鬼は犬のような姿をしていると書かれてあった。

佐々原：さやかちゃんに支払った金細工は、鶴橋さんが墓穴から盗み出してきたんじゃないの？

さやか：いっ、嫌なこといわないでくださいよ！

ＫＰ：お爺さんの話だと、こんな怖い話を立て看板に書くのは気が引けて、ちょっとマイルドにアレンジしたものを地元の人が掲げたのだそうな。

辰巳：こうして言い伝えは、どんどん口当たりのよいものへと変化していくわけだな。グリム童話みたいに。

京：それにしても、いろいろ怪しい伏線が絡みつつありますけど、なかなか事件が起きませんね。

さやか：いいことじゃないですか。

ＫＰ：そんなふうにのんびり過ごしていると、智実がやってきて「唯花ちゃんはいないよね？」と尋ねてくる。

佐々原：「ちょっ、ちょっと、どうしたんですか!?」

ＫＰ：「いつもの雑貨屋さんに買い物に行ってもらったんだけど、ちょっと帰りが遅い気がして……」

京：「それは心配ですね。買い物に行ってから、どのぐらい経っているんですか？」

ＫＰ／智実：「もう一時間ぐらいになるの。いつもなら三十分もかからないのに」

京：「途中、寄り道をするようなところは？」

ＫＰ／智実：「なにもない海岸沿いの道だから、そんなところはないはずだけど」

佐々原：「ボクが雑貨屋を見に行ってみますよ」

辰巳：「ワシらも行こう。探すなら人手が多い方がいいだろう」

さやか：浴衣のままというわけにもいきませんから、急いで着替えてきます。

京：私は懐中電灯とかを用意しますね。

佐々原：ううっ、嫌な予感がする。まさか、食屍鬼に襲われたりしていないでしょうねぇ。




　月の明るい海岸沿いの夜道、雑貨屋へと向かった探索者たちだったが、店の主人は唯花はまだ来ていないという。

　もう一度、民宿へと戻りながら道を調べていた探索者は、唯花のサンダルの片方を発見する。

　ここにいたって、これはただ事ではないと判断した探索者たちは、智実に連絡を入れて、地元の警察に通報をしてもらう。

　もちろん、警察任せにして安心するような探索者ではない。いろいろと知恵を絞って唯花の痕跡を探すのだが……なかなかめぼしい手がかりは見つからなかった。

　さまざまな努力が徒労に終わり、へとへとになりながら海岸沿いの防風林を歩いていた探索者だったが──




ＫＰ：ここで〈聞き耳〉をしてみてくれるかな。

さやか：なんでしょうか？　コロコロ……成功です。

ＫＰ：草の茂みの中から、犬とも人ともつかない妙なうめき声が聞こえてくる。

さやか：「誰かいるんですか!?」って懐中電灯を向けます。

ＫＰ：するとそこにいるのは四つん這いになって、こちらに敵意ある目を向けている作業着姿の男だった。

さやか：「なっ、なんですか、この人!?」

辰巳：もしかして、犬みたいな姿になっているのか？

ＫＰ：いや、ぱっと見たところ、姿形は普通の人間だよ。地元の農家の人って感じだね。

辰巳：なにか怖いモノを見て錯乱しているのかもしれん。〈精神分析〉を試みてみよう。

ＫＰ：そうやって辰巳先生が近づこうとすると、その男はまるで獣のように襲いかかってきた！

辰巳：「なっ、なんと!?」

ＫＰ：辰巳先生を拳こぶしで殴りつける。コロコロ……命中。耐久力に３ポイントのダメージ！

辰巳：ぐはっ！

京：「辰巳先生になにをするんですか！」と、フライパンで応戦します。

さやか：私も蹴りますよ～っ！

佐々原：ちょっと待って。さやかちゃんが本気で蹴ったら、その人、死んじゃうかも……。

ＫＰ：なるほど、その可能性はあるね。

辰巳：怖い女子高生だなぁ。

さやか：だったら、〈マーシャルアーツ〉を使わないで、普通に蹴ればいいんじゃないですか？

佐々原：それなら……さすがに死なないかな。

さやか：じゃあ、そういうことで。「空手じゃないキーック！」




　相手は正気を失っていそうだとはいえ、普通の人間。（キック〉と同時に〈マーシャルアーツ〉を成功させるとダメージが倍増するさやかちゃんは、相手を蹴り殺してしまわないようにと、あえて手加減をすることにした。

　ところが、さやかちゃん以外の探索者たちの攻撃はことごとく外れて、なかなか相手は気絶してくれない。

　一方、こちらのダイス目はよくて、攻撃は面白いように命中。あっという間に耐久力の半分を失い、さすがの辰巳先生も青ざめた。




辰巳：こんなやつに殴り殺されてしまうのは嫌だあっ！

さやか：ええい、もう一度「空手じゃないキーック！」で、攻撃は命中！

ＫＰ：コロコロ……あっ、気絶した。

さやか：いよっし！（ガッツポーズ）

辰巳：「ようやくおとなしくなったか……いたたっ、ひどい目にあった」

ＫＰ：ボッコボコにされちゃったね（笑）。

辰巳：こういう荒事は、ほかの人の仕事なんだがな……。

京：すみません、私のフライパンが全然当たらなくて。

辰巳：それはいいんだけど、さやかちゃんのキックは本当に頼もしいな。

さやか：殺さないように攻撃するのが大変でした！（笑）

辰巳：恐ろしいことを、笑いながら言わないように。

佐々原：そんなことより、唯花ちゃんの情報ですよ。

辰巳：〈医学〉で応急手当をしつつ、〈精神分析〉で落ち着かせることにしよう。一回のロールで、同時に成功すればオッケー？

ＫＰ：まあいいでしょう。

辰巳：コロコロ……よし、成功だ。

ＫＰ：すると男は意識を取り戻す。さっきのように攻撃的な錯乱はしないけど、じたばたと暴れながら、こんなことをわめき出す。「地面から霧が溢れて、やつらが現れたんだ。ゴムのような皮膚をした、犬の顔を持つ化け物だった。やつらはモグラのように顔を出すと、地面にばらまかれていたものをむさぼり始めた。やつらが食っているものは……食っているものは……うあああっ！」と、これ以上はとても言葉にならないね。

佐々原：じゃあ、最後にひとつだけ質問。「その化け物はどこにいたんだ？」

ＫＰ：「平家塚……平家塚の墓石から……わああああっ！」と、嫌なことを思い出したせいかまた錯乱して、逃げるように走り去っていった。

京：逃がしていいのかなぁ。またどこかで人を襲ったりしませんかね。

ＫＰ：まあ、〈精神分析〉には成功しているから、もうそんなことはないだろう。

佐々原：とにかく、平家塚に急ぎましょう。なにか手がかりがあるかもしれません。

ＫＰ：……さて、君たちが平家塚に向かう途中、一台の車が防風林の中に乗り捨てられているかのように停車しているのに気づく。

佐々原：こっそりと近づいて、中をのぞきます。

ＫＰ：誰も乗っていないね。ただ、助手席にサンダルが一足落ちている。唯花のものだね。

佐々原：これで唯花ちゃんを運んだのか！

京：その車に見覚えはないですか？

ＫＰ：いい勘をしているね。鶴橋の家の前で見かけた、喜々江の車に間違いないようだ。

佐々原：どういうことでしょう。喜々江さんに唯花ちゃんを誘拐する動機はなさそうですが……。

辰巳：プレイヤー視点では、怪しいのは圧倒的に鶴橋くんだからな。彼の家に行った喜々江さんの身になにかあったんじゃないのか？

佐々原：もしくは、二人はグルだったとか。

京：なんか違うような……他になにか遺留品とかないですか？

ＫＰ：隠しているわけではないからロールの必要はないかな。車内の座席には、ところどころに血のあとのようなものがついているね。また、ハンドルには油絵の具が少しだけ付着している。

辰巳：やはり鶴橋が運転していたということか？

佐々原：それより血の方が気になります！　この状況から考えると、やっぱり平家塚に唯花ちゃんが連れていったみたいです。すぐに行ってみましょう！

ＫＰ：ところが、平家塚は静かなものだね。さっきの男がいっていた霧なんてものも出ていないけど……ここで〈アイデア〉をしてみてくれる？

さやか＆辰巳：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：二人はこのあたりに妙なにおいを感じ取る。それは長い年月、ずっと封じ込められた地下墳墓を開いたような、なにもかもが風化して塵となったホコリっぽいにおいだ。

さやか：地下墳墓なんて開いたことないですけど（笑）。

ＫＰ：だったら、るるいえ堂の倉庫を整理したときのにおいと同じってことで。

さやか：ああ、それならわかります。「なにか古い倉庫みたいなにおいがします」と、みんなに伝えますね。

佐々原：ここでなにがあったのか争いの痕跡とか、不自然なものがないか探したいのですけど。

ＫＰ：だったら、〈目星〉をしてみてくれ。

佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：佐々原は草むらの中に白い大根のようなものを見つける。

佐々原：うっ、嫌な予感。

ＫＰ：よくよく見ると、それは切断された人間の足だ。肉の軟らかい部分には、あちこちに嚙み切られたようなあとがついている。さて、みんな〈正気度〉ロールをしてもらおう。

京＆さやか：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：成功した人は喪失しない。失敗した人は１Ｄ３の喪失だ。

京：コロコロ……なんとか１ポイントで済みました。残りの正気度は23ポイントです。

さやか：コロコロ……私は２ポイント喪失で、残りは70となりました。

ＫＰ：二人の正気度の差は三倍以上という、この格差社会……（笑）。

佐々原：まさか、その足は唯花ちゃんのものじゃないですよね!?

ＫＰ：一目見て違うとわかるね。細くて長い足だから、成人女性のものと推定できる。

佐々原：ということは、喜々江さんの足でしょうか？

ＫＰ：さすがに、そこまではわからないね（鋭いなぁ）。

辰巳：〈医学〉で切断面とか、死後の経過時間など、簡単な検死をしてみるよ。コロコロ……よし、成功した。

ＫＰ：切断面を調べると、ノコギリのようなもので死後に切断されたことがわかる。ただ、肉が嚙み切られたような部分には、明らかに動物の歯形らしき痕跡が残っている。この歯形は犬や熊とも違っていて、あえていうならば鋭い牙を持ったヒヒのような大型類人猿……いや、もしくは人間の歯形に近い気がするぞ。

辰巳：「まさか、食屍鬼が食べたとでもいうのか？」

ＫＰ：そんな恐ろしい考えにとらわれてしまった辰巳先生は〈正気度〉ロールをしてちょうだい（笑）。

辰巳：「ワシはいま恐ろしい結論に達してしまった気がする……」と震えながら、コロコロ……成功した。

ＫＰ：だったら１ポイントの喪失だ。

辰巳：残りの正気度は64ポイント。まだ大丈夫、まだやれる。

佐々原：誰かが、バラバラ死体を食屍鬼の生け贄に捧げたってことでしょうか？

辰巳：ほかに体はないのか？

ＫＰ：骨の欠片や血痕など、胸の悪くなるような食べ残しはあるけど、大きな部位は足だけだね。

辰巳：足はノコギリで切断されているようだし、どこかで体をバラバラにしてから持ってきたってことか。

佐々原：『犬浄土』の昔話を思い出して、平家塚の墓石の近くに地下へ通じる穴が隠されていないか〈目星〉で調べてみます。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：穴らしきものはないね。いくら地元の人があまり立ち寄らないといっても、こんなところに地下に通じる穴があったら、さすがに誰かが気づくと思うよ。

佐々原：ですよねぇ。では、いったい食屍鬼はどこにいってしまったのか……？

辰巳：『犬浄土』のとおり、月の明るい夜、平家塚で墓石の前にいる。あとは霧だけか。

佐々原：どうしたら霧が出てくれるのやら。唯花ちゃんが心配ですし、のんびり待つわけにもいかないですよ。

辰巳：ここは遠回りかもしれないが、鶴橋の家の方を当たった方がいいかもな。

京：そろそろ家捜しをしても許されるタイミングのような気もしますね。行くとしますかっ！










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「食屍鬼」




　　　　　　　どうも、好きなゾンビ映画は『ナイト・オブ・ザ・リビングデッド』な、京です。

　　　　　　　この食屍鬼は、グールって呼ぶ人も多いですね。その名前のとおり、屍肉を食べる怪物です。たくさんのＲＰＧに登場する定番のクリーチャーなので、みなさんもご存じかと。

　　　　　　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の食屍鬼の特徴は、外見がちょっと犬っぽくて、後ろ足がひづめになっているところです。あと、吸血鬼やゾンビのように感染するというわけではないんですけど、食屍鬼の世界で長く暮らしたりすることで、人間がだんだんと食屍鬼に変身していくこともあるみたいです。

　　　　　　　私たちの世界にやってくる食屍鬼は死体をあさりに来ているただの怪物って感じですが、幻ドリ夢ームラ境ンドに暮らしている食屍鬼の中には、案外と話の通じる相手もいます。以前、私が遊んだ幻夢境が舞台のシナリオでは、食屍鬼の三人組と一緒に旅をしたものです。顔は怖いけど、気のいい愉快な食屍鬼たちで楽しい旅だったな。

　　　　　　　あっ、でも、ほとんどの食屍鬼は人肉が大好きな探索者の敵ですから、あんまり話し合おうとか思っちゃあ駄目ですよ。






絶叫・血みどろ鶴橋家




ＫＰ：荒れ地となった造成地にポツリと建つ鶴橋家には明かりもついておらず、あたりは夏虫の鳴き声が聞こえるのみで、しんと静まりかえっている。

佐々原：鍵は……開いてないですよね？

ＫＰ：そうだね、閉められている。

辰巳：ちょっと喜々江さんの携帯電話に電話をかけてみよう。

ＫＰ：ほう、それは冴えた行動だね。では……場違いに明るい着信音が、家の中から聞こえてきた。

辰巳：いるっ……中にいるぞ……！

佐々原：どこか入れるところはないですか？　ぐるっと家を回ってみます。

ＫＰ：ふむ、不用心にも風呂場の窓が開いているね。狭い窓だけど、格子もないのでここから入れそうだ。

さやか：私だったら、するっと入れるかな？

佐々原：本当は京ちゃんの方がＳＩＺは低いんだけどね。

京：それはそれ、私は正気度も低いから（笑）。

ＫＰ：では……さやかちゃんが窓からずるずると体を入り込ませて、浴槽の中にドテッと着地すると、足元がひどくぬるぬるしている。そして、風呂場には吐き気を催すような猛烈な悪臭が満ちているぞ。

さやか：うえっ、うえええっ!?

ＫＰ：懐中電灯に照らし出されたのは、血に染まった浴室だった。床のタイルには血まみれのノコギリと出刃包丁が転がり、浴槽の中に立つさやかちゃんの足には、ぬらぬらとした軟らかな腸などが足首に絡みついている。さあ、この惨状を目撃したさやかちゃんは、〈正気度〉ロールだ！

さやか：うぇ～～ん！　コロコロ……失敗ですっ！

ＫＰ：だったら、正気度を１Ｄ４喪失する。

さやか：コロコロ……３ポイント喪失。かなり怖いです。もう嫌です！

辰巳：これで鶴橋くんは完全にクロになったな。もう忍び込むのにも、遠慮する必要はないぞ（笑）。

佐々原：すぐにそこを出て、玄関の鍵を開けてくれ！

京：佐々原くんは鬼ですか!?　家の中になにがいるかもわからないのに、臓物まみれで玄関まで行けと？

辰巳：だったら、みんなでここから入ればいいんじゃないのか？

京：おほっ、おほほほほっ……辰巳先生が行けというのでしたら、行きますけどぉ！（泣き笑いの表情で）

辰巳：（京の正気度を見て）いや、すまんかった。わざわざ入ってもらったさやかちゃんには悪いが、やっぱり玄関の扉をぶち壊そう、ここは駄目だ。

さやか：じゃあ、血まみれの姿でズルズルと窓から出てきます。「ひどい、ひどすぎます……」

佐々原：腸に絡まれるヒロインというのも珍しいですね。

ＫＰ：今回のテーマはスプラッターだから！（笑）

さやか：もう嫌……帰りたい……（泣）。

辰巳：警察にはあとで通報するとして、ここは先に家捜しをさせてもらおう。さやかちゃん、ショックのところ悪いんだが、また扉をぶっ壊してくれ！

さやか：「はっ、は～い……（泣）」

ＫＰ：ひどいボロ屋だから、さやかちゃんが何度も蹴り飛ばせば、やがて扉は破壊できる。

佐々原：警戒しながら中に入ります。どうせ鶴橋がいたら扉を壊した音で気づかれているでしょうから、明かりもつけちゃいますね。

辰巳：ああ、暗がりから不意打ちされる方が怖い。

ＫＰ：では、安っぽい蛍光灯の明かりが廊下を照らすと、中もすさまじい状態だ。壁や床には血のついた足跡や手形があちこちに残されて、この家で惨劇が繰り広げられたことを雄弁に物語っている。

佐々原：唯花ちゃんを探します！

ＫＰ：それほど広い家でもないので、すぐに全部の部屋を見て回れるけど、唯花はいないようだ。もちろん、喜々江の姿もないな。

辰巳：もう一度、喜々江さんの携帯電話に電話をしてみよう。

ＫＰ：……すると、キッチンの方から着信音が聞こえてきた。

辰巳：行ってみよう（ごくり）。

ＫＰ：冷蔵庫の脇に大きなゴミ袋が置いてあって、そこから着信音が聞こえているようだ。

辰巳：ゆっくり袋を開けてみるが……。

ＫＰ：その中には見覚えのある喜々江の服とカバンが詰め込まれている。携帯電話はカバンの中で鳴っているようだ。

辰巳：彼女の遺留品か……ちょっと調べてみるか。カメラとかレコーダーとかないかな？

ＫＰ：そうやってカバンを手に取ると、その下から両目を見開き、絶叫したままの表情で硬直した喜々江の死体が姿を現した！

辰巳：うげっ!?

ＫＰ：死体は上半身しかなく、肋骨は切断されて内臓は空っぽだ。さらに頭蓋骨は真横に切断されて脳みそまで取り出されている。そんな猟奇死体を目撃した辰巳先生は〈正気度〉ロールをしてくれ！

辰巳：こっ、これは……やばいかも。コロコロ……失敗した。

ＫＰ：通常なら１Ｄ４の喪失だけど、この死体は辰巳先生と面識のある人物なので、追加で１ポイント喪失する。つまり１Ｄ４＋１ポイントの正気度喪失だ。

辰巳：コロコロ……４ポイント喪失。残り60ジャストだ。「昼に会ったとき、取材をやめるよう説得しておけば……ううっ」と、自分を責めている。

京：「辰巳先生、どうかしましたか!?」

辰巳：「喜々江さんの死体だが……見ない方がいい。あまりにむごすぎる。やはり浴槽にあった内臓も彼女のものなのだろう」

京：取材に来て、鶴橋に殺されたということでしょうかね。

さやか：こんなところに一人で来るなんて……。

ＫＰ：まあ、喜々江としてはいきなり殺されるとは思わないだろうさ。相手は元文化人なんだからね。

佐々原：では、辰巳先生のお言葉に甘えて……ボクらはアトリエの方を調べてみます。

ＫＰ：机にはさやかちゃんが売った『屍食教典儀』のノートと、もう一冊、見覚えのない古い本が無造作に置かれているね。たぶんフランス語の本かと思われる。破損が激しくて、特に前半部のページはほとんど焼けてしまっている。

佐々原：鶴橋が『屍食教典儀』のノートのどの部分に関心があったのか、付箋とかメモ書きとかないか調べてみます。

ＫＰ：付箋はついていないけど、〈目星〉をしてみていいよ。

佐々原：さやかちゃん、手伝ってくれ！

さやか：はいはい、コロコロ……成功です。

ＫＰ：丹念に調べると、鶴橋の手についていた絵の具がたくさん付着しているページを発見できる。

佐々原：「辰巳先生、辰巳先生、このページを読んでみてください！」

辰巳：「わかった、わかった、ちょっと待ってくれ」

京：佐々原くん、愛しの唯花ちゃんの危機だけあって気合い入ってますね。

さやか：ええーっ、それじゃあ智実さんはどうするんですか。

佐々原：どっちも同じぐらい大事なのっ！

ＫＰ：そのページの内容を理解するには、十分ぐらいかけて〈ほかの言語（英語）〉ロールに成功する必要があるね。

辰巳：時間が惜しい。この場で集中して読むぞ。みんなは他に手がかりはないか調べてくれ。

さやか：アトリエに飾られている絵とかに、なにか気になることはありませんか？

ＫＰ：そうだねぇ、この前、興奮した鶴橋がほおずりをしていた絵だけど、それは古びた西洋の墓を暴く化け物を題材としたものなんだが、なにやらその光景がさっきの平家塚とだぶるような気がするね。明るい月、曲がった木々、古びた石碑……足りないのは足元に漂う青白い霧だけだ。

さやか：鶴橋さんはこの絵が大好きで、同じ光景を再現しようとしているのでしょうか。

京：「ピックマンのモデル」の逆バージョンみたいな？

ＫＰ：じゃあ、そろそろ辰巳先生は〈ほかの言語（英語）〉ロールをしてくれ。

辰巳：ここで失敗はできん。コロコロ……よしっ、成功だっ！

ＫＰ：そこに記されているのは、辰巳先生が最初に斜め読みをしたとき、あまりに荒唐無稽な記述だったためにあまり気にしなかった、「食屍鬼を呼び出すためには、月の明るい夜、古い墓場に生肉を捧げよ」という一文だった。

辰巳：古い墓場……平家塚ってことか。

ＫＰ：さらに、文章は続く。「もしもその墓場が食屍鬼の世界とつながっているならば、青い霧とともに彼らは地上に現れるだろう。そう難しいことではない──人間が気づいていないだけで、食屍鬼のトンネルはアリの巣のように、あらゆる土地に広がっているのだから」ということだ。

佐々原：まさか、さっきの喜々江さんの死体を平家塚に捧げろと？

さやか：そんなひどいことできませんよ！

辰巳：うむーっ、さすがに探索者とはいえ、それは人間としての一線を越えているような……。

さやか：それに食屍鬼を呼び出してどうするんです？

佐々原：そのあとをつけて、『犬浄土』のお爺さんみたいに墓穴に入っていくんじゃないですか。

辰巳：そこまでやらせるかぁ!?

ＫＰ：ふんふふ～ん、さぁね♪

佐々原：唯花ちゃんが監禁されていそうな場所は、あとはそこぐらいしか。

さやか：でも、そのために喜々江さんの死体を平家塚に持っていくというのは……どうかと。

辰巳：屍食教典儀にもっとなにか書いていないかなぁ～？




『犬浄土』にあったように食屍鬼の穴に潜入しなければならないとは薄々わかってきた探索者たちであったが、その具体的な方法がはっきりしない。さすがに知人の死体で実験してみるというのは、プレイヤーのモラルが許さないようだった。

　ボクとしてはそれでもいいと思っていたけど、みんなの様子を見ると、さすがにやり過ぎたかと少し反省。

　やばい、もしかしてボクって人間としてのモラルが低いかな……以後、気をつけるとしよう（笑）




佐々原：生肉なら、牛でも豚でもなんでもいいんじゃないですか？

京：うん、前に遊んだシナリオに登場した幻夢境の食屍鬼はシマウマを食べてたしね。肉の種類にこだわりはないような。

さやか：じゃあ、智実さんのお婆さんに頼んで、お肉をわけてもらいましょう。民宿ならたくさん肉があるんじゃないですか？

京：唯花ちゃんを探しているというのに、いきなり生肉が欲しいというのはどうにも説明しきれないので、ここはこっそりと失敬してしまいましょう。そういうの私は得意ですから。

辰巳：本当だ。〈忍び歩き〉と〈隠れる〉の技能がすごく高いな。

京：はいっ、いつもこっそり辰巳先生のことをストーキングしていますから（笑）。

辰巳：嫌なことをうれしそうにいうなぁ～。




青い霧の向こうには？




　意外な才能を見せた京の潜入術のおかげで、民宿から生肉を大量に盗み出した探索者たち。

　急がねば月夜が明けてしまう。さっそく平家塚に行って、石碑のまわりに次々と生肉をばらまいていくのだが……自分が作ったシナリオながら、確かにそれは異様な光景だったな。




京：あとは隠れて食屍鬼が現れるのを待つだけでが……本当に来るのでしょうか。

辰巳：いまさらながら、まったく見当外れのことをしているんではないかって、不安になってきたよ……。

ＫＰ：大丈夫、しばらくして平家塚に変化が起きるよ。地面からわき出すように紫煙のような青白い霧が、平家塚の石碑を覆っていく。

さやか：目を凝らして、あたりを警戒しています。

ＫＰ：だったら、〈アイデア〉をしてみな。

さやか：私は〈アイデア〉は得意なんですよ。コロコロ……はい、成功です。

ＫＰ：さやかちゃんは奇妙なことに気づく。なんだか石碑の数が増えているみたいなんだ。

さやか：そんなバカな……じっくり数えてみますよ。

ＫＰ：そうしている間にも、霧がたなびくたびに石碑は目に見えて増えていく。そのうち、まったく形の違う石碑まで現れるぞ。ケルト十字や、オベリスクのように細長いものなど……さらには二メートル近い、厚くコケに覆われた巨大な墓石まで現れた。まるで鶴橋の家で見た絵と同じ光景だね。

京：どうやら正解だったようですね。

辰巳：……静かに見守るぞ。

ＫＰ：その巨大な墓石のひとつがぐらりと動く。基礎の石が横にスライドして、なんとその下から石段が現れた。そして、耳障りな甲高い声をあげながら、獣じみた人間のような生き物が四匹ほど姿を現す。

辰巳：「来た、来た……！」

佐々原：「まさか本当に来るとは、世界の神秘！」

ＫＰ：それらの生き物の顔はどこか犬じみているが、体は間違いなく人間そのもの。ただし、足はひづめのようになっていて、歩き方も前屈みでどこか奇妙な感じがする。その生き物はなにやら会話らしきものをしながら、地面に散らばった生肉をガツガツと食らっている。君たちは、こいつらこそが鶴橋の家の絵画に描かれていたモノ、屍食教典儀にあった屍肉を食らう食屍鬼であると確信した。さあ、この光景はかなり怖いぞ……〈正気度〉ロールだっ！　成功しても１ポイントの喪失、失敗は１Ｄ６の喪失だ。

辰巳：コロコロ……失敗！　４ポイントの喪失。残り正気度は56ポイント。なんか今回のシナリオ減りすぎ！

さやか：コロコロ……はわっ、私も失敗で２ポイント喪失です。残りは……65ポイントです。

京：成功して～っ！　コロコロ……よしっ、成功。１ポイント喪失して、残りは22ポイント。

佐々原：コロコロ……ボクも成功です。１ポイント喪失して、残りは59ポイント。

ＫＰ：誰も狂気に陥らなかったか。ここで正気を失ったら、食屍鬼に気づかれて面白いことになったのに（笑）

佐々原：ガタガタ震えながら、口を押さえて見守ってます。

ＫＰ：けど、墓穴に入るのならいまのうちだよ？

京：食屍鬼に気づかれずに墓穴に近づくには、どうすれば？

ＫＰ：そうねぇ、〈忍び歩き〉でこっそり近づいてもいいし……いくつも石碑があって隠れる場所には困らないから〈隠れる〉でもいいかな。

佐々原：食屍鬼は生肉を食べるのに夢中だから気づかれづらいのでは？

京：そうですよ、ちゃんと吟味しておいしいお肉を盗み出してきましたからね！（笑）

ＫＰ：そこまでいうのなら、〈忍び歩き〉も〈隠れる〉も二倍でロールしていいよ（笑）。

辰巳：それにしても成功率は低いな。どうする？

佐々原：〈忍び歩き〉が得意な京ちゃんだけに行ってもらうというのは。

京：いやいやいやっ、いくらなんでも無理だから！　私だけだと正気度がもたないから！

辰巳：仕方ない……ここは誰かが失敗する覚悟で、みんなで行くとするか。

ＫＰ：じゃあ、〈忍び歩き〉か〈隠れる〉の得意な方でロールしてくれ。

京＆さやか：コロコロ……成功です。

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗した。

ＫＰ：二人失敗か。じゃあ、食屍鬼の〈目星〉ロールを二回ずつやろう。コロコロ……っと、おやおや、辰巳先生と佐々原の両方とも気づかれたぞ。食屍鬼は生肉を食べるのをやめて、じろりと君たちの方をにらむ。

佐々原：大丈夫、彼らは死んだ生き物の肉しか食べないから。

ＫＰ：あはははー、どんな生き物も殺せば屍肉だよっ☆（かわいく）。

辰巳：アホなこといってないで「にっ、逃げろ～っ！！」って、墓穴の石段を駆け下りるぞ！

佐々原：「了解で～す！」

京：「ちょっ、待って！　私たちも一緒に行きますってば！」

さやか：「これって、ちゃんと出られるんでしょうか!?」

佐々原：「そんな心配はあとっ、あとっ！」

辰巳：「とにかく逃げろ～！」
















　ひたひたと背後から迫る食屍鬼の追跡を、探索者たちはなんとか振り切ることができた。

　ところが、石段を下りた先は、とても日本の海岸沿いの地下とは思えない、予想外に広大な洞窟だった。




ＫＰ：元は鍾乳洞だったものを、さらに掘り広げたといった感じの半分自然、半分人工の洞窟だね。天井の高さは五～六メートルぐらいあって、横幅も二車線取れるぐらいあるから、すごく広々とした感じがする。無数に横穴があって、まさしく地下迷宮といったところだな……。

佐々原：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で、まさかのダンジョンアタック!?

ＫＰ：みんなは〈アイデア〉ロールをしてみてくれ。

辰巳＆さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：二人はこの洞窟に見覚えがあるような気がしないでもない。

さやか：へっ、どういうことですか？

ＫＰ：怪物に追われるような悪夢の中で、こんな洞窟を逃げ惑った記憶があるような……ないような。そんなデジャビュ的なものがよみがえるんだ。

辰巳：夢の中で……？

佐々原：ボクはそんなことは感じていないので、懐中電灯で照らして、あたりに手がかりはないか見回してみます。

ＫＰ：石段の終わった周辺には、すっかり風化して土に戻りつつある甲冑のようなものが転がっていて、その下には古い人骨らしきモノも散らばっている。〈歴史〉ロールをしてみてくれ。

佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：甲冑の様式からして、これらは鎌倉時代初期のものと思われる。もしかするとこれらの甲冑と白骨は平氏の落人のものかもしれないな。

佐々原：これは大発見ですよ。甲冑を手に持ってみます。

ＫＰ：触れると甲冑はボロボロと崩れてしまうね。

佐々原：あらら、もったいない。

辰巳：うーむ、ここが犬浄土か。言い伝えは本当のことだったのか……ナンマイダ、ナンマイダ。

ＫＰ：さらに洞窟のあちこちに奇妙な生物がいる。目立つのは、あたりを照らし出すほど強い光を発する巨大な発光キノコだ。そして、そのキノコを食べている、レンズのように大きな目をした猿に近い生き物がいる。大きさは猫ぐらいしかないな。

さやか：あっ、かわいいかもっ！

ＫＰ：しかし、その猿は君たちがやって来ると、悪意に満ちた視線をちらりと向けて、逃げるように暗闇の中に消えていった。

さやか：か、かわいくなぁい……（泣）

辰巳：もしかして、ワシらは幻夢境に迷い込んでしまったか……？

京：どうやらそんな感じですね。

佐々原：ここはむやみに歩いても意味がないですから、洞窟に残っている足跡から〈追跡〉を試みます。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：ふむ、だったら食屍鬼特有のひづめのような足跡に紛れて、靴の跡が残っているのを発見する。新しいもので、これなら追跡できそうだ。

佐々原：やった！　唯花ちゃんの足跡はありませんか？

ＫＰ：あるね。引きずったような小さな足跡が、大人の足跡と重なるようについている。

佐々原：嫌がる唯花ちゃんを引きずり回すとは……鶴橋、許すまじっ！




彼岸の裂け目




　唯花ちゃんの安否を心配する佐々原の気合いはすさまじく、猟犬のような嗅覚で順調に追跡を続けていった。




京：ストーカー予備軍もこういうときは役立つね（笑）。

佐々原：京ちゃんにだけはいわれたくないです！

ＫＰ：やがてかなり洞窟の奥へ入ってきたところで……〈聞き耳〉をしてくれ。

さやか：〈聞き耳〉なら、私にお任せ──

佐々原：コロコロ……成功っ！　「唯花ちゃん、どこだっ!?（鼻息が荒い）」

さやか：佐々原さんが暴走してます……（笑）。

ＫＰ：この先の方で「シクシク……」という、女の子のすすり泣く声が聞こえるぞ。

佐々原：「唯花ちゃんか!?」

辰巳：うーん、なんか罠のような気がするなぁ。

京：幻夢境ですからね、バンシーとかいてもおかしくないかも。

佐々原：ええいっ、ぐずぐずしているのならボク一人でも行く！

辰巳：わかった、わかった、一緒に行くから。

ＫＰ：君たちが到着したのは、あぜんとするほど広い空間だった。足元は断崖絶壁になっていて、懐中電灯程度の明かりでは底も見えなければ、天井も見えない。そして、断崖の向う側は、墨で塗りつぶしたような完全なる闇だ。

佐々原：行き止まり……？

ＫＰ：いや、一見、行き止まりのように思えるが……〈アイデア〉をしてもらおうかな？

辰巳：なんだか成功しない方が幸せのような予感。コロコロ……しかし、成功しちゃうんだよなぁ。

さやか＆佐々原：私たちも成功です。

京：コロコロ……やった、バカだからなにもわからない。ただの行き止まりです、間違いないっ！（笑）

ＫＰ：じゃあ、成功した人たちは本能的に察知する。この闇の向う側には、なにかがあることを。この向こうが見えない断崖こそが世界各地の伝説に登場する、あの世とこの世、彼岸と此岸、冥府と地上を分かつ裂け目であることに気づいてしまったのだ。

京：なんだか諸星大二郎みたいな展開に……（笑）。

ＫＰ：さあ、〈アイデア〉に成功した人は〈正気度〉ロールをしてもらおうか!?

辰巳＆さやか＆佐々原：コロコロ……成功！

ＫＰ：くっ、つまらん……全員１ポイント喪失だ。

京：感受性が低いんですよ、私たちは（笑）。

ＫＰ：あと、はるか向こう──闇の中にぼんやりと浮かび上がる銀色の橋のようなものが見える。どこまで続いているのかはわからないが、キラキラと輝く糸を寄り合わせて作られた果てしなく長い橋だ。

佐々原：こんなところに橋が……まさか、向こうに唯花ちゃんが？

ＫＰ：いや、泣き声は絶壁の下の方から聞こえてくるぞ。

佐々原：ええっ!?　下をのぞき込みます！

ＫＰ：君たちの立つ絶壁から五メートルぐらい下に、大きな岩が張り出した狭い足場がある。そこに唯花らしき全裸の少女が、自分の両耳を押さえたまま、小さくなってうずくまっている。

佐々原：全裸ですと!?　ええい、鶴橋のやつめ……降りられる場所は？

ＫＰ：まったくないね。

さやか：ここで最初にキーパーがいっていた〈登攀〉が役立つんですね。

辰巳：さっき雑貨屋で買ったロープがあるから、これを使え。どこか結べるところはないかな？

ＫＰ：大きな岩があるから、そこに結べば、二人がぶら下がっても大丈夫だろう。

辰巳：用心のために、ワシらもロープをつかんでフォローしてやろう。

京：私も辰巳先生のお手伝いをします。

さやか：だったら、私は〈目星〉と〈聞き耳〉が得意ですから、あたりを警戒していますね。

ＫＰ：ロープを使って崖を降りるのなら、〈登攀〉は二倍ロールでいいよ。

佐々原：ボクの〈登攀〉は48％だから二倍にしたら96％ですね。コロコロ……楽勝で成功です。

ＫＰ：じゃあ、君は岩の足場に降りることができた。そこにはなぜか岩壁に絵が飾られている。鶴橋の家にあった、あの食屍鬼を描いたおぞましい絵と同じなんだけど迫力がまったく違う。平家塚で遭遇した、あの悪夢のような怪物の恐ろしさがカンバスにそのまま写し取られているようだ。よほど素晴らしい腕をもった画家の作品であることは、素人目にでも理解できるね。

佐々原：これが噂のピックマンの絵ですか……まあ、ボクにはさっぱりよさがわかりませんから、そんなことより唯花ちゃんが優先です。

ＫＰ：しゃがみこんでいる唯花の前には、心臓や肝臓、脳みそといった、人間の重要な臓器が銀の大皿に盛られて置いてある。そして、しゃがみこんでいる唯花の口の周りには血がべっとりとついている。

佐々原：まっ、まさか……唯花ちゃんが食屍鬼になってしまったとかじゃないでしょうね。「唯花ちゃん、唯花ちゃん！　大丈夫かい!?」

ＫＰ：佐々原の呼びかけに気づいた唯花は、顔を上げると、いきなり泣きながら足に抱きついてきた。「怖かった、怖かったよぉ。変なおじさんが、私に肉を食えって押しつけるの……！」

京：どうやらまだ人間のままみたいね。

佐々原：唯花ちゃんに喜々江さんの内臓を食わせようとしていたのか……鶴橋め、正気じゃないな。

ＫＰ：さて、この常軌を逸した現場を目撃した佐々原は〈正気度〉ロールだ。

佐々原：唯花ちゃんを助けたボクに、もはや怖いモノはなし。コロコロ……成功です！

ＫＰ：ほお、頑張るね。成功したら正気度喪失はしない。

辰巳：「おーい、唯花ちゃんは大丈夫かぁ？」

佐々原：「けがはしていないみたいです」

ＫＰ：さて、一方、あたりを警戒しているさやかちゃんは〈聞き耳〉をしてくれるかな？

さやか：〈聞き耳〉は75％もあるんですから。コロコロ……はわっ、失敗した!?

ＫＰ：おっと、肝心なところで失敗したな。じゃあ、うっかり唯花の様子に気を取られているすきに、何者かがすぐ目の前まで近づいてきている。

さやか：「えっ、ええっ!?」

ＫＰ：ガシャッ、ガシャッという金属音を立てながら、君たちのやってきた洞窟の穴から現れたのは、ボロボロの甲冑に身を包んだ、三人の鎧よろい武む者しゃたちだ。

さやか：「な、なんですか、この人たちはっ!?」

ＫＰ：そんな鎧武者の後ろには、あの鶴橋が耳まで裂けるような口にいやらしい笑みを浮かべて、君の方をねめ付けている。

さやか：「鶴橋さん、喜々江さんを殺したのはあなたですね！　いったいどういうつもりなんですかっ！」

ＫＰ／鶴橋：「これは崇高な実験なんだ」

さやか：「実験……って、なにを」

ＫＰ／鶴橋：「くだらぬ知恵によって汚された人間が、真の自由を獲得するための通過儀礼。聖なる霧を肺いっぱいに満たし、人の肉で腹を満たす。そうすることで、人間は別のステージに上がることができるんだ。うひーっひひひひっ！」

さやか：「そんなことのために喜々江さんを殺して、唯花ちゃんにあんなことをしたんですか！」

ＫＰ：「そんなことだと……なにをいっている。これこそ、かつてピックマンが成し遂げた大いなる偉業なのだ！」

さやか：駄目です、私にはさっぱりこの人の言っていることが理解できません。

京：うーん……やっぱり、この人は自分が食屍鬼になろうとしていたわけですね。

辰巳：鶴橋くん、大丈夫だよ、君はもうすっかりそっちのステージの人になってるから。

ＫＰ：そして、鎧武者たちもその兜かぶとを脱いでいく。

辰巳：なっ、なに脱いでいるんだ！

京：かぶったままでいいですよ！　その兜、とっても似合ってますから！

さやか：きっと投降の意思表示じゃないですか？（笑）

ＫＰ：そんなわけあるかぁ！　兜を脱ぎ捨てた武者たちの顔は、どこか人間の面影を残しながらも、犬のように飛び出した口をした食屍鬼たちであった。さあ、〈正気度〉ロールだっ！　成功はゼロ、失敗は１Ｄ６の喪失だよ。

佐々原：崖の下にいるボクは見ないでいいですか？

ＫＰ：まあいいだろう。

さやか：コロコロ……成功しました。怖くない、怖くない……。

辰巳：コロコロ……うっ、失敗だと？　２ポイント喪失して、残りは53だ。ずいぶん減ったなぁ。

京：コロコロ……駄目です、失敗。３ポイント喪失して、残りは19ポイント！

さやか：だ、大丈夫なんですか？

京：あと１ポイントでも喪失すれば、不定の狂気だったりして。あはははは～っ！（やけ笑い）

ＫＰ：ギリギリのところで正気を保っているな……それはそれですごい悪運だ。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「幻ドリ夢ームラ境ンド」




　　　　　　　どうも、好きな色はダークブラウンな、京です。

　　　　　　　幻夢境と書いてドリームランドと読む。一言でいってしまうと夢の世界です。

　　　　　　　私たちが眠って夢を見ると、精神だけが地球とは別の世界──幻夢境に飛ばされてしまいます。そして、今度は私たちの世界のことはすっかり忘れて、幻夢境の住人として普通に生活をするのです。つまりほとんどの人は気づいていませんが、実は私たちの精神は、二つの世界で二種類の人生を歩んでいるということなんですね。

　　　　　　　幻夢境の記憶は、こちらの世界の私たちが目を覚ましてしまえばすぐに消えてしまいますが、中にはそのことを覚えている人もいます。そういう人は「夢見る人」と呼ばれて、幻夢境の中でもこちらの世界の記憶を持ったままでいられます。るるいえ堂の店主、嘉か多た蘭らん弗どるのモデルになったランドルフ・カーターも、原作小説では夢見る人として幻夢境で大活躍しています。

　　　　　　　幻夢境へは夢を見る以外の方法でも行くことができます。例えば、今回の私たちのように食屍鬼のトンネルを通り抜けるとかですね。食屍鬼の中には、幻夢境と私たちの世界を自由に行き来しているのもいるんですよ。

　　　　　　　ちなみに、幻夢境については『ラヴクラフトの幻夢境』（エンターブレイン刊）に詳しいので、ぜひ読んでみてください。宣伝でしたぁ！






絶望の味がする戦い




　かくして、探索者と食屍鬼のおぞましい乱戦が開始された。

　鶴橋は佐々原が登ろうとしているロープを切ろうと、食屍鬼たちを差し向けて探索者たちの足止めを図る。

　一方、探索者たちは横に拡がり、鶴橋と食屍鬼がロープに近づくことを阻止しようとする。

　その結果、両者がガッチリ正面からぶつかり合う結果となった。この戦闘では六角形のマス目が描かれたシートに探索者のコマを置いて、互いの位置関係を正確に把握しているため、作戦を立てるのにも緊張感がある。




ＫＰ：えーと、結局、さやかちゃんが二匹の食屍鬼を押さえて、京が一匹、辰巳先生が後衛で鶴橋の動きをカバーするって陣形になったのかな？

佐々原：その間に、ボクが唯花ちゃんをおんぶしてロープを登ります。

ＫＰ：うん、だったら〈登攀〉に二回成功すれば、崖の上まで登れることになるよ。唯花ちゃんをおぶっているからロープのボーナスと相殺で〈登攀〉はそのままでロールしてくれ。

辰巳：最低でも２ラウンドは持ちこたえないと駄目ってことか。

佐々原：お願いします……でも、成功率は48％かぁ。

ＫＰ：だから今回は〈登攀〉が大事だっていったんだ。じゃあ、ＤＥＸの高い順に行動をしてもらおうか。

佐々原：ＤＥＸ18のボクからですね。まずは半分登る！　コロコロ……成功！

全員：ふぅ～～～っ！（安堵のため息）

ＫＰ：やるねぇ。じゃあ、君はローブの中程までやってきた。さて、お次は？

さやか：私の番です。〈回避〉に専念してもいいけど、ここは一撃必中、蹴りに賭けます！

ＫＰ：さやかちゃんの蹴りは調子いいからね。

さやか：え～い！　コロコロ……うわっ、失敗!?　グキッと地面を蹴ってしまいました。

京：私のフライパン攻撃！　コロコロ……駄目です、外れました。なんか一回も命中しないような。

ＫＰ：じゃあ、いよいよ食屍鬼の攻撃の番だね。こいつはなんと１ラウンドに爪を二回、嚙みつきを一回、合計三回の攻撃が可能なのだ！

さやか：三匹合わせて九回も攻撃してくるんですか……なんという絶望感。

佐々原：そ、それって〈受け〉られないんですか？

ＫＰ：爪や牙、触手なんかのクリーチャーの素手による攻撃を受けることは不可能だ。まあ、君たちの常識外の動きをするから対処できないんだろうな。ちなみにこいつらの攻撃の命中率はすべて25％だよ。

京：高くはない……高くはないんですが……当たるときは当たりそうな成功率ですね。

ＫＰ：すべてはダイス次第。まずは京への攻撃。コロコロ……コロコロ……なんだ全部外れか。

京：ほっ、まずは一安心。

ＫＰ：お次はさやかちゃんへの攻撃だ。合計で六回か。さすがにこれはどれか当たるだろう（笑）。

さやか：ひぃ～っ！　お手柔らかに……。

ＫＰ：コロコロ……コロコロ……おっと、牙が二回とも命中した。ダメージは両方とも３ポイントだね。

さやか：まだ、気絶はしませんが、痛いです……。

ＫＰ：しかも、この牙が命中すると、「牙でいたぶる」というオプションが発生する。

さやか：いたぶる!?　私、いたぶられちゃうんですか!?

ＫＰ：さやかちゃんの両肩に嚙みついた二匹の食屍鬼は、そのまま牙を離すことなくガツガツとさやかちゃんの肉をむさぼり続ける。こいつらを振り払わないかぎり、次のラウンドから自動的に１Ｄ４のダメージが入っていく。

佐々原：じゃあ、二匹に嚙まれていたら２Ｄ４ですか!?

さやか：私の耐久力は残り８ポイントです。次のラウンドになったら死んでしまうかも!?

辰巳：そうでなくても、意識不明になる可能性が高いな……。

ＫＰ：えーと、辰巳先生は鶴橋の邪魔をするんだね。

辰巳：ああ、もはや〈精神分析〉も無駄だろう。とにかく佐々原のぶら下がっているロープにだけは近づけさせないようにする。「やめたまえ、鶴橋くん。君のしていることは人間の精神を否定する行為だ！」

ＫＰ：すると鶴橋は憎悪に満ちた目つきで、よだれを垂らしながらわめきちらす。「あなたはいつもそうだ。したり顔で、人に説教ばかり。けど、もうそれもおしまいだ。この実験が成功すれば別の世界へ──あの偉大なピックマンが到達したステージへ行ける！　うひーっひひひひっ！」

辰巳：だから……とっくにそのステージに行けているから。そんなことは一人でやってくれぇ！

京：いま……感じる感覚は……私たちは「白」の中にいるということ……そして鶴橋は「黒」だ！（笑）

ＫＰ：まあ、確かにもう救いようがないほど真っ黒だけどね。さて、次のラウンドだけど──。

佐々原：ＤＥＸ18のボクの番ですね。

ＫＰ：いや、その前にＤＥＸ25で行動するモノがいる。

佐々原：へっ!?　ＤＥＸ25って……いったい何者ですか!?

ＫＰ：断崖の向こうに広がる無限の闇から、君たちの立つ岩場に向けて銀色の糸が飛んでくる。そして、カシャンカシャンと機を織るような音と共に、その糸を何者かが渡ってきた。闇に白く浮かび上がるのは、美しい女性の上半身。慈悲深くも妖艶な笑みを浮かべて、君たちを見下ろしている。

佐々原：な、なんでしょう。なにかが助けに来てくれたんでしょうか？

辰巳：コズミックホラーでそんな期待をするのはどうかと……。

ＫＰ：そのとおりだ。だんだんと近づいてくるにつれて、君たちは奇妙なことに気づく。女性の体は巨大な虫の腹のようなものに埋まっている──いや、もしかすると、それはなんの意味もない偶然が生み出した模様だったのかもしれない。なぜなら、その女性の姿はすぐに意味を失ったからだ。美しい顔と思われた部分が大きく裂けて、その奥から毒液を滴らせる巨大な牙がむき出しになったのだ。

辰巳：こ、こいつは……まさか。

ＫＰ：それは巨大な一匹の蜘蛛であったが、炎のように輝く真っ赤な目には、どこか荘厳な雰囲気すら感じさせる。これがただの生き物ではなく、この彼岸の断崖の主であることは、誰の目にも明らかなことであった。さあ、〈正気度〉ロールだっ！

京：やばいです、神様っぽいです。私の正気度は残り19なのに……（泣）。

ＫＰ：いいから黙ってロールしなさい。

佐々原：コロコロ……成功です！

さやか：コロコロ……私も成功しました。

ＫＰ：成功した人は１ポイントの正気度喪失だ。

佐々原：ほっ……案外と優しいですね。

辰巳：コロコロ……ぐはっ、また失敗だ。

京：コロコロ……駄目です、やっぱり失敗しました。

ＫＰ：失敗した人は１Ｄ10ポイントの正気度喪失だ。こいつは神様のくせに、あまり怖くないんだよね。

辰巳：コロコロ……なっ、なんと、10ポイント喪失。残り正気度は43ポイント。くそっ、さっきの食屍鬼の喪失を合わせて、不定の狂気に突入した。

京：コロコロ……ううっ、６ポイント喪失。残りは13ポイント。当然、不定の狂気です（泣）。

佐々原：残り正気度が13ポイント……なんか見たことのない領域に達していますね。

京：もう、なにを見ても正気を失います。

ＫＰ：わはは、このぐらい景気よく減ってくれるとうれしいな。二人とも狂気に陥ったから、狂人の洞察力ルールが適用されるかもしれないよ。

辰巳：コロコロ……洞察力が発揮したようだ。

京：コロコロ……私もですね。いろいろ気づいてしまいましたよ。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「〈回避〉と〈受け〉」




　　　　　　　どうも、好きな防御技能は〈受け〉な、京です。

　　　　　　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は戦闘が中心のＴＲＰＧではありませんが、それでもやっぱり戦闘はあったりします。ただ、その戦闘は相手を倒して力尽くで事件を解決するというよりは、時間稼ぎをしたり、逃げるための血路を開く手段という感じが多いですね。

　　　　　　　そんなわけで探索者にとって大事なのは攻撃力より、防御力──つまり〈回避〉と〈受け〉なのです。これは私個人の意見ですけど。

　　　　　　〈回避〉は、たいていの攻撃を避けられる万能技能。条件さえ合えば、銃弾だって回避しちゃうんですからマトリックス並みです。ただし、〈回避〉をしているとほかの行動ができないので、本当に防御専用技能ですね。

　　　　　　　一方、〈受け〉というのは、自分が攻撃に使用している武器で、相手の攻撃を受け止めることです。チャンバラシーンで刀を刀ではじくことがありますけど、そんなイメージです。実は私がいつも持っているフライパンも、料理のためではなく、この〈受け〉るための装備なんですが……シナリオ中は、ちっとも役に立っていませんね。

　　　　　　　あと、素手の人間同士ならば、相手のパンチとかを素手で受け止めることもできます。このルールを知らないでけんかをするのは、ノーガードで急所を殴り合っているようなものです。つまらない殴り合いで大けがしないように、けんかっ早い人はよく覚えておくといいですよ。でも、本当はけんかしないことがいちばんなんですがね。







　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「狂人の洞察力」




　　　　　　　どうも、好きな武将は織田信長な、京です。

　　　　　　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のオプションルールで「狂人の洞察力」というものがあります。

　　　　　　　探索者は狂気に陥ると、普通の人ではとても思いつかないような常識外れの洞察力を発揮することがあるのです。でも、常識外れのことばかりしているこのゲームでは、そんなバカげた洞察の方が役に立つことが多かったりします。逆転の発想ってやつですね！

　　　　　　　具体的には、なんらかの狂気に陥った探索者はＤ１００をロールして［ＩＮＴ×５］よりも大きい値を出せば洞察力を発揮します。

　　　　　　　ちょっとずるいやりかたですが、プレイヤー知識ではわかっていることも、この狂人の洞察力を利用して、うまく探索者の行動に反映させることだってできます。例えば武器が効かないとわかっているクリーチャーに遭遇した場合に「こいつは不死身だぁ！」とか叫んで、戦闘を回避するとか、ヘリクツをつけて相手の弱点を指摘するとか、使い方はプレイヤーのアイデア次第です。

　　　　　　　もちろんキーパーが認めてくれなければいけませんけど、狂気に陥った探索者にはキーパーもたいてい優しくしてくれるものですから、案外と無茶なことをいっても笑って許してくれるものです。みなさんもお試しください。





















激闘の中に母の姿を見た




　さて、クライマックスで狂気の症状を考えるのは、キーパーの腕の見せ所だ。

　ランダムで決定してもいいが、せっかくならば場が盛り上がるような症状にしたいものである。




ＫＰ：うーん、すると辰巳先生は、目の前にいるのが自分のつけているブローチのモデルともなった、すべての蜘蛛の神であるアトラック＝ナチャであることを知る。そして、このアトラック＝ナチャに強い母性を見いだし、フェティッシュに近い感情がわき上がるぞ。

辰巳：「母さん……母さんじゃないですか？」

さやか：ああっ、辰巳先生が変なことをいい始めた!?

辰巳：「母さん……四十年ぶりですね。いま生きていてくだされば、楽をさせてあげられたのに……」と、アトラック＝ナチャを死んだ母親が帰ってきたものだと勘違いすることにしよう。

さやか：四十年ぶりって、早くに亡くされたんですね。

辰巳：うむ、二十代のころはあまり稼げなくて、母には苦労をさせていたのだ。

ＫＰ：一方、京は正反対で強度の蜘蛛恐怖症となる。こんな恐ろしい場所には、とてもいられない。しかし、君が誰よりも慕う辰巳先生は、なぜかその恐怖の根源である巨大蜘蛛にいとおしそうに話しかけているぞ。

京：「逃げるんですよぉ！　辰巳先生ーーーっ！（笑）」

辰巳：「なにをいっている、あれはワシの母さんだ。お盆になったから帰ってきてくれたんだ（笑）」

京：あんなものをお母さんだなんて……なんだか、いま辰巳先生との間に深い溝を感じました。

さやか：うわっ、京さんったら、辰巳先生を見捨てるための伏線を張ってる！（笑）

佐々原：なんてひどい人だ（笑）。

ＫＰ：京の方は、狂人の洞察力でアトラック＝ナチャが辰巳先生のつけている蜘蛛のブローチに目を向けていることに気づくね。きっとあれが辰巳先生をおかしくしているんだと、グルグル錯乱する頭で思い込んでしまう。一方、辰巳先生の方は、お母さんが自分の胸につけているブローチをわが子のように見ている気がする……。

辰巳：「母さん、弟の源六も連れてきましたよ……（笑）」

さやか：それ弟だったんですか!?

辰巳：ウチは兄弟が多くてね。母さんも知らない弟が一人ぐらいいてもおかしくはあるまい。

さやか：いや、絶対におかしいですから！（笑）

ＫＰ：えーと、これで〈正気度〉ロールの処理は終わったな。お次はアトラック＝ナチャの攻撃をさせてくれ。

佐々原：ええーっ、このうえ、まだ攻撃までしてくるんですか!?

ＫＰ：そりゃあするよ。まずは辰巳先生の動きを封じるために、口から粘着性の糸を吐き出した。命中率は80％。

佐々原：命中率、高っ！

ＫＰ：コロコロ……命中。大量のねばねばした糸によって、辰巳先生の体はべちょりとその場に固定されて、身動きできなくなった。逃れるにはＳＴＲ30に対する抵抗表のロールが必要だよ。

辰巳：うっ、これはやばいかも。「母さん、なんのつもりです？　変わったことをしますね？」

ＫＰ：さて、肝心の〈登攀〉ロールだけど？

佐々原：これに成功すれば登り切ります。

さやか：早く上がってきてください！

佐々原：任せておいてよ。コロコロ……うぎゃあ、失敗した!?

さやか：ええ～っ!?　まずいですよ、これは。

佐々原：く～～っ、面目ない。

ＫＰ：さやかちゃんの行動だけど、食屍鬼のＳＴＲに対する抵抗表のロールでふりほどくことができるね。

さやか：コロコロ……ううっ、ダイスの出目が悪いです。食屍鬼のＳＴＲが８ならふりほどけますけど？

ＫＰ：さすがに食屍鬼のＳＴＲはそんなに低くない。食屍鬼はまだ君の両肩に嚙みついたままだ。

辰巳：うーむ、参ったな。勝ち目が見えないぞ。

京：流れが悪すぎますね。

佐々原：るるいえ堂の面々、ここに死す？

全員：うーーーーん（重い沈黙）。

ＫＰ：次の行動は京だね。

京：えーと、私は蜘蛛恐怖症に陥っていますが……食屍鬼が邪魔をしているので逃げることもできません。「どいて、蜘蛛が！　蜘蛛がいるのよっ！」と錯乱して、目の前の食屍鬼をフライパンで殴ります。コロコロ……外れてしまいました。ごめんなさい。

ＫＰ：では、食屍鬼の番が来るけど、こいつらはアトラック＝ナチャを見るとおびえたように後ずさりを始める。

さやか：あれっ、これは？　もしかして？

ＫＰ：彼らにとっても、アトラック＝ナチャは恐怖の対象らしいな。一目散にもと来た穴へと逃げていった。

さやか：ほっ……これで私は助かった……けど？

辰巳：ワシは母さんの糸に捕まって動けん。誰かに協力してもらえれば、なんとかなるかもしれないが。

ＫＰ：続いて鶴橋の行動だけど、彼は糸に捕まっている辰巳先生の方を見て、「辰巳先生……いま気づきましたよ……」と、なにやらうれしそうにつぶやくよ。

辰巳：なんだ、なんだ？

ＫＰ：鶴橋はもはやみんなのことなど眼中にない様子で、アトラック＝ナチャの方によろよろと近づくと「ああっ、なんと美しいのだろう。もっと、もっとそのお姿を私に……これほどの美が存在していたなんて。おお、神よ……！　いや、そうか……そうなのか。あなたこそが、神そのものなのか！」と、賛美の言葉を捧げる。

辰巳：「なにをいっているんだ、あれはワシの母さんだぞ（笑）」

さやか：ああっ、二人ともすっかりあっち側の人に……（笑）。

ＫＰ：次のラウンドになってＤＥＸ25のアトラック＝ナチャの行動だけど、不用意に近づいてきた鶴橋をその長い足でつまみ上げると、無慈悲に牙を突き立てる。鶴橋は驚きに目を見開きながら、「あがっ、あがっ！」と言葉にならない声をあげてジタバタしている。

さやか：うわっ……むごい。

ＫＰ：アトラック＝ナチャの牙に嚙まれた鶴橋の体には変化が起きる。皮膚の下で、血肉が沸騰しているかのようにブクブクと泡立ち、全身が緑色に変色していく。やがて、その姿が水風船のように膨れあがったかと思うと、アトラック＝ナチャは鶴橋の中身をズルルルッと一気に吸い上げた。

京：なんという食事風景……。

さやか：怖い、怖いですっ！（泣）

ＫＰ：かくして、残されたのはペラペラになった鶴橋の皮膚だけだ。

辰巳：無残な最期だな。しかし、これは自業自得だろう。

ＫＰ：えーと、このシーンはすでに狂気に陥っている人はやらなくていいけど、さやかちゃんと佐々原は〈正気度〉ロールをしてくれ。

さやか＆佐々原：コロコロ……失敗！

ＫＰ：失敗は１Ｄ４の喪失だ。

さやか：コロコロ……ほっ、だいぶ怖かったですけど１ポイントで済みました。残りは62です。

佐々原：コロコロ……ボクも１ポイントです。残りは56ですね。今回、１ポイントずつしか減ってないな。

辰巳：うらやましい……ワシはゲーム開始時から20ポイントも減っているぞ。最初の〈精神分析〉で正気度を獲得していなかったらどうなっていたことやら。

ＫＰ：続いて、佐々原の〈登攀〉だけど……。

さやか：とにかく、佐々原さんが登ってくれないとどうにもならないんですから、頑張ってください！

佐々原：わかってるって。このために〈登攀〉を鍛えたんじゃないか。絶対に成功させる！

ＫＰ：そろそろ成功させないとやばいね。探索者の誰かが死ぬかもよ（笑）。

佐々原：コロコロ……47です！

さやか：えっ、それって成功なんですか？

佐々原：大丈夫、シナリオ開始前に鍛えておいたおかげでギリギリ成功っ！（笑）

全員：おお～っ、パチパチパチ！

ＫＰ：いや～、危なかったねぇ。どうだ、キーパーの忠告は聞いておくものだろう？

佐々原：いやいや、唯花ちゃんへの愛のパワーのおかげですよ！

さやか：ちょっ、智実さんへの愛は!?

佐々原：当然、そっちのパワーも持っています（きっぱり）。

辰巳：この男、最低なことを一点の曇りもなく言い切った！（笑）

京：それはともかく、食屍鬼がいなくなってくれたので、私も自由に動けるのですが……やっぱり蜘蛛がいるから、逃げ出す行動以外しては駄目なんですか？

ＫＰ：いくら狂気に陥っているとはいえ、そこまで行動を制限はしないよ。この恐怖から脱することができると正気を失った頭で判断したのなら、それに従って行動してもいい。まあ、その行動が君の症状にふさわしいのかどうかの最終判断は、キーパーがするんだけどね。

京：じゃあ、さっき狂人の洞察力で辰巳先生のブローチが諸悪の根源だと思い込んでいるので、あれをむしり取って、アトラック＝ナチャに投げつけます。

佐々原：あっ、それってナイスアイデアかも。そういえば、そのブローチって鶴橋の持ち物でしたよね。これを返せばアトラック＝ナチャも帰ってくれますよ、きっと。

ＫＰ：まあいいだろう。たぶん、京にとっては蜘蛛への恐怖も、辰巳先生への愛情も同等だろうからな（笑）。

京：「辰巳先生、そのブローチをよこしてください！」

辰巳：「なにをするんだ、これはワシの弟の源六だ！　やめてくれ！」

京：辰巳先生にそういわれるとグッとくるものがあるけど……「だが断る」と、ブローチをむしり取ります（笑）。

辰巳：ワシは体が動かせないからなぁ。「源六～っ！」と叫ぶだけだ。

京：「こんなものがあるから、全部いけないんだっ！」と、アトラック＝ナチャ様へブローチを投げつけます。

ＫＰ：すると、アトラック＝ナチャは器用に足でブローチをキャッチしたが──どのような反応をするかは、次のラウンドだな。さて、辰巳先生の行動の番だけど……。

辰巳：ワシは動けないので「こら、源六。おまえだけずるいぞ！」と、母親と抱擁する弟に嫉妬するだけだな（笑）。

さやか：辰巳先生はマザコンだったという、意外な一面が……。

ＫＰ：じゃあ、次のラウンドでは、アトラック＝ナチャは受け取ったブローチを大事そうにゆっくりと自分の背中に生える剛毛の中に仕舞い込む行動しかしない。ただし、それで満足しているようには見えないな。まだ自分の縄張りに迷い込んだ愚か者に対して、そのギラギラと真っ赤に燃え盛る目を向けている。

京：でも、これで１ラウンド稼げた！

さやか：あとはとにかく辰巳先生の糸を切って、逃げるだけですよね!? 

佐々原：たしか、蜘蛛の糸を切るにはＳＴＲ30の抵抗表のロールでしたっけ。

ＫＰ：うん、それはみんなで協力できるけど、さすがに京はアトラック＝ナチャが恐ろしくて錯乱している状態なので、まわりとの共同作業は無理だな。

京：それは仕方ないですね。

佐々原：でも、ボクとさやかちゃんのＳＴＲを合計しても20しかないから全然足りないんですけど……。

辰巳：ワシはみんなと協力することはできないのか？

ＫＰ：えーと、大丈夫だね。ただ、辰巳先生も正気じゃないわけだから、なにか糸を切る口実を考えて。

辰巳：そうだな……やはり、源六に母親を独り占めさせるわけにはいかないと、糸から脱出するようにもがくというのはどうだろう？

ＫＰ：それはいいね、許可しましょう。

辰巳：「母さん、源六ばかりでなく、ワシも見てください！」

京：辰巳先生のＳＴＲを加えれば、合計は32ですね。成功率は60％……微妙ですねぇ。

佐々原：唯花ちゃんにも手伝ってもらうわけにはいきませんか？

ＫＰ：んーーー、まあ、せっかく命がけで助けたんだし、そのぐらいの役には立つようにしようか。唯花のＳＴＲなんて設定していないから、いま決定しよう。彼女はまだ小学生だから２Ｄ６＋１ぐらいかなぁ？

辰巳：まあ、そんなものだろう。

佐々原：じゃあ、ここは唯花ちゃんの保護者であるボクがロールしてＳＴＲを決定しますね。コロコロ……８ですね。これなら成功率１００％ですよ！

ＫＰ：じゃあ、ロールはしないでもいいや。辰巳先生は自由になった。

さやか：すかさずガッシリと両脇を抱えて、連行します！（笑）

辰巳：「な、なにをする。母さん、母さんっ！」と叫びながらも、ズルズルと連れ去られよう。

さやか：「もう、お盆はおしまいです。お母さんは彼岸にお帰りになられるそうです」

辰巳：「母さん、また来年のお盆には、ナスの馬を用意してお待ちしていますからね！」

ＫＰ：なんかよいシーンなのか、駄目なシーンなのか、いまいちよくわからないなぁ（笑）。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「アトラック＝ナチャ」




　　　　　　　どうも、好きな虫はミツバチな、京です。

　　　　　　　アトラック＝ナチャはお子様が遊んではいけない某パソコンゲームなどで、ちょっとだけ名前が知られている神様ですね。その見た目通り、蜘蛛の神様だそうです。

　　　　　　　私たちの世界と幻夢境の間にあるという、地下の深い裂け目に住んでいて、そこに糸で橋をかけ続けているらしいんですが、なんのためにそんなことをしているのかはよくわかりません。ちなみに、その橋がかけ終わるとき世界が終わるといわれてますが、クトゥルフ神話では「○○が××したとき、世界が滅びる」とフレーズはよくあることなので、あまり気にしない方が精神衛生上よろしいかと思います。

　　　　　　　「本気を出したら、地球だって壊しちゃうぜ？」みたいなパワフルな神様と違って、目の前に現れたら全滅確定みたいなことがないのは救いですね。

　　　　　　　とかいいながら、以前、私がキーパーをしたときに、このリプレイのキーパーの探索者をモリモリと食べちゃったのは、このアトラック＝ナチャだったりします。






平家塚の夜明け




ＫＰ：アトラック＝ナチャのいる断崖からほうほうの体で逃げ出した君たちだが、石段のある場所へと向かう途中、横穴のあちこちからキイキイという甲高い声で何者かがささやきかけてくる。

さやか：な、なんでしょうか？

ＫＰ：「ここは浄土。平家も源氏もない、争いも飢えもない土地じゃ。われらの仲間になりたくば、ここに残るがよい。現世に未練があるのならば、早々に立ち去るがよい」といっているようだ。声のする方を見ると、さっきの甲冑をつけた食屍鬼が暗がりから君たちのことを見つめているよ。

佐々原：「未練はたっぷりありますから！」

さやか：「また今度で！」

辰巳：「ワシはまだ母さんの方に未練があるんだがなぁ（笑）」

さやか：ええいっ、そんなの無視して、とにかく逃げますよ～っ！




　かくして、探索者たちは幻夢境と思われる謎の洞窟から脱出することに成功した。




ＫＰ：君たちが長い石段を一気に登って、地上に飛び出した。あたりにはまだ青白い霧が立ちこめている。時計を見れば、もうとっくに夜が明けている時間なのに、目の前の海は真っ暗だ。もしかすると、地上と地下では時間の流れかたが違うのかもしれないね。

佐々原：浦島太郎の逆ってことですかね。

ＫＰ：しかし、やがて東の空が白々と明けてくると、青白い霧もすぅっと薄らいでいき、同時に背後にあった巨大な墓石もまわりの石碑も次々に消えていく。

さやか：なんとか……生き残ったってことでいいんでしょうか？

ＫＰ：そうだね……朝日とともに、あたりに立ちこめていた墳墓からの瘴気は消え失せ、暑い夏日を予感させる日差しが平家塚を照らしていく。唯花は佐々原の腰に抱きついて、それを無言で見つめている。

佐々原：「唯花ちゃん……悪い夢は終わったよ」

辰巳：いや、ワシらは全然覚めていないけどな。

京：蜘蛛が……蜘蛛が怖いっ！（笑）

佐々原：せっかくきれいに締めたのに、台なしだぁ！（笑）




ＫＰ：さて、ピックマンと食屍鬼にあこがれた鶴橋のおぞましい実験と計画を阻止して、無事にアトラック＝ナチャの穴から生還をした探索者たちは、１Ｄ10の正気度を獲得する。

京：ま、また少ない……今度は神様を見たのに……（泣）。

ＫＰ：さらに唯花を無事に救出できたので、ボーナスとして１Ｄ３正気度を追加で獲得する。

京：もう黒字は無理かなぁ……。

辰巳：ワシなんていちばん高い目が出ても赤字だぞ？

ＫＰ：じゃあ、正気度獲得のロールをよろしく。




　その結果、このような正気度の変化となった。





　さやか：シナリオ終了時62ポイント＋獲得９ポイント＝合計71ポイント（開始時からマイナス１ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時43ポイント＋獲得６ポイント＝合計49ポイント（開始時からマイナス20ポイント）

　京　　：シナリオ終了時13ポイント＋獲得13ポイント＝合計26ポイント（開始時から＋１ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時56ポイント＋獲得10ポイント＝合計66ポイント（開始時から＋６ポイント）






京：やりましたっ！　ダイス目はマックス、13ポイント回復で１ポイントの黒字です！

ＫＰ：おお～っ、なんというしぶとさ。これで次回のシナリオも安泰だな。

京：いや、ちっともそんなことありませんから！（笑）

辰巳：くぅ～っ、回復も少ない。今回は大赤字だ……。

ＫＰ：残りは49ポイントか。成功率は五分五分、いちばんこのゲームが面白いところなんじゃないの？

さやか：私も赤字でしたが、シナリオ中に減っている量も少ないので、まあまあだったかな。

ＫＰ：正気度71もあればかなり気楽だよな。

佐々原：みなさんには申し訳ないのですが、大幅に黒字です。唯花ちゃんも助けられたしホクホクですよ（笑）。

ＫＰ：とにかく辰巳先生の正気度の減りかたが豪快だったね。

辰巳：うむーっ、魔道書の研究方針について検討する必要がありそうだな……ＰＯＷは減ってしまうし、魔道士キャラになるという当初の予定が変わってきたな。

ＫＰ：研究どころか、辰巳先生は次のシナリオまで療養所送りだよ。

辰巳：そっ、そうか……忘れてた。

京：大丈夫ですよ、私も一緒ですから！

さやか：よかったですね、京さん！（笑）

京：先生と二人きりで、ゆっくり療養してきます。

辰巳：うーん、うーん。

ＫＰ：そんなわけで、また次回──るるいえ堂にどんな事件が舞い込むのか、こうご期待！

全員：お疲れ様でした～。







第二話終了・京ちゃんとの反省会




　今回は京のプレイヤーを連れて、行きつけの居酒屋にて反省会である。




ＫＰ：酔っぱらうと話の内容を忘れちゃうから、さっさと本題に入ろうか。

京：……あのぉ、今日のシナリオをプレイしたあとで、モツ煮ですか。

ＫＰ：嫌なら食べなくていいよ。

京：いや、ここのモツ煮は好きだから食べますけど。

ＫＰ：まあ、風呂場で臓物ドロドロのシーンは、ちょっとエグかったかな（笑）。

京：リプレイにはとても書けない発言が飛び交ってましたからね。

ＫＰ：佐々原とかが、特にひどい。

京：笑いながら、すごくエグいことをいいますよね。

ＫＰ：うんうん（笑）。

京：とはいえ、キーパーのシナリオのネタもどうかと思いますけど。

ＫＰ：というと？

京：生肉をばらまいて、食屍鬼を呼び出すところですよ！

ＫＰ：あっ、やっぱり？（笑）

京：まともな探索者のすることじゃないですよ。

ＫＰ：シナリオでは喜々江の死体を食屍鬼に捧げるという流れだったんだけどね。

京：そんなひどいことできるわけないじゃないですか！

ＫＰ：唯花を助けるために、自ら人の道を外れる探索者という、猟奇っぽい展開を期待したのだが……。

京：いいたいことはわかりますけど、ゲームの中だとはいえ、さすがに後味が悪すぎます。

ＫＰ：そうかなぁ。そうかもしれないなぁ。

京：プレイヤーの正気度を下げてどうするのかと。

ＫＰ：モラルの問題だから難しいね。

京：いや、考えるまでもなく駄目かと。ＮＰＣとかがしているぶんには平気ですけど、探索者にやらせようとするのはＮＧです。

ＫＰ：でも、そういうのが好きな人もいるよ？

京：だからって、すべての人が許容範囲というわけではありません。

ＫＰ：はあ、すみません……。




　生理的嫌悪感を引き起こす演出というものを、ボクは否定するつもりはない。むしろ、その演出を使用する代表格ともいえるスプラッター映画とかは好きな方だ。

　日常生活において嫌悪されるもの、禁きん忌きとされているものを、あえて前面に押し出して相手の心を揺さぶり、娯楽として昇華させることができるのならば、それはインパクトの強い演出方法となる。

　ただ、そのさじ加減が難しいだよね。どうやら今回はやりすぎてしまったようだ。

　モラルというのはプレイヤー個人がおのおのの中で持っているもので、細かいところまで他人が把握することは難しい。長い付き合いの友人同士でも、小さな齟そ齬ごがあるのはよくあること。そういうとき、キーパーならば自分自身のモラルを押し通すのではなく、プレイヤーの意見を聞いて、一歩譲歩するぐらいの心のゆとりを持ってほしいものだ。




京：最後の戦闘シーンも、だいぶ危なかったですよね。さやかちゃんが死ぬかと思った。

ＫＰ：食屍鬼の攻撃がもうちょっと当たっていたら、無慈悲に殺されていたな。正直、三匹は多すぎたかもね。あははは。

京：笑い事ではありません！

ＫＰ：でも、さやかちゃんが〈聞き耳〉に成功していれば、もっと早くに接近に気づけたし、そもそも食屍鬼はアトラック＝ナチャを出すための前座のつもりだったんだけどね。探索者と食屍鬼が乱戦していたら、ふらりと神様が現れて大騒ぎみたいな？

京：前座に殺されたくありませんよ！

ＫＰ：「こんなやばいやつがいて、またさらにそれを超越した神様まで出てくるのか！」ってな感じの絶望感を与えたかったんだけど。

京：あんまりひどい展開だから、すぐに食屍鬼のことなんて忘れてしまいましたよ。そういえば、シナリオの黒幕だった鶴橋の最期も呆気なかったような。

ＫＰ：鶴橋みたいな小物の狂信者だったら、最後にチュルッと食べられる最期で十分だろ。あまり長々と語らせてもウザイだけだし。

京：まあ、狂信者には話が通じませんしねぇ。

ＫＰ：アトラック＝ナチャが現れて、京と辰巳先生の二人が狂気に陥ったときもなかなかやばかったね。

京：佐々原くんはロープを上っている最中だし、自由に動けるのは、重傷のさやかちゃんだけという……。

ＫＰ：でも、崖の上の探索者たちは、やばくなったら食屍鬼みたいに逃げ出すことはできるけど、ロープにぶら下がっている人はそれができないからな。

京：あそこで逃げられませんよぉ。

ＫＰ：正直、佐々原と辰巳先生は見捨てて、逃げてもいいんじゃないかなと思ってた。

京：そんなバカな！

ＫＰ：とりあえず、全滅さえしないでくれればいいやと思っていたけど。ギリギリのところで生還できたね。

京：そういえば、あのＰＯＷが増えるブローチは惜しかったですね。もっと流れがよければ持って帰れたのに。

ＫＰ：生き残っただけで御の字だろう。どこまでどん欲なんだっ！（笑）

京：そうですね、とにかく全員無事でよかった。

ＫＰ：最終回になって、新たな探索者登場というのもね……なんか、いまいちだし。京の正気度もなんとか最後までは保ちそうだね。

京：今回は本当に運がよかったですよ。ほとんど最低値しか減りませんでしたもの。回復も大きかったし。

ＫＰ：反面、辰巳先生がやばくなってきたな。順調に正気度減少の悪循環に陥りつつある。

京：ですねー。次回も、私と辰巳先生が仲良く二人で狂気に陥るというパターンになりそう……。

ＫＰ：次回といえば、どんなシナリオにしようかなぁ。

京：もう猟奇モノはこりごりですから。

ＫＰ：わかった、わかった。毎回、シナリオのテーマを変えるのがこのキャンペーンの基本方針だから、もう使わないよ。

京：閉ざされた屋敷での殺人に、猟奇スプラッターと来ましたから、今度はもうちょっと落ち着いたテーマにしてみてはいかがです？

ＫＰ：落ち着いた？

京：具体的には正気度があまり減らないような……。

ＫＰ：却下だな（笑）。

京：ぶーっ、ぶーっ！

ＫＰ：辰巳先生と京は療養所行きになるから、次のシナリオの季節は年末年始、真冬の季節だね。

京：冬ですか……定番ですと、スキーに行ったら、山荘に閉じ込められるという展開ですが。

ＫＰ：それは第一話でやったから（笑）。

京：ですねぇ。となると、温泉とかじゃないですか？

ＫＰ：なんか観光することばかり考えていないか。もっとイメージを膨らませてくれよ。

京：難しいなぁ。日本の冬といえば……。

ＫＰ：日本の冬といえば……鍋と熱燗（笑）。

京：じゃあ、探索者たちが、温泉地で鍋と熱燗で一杯やる平和なシナリオということで（笑）。

ＫＰ：いやいや、違う。それはなんか違う。最終回に、なんでそんなＴＶアニメシリーズの番外編みたいなことをしなきゃならないんだ。

京：たまにはいいと思いますけどねぇ（笑）。

ＫＰ：でも、雪景色の中でのクトゥルフというのは、なかなかよいイメージだね。じゃあ、舞台は雪深い田舎の寒村とかどうだろうか。

京：金田一耕助シリーズっぽい感じですか？

ＫＰ：個人的には金田一耕助というと夏のイメージがあるけど、まあ、そんな感じかな。辺鄙な田舎で起きる不可解な事件みたいな。

京：私は好きですけどね。そういう怪しい風習が残る村での探索とかって。

ＫＰ：テーマは、因習の残る寒村での不可解な事件ってことにしようかな。イメージは金田一耕助シリーズ。

京：いいんじゃないですか。あまりグロくならなそうだし（笑）。

ＫＰ：また、それをいう……。




　さて、酔いが回ってきたせいか、テーマはなんとなくイメージで決めてしまった。

　けれど、妙な風習のある村とかは、ボクの大好きなテーマのひとつでもある。なんでそんな風習ができたのかとか、そういうのを考えるだけで楽しいものだ。

　こういう場合、まずは登場させたいクリーチャーを決定して、それから村の設定を考えるとやりやすい。クリーチャーの性質や外見などから、村の風習や言い伝えをでっち上げていけばいいからだ。

　問題はどのクリーチャーを選ぶかだ。

　雪山といえば、なんといってもイタクァがお約束だけど、さすがに定番過ぎるから却下しよう。雪男の正体とされるミ＝ゴもいいけど、ちょっと日本の風土には合わないかな。やっぱり雪男は、チベットがよく似合う。

　せっかく最終回なんだから大物の神格を出したいんだけど、そうすると最後にしか登場させられない。序盤から、ちらちらとクリーチャーの存在を見せて盛り上げたいから、奉仕種族がいるような神格にしたいね。

　山奥だから、クトゥルフは除外。

　雪山にあえて火の神クトゥグアというのも組み合わせとしては面白いかもしれないけど、静かな田舎の村というイメージとはちょっと違うかな。

　うーん、いまいちネタが思いつかないな。

　こういうときは、あきれるほどたくさんの神格とクリーチャーが収録された『マレウス・モンストロルム』（エンターブレイン刊）でも眺めながらアイデアが浮かぶのを待つのがよかったりする。何度も使った神格でも、さまざまな姿の化身などバリエーションが増えていたりして、新たな発想がわいてくるというものだ。




　──小一時間経過。




　はっ、思わず読みふけってしまい、なにもアイデアが思いつかない。

　そういえば、冬といえばアルデバランが空に上る季節だったよな。

　だったら、アレを出すか。

　えーと、アレに関連したクリーチャーで、面白そうなやつを『マレウス・モンストロルム』で探して……。




　まっ、こんな風に、いろいろ考えても、結局は一瞬のひらめきでシナリオが完成することも多々あることだったりするんだよね（笑）。

















療養所に届いた手紙




ＫＰ：えーと、前回のシナリオで不定の狂気に陥った辰たつ巳み先生と京は、療養所に五か月ほど入院してもらうことになる。

京みやこ：私が蜘く蛛も恐怖症で、辰巳先生はなんでしたっけ？

辰巳：アトラック＝ナチャを母さんと勘違いする妄想だったような。

ＫＰ：放っておくと、また平家塚にいってアトラック＝ナチャの胸に飛び込んで行くかもしれないぞ。

京：一緒に入院しながら、しっかり辰巳先生のことを見張っています。

ＫＰ：京の場合は、蜘蛛への過剰な恐怖心を解きほぐすだけで、症状の方は軽度だからな。辰巳先生の世話ぐらいなら任せてもらえるだろう。

京：辰巳先生にリンゴをむきながら、二人きりでいられる幸せを味わっています。

辰巳：その間、魔道書の研究はできないの？

ＫＰ：できるわけないでしょ！

辰巳：いや、暇を持て余しているから、読書でもさせてもらおうかと（笑）。

ＫＰ：そんな精神によくない本は、看護師さんが没収してしまう。

辰巳：ああっ、すごく貴重な本なのに！

京：辰巳先生、おとなしく療養してください。働き過ぎなんですよ。

辰巳：む～っ、仕方ないか……。

ＫＰ：では、海沿いにある静かな療養所で専門医のカウンセリングを受けながら、のんびりと静養するという感じかな。鉄格子つきの病室に閉じ込められるとか、そんなひどいところではないから安心してくれ。

京：「こういう毎日もいいものですね。先生が引退したら、海の見える土地に引っ越しませんか？」

辰巳：「悪くないねぇ」

ＫＰ：さて、二人が入院から二か月ほど過ぎて、外では秋の気配がしてきたころ──辰巳先生には、ちょっと気がかりな手紙が届いていた。

辰巳：むっ、休職している大学からとかかな？

ＫＰ：いや、辰巳先生がずいぶんとごぶさたをしている故郷からの手紙だね。

辰巳：ワシの故郷って……どこだったっけ？（笑）

ＫＰ：秋田県と山形県の県境にある、入いる滑すべり村という山奥の寒村だね。戦時中の貧しい時代、父親は出征して大陸で戦死。戦後の混乱と貧困の中、兄弟たちもみんな病気などで早くに亡くなり、無事に育ったのは辰巳先生だけだった。

辰巳：なるほど、そうだったのか。初めて知った（笑）。

ＫＰ：そんな辰巳先生も、東京の大学に進学するために上京して以来、ほとんど帰郷することなく、女手ひとつで育ててくれた母親をその村で寂しく一人で死なせてしまった。

辰巳：なんと、ずいぶんと親不孝をしたものだな！

ＫＰ：きっと、その母親への負い目が、辰巳先生の心の病の要因ともなったのだろう。

辰巳：「むぅ……母さんには悪いことをしたが、あのころは大学での研究に忙しく、ワシにも余裕がなかったのだ」

京：「退院したら、一緒にお墓参りに行きましょうね」

辰巳：「うむ、そうだな」

ＫＰ：それで、手紙の内容なんだけど。

辰巳：おっと、プレイヤーも知らなかった思わぬ過去に気を取られて、すっかり忘れていた（笑）。

ＫＰ：差出人は、辰巳先生のお母さんが亡くなったときなどに世話になった、刈かり部べという老夫婦からだね。

辰巳：「ああ、刈部さんには葬式の手続きとかいろいろしてもらったんだ」

ＫＰ：手紙の内容を要約すると、明治時代から続く旧家を村で相続したのだが、なにか村おこしの役に立てられないものか、知恵を借りたいというものだね。

辰巳：持ち主がいなくなった古い旧家の屋敷を、観光資源として活用できないかということか……。

京：昔の豪農の屋敷を公開している観光地はよくありますよね。文化財とかに指定してもらったら、観光客を呼べるかもですよ。

ＫＰ：旧家の屋敷をそのまま宿として利用して、古きよき日本の暮らしを体験してもらうなんてのもあるな。

辰巳：「うーむ、刈部さんには世話になったことだし、ぜひ、力にはなってあげたいのだが……ワシも入院している身だし、退院して墓参りに行くときまで待ってもらうしかないかなぁ」

京：「そうですねぇ」

ＫＰ：さて、二人が刈部夫妻の手紙を眺めながらそんな話をしていると、珍しい見舞客がやってきた。辰巳先生が自著の出版イベントなどで世話になった長なが竿さお光みつ之ゆきという男だ。肩書きは総合プロデューサーなどというちょっと胡散臭いものだけど、イベント企画や経営コンサルタントなどなど、人脈とアイデアだけを武器にして、手広く商売をしているやり手の人物だね。本人は背が低く小太りな中年男で、調子のよい賑やかな男だ。

辰巳：コンサルタントか……まさに渡りに船だな。「わざわざ見舞いに来てくれて、悪いね」

ＫＰ／長竿：「いやあ、先生には前作の出版イベントでお世話になりましたから、当然のことですよ。また、次回作も一緒にやらせてくださいな」

辰巳：「まあ、そのときはよろしく頼むよ」とあいさつをしてから、例の手紙のことを相談してみようかな。「実は、私の故郷からこんな相談を受けたんだけどね……長竿くん、ちょっと協力してもらえないだろうか？」

ＫＰ：すると、長竿も興味を持ったようだね。「そうですねぇ、辰巳先生のお名前を貸していただけるのでしたら、面白い企画を組めるんじゃないですかね。心理学の権威・辰巳先生の故郷で、癒しの農村体験──うん、悪くないですよ」

辰巳：「もちろん、退院したら私も全面的に協力はするつもりだよ」

ＫＰ：「ようござんしょ。でしたら、私が助手を連れて、一足先に下見をしてきましょう」

辰巳：「すまんね。頼りにしてるよ」




ＫＰ：さて、長竿のおかげで気がかりもなくなった辰巳先生は、その日の夜……ひさしぶりに入滑村のことを夢に見た。

辰巳：ほお、どんな夢かな？

ＫＰ：辰巳先生の若いころの思い出で、君は入滑村から上京をするためバスに乗り込もうとしている。見送りをしている母親の姿、そしてその周りにいる村人たち、でんでん太鼓をたたいてはしゃいでいる子供たち。

辰巳：でんでん太鼓？

ＫＰ：なぜか、君が村を出るときの記憶には、そのでんでん太鼓の音が印象深く残っているのだ。

辰巳：ふーむ、よくわからん。

ＫＰ：バスに乗った君は、外を見るとでんでん太鼓を持った子供たちの向こうに、色白で線の細い、白い着物姿の女性を見かける。あれは入滑村の旧家、田た通どおり家の一人娘、田通サトだ。

辰巳：もしかして、ワシの初恋の人とか？（笑）

ＫＰ：そうだね、白い日傘を差して、時折、物憂げに村を散歩するサトは、辰巳少年のあこがれの対象であった。しかし、サトは辰巳先生が上京する十数年前に亡くなってしまった。いま見ているのは、上京の日と、少年の日の思い出の光景が入り混じったものだ。終戦後、満州帰りの男を婿むこにしてから、サトさんはあまり幸せではなかったという記憶がぼんやりと残っている。そんなサトが、上京する君に手を振っている……はかなくも美しい笑顔で、君に手を振っている。

辰巳：サトさんか。ああ、なにもかもなつかしい……。

ＫＰ：辰巳先生が小学生のころに、サトさんは二十歳ぐらいだったと思ってくれ。

京：なんと……辰巳先生は年上が好きだったのか！　どおりで私に振り向いてくれないわけだ（笑）




るるいえ堂に潜む影




ＫＰ：さて、さらに季節は流れて本日はクリスマスイブ。ちなみに、この日は辰巳先生と京が退院をする日だ。二人は正気度を１Ｄ３ポイント回復させていいよ。

京：たったそれっぽっちですか……。

辰巳：コロコロ……よしっ、３ポイント回復。正気度52ポイントになった。

京：コロコロ……２ポイント回復。私は正気度28ポイントです。

ＫＰ：まあ、これで恐怖症とかは治ったんだから。

京：もう、蜘蛛なんか怖くないですよ。勢い余って、味見だってしちゃうぐらい（笑）。

ＫＰ：それはそれで正気じゃないかと（笑）。

さやか：では、退院祝いとクリスマスパーティーを一緒にやりましょうか！

佐さ々さ原はら：うん、いいね、いいね。

さやか：私はるるいえ堂の掃除とパーティーの準備をしているので、佐々原さんはお二人を迎えに行ってあげてくれますか？

佐々原：入院していたときの荷物とかもあるだろうから、車で手伝いに行きますよ。

ＫＰ：療養所は東京からだいぶ離れたところにあるから、退院手続きをしてから東京に到着するのは夜の八時過ぎぐらいになるな。

さやか：どうせパーティーはお店でやるんですから、夜遅くても問題ないですよ。

ＫＰ：さやかちゃんは買い出しに行くのかな？

さやか：そうですね。ケーキと鶏の丸焼きとシャンパンを買いに行きます。

ＫＰ：よし、わかった。では、冬の澄み切った空気のおかげて星降るような夜、さやかちゃんが買い物を終えてるるいえ堂に到着したところ、〈聞き耳〉ロールをしたくなる（笑）。

さやか：はい、突然、〈聞き耳〉をしたくなりました。コロコロ……成功です。

ＫＰ：店の前に立つと、なにやら店内から物音がするぞ。

さやか：「あれっ、蘭らん弗どる叔父さん帰ってきたのかな？」と、戸を開けます。

ＫＰ：いや、鍵が掛かっているけど。

さやか：「ん、なんで鍵なんか掛けているんだろう」って、自分で鍵を開けて中に入りますよ。

ＫＰ：さやかちゃんが店に入って、いつものように明かりをつけると、そこには驚くべきものがいた！

さやか：えっ、ええっ？

ＫＰ：それはアリとコウモリを掛け合わせたような、人間ほどもある大きな生き物だった。そいつはまるで店内の商品を吟味するかのように、その爪の生えた手で持っている。その異様な姿にかかわらず、商品を見つめる目には人間の理解を超えた別種の知性が感じられた。はい、〈正気度〉ロールをしてくれ。

さやか：い、いきなりこれですか～！（泣）

佐々原：なんというホットスタート（笑）。

さやか：コロコロ……成功です！

ＫＰ：ふむ、だったら正気度喪失はしない。

さやか：あれっ、あんまり怖くない？

京：いやいや、怖いから。きっと怖いから。

さやか：でも、るるいえ堂の商品を盗まれるのは嫌だから……試しに蹴ってやる！

佐々原：ええ～っ!?（笑）

辰巳：まあ、こいつなら〈キック〉は通じると思うが……。

さやか：じゃあ、空手キーーック！　コロコロ……あれっ、外れた？

ＫＰ：いくら〈正気度〉ロールに成功したからといって、なめないでもらいたいね。その怪物は、襲ってきたさやかちゃんの方を見ると、牙だらけの口を大きく開けて「ウォローン、ウォローン！」と鳴き始めた。

さやか：な、なにか始めましたよ!?

京：まさか呪文では？

さやか：呪文？　呪文なんて使うんですか!?

ＫＰ：それは雄叫びとも号泣ともつかない奇妙な声だったが、それを聞いたさやかちゃんの体は皮膚の内側から泡立つように火ぶくれが浮かび上がり、激しい痛みが全身を襲う。コロコロ……耐久力を３ポイント減少してくれ。

さやか：きゃあ～～～っ！（泣）

佐々原：まさかの電磁波攻撃!?

ＫＰ：そうだね、電子レンジに入れられたらこんな感じになるかもね。

さやか：ど、どうしましょうか!?

ＫＰ：なんというか、この攻撃を受け続けたら大変なことになるということだけは確信できるよ（笑）。

さやか：表にダッシュで逃げます！

ＫＰ：すると、怪物はあとを追っては来ない。ただ、しばらくするとるるいえ堂から、大きな黒い影が満天の星空に向けて飛び去って行く……。

さやか：いちおう、携帯電話のカメラで写真を撮っておきます。パシャ！

ＫＰ：：なんだって、そんな写真を？

さやか：だって、みんなが信じてくれないと嫌じゃないですか。




　ビヤーキーの襲撃を受けたあと、さやかちゃんは退院してきた辰巳先生たちと合流をする。




さやか：「るるいえ堂に怪物が……！」

佐々原：「はっはっは、驚かせようとしたって駄目だからね」

さやか：「じゃあ、これを見てください」と、さっそく携帯電話の画面を見せます。

ＫＰ：うまく撮れているかどうか〈写真術〉をしてくれ。

さやか：コロコロ……あれっ、失敗です。

ＫＰ：写真自体は手ぶれが激しくて細部ははっきりしないが、るるいえ堂から飛び立つ黒い影には、なにか不吉なものを感じずにはいられないな。では、この写真を見た人は〈正気度〉ロールをしてくれ。

辰巳：退院早々、これとはね。コロコロ……成功した。

ＫＰ：だったら、正気度は喪失しない。下手くそな写真で助かったね。

京＆佐々原：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：失敗した二人は、その写真にゾクリと背筋が寒くなり、正気度を１ポイント喪失する。

京：「これって……確かに普通の生き物には見えませんよね」

佐々原：「さやかちゃん、なにか盗られたものはないの？」

さやか：そうですね、みんなが来てくれたのでるるいえ堂に戻って、売り物を調べてみます。

ＫＰ：じゃあ、なくなっているものはないかを調べるための〈目星〉をしてみてくれ。

さやか：〈目星〉は得意なのです。コロコロ……成功です。

ＫＰ：売り物ではないけど、辰巳先生の知り合いという人から預かった荷物が荒らされて、中にあったブローチがなくなっているな。

辰巳：ワシの知り合い……まさか、長竿くんか？

ＫＰ：そのとおり。その荷物は、半月ぐらい前、長竿が店主の蘭弗に鑑定を依頼するために持ってきたものだ。ただ、蘭弗が不在ということで、さやかちゃんに荷物を預けておいたんだね。

さやか：私はその中身は見たんですか？

ＫＰ：まあ、見ていたことにしていいよ。中身は金の象ぞう嵌がんが施された黒くろ瑪め瑙のうのブローチ。そして中国語の古い本だった。

さやか：ブローチがなくなったということは、その古い本は残っているんですか？

ＫＰ：そうだね、残っているよ。

さやか：では、その本を辰巳先生に渡して、事情をすべて話します。

辰巳：「ふむ……これを長竿くんが持ってきたというのか」って、タイトルぐらいは読めないかな？

ＫＰ：まあ、ＥＤＵの１倍ロールか〈歴史〉の５分の１ロールで挑戦してみてもいいかな。

全員：コロコロ……失敗。

佐々原：さすがに中国語は専門外ですからね。

ＫＰ：その本をパラパラめくっていると、本全体の半分ぐらいのページが切り取られているのに気づくね。

さやか：あの怪物が切り取ったんでしょうか？

ＫＰ：いや、切り取られたのは、もっとずっと前って感じだね。切り口もきれいなものだ。

辰巳：最初からなかったってことだな。

さやか：でも、なんかこの本のタイトルは気になりますね。インターネットで調べられないでしょうか？

ＫＰ：そうねぇ、どこかの質問サイトに書き込んで〈幸運〉に成功したら、暇な中国語の専門家がすぐにレスをしてくれたことにしようか。

さやか：じゃあ、「都内の女子高生なんですけどぉ、この中国語はどう読むんですか？」なんてキャッチーな書き込みをしてみます（笑）。コロコロ……あっ、成功しました！

ＫＰ：では、女子高生という単語に釣られた暇人たちが、一斉に食いついてきた。どうやら、その中国語は『ルルイエ異本』と読むらしいね。ただ、ルルイエという言葉自体は当て字らしく意味はわからないということだ。

さやか：ルルイエって、うちの店と同じ名前ですね。

ＫＰ：えーと、有名な単語だからネタバレするけど、この本のタイトルのルルイエは、クトゥルフという神様が眠っているといわれている都市ルルイエのことだ。蘭弗叔父さんがなにを思って、そんな都市の名前を店名にしたのか、さやかちゃんは知らない。たぶん偶然の一致じゃないかな？（笑）

辰巳：そんなわけあるか！（笑）

さやか：蘭弗叔父さん……怪しすぎます。

佐々原：なにをいまさら（笑）。

ＫＰ：さて、このタイトルを聞いた人は〈クトゥルフ神話〉か〈オカルト〉でロールしてみてもいいよ。

佐々原：コロコロ……〈オカルト〉の方で成功しました。

ＫＰ：『ルルイエ異本』というのは、とあるカルトについて言及された貴重な書物であることを知っているね。噂では、なんでもルルイエに眠る神を崇拝する方法とか、名状し難き神へ安息所を捧げる方法などが記されているらしい。かの名高きミスカトニック大学ぐらいにしか所蔵されていないようなとても珍しい本だ。

佐々原：ゴクリ……これはすごい本ですよ。中国語では読めませんが。

京：なんだって、長竿さんはこんなものを持ってきたのでしょう？

辰巳：入滑村の旧家で見つけたのかもな。ちょっと長竿くんの携帯に電話をしてみるか。

さやか：そうですね、預かったブローチが盗まれたことを謝らないといけませんし。

ＫＰ：ところが、長竿の携帯電話にかけても誰も出ない。自宅の電話も同様だ。

辰巳：むっ、どういうことだ？

ＫＰ：ちなみに、長竿はるるいえ堂から車で三十分ぐらいのところにある、事務所を兼ねた一軒家で独り暮らしをしている。辰巳先生も一度だけ打ち合わせで行ったことがあるよ。

辰巳：気になるな……ここから近いというなら、ちょっと訪ねてみるとするか。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「ビヤーキー」




　　　　　　　どうも、好きなケーキはレアチーズケーキな、京です。

　　　　　　　さやかちゃんが遭遇したのは、シュルズベリィ博士が移動手段として召喚したり、ハスターの奉仕種族として活躍したりと、知る人ぞ知るマイナーメジャーなクリーチャー、ビヤーキーです。

　　　　　　　拳銃を持った探索者なら倒せるぐらいの存在で、深きものと並ぶクトゥルフ神話界の雑魚キャラというイメージがあったりなかったり……私も、ほかのシナリオでは何匹か倒したことがあるぐらいです。あまり自慢にすることじゃあないですけどね（笑）。

　　　　　　　でも、呪文を使ってきたりすると、急に強敵になるので油断はできません。

　　　　　　　さやかちゃんに使ったのは《ハスターの歌》という呪文で、視界にいる相手に毎ラウンド１Ｄ６ポイントのダメージを与えたり、ＡＰＰやＣＯＮの能力値を永久に下げてしまうという恐ろしい効果があります。このときも、もう少しでさやかちゃんのかわいい顔に、醜い火ぶくれができてしまうところでした。

　　　　　　　やっぱりクトゥルフ神話のクリーチャーはどんな相手でも、なるべく戦わない方が得策ということですね。






血まみれのクリスマスイブ




ＫＰ：あちこちにイルミネーションが飾られクリスマス一色に染まった街を、君たちは長竿の自宅を目指して車を飛ばしている。

さやか：ひどいクリスマスになってしまいましたね。

佐々原：この四人がそろうと、なにか事件が起きるんですよね～（笑）。

ＫＰ：やがて長竿の家に到着したぞ。まあ、なんの変哲もない一軒家だけど、二階に明かりがついている。

辰巳：おや、いるんじゃないか。もう一度、自宅の電話にかけてみよう。

ＫＰ：家の外まで電話のベルが聞こえてくるけど、いつまで待っても誰も出ないね。

辰巳：まさか倒れているんじゃないだろうな？

さやか：二階の窓に人の影とか動いてませんか？

ＫＰ：よく見ると、真冬の寒い夜だというのに、二階の窓が開けっ放しだね。

さやか：これはちょっとおかしいですね

辰巳：玄関のドアは開いているのかな？

ＫＰ：開きっぱなしだね。

辰巳：緊急事態かもしけれないから、あがらせてもらうか。「長竿くん、邪魔するよ」

ＫＰ：一階には明かりはついておらず、人の気配もない。二階が長竿の事務所になっていたはずだ。

さやか：またあの怪物がいるかもしれないから、京さんは下にいた方がいいかも。残りの正気度的に（笑）。

京：そうですね。じゃあ、私は一階を調べています。

辰巳：われわれは警戒しながら二階にあがろう。

ＫＰ：では、明かりのついた二階の部屋に着いた。扉は開けっ放しになっていて、中の様子をうかがい見ることができる。

辰巳：「長竿くん、いるのかね？」

ＫＰ：部屋の中はあまりに凄惨な光景だった。床、天井、壁、ところかまわず飛び散った血が真っ赤に染めて、肉片や内蔵の一部とおぼしきものまで付着している。部屋の中央には、男性の衣服が落ちていて、その中からは粉々になった骨や内臓があふれ出している。まるで人間一人が爆発してしまったかのような有様だ。

さやか：これはひどい……！

ＫＰ：さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうかな？

辰巳＆さやか＆佐々原：コロコロ……成功× ３。

ＫＰ：なんだとぉ～？　じゃあ、正気度の喪失はしない。

全員：わーい、わーい。

ＫＰ：この光景を見ても、全員冷静とは、恐るべきプロの探索者たちだな。

さやか：やっぱり、京さんは見ない方がよかったですね。

辰巳：この死体は、やはり長竿くんなのだろうか？

ＫＰ：残っている衣服が部屋着なところや、肉片の皮膚の様子からして、長竿ではないという要素は見あたらない。正確に知りたいのならば、ちょっと時間をかけて調べてから〈医学〉ロールが必要だな。

辰巳：いや、そこまでする必要もないだろう。

さやか：部屋に不審なものとかないですか？

ＫＰ：床の上に、血まみれのでんでん太鼓が落ちているな。

さやか：へっ？　でんでん太鼓って、あの振り回して「でんでん」って音を鳴らす小さな太鼓ですよね？

ＫＰ：ちょっと変わっているのは、太鼓の部分に福助の絵が描いてあるところだ。

さやか：福助……名前は聞いたことはあるんですけど、どんなものでしたっけ？

ＫＰ：縁起物のひとつだよ。体より大きな頭の男が、裃で正座している姿で描かれることが多い。招き猫みたいな感覚で、お店とかでは福助の人形を飾ったりするね。

さやか：なんか見たことがあるような……ないような。

佐々原：福助をでんでん太鼓に描くことって一般的なのでしょうか？

ＫＰ：〈歴史〉ロールでどうぞ。

佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：佐々原が知るかぎり、そのような民芸品は聞いたことがないな。ただ、辰巳先生はそのでんでん太鼓に見覚えがある。これは辰巳先生が入滑村を出るときに、子供たちが持っていたでんでん太鼓と同じものだ。

辰巳：ワシはこのでんでん太鼓のいわれとかを知っているのか？

ＫＰ：いや、辰巳先生が上京するころに、急に子供たちの間ではやりだしたもので、そんなに歴史のあるものではない。村の誰かが子供たちに配っていたような気もするけど……なにせ、五十年も前のことだからねぇ。

さやか：やっぱり警察に通報しないといけないですよね。

辰巳：うむ……その前に、ちょっと調べておきたいな。長竿くんの日記とかないかな？

さやか：あっ、私も探すの手伝いますよ。

佐々原：じゃあ、ボクは部屋の血痕を調べて、犯人のものらしき痕跡がないか調べてみますね。

ＫＰ：わかった。先に佐々原の方を処理しようか。〈追跡〉ロールをしてみてくれ。

佐々原：なぜかボクは〈追跡〉が得意なんですよね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：窓際に足跡というか、奇妙な血の跡がついている。まるで巨大な鳥かトカゲの足のような形をしているが、こんな生き物が日本にいるとはとても考えられないな。そして、その跡は窓を出たところでぷっつり消えている。

佐々原：「さやかちゃんのいっていた怪物の仕業なのか……？」

さやか：あの鳴き声を聞いていたら、私もこうなっていたということでしょうか？

京：たぶんね～（笑）。

さやか：ゾゾゾ～～ッ！

ＫＰ：じゃあ、部屋で書き物机の書類やファイルから、日記などを探す人は〈目星〉ロールをしてみてくれ。

さやか：コロコロ……私は成功です。

ＫＰ：日記というほどではないけど、入滑村で長竿が調べたことをメモしたノートが見つかるね。

さやか：辰巳先生に渡して読んでもらいます。

ＫＰ：内容はかいつまんでいうと、このような感じだ。




--------------------------------

●長竿の入滑村ノート

　入滑村の庄屋であった田通家。最後の当主は田通米作。

　戦前までは入滑村を取り仕切る豪農であったが、戦後の農地改革で山畑の大部分を接収されてから、田通家の不幸は続く。

　戦後まもなく、田通家の一人娘であるサトに、満州から引き上げてきた若者・某が婿入りをする。

　ただ、なかなか子供ができず、田通家ではよそから僧侶、行者を呼び集め、加持祈禱に明け暮れたという。

　やがて、サトは懐妊するが、産後の肥ひ立だちが悪く死亡。

　その後、婿は正気を失い、庭石に自分で頭をたたきつけ、その傷が原因で死亡。

　米作の妻は、井戸に身を投げて溺死。

　家族も財産も失い、屋敷のみが残され、当主の米作は戦後の激動の時代、ひっそりと世捨て人のように暮らす。

　そんな米作も、昨年、九十九歳で天寿を全うした。自分の死後、屋敷の資産などはそのまま村に寄贈すると遺言を残して……。




※追記　サトの生んだ子供は死産だったのだろうか？

------------------------------




辰巳：なんと……あのサトさんにそんな不幸があったとは。みんなには、入滑村のことについてすべて話をするとしよう。

さやか：じゃあ、私が預かっていたものも、この田通家で見つかったものなのでしょうか。

佐々原：値打ちものかどうか、蘭弗さんに調べてもらおうとしたんでしょうね。

ＫＰ：ちなみに、これらの田通家の悲劇は辰巳先生が中高生のころに連続して起きたことなので、ぼんやりと覚えている。記憶があまり定かでないのは、そのころ、田通家には悪い噂ばかりがつきまとい、サトさんの死などについて語ることはタブーとされていたからだ。

辰巳：しかし、辰巳少年は初恋の人への想おもいのはざまで、鬱うっ屈くつとした青春を送っていたのだな。

京：なんか、上で辰巳先生の初恋とか、不穏な会話が聞こえるのですが!?（笑）

さやか：京さん、来ちゃあ駄目！　二重の意味でショックを受けますから（笑）。

辰巳：そういえば、長竿くんは助手を連れて行くといっていたな。

ＫＰ：ノートにはその助手の名前も書いてあるよ。羽は土どという男だね。歴史に詳しい若者のようで、田通家で見つかった古書などの調査を手伝わせているらしい。

辰巳：その羽土くんとやらには連絡を取りたいが、そろそろ警察に連絡した方がよさそうだな。ほかに警察が来る前に、探索者的に調べておきたいことはないよね？（笑）

佐々原：たぶん大丈夫かと。




雪深き入滑村




　面倒な警察の事情聴取を辰巳先生の〈信用〉で切り抜けた探索者たちは、入滑村の刈部夫妻に電話をする。

　夫妻の話によると、まだ羽土は入滑村に残っているらしい。しかし、昨日から荷物を残したまま出かけており、どこにいるかわからないという。

　羽土の身にも危険が及んでいるのではと察した探索者たちは、入滑村に向かうことを決定した。

　長い道中、ビヤーキーが盗んでいったブローチについて、さやかちゃんがスケッチを披露する。




ＫＰ：スケッチを見た人は〈クトゥルフ神話〉か〈オカルト〉でロールしていいよ。

佐々原：コロコロ……〈オカルト〉は成功です。

ＫＰ：佐々原はそれが黄色の印と呼ばれる、持ち主を不幸にするというブローチに似ている気がする。とある脚本家が、これを持っていたばかりに無残な死を遂げたというけど──まあ、よくある話だよね。

佐々原：さやかちゃんも不幸になりましたしね（笑）。

辰巳：コロコロ……おっ、〈クトゥルフ神話〉に成功したぞ。

ＫＰ：それはすごいな。〈クトゥルフ神話〉に成功したなら、これが名状し難きものという強大な存在に深くかかわるアーティファクトであり、それを信奉する者たちにとってはとても大事なものなのだということを知っている。

辰巳：黄色の印にビヤーキーか。コマがそろってきたな……。
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京：いったい、入滑村でなにが起きているのやら。だんだん行きたくなくなってきました（笑）。

ＫＰ：さて、山道に入ると、だんだんと雪がちらつくようになってきた。雲の色は薄いから、そんな大雪になることはなさそうだけどね。

京：それでも急ぎましょう。〈運転（自動車）〉は得意ですから。コロコロ……はい、成功です。

ＫＰ：京の絶妙なドライビングテクニックのおかげで、雪深い道も順調に走り続けると、ようやく入滑村が見えてきた。四方を山に囲まれた縦穴の中にあるような、昔話に登場しそうな本当に小さな村だ。あらゆるものが雪に覆い尽くされ、ぽつりぽつりと家の立っているところだけが、大きなかまくらのように盛り上がっている。ただ、それらの家屋の多くは空き家になっているようで、雪下ろしもされずにいまにも雪の重みでつぶされそうだ。

辰巳：昔はもっと人が住んでいたのに。過疎化が進んでいるようだな……。

ＫＰ：そんな村の中央は、周りの土地に比べると少し高くなっていて、そこにはひときわ目立つ大きな建物が立っている。生け垣に囲まれた平屋建ての典型的な豪農の家といった感じだ。辰巳先生の記憶では、あれが田通家の屋敷だね。敷地内には蔵がいくつも建ち並び、母屋も広そうだ。確かに文化財とかに指定されてもおかしくないような古い建物だけど、近くまで来ると手入れが行き届いてないせいでみすぼらしいところが目立つ。

京：村おこしに使えますかねぇ？

ＫＰ：だいぶボロだからねぇ。客を呼べるように修復するのは、かなり大変かもね。

京：うーん、辰巳先生の故郷だし、私たちもなにか手助けしてあげたいんですけどね。

ＫＰ：さて、君たちはこのへんで刈部夫妻と待ち合わせをする予定になっているわけだが……。

辰巳：じゃあ、家に電話して迎えに来てもらうか。

ＫＰ：いや、ところがなんとこの寒空の下、ワラで作った笠をかぶった刈部夫妻が二人で寄り添うように、屋敷の前で待っているよ。

さやか：ええっ、なんでこんなところで……凍えちゃうじゃないですか。車を出て、すぐに呼びに行きます！

ＫＰ：刈部婆さんは、うっすらと雪の積もった笠をかぶり、例の福助が描かれたでんでん太鼓をたたきながら、そのリズムに乗せて童わらべ歌うたのようなものを唄うたっている。

佐々原：あ、怪しすぎる……（笑）。

さやか：どんな歌なんですか？

ＫＰ：じゃあ、えー、ゴホン……唄うよ。




----------------------------------

●入滑村の童歌

　庄屋の娘が、ややこを生んだ。

　あとぼしの夜に、ややこを生んだ。

　ややこはエビス。

　エビスは福助。

　だけど庄屋は傾いた。

　福助いるのに傾いた。

　でんでん、でんでん。

--------------------------------




佐々原：これって田通家の屋敷の前で唄ってよい歌なんでしょうか？

京：たぶん庄屋って、田通家のことですよね？　あまりよい意味の歌じゃないような。

ＫＰ：童歌の中には、はやし言葉を唄ったものもある。これはその類だろうね。

さやか：とにかく、お婆ちゃんたちに駆け寄りましょう。

ＫＰ：みんながやってくると、刈部夫妻はうれしそうに歓迎してくれる。「おぅおぅ、遠いところよく来なさった。こんなにたくさん若い人が来てくれるのは、ほんにひさしぶりじゃあ」

さやか：「ずっと待っていたんですか。寒かったでしょう!?」

ＫＰ：「待ちきれなくてのぉ、待ちきれなくてのぉ……」と、刈部婆さんはさやかちゃんの手を取って、何度もうなずいている。その手はすっかり凍えてしまい、氷のように冷たい。

さやか：その手をさすって温めてあげます。「こんなに冷たくなって……」

ＫＰ／刈部婆：「お嬢ちゃんの手は温かいのぉ、温かいのぉ」と、うれしそうにしているね。

さやか：うわ～、なんか切ない……切ないです。

辰巳：「どうも、刈部さん、すっかりごぶさたをしておりまして。母の葬式のときには大変お世話になりました」

ＫＰ／刈部夫妻：「ええんじゃあ、ええんじゃあ。源吾郎君もすっかり立派になって、ほんに村の誇りじゃあ」

さやか：「とにかく、お爺ちゃんもお婆ちゃんも、ここは寒いですから早く家に戻りましょう！」

ＫＰ／刈部夫妻：「そうじゃ、そうじゃ。せっかくのお客様をいつまでも立たせていてはいかんなぁ」

さやか：「いや、そうじゃなくて、お婆ちゃんたちの方が心配なんですが……」




　かくして、刈部夫妻の家に紹介された探索者たちは、田舎の老人特有の接待責めを受けることになる。




ＫＰ／刈部夫妻：「ほれ、これ食いなせ。これも食いなせ。茶のおかわりはどうかね？」

京：「いえいえ、そんなお気遣いなく」って、私もできるだけお手伝いしますよ。

ＫＰ：なんだか、二人は客が来てくれたことがうれしくて仕方ないらしく、じっとしていられないようだね。子供のようにはしゃいでいる。

佐々原：辰巳先生が帰ってあげないから……。

辰巳：しょうがないだろ！　ワシだって、故郷のことはさっき知ったばかりなんだから（笑）。

さやか：「あの、この村にはどのぐらいの方が住まれているんですか？」

ＫＰ／刈部夫妻：「そうさのぉ、ワシらを入れて十五人ぐらいかの。みんな年寄りばかりだ」

京：それは少ないですね。

ＫＰ：限界集落の村だね。そろそろ役所から移住要請が来るかも。

さやか：「お子さんはいるんですよね？　一緒に暮らせばいいのに」

ＫＰ／刈部夫妻：「えぇ、えぇ、息子が一人、仙台で働いてますがね……あっちは忙しくて大変そうだし。ワシらが行っても迷惑なだけじゃ」

さやか：「そんなことないですよ。きっと息子さんたちも喜びますって」

ＫＰ／刈部夫妻：「息子には嫁や子供との生活があるからのぉ。邪魔はできん。ワシらはここでええんじゃ」

さやか：ううっ……やっぱり切ないです。

佐々原：「辰巳先生みたいに村を捨てる人ばかりだから、過疎化が進むんです」

辰巳：「いや、ワシが上京したときには、村にはまだ子供がたくさんいたから。でんでん太鼓たたいてたから！」

ＫＰ：「そうさのぉ、あのころがいちばん村にも活気があったときじゃったかのぉ。小作人から土地持ちになって、戦争も昔のことになって、どんどん豊かになると思っていた……」と、刈部婆さんはでんでん太鼓をデンデンとたたきながら、当時のことを思い出している。

辰巳：「ワシは大学で安保闘争に明け暮れていたなぁ」

京：時代を感じさせますね（笑）。

佐々原：「ところで、羽土さんはまだ帰ってきていないのでしょうか？」

ＫＰ：「ああ、まだ戻らん。もしかすると、町に行ってるのかもしれんなぁ。荷物はあるから、そのうち帰ってくると思うがね」と、なんでかあまり心配している様子はないな。

佐々原：「なにか置き手紙があるかもしれませんから、ちょっと荷物を見せてもらってもいいですか？」

ＫＰ／刈部夫妻：「羽土さんに会いにこんな大勢で来るなんて……なにかあったのかね？」

辰巳：「はあ、いいにくいのですが。この村で田通さんの家を調べていた長竿くんが、東京で殺されまして……」

ＫＰ：それを聞いた刈部婆さんは「はえぇっ、なんとまあ……」と、驚いた顔をすると同時に、急に胸を押さえて苦しげに呻きだしたぞ！

さやか：「たっ、辰巳先生が刺激の強いことをいうからっ！」

辰巳：「い、いかん！　刈部さん、気を楽にして！」と、〈医学〉ロールをするぞ。コロコロ……うわっ、失敗した。

ＫＰ：どうも心臓の発作のようだが、症状は深刻のようだ。辰巳先生の手には負えない。

さやか：「薬とかないんですか？」

ＫＰ：さやかちゃんにいわれて、刈部爺さんは慌ててテレビの上にあった薬のケースを持ってきた。医者から処方された薬のようだけど、驚くほど種類がたくさんある。

辰巳：発作に効く薬を探すぞ！

ＫＰ：もう一回、〈医学〉か〈薬学〉ロールをどうぞ。これが最後のチャンス（笑）。

さやか：辰巳先生、失敗しないで！

辰巳：うおっ、プレッシャーが。当然、得意の〈医学〉で、コロコロ……よしっ、今度は成功！

ＫＰ：じゃあ、適切な薬を飲ませることができたようで、やがて刈部婆さんの症状は落ち着いてくる。

さやか：よかった～～。

ＫＰ：辰巳先生は気づくんだけど、効き目の強い薬が大量に処方されていることから、刈部婆さんの体はだいぶ病んでいるようだね。

辰巳：「失礼ですが、きちんと入院された方がよいのでは？」

ＫＰ：「この歳になって、村を離れるぐらいなら……ここで死んだ方がええ……」と、刈部婆さんは答える。

さやか：「お婆ちゃん、そんな寂しいこと言わないでくださいよ」

京：本当に病院に連れて行かないでいいんですかね？

ＫＰ：刈部爺さんの様子からすると、発作はよくあることのような雰囲気だ。もはや病院でもよくならないと悟っているのだろうね。

佐々原：じゃあ、お婆さんが落ち着いてから……「そんなわけで、羽土さんの行方が気になりまして」と、やんわりと聞いてみます。

ＫＰ／刈部夫妻：「そういうことでしたら、どうぞどうぞ」と、羽土が使っていた部屋に案内してくれるよ。

さやか：私はお婆ちゃんが心配だから、居間に残って、一緒にいてあげますね。

ＫＰ：さやかちゃんは、お婆ちゃん子なのかな？

さやか：なんか放っておけないですよ、このお婆ちゃんは……。

佐々原：じゃあ、ボクらだけでさっそく荷物の中身を調べてみましょう。なにか手がかりはあるかな？

ＫＰ：羽土の荷物はほとんどが着替えだけど、中国語の辞書とノートが見つかるね。

佐々原：中国語というと……『ルルイエ異本』と関係しているのでしょうか？

京：ノートの方は？

ＫＰ：こちらは古い中国語を書き写したものと、その翻訳をまとめたもののようだ。

佐々原：やはり『ルルイエ異本』の翻訳でしょうか？

京：そうかも……ほかになにかありませんか。例の黒瑪瑙のブローチとか？

ＫＰ：そういったものはないな。

佐々原：ノートを読んでみます。

ＫＰ：他人の書いた覚え書きのようなものだから、きちんと理解するには数時間をかけて〈母国語〉ロールに成功する必要があるね。まあ、いまから読めば、夕食前には終わるだろう。

佐々原：これは読んでおきたいですが、暗くなる前に田通家の方も下見しておきたいですよね。

京：羽土さんがいるかもしれないしね。

辰巳：じゃあ、ワシは刈部婆さんの体調も気がかりだし、この家に残ってノートを調べているよ。

京：辰巳先生が残るなら、私もご一緒に。お婆さんの家事のお手伝いでもしています。

さやか：だったら、私は田通家の方ですね。「辰巳先生、お婆さんのことよろしくお願いします」

辰巳：「ああ、任せておけ」

ＫＰ：君たちが田通家に行くというと、刈部爺さんが案内してやるとついてくるけど。

佐々原：まあ、二人の方が探索者的には気楽なんですが、お爺さんがそういうのなら断る理由もないですね。ついてきてもらいます。




襖の奥には福助様




ＫＰ：まずは田通家のシーンを処理しよう。夕暮れ時、かすかに雪がちらつく中、君たちが真っ白な雪道をザクザクと踏みしめ歩いて行くと、やがて田通家の姿が見えてくる。古い木造の屋敷は、時代を重ねてきた黒く重苦しい色をしており、見る者を萎縮させるような圧迫感があるね。

さやか：「この屋敷には、蔵もたくさんあるんですよね。これでも私は骨董店で働いているので興味があるんですが、ちょっと中を見せてもらえませんか？」

ＫＰ／刈部爺：「それはいいが、米作さんがほとんど金目のものは売りさばいてしまったようで、蔵といってもほとんど空っぽだがね」

さやか：「けど、羽土さんの手がかりもあるかもしれませんしね」

ＫＰ：そこまでいうのなら、まずは先に蔵をのぞかせてくれる。ちなみに、庭もずいぶんと広いよ。すっかり雪に覆われてしまっているが、大きな庭石がゴロゴロとしている。ここで〈アイデア〉ロールをしてくれ。

佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：どうも庭木と庭石のバランスが悪い気がするね。庭石が目立ちすぎのような……。

佐々原：「ずいぶんと大きな庭石ですね。これは米作さんの趣味だったんですか？」

ＫＰ／刈部爺：「いんや、田通さんの婿が加持祈禱にかぶれて、山から運ばせた岩だ」

佐々原：「あの満州から帰ってきたという」

ＫＰ：「そうだ、大陸で妙な知恵を仕入れてきて……ほんに変わり者だった。ちょうど、そこの岩に頭を打って死んだんだ」と、刈部爺さんは佐々原の脇にある、大型冷蔵庫ぐらいの庭石を指さした。

佐々原：うーむ、『ルルイエ異本』は、その婿が満州から持ち込んだものっぽいですね。

ＫＰ：そんな岩がゴロゴロしている庭を通り過ぎて、蔵の中を順番に見せてくれるけど、刈部爺さんのいうとおり古い農具などのガラクタが残っているだけだね。ただ、いちばん奥にある小さな蔵の前まで来ると、刈部爺さんはやや厳しい顔つきで「ここは開けちゃあなんねぇ蔵だ」という。

さやか：「なにが入っているんです？」 

ＫＰ／刈部爺：「ワシも知らんが、米作さんにここだけは開けるなといわれていた蔵なんだ。羽土さんもここには入っていないから、中を見ても無駄だろうよ」

佐々原：気になるなぁ～（笑）。

さやか：でも、羽土さんが入っていないというんじゃあ、無理に入る理由もないですよね。

佐々原：仕方ない、後回しにしようか。いずれ、探索者たちだけで来たときに見るということで（笑）。

ＫＰ：じゃあ、次は母屋の方だね。土間のある古い造りの家だ。囲炉裏のある広間には大小さまざまな福助の人形と、例の福助が描かれたでんでん太鼓がたくさん飾られてある。ホコリをかぶった福助が薄暗い家の中にずらりと並ぶ光景は、かなり不気味な感じだね。

さやか：「ずっと気になってたんですけど、でんでん太鼓はこの村の名物とかなんですか？」

ＫＰ：「いんや、何十年か前に、米作さんが村の子供に配って回ってからだなぁ。外で遊べない孫のために、せめて村の子供たちにでんでん太鼓をたたいておくれってな」と、刈部爺さんは母屋の中を案内しながら話してくれる。

さやか：「あのでんでん太鼓には、そういう意味があったんですか……」

ＫＰ：母屋に入ると、内部もだいぶ痛んでいることがわかる。廊下はギシギシときしみ、天井には雨漏りの跡、土壁もはがれているところが多い。よそから観光客を呼べるように修復するのはかなり大変そうだな。

佐々原：「趣きのある家ですが、観光の目玉にするには……むにゃむにゃ、なんといったらいいのか……」

ＫＰ：「ああ、長竿さんにも言われたよ。修復費用を考えると、とても採算が合わないそうな」と、刈部爺さんは笑っている。

さやか：せっかく相続したのに、村の役には立たなさそうだったんですね。

佐々原：あちゃあ、なんか気まずいな。

ＫＰ：（ここで〈心理学〉ロールでもするかな。コロコロ……佐々原が成功か）

佐々原：おっ、キーパー、〈心理学〉ロールですか？

ＫＰ：（あいかわらず鋭いヤツだな）ええと、佐々原はそんな長竿さんの表情に悟りにも近いような無心さを感じ取る。村おこしが失敗したにしては、あまり気にしている様子もない。もはや、そんなことはどうでもいいといった雰囲気だ。

佐々原：屋敷に価値がなかったから、お爺さんはやけになっているってことですか？

ＫＰ：そうかもしれないし、別の理由があるのかもしれない。

佐々原：なんかちょっとだけ怪しい気がする。なにか隠しているんじゃないだろうか？

ＫＰ：さて、君たちは刈部爺さんに案内されて、薄暗くて、冷え切った母屋を一回り歩いたが、やはり羽土の気配はないな。ただ、いちばん奥の間に襖ふすまが閉め切られた場所がある。

佐々原：「あの奥にはなにがあるんです？」

ＫＰ／刈部爺：「あそこには田通さんのお孫さんがいるんだが、あの子は病気だから開けちゃなんねぇ」

佐々原：ええ～っ、まだお孫さんって生きてたの!?

さやか：初耳ですよ！

ＫＰ：では、二人は〈目星〉と〈聞き耳〉をロールしてくれたまえ。

佐々原＆さやか：コロコロ……両方とも成功です。

ＫＰ：二人には細く開いた襖のすき間からチラリと中の様子が見える。部屋には布団が敷かれ、その上に巫み女こが着るような紅白の衣装をかぶったなにかがうずくまっていた。それは「ぷーぷー」と鼻を鳴らすような音をたてて、もぞもぞと蠢いている。ちらりと見たその姿からは、それが人間かどうかはっきりとはわからない。

さやか：ううっ、背筋が寒くなりました。なにかいますよ！

佐々原：巫女ですか、巫女さんですか？（笑）

ＫＰ：紅白の衣装ってだけだよ！

佐々原：もう少し、中の様子が見えないものでしょうか？

ＫＰ：刈部爺さんは二人の視線に気づくと、ピシャリと襖を閉めてしまう。「見ちゃあなんね。エビス様じゃけぇ、福助様じゃけぇ……」

さやか：うっ、いまピクッと私の足が動きました。思わずお爺さんを蹴ってしまいそう……。

佐々原：蹴るな、蹴るな！（笑）

さやか：だって、お爺さん、急に怪しくなりすぎですよっ！

佐々原：だからって、蹴っちゃあ駄目だから！

さやか：「あの～、お孫さんはずっとこの家に暮らしているんですか？」

ＫＰ／刈部爺：「米作さんが亡くなってからは、村の連中が交代で世話をしておるんだ」

佐々原：でも、おかしいな……長竿さんのノートには『サトさんの子供は死産だったのか？』って追記がありましたよね。この屋敷を調べていたのなら、子供が生きていることはすぐにわかっただろうに。

さやか：そうですよね。なにか変ですよねぇ。

ＫＰ：本当だね、どうしてなんだろうね？（笑）

佐々原：うーん、なんかそろそろみんなのところに帰りたくなってきたような。これ以上、お爺さんと屋敷にいたくない（笑）。

さやか：そ、そうですね。それには私も賛成です～。




ＫＰ：じゃあ、お次は刈部夫妻の家のシーンだな。辰巳先生はノートを調べているのでほかのことはできないけど、京の方はどうする？

京：お婆さんの料理を手伝って、辰巳先生の故郷の味を勉強します。

ＫＰ：じゃあ、この土地の煮物料理を手ほどきしてあげよう。〈製作（料理）〉ロールをどうぞ。

京：私、〈製作（料理）〉を25％にしておいたのに、一度も成功したことないんですよね。コロコロ……うわっ、また失敗だ！

ＫＰ：じゃあ、味付けのところで優しくお婆さんに教えられる。「砂糖をちょっと入れると、ぐっとおいしさが増すんじゃ。いつか結婚したときのために覚えておきなせ」

京：「はい、お婆ちゃん。勉強になりました」

ＫＰ：「京ちゃんには、東京に好きな人とかいないのかね？」

京：「いることはいるんですけどね。なかなか私のことを振り向いてくれなくて……」

ＫＰ：「そうかいそうかい。若い人は初々しくていいねぇ」

京：「ところで、お婆さん、あの童歌なんですけど」

辰巳：おっ、いきなりだな？

京：ええ、ちょっと気になって。たぶん、これってサトさんのことを唄っているんですよね。

辰巳：そうだろうな。さっきの話だと、孫のことを福助と呼んでいたみたいだし、家は傾いたし。

京：じゃあ、このあとぼしの夜というのはなんなんでしょう？

辰巳：うーむ、わからんな。

京：「ねえ、お婆ちゃん、歌にあった『あとぼしの夜』ってどういう意味なんですか？」

ＫＰ：ふむ、刈部婆さんは、あとぼしというのは冬の一番星の次に現れる星のことだという。

京：後の星ってことですか。それで、その星の名前はなんていうのでしょうか。

ＫＰ：刈部婆さんが知っているわけがない。〈天文学〉ロールをしてみな。

京：成功するわけないじゃないですか。コロコロ……失敗です。これって携帯サイトで検索できないでしょうか？

ＫＰ：そうだねぇ、そんなにマイナーな言葉じゃないから〈幸運〉に成功したら見つかったことにしていいよ。

京：コロコロ……こちらは成功です。

ＫＰ：東北地方では、おうし座のα星、アルデバランのことをあとぼしと呼ぶそうだね。

京：アルデバラン……フォーマルハウトではないんですね。

辰巳：いや、確かハスターはアルデバランの方だったような。フォーマルハウトはクトゥグアだろ。

京：じゃあ、童歌は「アルデバランの夜に子供を産んだ」って意味ですか。なんだか、とっても不吉な感じが……。

辰巳：ワシはサトさんのことを思うと、胸が痛むばかりだよ。もう十年、ワシが早く生まれていたら、彼女をそんな不幸な目に遭わせることはなかったのになぁ。




ＫＰ：京が夕食の準備を終えたころ、辰巳先生は羽土のノートを読み終えた。〈母国語〉ロールをどうぞ。

辰巳：ワシの〈母国語〉は99％だからな。失敗するはずがない。コロコロ……成功したよ。

ＫＰ：まず第一に、長竿が持ってきた『ルルイエ異本』にあったどのページとも、羽土の中国語の翻訳は重なり合う部分はない。

辰巳：あれっ、予想が外れたか？

ＫＰ：翻訳された内容は「鬼クィ歹タイ老ラオ海ハイ」と呼ばれる者への崇拝の言葉や、捧げる儀式についてのようだね。ただ、このノートの記述に「以前の翻訳では」といった書き込みがあるから、まだ別にノートがあるのではと推測できる。

辰巳：「鬼歹老海」ってのはどんな存在なのか言及はされていないのかな？

ＫＰ：羽土の翻訳によると「太古の邪悪な海の悪魔」という意味だそうだけど、なにか特定の存在を示す言葉のようでもある。

京：なんかこれ基本ルールブックに書いてあったような……クトゥルフを表す言葉でしたっけ？

佐々原：クィタイラオハイ……クィトィルォフィ……クトゥルフ……みたいな？（笑）

さやか：あっ、なるほど！（笑）

ＫＰ：あと翻訳とは別の考察として「発見された場所の状況から考えて、この本のページ自体が魔除け、結界のような役目を果たしていたのではないだろうか？」という一文がある。ちなみに、このノートは意訳程度で断片的な内容なので正気度は喪失しない。

辰巳：んんっ、ということは、『ルルイエ異本』から抜き取られたページがどこかにあって、それを翻訳したのがこのノートなのか？

京：どうやらそのようですね。

辰巳：そして、ワシらが持っている方の『ルルイエ異本』の翻訳ノートもどこかにあると。

京：なんで『ルルイエ異本』のページが分かれているのでしょう？

辰巳：ワシの考えだと、この『ルルイエ異本』は「鬼歹老海」と「名状し難きもの」について記されている部分を、二つにわけたものなんじゃないかな。ワシらの手元にある方には、きっと「名状し難きもの」について記されているのだろう。読めないからわからんがね。

京：そして、「名状し難きもの」についての翻訳ノートがなくなっていると……ますます不吉ですね。

ＫＰ：あっ、そろそろ佐々原とさやかちゃんも戻ってきていいよ。










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「クトゥルフ神話と星の関係」




　　　　　　　どうも、好きな黄金聖闘士はカプリコーンのシュラな、京です。

　　　　　　　宇宙からやってくることの多いクトゥルフ神話の神格は、星の位置によってその影響力が変化することがあります。クトゥグアとフォーマルハウト、ハスターとアルデバランなどはその代表的な例ですね。

　　　　　　　その性質を逆手に取れば、夜空の星を見るだけで、今回のシナリオにかかわる神格を予想できたりするわけで、〈天文学〉なんかはそんなときに役に立つ技能だったりします。もちろん、星に関係しない神格もたくさんいるので役に立たないこともありますけどね。

　　　　　　　今回はアルデバランという名前が出てきたことや、ほかの状況から、どうやらハスターに関連した事件だとプレイヤーは推測したのですが……よく考えたら、それがわかってもあまり状況は好転しなかったりして。

　　　　　　　だって、相手があのハスターではねぇ～。






風呂をのぞくもの




　いろいろと情報が出そろってきたところで探索者たちは、この事件について相談を始める。

　しかしながら、なかなか行動方針は定まらない。というのも……。




佐々原：「これをしよう」っていう目的が、ボクらにはないんですよね。事件が起きていないというか。

京：いやいや、事件なら長竿さんが爆死したじゃない。あと、ビヤーキーが黄色の印を盗み出していったし。

佐々原：けど、それをボクらにどうしろというのか。

さやか：佐々原さんのいうとおり、なにかを解決しなきゃあいけないって差し迫ったものがないですよね。

ＫＰ：（痛いところをついてくるなぁ）まあ、辰巳先生の墓参りに付き合ったと思えば……。

辰巳：当面の目的としては、行方不明の羽土を探すぐらいか？

佐々原：羽土はきっと犯人です。やつはハスター信者ですよ（笑）。

辰巳：残されたノートの内容からして、その線はありそうだな。

さやか：けど、羽土さんの行方についての手がかりはゼロですからねぇ。

ＫＰ：では、君たちがそんな話をしていると、刈部婆さんが風呂を薦めてくるよ。誰から入る？

佐々原：お風呂ですか……なんかイベントの予感（笑）。

辰巳：じゃあ、まずワシから入ろうかな。

ＫＰ：うん、わかった。次は？

辰巳：こいつ、軽くスルーしおった!? （笑）

佐々原：安全なのかな。ボクも入りますよ。

ＫＰ：いい湯だったよ。次は？

佐々原：辰巳先生、どうやら男は無視のようですよ！（笑）

辰巳：このエロキーパーは……！（笑）

さやか：「京さん、一緒に入りましょう！（笑）」

京：「できることならそうしたいけど（笑）」

ＫＰ：その提案はイベント的には非常に魅力だが、普通の家風呂なので大人が二人で入るには狭いよ。

さやか：ううーっ！　では、私が先に入りますね……。

佐々原：ワクワク（笑）。

ＫＰ：風呂桶は檜ひのきで、窓にはガラスが入っていなく木の格子がついているだけの、いったいいつの時代の風呂だといった趣きのある造りをしている。

京：突然、キーパーが風呂場の描写を始めましたよ？

佐々原：なんという男女差別！（笑）

ＫＰ：さやかちゃんは〈聞き耳〉と〈目星〉ロールをしてくれ。

さやか：コロコロ……あれっ、得意の〈目星〉は失敗。〈聞き耳〉だけ成功しました。

ＫＰ：では、さやかちゃんが風呂に浸つかろうとすると、どこからか「ぷーぷー」という笛のような音が聞こえてくる。

さやか：「ひぃぃっ！（泣）」

ＫＰ：さらに風呂桶に入れた足が、なにかぬるりとしたものを踏んだ。湯の中を見ると、長くて平べったい土気色をした昆布のようなものが、いきなりさやかちゃんの足にクルクルと巻き付いてくるぞ。

さやか：慌てて足を出します！

佐々原：おおっ、触手プレイですよ！（笑）

ＫＰ：さやかちゃんの足に絡みついたその細長いものは、ぺちゃんこになった人間の腕のようだった。ただ、その指の先には穴が開いていて、まるでそれぞれが小さな口であるかのような鋭い牙を生やしている。さらに、その腕が伸びている元をたどると、窓の格子にへばりつくようにしてこちらをのぞきこんでいるものがいる。

さやか：な、何者ですか!?

ＫＰ：それは風船のように丸く膨らんだ巨大な頭をもったなにかだ。異様に膨れあがった肉に圧迫されてはいるが、その奥に人間の顔の名残のようなものが見えるね。

さやか：「いやあああっ！」

ＫＰ：顔を押しつぶす肉のすき間から、そいつが息を吐くたびに「ぷーぷー」という音が漏れている。さやかちゃんには、その巨大な顔が、田通家に並んでいたあの福助人形の姿をおぞましく醜悪にしたもののようにも見えた。さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

さやか：怖い、怖すぎます。コロコロ……成功です！

ＫＰ：つまんねぇな。だったら１ポイントの正気度喪失だ。

京：成功しても１ポイント喪失ということは、なかなかの大物ですよ……。

さやか：蹴りますか、蹴りますか!?（やや錯乱している）

京：いや、さっさと逃げなさいって（笑）。

佐々原：その悲鳴を聞きつけるために〈聞き耳〉ロールをします。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：じゃあ、風呂場の騒ぎに気づいていいよ。

佐々原：せっかくのサービスシーンを見逃さないように、ダッシュで急行します！（笑）

さやか：サービスシーンとかのんきなこといってる場合じゃありませんって！　バスタオルを巻いて、風呂から逃げ出します。「佐々原さん、外に怪物が！」

ＫＰ：さて、そんな騒ぎを聞きつけた刈部婆さんが「どうなさったんじゃ？」と、風呂場に駆け寄ってくるのだが──突然、二人の前で胸を押さえてうずくまってしまう。「うっ、ううっ……!?」

さやか：「お婆ちゃん、また心臓が？」

















佐々原：「辰巳先生、薬を持ってきてください！」と叫んでから、ボクは風呂場の様子を見に行きます。

ＫＰ：さやかちゃんが見たという怪物は姿を消している。本当にいたのかどうかも定かではないな。

佐々原：とりあえず、こっちは安全なようですね。

さやか：なんだったんでしょう、なにもしないで帰ってしまいましたが？

佐々原：きっと、キーパーがさやかちゃん相手に触手プレイをしたかっただけなのでは。まったく、なんてエロい人なんだ。けしからん、もっとやりなさい！（笑）

ＫＰ：なんなんだ、君は（笑）。

辰巳：そんなことより刈部さんの方が大変だ。佐々原の声を聞いて、心臓の薬を持って駆けつけるぞ。

ＫＰ：刈部婆さんの様子は、さっきの発作よりもかなり深刻だ。真っ白い顔色をして、苦しげに呻いている。どこか太い血管が破裂したのかもしれない。〈医学〉ロールをどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功した！

ＫＰ：……残念ながら、もはや手遅れといった状況だな。この山奥では救急車もとても間に合うまい。このまま看取ってやるしかないだろう。

さやか：「お婆ちゃん！　お婆ちゃん！」

ＫＰ：刈部爺さんの方は、こんな日が来ることを覚悟していたのか落ち着いているね。お婆さんの手を取って「長いこと頑張ったのぉ……」と声をかけている。

辰巳：医学を学んだものとして、最期まで救命措置はするぞ。

ＫＰ：すると、刈部婆さんはうっすらと目を開けて、とても穏やかな顔で「こんな、たくさんの人に看取られて幸せじゃあ。なぁに、苦しいのもすぐに終わる。爺さんや、ワシも福助様のもとへ運んでおくれよ。でんでん、でんでん……」と、唄うように言い残し……そして、息を引き取った。

辰巳：手遅れとはいえ、いちおう、救急車は呼ばないといけないな。

ＫＰ：すると、刈部爺さんは「こんな雪の夜じゃけえ、もう逝いっちまった婆さんのために病院のかたを呼ぶのも悪い。今夜は、村のやり方で喪に服させてくれないか？」と頼んでくる。

辰巳：刈部さんがそういうのなら、それには従うが……。

佐々原：ちなみに、どんなやり方なんですか？

ＫＰ：なんでも、遺体を田通家に運んで、村人全員で喪に服すというものらしい。

佐々原：あの屋敷にですか？　なんか嫌な予感がするなぁ。

京：「お婆さんにはとてもお世話になったんで、私たちもご一緒したいのですが……」

ＫＰ：「すまんが、これは村人以外には見せられないんじゃ……もしも、お嬢ちゃんがこの村の一員になるというのなら、別だがねぇ」と、刈部爺さんは本気か冗談かわからないようなことを尋ねてくる。

京：「それは……辰巳先生がこの村で暮らすというのなら構いませんが」

辰巳：ワシはまだ隠居する歳じゃないぞ。

京：「ごめんなさい、ちょっとそれは無理です……」

ＫＰ／刈部爺：「だったら、家でおとなしくしていてくれんかのぉ？」

京：「は、はあ……」

佐々原：「あのぉ、ボクは民俗学とかにも興味あるんですけど、その儀式は昔から続いているものなんですか？」

ＫＰ／刈部爺：「ああ、そうじゃが……」

佐々原：そこで〈心理学〉をしたいのですが。

ＫＰ：ふむ、いいだろう。コロコロ……（成功したか）。刈部爺さんからは、感情の動きといったものが感じられず、いまの言葉が噓か本当かも見抜けない。まるで悟りを開いた僧のような穏やかさだけが感じられる。

佐々原：うむむむっ、なんか一線越えてしまっているような……もしかして、正気度ゼロの人だったりして。

さやか：お爺さんがですか？　普通の人じゃないですか。

辰巳：いや、本物の正気度ゼロは、案外とまともな人間に見えることもあるんだ。

京：今夜、村の人が集まって、なにかクトゥルフ神話的な儀式をするとかなんですかね？

さやか：まさか、村人全員が正気度ゼロだったりするんですか？

京：怖い、それは怖いね！

辰巳：いや、それだったら村おこしなんかを依頼したりしないだろう。正気度がゼロというよりは、刈部爺さんはこの世に絶望をしてしまっているのかも。

佐々原：田通家の屋敷も、村おこしには使えなさそうだったみたいだったし……。

京：では、羽土さんはどこに？　それと田通家の孫の存在がしっくりとこないですね。

佐々原：そもそもビヤーキーを差し向けて、長竿さんを殺させたり、黄色の印を盗ませたのは誰なんですか？

辰巳：やっぱり、それは羽土なんじゃないのか？

京：田通家にいた孫も、実は羽土さんだったとか？

さやか：でも、なんか「ぷーぷー」いってましたよ。

京：羽土さんがあの怪物になってしまったとか……なんかハスター関係に、そんな呪文があったような気がしますね。うーん、詳しくは覚えていませんが。

ＫＰ：刈部爺さんは、お婆さんの遺体を布団に寝かせると、村の人たちに電話連絡を取っている。

さやか：その電話の内容を〈聞き耳〉してみますね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ／刈部爺：「婆さんが逝ってしまった……うん……今夜、福助様のもとに集まって……そうだな、みんなにもそう伝えてくれ」とかいっているね。

さやか：やっぱり今夜、なにかが起きそうですよ～（泣）。

辰巳：そういえば風呂場をのぞいていた怪物のことをすっかり忘れていたな。ちょっと風呂場の外を見てくるか。

ＫＰ：風呂場の窓の外には、ウミガメが砂浜を移動するときに残すような奇妙な跡が雪にはっきりと残っている。

辰巳：あの怪物の足跡と見て間違いないな。これを追跡すれば居場所はわかるか。

ＫＰ：一人で追跡するかい？

辰巳：しない、しない。みんなのところに戻るよ。

ＫＰ：すると、刈部爺さんは、ほかの村人たちと準備をすることがあるといって、みんなに留守番を頼んで家を空ける。家には刈部婆さんの遺体と、君たちだけが残された。

佐々原：ゾンビ映画とかだと、お婆さんがムクッとよみがえりそうなシチュエーション……（笑）

ＫＰ：よみがえらん、よみがえらん（笑）。

さやか：これからどうしましょうか？

辰巳：喪に服すというのだから、よそ者のワシらは家でおとなしくしているのが普通だろうが。

京：雪が消してしまわないうちに、足跡を追跡しませんか？　たぶん、田通家の屋敷に続いている気がしますが。

佐々原：村人が集まる前に見ておきます？

辰巳：うむー、このまま待機していると、なにかが呼び出されて、ワシらは慌てて村を逃げ出すだけみたいなオチが待っている気がしないでもないしな。

佐々原：むしろいまのうちに逃げ出してしまうとか？（笑）

辰巳：いや、逃げる理由がないだろ。

さやか：うーん、なにもわからずに逃げるだけでは嫌ですから、いまのうちにやれることはやってしまいましょう。

ＫＰ：わー、パチパチパチ。素晴らしい、それでこそ探索者の鑑だっ！（笑）

辰巳：さやかちゃんがその覚悟なら、ワシらもついていくぞ。

佐々原：では、懐中電灯とかロープとか完全装備をして──いよいよ、田通家の探索に行くとしますか！




遠き日の思い出は変わり果てて




　探索者たちの予想通り、風呂場から続いた奇妙な足跡は、田通家まで続いていた。

　中に人気がないことを確認してから、探索者は敷地内へと潜入する。




さやか：あのぉ、先に蔵の中を確認しませんか？

佐々原：それはなんで？

さやか：襖の奥にいるのが怪物ってことは、ほとんど確定しているじゃないですか。だったら、先に安全なところからつぶしていきたいなと。

辰巳：悪くない考えだな。

佐々原：じゃあ、ちょっと寄り道しますか。

ＫＰ：庭の奥にひっそりと建つのが、刈部爺さんのいっていた開かずの蔵だが……扉には南京錠がかけられているよ。小さな安っぽいものだけどね。

さやか：中をのぞけないものでしょうか？

ＫＰ：高い位置に小さな窓があるから、そこからなら見えるかも。

佐々原：じゃあ、いつものようにボクの肩に乗って、さやかちゃんが見てみれば？

さやか：お願いしますね。懐中電灯を持って、よっこいしょっと。

佐々原：そして、いつものように上をのぞく……（笑）。

さやか：その顔を踏みつぶします。ぶぎゅっ！

ＫＰ：登ってみると、その窓はちょっと変わっている。まるで牢獄のように鉄格子がはまっているんだ。

京：もしかして、この蔵って座敷牢みたいなもの？

さやか：懐中電灯で照らして、中の様子を見てみます。

ＫＰ：懐中電灯の明かり程度では隅々まで照らすことはできないけど、やはりただの蔵とは構造が異なるようだな。中はがらんどうで、板の間になって、部屋の壁にはたくさんの紙が貼り付けられているようだ。

さやか：紙ですか？

ＫＰ：お札を貼ってあるような感じだけど、紙の大きさは結構大きいね。

さやか：中に誰かいませんか？

ＫＰ：〈目星〉ロールをしてくれ。

さやか：なんだか、あこがれの探偵小説っぽくなってきましたよ。コロコロ……成功です。

ＫＰ：真っ暗でよく見えないが、部屋の隅に誰かが横たわっているような気もする。白っぽい服を着ているようだが、影になってよくわからないな。

さやか：横になったまま、動かないんですか？

ＫＰ：そうだね。眠っているのか、ぴくりとも動かない。

さやか：うむむ……下に降りて、みんなにそのことを伝えます。「中に誰かがいます！」

京：候補としては、羽土さんか、お孫さん？

辰巳：孫をここに閉じ込めておく理由はないのでは？

京：となると、羽土さんという可能性が高そうですね。

佐々原：開けますか？

辰巳：ワシらはだれも〈鍵開け〉技能を持っていないだろう。

佐々原：南京錠ぐらい壊してしまえば。

ＫＰ：そうだね、たいした鍵じゃないから、力づくで壊すことは可能だ。

さやか：中の人に気づかれてしまうかも。

佐々原：羽土だったら気づかれても問題ないでしょう。

ＫＰ：〈機械修理〉に成功したら、なるべく音をたてずに壊せたことにしてあげてもいいよ。

佐々原：じゃあ、それでいきましょう。

京：だったら、私は機械に強いんですよ。音が出ないように工夫してから、コロコロ……失敗。ガッチャーンと派手に壊しましたぁ（笑）。

佐々原：ええい、こうなったら村人たちが来る前に、すべて終わらせましょう。すぐ中に入りますよ。

さやか：じゃあ、〈目星〉と〈聞き耳〉の得意な私は、蔵の外で村の人が来ないか見張っていますね。

辰巳：うむ、頼んだぞ。

ＫＰ：蔵の中に入った君たちの懐中電灯が、隅で横たわる人物を照らし出す。それは古びた着物を纏った、一体のミイラであった。

辰巳：「まさか……サトさんなのか？」

ＫＰ：すっかり黄色っぽく変色してしまった着物だが、辰巳先生はその柄に見覚えがある。少年の日、日傘を差して村を散歩していたときに、サトが着ていたものだ。

辰巳：近寄って、遺体を確認しよう……。

ＫＰ：死後、何十年も経過しているだろう。体はすっかり干からびてしまっている。ただ、その着物の前がはだけて、大きな革袋のようなものが顔を出している。膨れあがった頭部、革紐のような手足、また内臓らしきものまでが備わっており、干からびたタコのようでもある。なにより恐ろしいのは、その未知の生物がサトの体と完全に癒着して、まるで腹の中から生まれ出でているかのようであったことだ！

辰巳：「うっ、うぐぐっ……これは！」

ＫＰ：さあ、この奇妙なミイラを目撃した人は〈正気度〉ロールだ。辰巳先生の場合は、あこがれのサトの変わり果てた姿を見たということで、特別にたくさん正気度喪失をするのでヨロシク！

佐々原：コロコロ……うわっ、失敗!?

京：私、いま正気度27ポイントしかないんですよね。コロコロ……ううっ、失敗です。

ＫＰ：そっちの二人は正気度１Ｄ４ポイントの喪失だ。

佐々原：コロコロ……２ポイント喪失。現在、正気度63ポイント。

京：コロコロ……私も２ポイント喪失で、残り正気度は25ポイントです。

ＫＰ：さて、辰巳先生の方は？

辰巳：コロコロ……よしっ、成功した。

ＫＰ：ちっ、冷たい人だな。辰巳先生の場合、成功しても１Ｄ３ポイントの喪失だ。

辰巳：いやいや、結構ショックを受けているぞ。コロコロ……３ポイント喪失。残りは49ポイントだ。療養所で回復した分がすべて失われた（笑）。

佐々原：もしかして、この腹にくっついているものが、死産したという子供なんでしょうか？

さやか：そんな……。

辰巳：満州帰りの婿が、子供欲しさに妙な儀式に入れ込んで、ハスターの落とし子をサトさんに孕はらませてしまったってところか。

京：状況から見て間違いないかと。

佐々原：でも、ここにお孫さんがいるとなると、襖の奥にいた福助様は何者？

辰巳：消去法でいくと、やっぱりあれは羽土ってことになるか。

京：これって、エビス……つまりは、ヒルコ。骨なし子ってことかな。

佐々原：なんですかそれ？

京：エビス様は、骨がなかったせいで海に流されたヒルコという神様の赤ん坊だという説があるの。

佐々原：エビス様は福助でもあるんですか？

京：それはたぶん関連はなかったと思うけど……この子の頭の大きな姿は、福助に似ているかも。エビス様も福助も、両方とも商売繁盛に関係しているしね。

佐々原：童歌で唄われていたのは、このサトさんと赤ん坊のことだったんですね。

京：家の人が次々に自殺したのも、この子が原因だったのかな。

ＫＰ：それはなんともいえないが、家族がこのような姿になってしまったことへのショックは想像しがたいものがあるだろうな。

辰巳：「葬られもせずに、こんなところに閉じ込められていたとはなぁ。サトさん、かわいそうに……」

佐々原：落ち込んでいる辰巳先生には悪いんですが、蔵の様子を調べてみたいのですが。

ＫＰ：うん、さやかちゃんが窓から見たとおり、蔵の壁にはたくさんの紙が貼られている。あと、サトさんのミイラには、でんでん太鼓とお菓子などが供えられているな。だいぶ古いものだけど。

佐々原：もしかして、このでんでん太鼓は、この赤ん坊を模したものだったのかもしれませんね。なんか見た目が似てません？

ＫＰ：おっ、さすが鋭いね。

京：そういえば、外で遊べない孫の代わりに、米作が子供たちに配ったっていってましたっけ。

佐々原：子供たちと一緒に遊ばせてやろうって思いだったのでしょう。

さやか：切ない話ですね。

京：私は貼られている紙を調べてみますが。

ＫＰ：古い中国語の本から切り抜かれたページを、糊で貼ったみたいだね。

京：「辰巳先生……辰巳先生……この紙が『ルルイエ異本』のものかどうか見てもらえませんか？」

辰巳：「う、うん……わかった」

京：うーん、落ち込んでいる辰巳先生の姿には心が痛みますね。

佐々原：京ちゃん、いまが辰巳先生を籠ろう絡らくするチャンス（笑）。

京：さすがにこの雰囲気では、そんな気も起きません。

ＫＰ：辰巳先生が見るのならば、ロールをする必要もない。羽土のノートに書き写された中国語と符合するな。例の「鬼歹老海」という単語が目立つ気がする。

辰巳：──だそうだ。

京：なんの意味があったんでしょうね？

佐々原：結界みたいなものじゃないですか。ハスターに対抗できるのはクトゥルフみたいな（笑）。

京：魔道書のページに、そんな力があるのかなぁ？

辰巳：魔道書自体が魔力を持っているみたいなこともあるようだけど。

佐々原：それで女の子に変身したりするんですね！（笑）

ＫＰ：君は黙っていなさい（笑）。

京：クトゥルフの力を借りて、ハスターの落とし子を閉じ込めておいたとかですかね？

辰巳：サトさんの子供をそんなものだと思いたくはないが……そうかもしれんな。とにかく、あとでサトさんはきちんと弔ってやらねば。

ＫＰ：さて、外で見張りをしているさやかちゃんは、そろそろ〈聞き耳〉ロールをしてもらおうか。

さやか：むむっ、誰か来たかな。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：屋敷の外から、でんでん太鼓の音が聞こえてくる。その音は徐々に近づいてくるようだぞ。

さやか：蔵の中に声をかけます。「みなさん、村の人たちが来たようです！」

辰巳：「いかんな、すぐに逃げ出さねば」

ＫＰ：いま門から外に出たら、鉢合わせになるかもよ？

佐々原：蔵の中に隠れます？

さやか：逃げ場がなくなるのは嫌ですよ～。

ＫＰ：広い敷地だから、隠れられる場所はたくさんあるけどね。もたもたしていると、村人たちが来ちゃうぞ。

佐々原：でも、〈隠れる〉は苦手なんですが……。

辰巳：相手もまさか隠れているとは思うまい。駄目元でロールはして、せめて隠れる努力だけはしておこう。

ＫＰ：じゃあ、みんなロールをしてみてくれ。

京：コロコロ……成功したのは、私とさやかちゃんだけですね。

辰巳：二人成功していれば上等だろう。

ＫＰ：では……門から喪服に身を包み、笠をかぶった村人たちが、二列に並んで入ってきたぞ。

さやか：ゴクリ……いよいよ、クライマックス？




その湖の名は




ＫＰ：喪服の行列の先頭には刈部爺さんが立って、でんでん太鼓をたたいている。その後ろには刈部婆さんが入っていると思われる棺桶を担いだ老人たちが続く。真っ白い雪の中で、真っ黒い人影が、一言も声を発することなく列になって歩き、でんでん太鼓の音のみが寂しげに響くその光景は、どこか現実とは思えないものだった。

佐々原：村人は何人ぐらいなんですか？

ＫＰ：十四人ほどいるな。みんな老人ばかりだね。

佐々原：刈部婆さんを入れて、十五人の村人が勢ぞろいということですね。

ＫＰ：老人たちは棺桶を庭石の間に、そっと置いて、丸く取り囲んだ。また、二人の村人が無言のまま母屋の方に入っていく。

京：その庭石って……もしかして、九つあって、Ｖの字に並んでいたりしませんか？

ＫＰ：ん～、並んでいるねぇ（笑）。

京：やっぱりハスターのようですね……。

辰巳：ここは見守るしかないな。なにかやばいことを始めるようだったら止めに入ろう。

佐々原：相手は十四人もいるんですよ。

辰巳：刈部さんの様子を見るかぎりじゃあ、邪魔をしたからといって、いきなり襲ってくるようなことはないだろう。

佐々原：そうでしょうか……？

辰巳：そう信じたいね。

ＫＰ：君たちがじっと見守っていると、やがて母屋の縁側の板戸が開いて、村人たちが奥から何者かを連れ出してきた。

佐々原：福助様ですか？

ＫＰ：そのとおり。それはさやかちゃんたちが見た、例の紅白の着物を頭から羽織ったなにかだ。うずくまった人間ぐらいの大きさで、着物の袖に隠れた両腕を二人の老人につかまれて半ば引きずられるようにしている。

さやか：あれが羽土さんなんでしょうか……？

ＫＰ：老人たちは、そいつを縁側まで連れてくると、みんなに見せるように着物をめくり上げる。

京：や、やめて～、見せないで～！（泣）

ＫＰ：それは異様に巨大な頭を持った人間だった。ただし、両手両足は骨がなくなったようにくたっとしており、大きな頭を支えきれないのか前屈みになっている。着物に隠れてよく見えないが、胴体もまるで水の入ったビニールのように形を失っている。その異様な姿は、どこか福助を思わせるようでもあり、また丸い頭とヒモのような手足はでんでん太鼓のようにも見えた……さあ、〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

辰巳＆さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：成功しても正気度１ポイントの喪失だな。

辰巳：うっ、ゼロじゃないのか。残り正気度48ポイント。

さやか：私は残り正気度69ポイントです。

京＆佐々原：コロコロ……失敗です！

ＫＰ：失敗したら、１Ｄ６ポイントの正気度喪失だよ。

佐々原：コロコロ……２ポイント喪失。残りは61ポイントです。

京：ううっ、４ポイント以上で不定の狂気に陥ります。

さやか：ええっ、もうそんな切羽詰まっているんですか？

京：だから、さやかちゃんとは生まれつきの正気度が違うの！（泣）


ＫＰ：あいかわらず、京の正気度は熱いねぇ～！（笑）

京：ここで正気を失いたくないなぁ。コロコロ……よしっ、１ポイントで済んだ。残りは24です！

ＫＰ：なんだ、誰も狂気に陥らなかったのか、つまらないの（笑）。

京：悲鳴を堪えて、状況を観察していますよ。

ＫＰ：うむ、その連れ出された生き物は、さやかちゃんが何度か聞いた「ぷーぷー」という声を出している。みんな〈アイデア〉をしてみていいよ。

さやか：コロコロ……佐々原さん以外、みんな成功ですね。

ＫＰ：成功した人は、あの生き物がなにやら嫌がっているようにも見える。膨れあがった頭の肉に顔が押しつぶされて声をうまく発することができないのだろうが、あの「ぷーぷー」という声は、なにかを訴えかけているようにも聞こえるね。

さやか：嫌がっているって、どういうことでしょう？

佐々原：羽土は無理矢理、あんな姿にされてしまったとか？

さやか：でも、なんのために？

佐々原：それはわからないけど……このまま見守っていてよいのでしょうか？

辰巳：うーむ、出るタイミングが難しいな。

ＫＰ：村人たちはその生き物が姿を現すと、でんでん太鼓をたたきながら「おお、福助様……福助様」と、まるで神様を崇めるように祈りを捧げる。

辰巳：やはりあれが福助の正体か……。

ＫＰ：そして、刈部爺さんは懐から一冊のノートを取り出した。羽土の荷物にあったノートと同じメーカーのものだけど、表紙の色が違うね。

辰巳：あれがもう一冊の、『ルルイエ異本』の翻訳ノート？

京：あっちには、名状し難きもののことが書いてあるはずなんですよね。

ＫＰ：刈部爺さんは「福助様、ワシらはあなた様を閉じ込めたりはいたしません。この村に福をもたらしてくだされ。寂しさから、痛みから、悲しみから、すべてから解放してくだされ」と訴えながらノートを開く。

さやか：「ちょっと待ったぁ！」

京：うわっ、さやかちゃんが飛び出した!?

さやか：「なにをしようとしているかわかりませんが、そんなことはやめてください！」

ＫＰ：なにをしているのかわからないのに、なぜ止める？（笑）

さやか：だって、悪いことをしていることは間違いないじゃないですか。福助様だって嫌がっているみたいだし。

ＫＰ：さやかちゃんの登場に刈部爺さんは驚いたようだったが、やがて穏やかな笑みを浮かべると「お嬢ちゃん、もう遅いんじゃ……なにもかもが遅いんじゃ」と首を横に振る。その表情は、さやかちゃんの知っている刈部爺さんとなにも変わりはない。決して、狂信者のものとは思えないな。

さやか：「なにも遅くなんかないですよ！」

ＫＰ：「もう、ワシらは耐えられんのじゃ。一人の寂しさも、腰の痛みも、村が滅びていく姿を見続けるのも……」

さやか：「そんなっ！　お爺ちゃんは、村おこしをしようと頑張っていたじゃないですか？」

ＫＰ：「せっかく東京から偉い人に来てもらったが、わかったのは望みがないということだけじゃったよ。この村は古くて役にも立たないガラクタじゃそうな……戦争が終わって、苦しい時代を乗り越えて、ワシらはいったいなにを守ってきたのかのぉ？」

辰巳：くそっ、長竿くんを村に派遣したのは間違いだったか……。

ＫＰ：「だが、いまになって福助様が再び村にやってきてくれた。もう、ワシらは間違えない。米作さんのように、福助様を閉じ込め、村を傾かせたりはしない。福助様、すべてを捧げます。ワシらをこの苦しみからお救いくだされ……痛みも、寂しさもないところへ連れて行ってくだされ！」

さやか：「そんなこと福助様──いいえ、羽土さんは願っていません。そこにいる福助様の正体は、羽土さんなんでしょう!?」

ＫＰ：すると、福助は触手のようになった腕をニョロニョロ動かして、「ぷーぷー」という哀れさすら感じさせる声をあげる。もしかすると、風呂場でさやかちゃんを襲ったのも、君に助けを求めていたのかもしれないな。

さやか：この羽土さんって、助けてあげられるのでしょうか？

京：こうなったら、元の姿に戻れるとは思えないけど……。

ＫＰ：「願っていないじゃと……そんなことはない。よく見ているがいい」と、刈部爺さんは今度は手にブローチを持って、天にかざした。

京：あれは黄色の印？

ＫＰ：「東京の男が持ち帰った、田通家の宝じゃあ。福助様が取り戻してくれたものじゃあ！」

さやか：じゃあ、あのビヤーキーは羽土さんが差し向けたものだったってこと？

佐々原：やっぱり、羽土もハスター信者ってことか。

さやか：でも、なんか儀式をするのを嫌がっているって……。

ＫＰ：刈部爺さんが黄色の印を天にかざすと、昼間からずっと空を覆っていた薄い雪雲が晴れていき、満天の星空が見えてくる。その中でひときわ目立つ、オレンジ色の禍々しい輝きを発する星こそはアルデバラン──童歌にも唄われていたあとぼしだ！

佐々原：アルデバランが出ちゃった……激しく嫌な予感！

ＫＰ：その予感は的中するよ。アルデバランが天に見えたとたん、「ぷーぷー」といっていた福助の様子が豹変する。先程までの哀れさを感じさせる姿から、なにか猛々しい、いうなれば吹き荒れる暴風を思わせるような気配を発するようになる。

京：吹き荒れる暴風……って（泣）。

ＫＰ：まるでなにか別のモノがとりついてしまったかのようだね。おそらくは、いまの状態が村人たちのいう本当の福助様なのだろう。君たちもいままでにない圧倒的な迫力を感じる。

京：もう駄目かも、もう駄目かも……。

ＫＰ：刈部爺さんは「黄色の印、九つの列石、あとぼし、これでノートにあった儀式に必要なものはすべてそろいましたぞ！」と、福助に呼びかける。すると、それに応ずるように、福助は骨のない両手をアルデバランへと差し伸ばし、くぐもった声で「イア・イア・ハスター！　ウグ！　ウグ！　イア・ハスター・クフアヤク・ブルグトム・ブグトラグルン・ブルグトム！」と唱え始める。

さやか：ど、どうしたら止められるんでしょう。全員、蹴り倒しますか!?

辰巳：さすがに十四人を相手には戦えないだろう。さやかちゃんはともかく、ワシらはまったく戦力にならないし。

京：ここは逃げますか？

辰巳：それがいいような気もするが……それでいいのかという気もする。

ＫＰ：彼らの詠唱が始まると、村全体に恐るべき変化が起きる。この村が山に囲まれた縦穴の中にあるような地形だとは、前にいったと思うけど──。

京：そうでしたね。

ＫＰ：信じがたいことに、周囲にある山々から大量の水がどうどうと流れ込んできて、村全体をのみ込んでいくのだ。この屋敷は村の中ではいちばん高い位置にあるから、大量の水に沈んでいく村を見下ろす形になるな。

さやか：こっ、これはなにが起きているのでしょう!?

ＫＰ：さやかちゃんがぼうぜんとしている間に、村全体がまるで湖のようになっていくね。満天の星空を映し出す、冷たい美しさを持った白く凍てついた湖だ。

京：まさか、これはハリ湖？

さやか：ハリ湖ってなんですか？

京：ハスターが棲んでいるといわれる──。

ＫＰ：その通りだ──やがてその湖面がさざ波を立て始め、水の中から幾本もの細長い触肢が、まるで星をつかもうとしているかのように、天へと伸びていく。

京：来る、やつが来る！（泣）

ＫＰ：そして、それらの触肢に囲まれた湖面の中央にひときわ大きな泡がわき上がったかと思うと、悪夢の中でしか存在しないようなおぞましきものが浮上をしてきた。巨大に膨れあがった頭、その内側に隠された顔……しかし、君たちはとてもその内側にあるものを見ることはできなかった。名状し難きもの──その正体を知ることは、人間の脆弱な精神にはとても耐え切れぬものであると、本能が見ることを拒絶していたからだ。さあ、このキャンペーン最大の〈正気度〉ロール、魂を込めてやってもらおうか！

さやか：アレがハスター様なんですか!?（泣）

佐々原：失敗したらＤ１００喪失するという、アレですね。

さやか：いやぁ～～っ！（泣）

ＫＰ：騒いでないで、順番にロールしていきなさい。

辰巳：よ～し、まずはこのワシから。コロコロ……よしっ、成功したぁ！

ＫＰ：成功しても、１Ｄ10の正気度喪失だけどね。

さやか：せ、成功してもそんなに減るんですか!?

ＫＰ：いや、十分の一の喪失量になるんだから喜んでくれないと。

さやか：全然うれしくありません！

辰巳：ここで７以上だと不定の狂気になるのか。結構、ギリギリな感じだな。コロコロ……３ポイント喪失。残り正気度は45。よーし、なんとか正気でいられたぞ！

佐々原：ほっ、〈精神分析〉が使える辰巳先生が正気でいてくれれば、ひとまずは安心してロールができます。

辰巳：しかし、いくらワシでも正気度ゼロは治せないからな（笑）。

佐々原：今回、ボクは〈正気度〉ロールが失敗続きなんですよね。そろそろ成功するはず。コロコロ……よし、成功しました。正気度喪失は、コロコロ……ボクも３ポイント喪失。なんとか乗り切ったぁ～！

ＫＰ：これで二人が正気のままか。なんか流れがいいな。

京：いや、私が残っていますから……（泣）。

さやか：京さんは最後まで取っておいて、お次は私がロールしま～す。コロコロ……よっし、成功です。

ＫＰ：うーん、さやかちゃんは本当に〈正気度〉ロールに強いなぁ。

京：平然と成功させますよね。そこにシビれる、あこがれるぅ（笑）。

さやか：さて、喪失するポイントは、コロコロ……うそっ、８ポイント!? 　残り正気度は61です。

ＫＰ：おやおや、一度に５ポイント以上の正気度を喪失したから、一時的狂気の可能性があるぞ。〈アイデア〉ロールをしてみてくれ。

さやか：このロールは成功すると、狂気に陥るんですよね……って、私の〈アイデア〉は75％もあるし！（泣）

ＫＰ：さて、宇宙的恐怖に気づいてしまうかどうか……？（笑）

さやか：コロコロ……うわーん、気づいてしまいましたぁ！

ＫＰ：じゃあ、ようやくさやかちゃんも〈クトゥルフ神話〉を５％獲得して、こっち側の人間になったぞ（笑）。

さやか：とうとう魂が汚れてしまいました～。

ＫＰ：狂気の内容を決定しようかな。コロコロ……なるほど、さやかちゃんは、金切り声をあげてパニック状態に陥るだけだね。

辰巳：いきなり暴れ出すとかじゃなくてよかったな。

佐々原：さやかちゃんが蹴ってきたら、手に負えないですものね（笑）。

ＫＰ：さらに狂人の洞察力が発揮されるかどうかのロールをどうぞ。

さやか：Ｄ１００で［ＩＮＴ × ５］以上を出すと発揮するんでしたよね。コロコロ……あっ、洞察しましたよ。

ＫＰ：では、さやかちゃんは湖から現れたものこそが、るるいえ堂に並べられた怪しげな書物などで言及されている、人間の理解の範疇を超えた強大な存在であることを察する。そのものにとって、ここにいるわれわれは塵ちり芥あくたに過ぎない。男だろうが、女だろうが、子供だろうが、老人だろうが、区別なく、差別もなく、すべて等しく無価値なもの。しかしながら、その絶対的な平等な態度こそが、それを神と呼ぶにふさわしいものだと悟るのだった。

さやか：「あれは恐ろしいモノです。あれの前では、私たちなんてゴミみたいなものなんですよ！　キャーー！」

佐々原：さやかちゃんが壊れた！

辰巳：だが、言っていることは正しいぞ！（笑）

ＫＰ：じゃあ、本日のメインイベント。京の〈正気度〉ロールをいってみようか！

京：ダイスに気合いを込めて～！　コロコロ……はぎゃあ、失敗!?

全員：…………（重苦しい沈黙）。

さやか：で、でも、このあとで24以下を出せば！

京：どうせなら、最初に出したかったけどね……。

全員：…………（重苦しい沈黙）。

ＫＰ：とにかく、正気度喪失のポイントを決定してもらおうか。失敗したからＤ１００の喪失だよ。

さやか：私、Ｄ１００の正気度喪失って初めて見ます。

佐々原：ボクも初めてかも。

辰巳：ワシもひさしぶりだなぁ。

京：私だって自分がロールするのは初めてです。

ＫＰ：まあ、キャンペーンの最終回とか、よっぽどのときしかないからねぇ。海外のシナリオだと結構あったりするけど（笑）。

京：とりあえず２以下を希望！　コロコロ……はぐっ、33！

さやか：京さ～ん！（泣き笑い）

佐々原：正気度ゼロ！

京：やってしまった……（虚脱状態）。

ＫＰ：まあ、よくここまで頑張ったといえるだろう。

佐々原：これって探索者シートをキーパーに取り上げられてしまうんですか？

ＫＰ：そうとも限らないけどね。不定の狂気のように、自分の心の中の論理に従って行動をしても構わない。ただし、行動内容によってはキーパーがそれを認めないこともある。

佐々原：へえ、そうなんですか。

ＫＰ：あと、もはやそのキャラクターは探索者ではないので、このシナリオを生き残ったとしても、次のシナリオに参加することはできない。シナリオ終了後、生きた屍となるか、探索者にとっての新たな脅威となるか、それはプレイヤーのロールプレイに任されるわけだ。

京：ど、どうしよう。次の行動がなにも思いつかない。

ＫＰ：傍目には正気のように見えないでもないから、面白いことを思いつくまで普通に行動していてもいいよ。

京：うーん、面白いこと……面白いこと。

ＫＰ：ちなみに、このあとこんなイベントがある（ヒソヒソ）。

さやか：うわっ、キーパーが耳打ちをしている（笑）。

佐々原：もはや、サブ・キーパー扱い？（笑）

京：うーん、だったらいまは静かにしていましょうかね。目だけが妙に虚ろですが。

佐々原：ど、どんなイベントがあるのかなぁ……ドキドキ。

京：それは内緒です。佐々原くんも、私と同じステージにまで達すれば天からの声が聞こえてくるはずです（笑）。

佐々原：それは嫌だぁ～（笑）。

ＫＰ：状況を整理すると、辰巳先生と佐々原は正気のまま。さやかちゃんは現れたのが神であることを悟り、金切り声をあげてパニック。そして、こういうときいちばん大騒ぎをするはずの京は、なぜか虚ろな目をして冷静でいる──ってところか。

京：うーふふふ、すべてが……すべてが見える。

ＫＰ：ちなみに村人たちは、神の降臨を前にして「おお、神よ……ワシらを御許へ連れて行ってくだされ」と、ひざまずいて懇願をしている。

さやか：このお爺さんたちは、もう助けられないのでしょうか。

ＫＰ：みんなそろってハラハラと涙を流している顔は、まるで幼子のように晴れやかで、もはやさやかちゃんの言葉が入り込む余地はないかのように思えるな。「ぱらいそさ行くだ！」みたいな感じで。

辰巳：いうと思った……（笑）。

さやか：それに、私はパニック状態ですしね……。

ＫＰ：するとその声を聞き入れたのか、湖に現れたハスターはその触肢を屋敷に目がけて伸ばす。かなりの距離があるにもかかわらず、その触肢は一瞬で君たちのところまで届いて、無慈悲な平等さで誰かを摑み上げる（といいながら、Ｄ20を用意する）。

さやか：へっ、そのダイスって、まさか!?

ＫＰ：１が辰巳先生、２がさやかちゃん、３が佐々原、４が京、そのほかの出目は村人の誰かってことで。

辰巳：ちょうどここに二十人いるのか！（笑）

ＫＰ：完全ランダム、オープンダイスで犠牲者を決定します。

佐々原：あなたは鬼ですか!?

ＫＰ：ちなみに、ハスター様の触肢の命中率は１００％。ダメージは死です。

佐々原：つまり、五分の一の確率で探索者の誰かが死ぬってことですか!?

ＫＰ：大丈夫、〈回避〉はできるから。

さやか：ちっとも大丈夫じゃな～い！（泣）

ＫＰ：せっかく神様が来てくれたんだ。このぐらい無慈悲なイベントがひとつぐらいあった方が盛り上がるってものだろう……さあ、行くぞ！

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：コロコロ……おっ、14か。

全員：ほっ……！

ＫＰ：よかったね、触肢に連れ去られたのは、村人の誰かだ。彼は触肢に触れられたとたん、一瞬で遠くのハスターの御許にまで運ばれて……ちゅるんと口の中に入れられた。

佐々原：ちゅるんとされた～！（泣）

ＫＰ：しかしながら、刈部爺さんを始めとする村人たちは「イア・イア・ハスター！」とかいいながら、すべてから解放されたような歓喜の表情で、両手を広げてハスターを招き入れている。

さやか：本当に、このお爺さんたちを助けるのは無理なんですか……？

ＫＰ：長年の絶望は、ゆっくりと人の精神を蝕み、乾いた土塊のように脆くしていくものなのさ。残念ながら、もはや彼らをこちら側へ引き戻すことは不可能なのだろう。きっと、刈部婆さんの死が、最後の引き金となったんだろうな。

さやか：そんな……切なすぎます。

ＫＰ：さて……それはさておき、次は一九人しかいないから、Ｄ20で20が出たら振り直しとしようかな（笑）。

佐々原：いやいやっ、その前に逃げますってば！

辰巳：しかし、どこに逃げる……。

京：私はここで神様に祝福を受けながら、辰巳先生と一緒に遠くに旅立つのもよいかと思っていますが。

辰巳：だが断る！（笑）

さやか：あそこじゃないですか、あそこ……（パニック状態なので、あまり行動に関する発言をしないようにしている）。

佐々原：もしかして、蔵の中？

さやか：そうそう、誰か私も連れて行ってください～。

辰巳：うーむ、「鬼歹老海」のページが、ハスターから守ってくれるかもってことか……？

佐々原：思い返してみると、それ以外、逃げられそうな場所はありませんしね。そもそも、この村に来てから、刈部さんの家と、この屋敷にしか来ていないし。もはや選択肢はないかと。

辰巳：よし、蔵の中に立てこもるか。

京：じゃあ、私も辰巳先生の後ろにピッタリとくっついて行きますよ。うふふー。

辰巳：なにやら、京くんの様子が、いつも以上に変なのだが……。

佐々原：京さんはいつも異常で変ですよ（笑）。

辰巳：うむむむむむっ！（笑）










　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「ハスター」




　　　　　　　どうも、好きな神格はツァトゥグァな、京です。

　　　　　　　今回のリプレイで、何度も登場したハスターという名前──いまさらながらご説明をさせていただきます。

　　　　　　「名状し難きもの」とも呼ばれる、正真正銘、紛うことなき神様なのですが、その別名通り、どんな存在なのかはいまいちわかっていません。それでもいろいろな作品で言及されているおかげでイメージは膨らませやすく、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』にはよく登場する神格の一柱だったりします。

　　　　　　　その姿形も明確ではありませんが、骨のない手足をもったタコだとか、トカゲだともいわれていますね。

　　　　　　　「ハスターの帰還」という小説のおかげで、クトゥルフと仲が悪いのではともささやかれています。もっとも、神様同士の関係など、人間には理解の範はん疇ちゅうを超えたものでしょうけど。

　　　　　　　そんなハスターは、アルデバランや、異界にあるハリ湖に棲んでいるといわれていますが、Ｖの字に並べられた九つの巨石のもとで儀式をすることで、案外と簡単に地球に招来することができます。

　　　　　　　ハスター信者は地球上にも多くいるそうなので、もしも九つの巨石を見かけたらご用心ですよ!?







　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「名状し難い憑依者」




　　　　　　　どうも、好きな小説は中島敦の『弟子』な、京です。

　　　　　　　福助の正体は、名状し難い憑依者というクリーチャーでした。ハスターと誓約を結んだ人間は、いつかこのような姿になって精神を乗っ取られてしまうそうなのです。『マレウス・モンストロルム』の方に詳しいデータが載っているらしいのですが、私もさすがにそこまでは覚えていませんでしたね。

　　　　　　　リプレイでは言及されませんでしたが、羽土さんは『ルルイエ異本』にあった儀式で、ハスターとの誓約を結んでしまい福助──すなわち、名状し難い憑依者に変異してしまったのです。

　　　　　　　このクリーチャーは、アルデバランが空に輝いているときしか行動はできないそうですが、85％で探索者を即死させる攻撃か、相手に与えたダメージ・ポイントを自分のＳＴＲかＳＩＺに変換してしまうという冗談みたいな攻撃をしてきます。

　　　　　　　大量のダメージをＳＩＺに変換した名状し難い憑依者は、やがてはハスター御大と同じぐらいの大きさとなって、神の写し身となるのかもしませんね……。







　　　　　◆京のワンポイントご奉仕「正気度ゼロ」




　　　　　　　どうも、好きな男性は辰巳先生な、京です。

　　　　　　　とうとう、私の正気度がゼロになってしまいました。それは自動的に永久的狂気に陥ることを意味しています。

　　　　　　　そうなった探索者は、一生涯狂気に陥るか、数年間の精神療養所の入院が必要となります。どちらにせよ、そのキャラクターが探索者として復帰することはほぼ不可能です。探索者にふさわしい人間らしい魂は、完全に打ち砕かれてしまったからです。

　　　　　　　永久的狂気になった探索者をどのようにロールプレイするかは、とても難しいことです。

　　　　　　　正気度がゼロになるような大イベントの最中、仲間に敵か味方かわからない存在が生まれることは、ゲームにとんでもない不確定要素を生み出すことになります。それはシーンを盛り上げるスパイスにも、滅茶苦茶にする劇薬にもなることでしょう。

　　　　　　　私も正気度ゼロになったのは初めてなので、あまり役に立つアドバイスはできないのですが、いきなり自分勝手な行動をするよりは、キーパーも含めてみんなと相談をしながらゲームがいちばん盛り上がるような行動をするのがよいかと思います。やっぱり、ゲームはみんなで楽しむものですからね。

　　　　　　　正気度ゼロになったのならば、みんなの記憶に残るような、最後の一花を咲かせてみたいものです。






再会は別れのとき




ＫＰ：じゃあ、襲い来るハスターの触肢から逃れるために、蔵の中に飛び込んだわけだが……。

さやか：辰巳先生、〈精神分析〉をお願いします。

辰巳：さやかちゃん、落ち着きたまえ。コロコロ……よし、成功だ。

ＫＰ：では、さやかちゃんは落ち着きを取り戻すが……えーと、君は蔵に入るのは初めてだね。

さやか：そういえば、そうですね。さっきは見張りで外にいたし。

佐々原：ミイラを見て、〈正気度〉ロールをしないと。

さやか：ええ～っ、いま正気に戻ったばかりなのに～！

ＫＰ：ミイラ……なんのことをいっているのかね？

佐々原：ええっ!?

ＫＰ：さやかちゃんは蔵の奥の暗がりに、君たち以外の誰かがいるのに気づくよ。

さやか：「ど、どなたさまでしょう？」

ＫＰ：それは白い着物を着た、美しい女性のように見える。彼女はさやかちゃんの隣にいる辰巳先生にほほ笑みかけると「もしかして、源吾郎くんなの？」と澄んだ声で問いかけてくる。

辰巳：「サトさん!?」

ＫＰ：「ああ、やっぱり源吾郎くんなのね。すっかり立派になって見違えちゃったわ」といいながら、暗がりから出てきたのは、確かに辰巳先生の記憶の中にあるサトだった。

辰巳：「おお、サトさん……ボクです、源吾郎です！」

佐々原：ハスター様の力でよみがえった？

京：「辰巳先生があんなうれしそうな顔を……彼女はいったい……？」

ＫＰ：ただし、辰巳先生が見覚えのあるサトの姿は上半身だけだった。その下半身にはあの湖から現れた神の姿にも似た、大きく膨れあがった頭と、ヒモのようにぺちゃんこの触肢を持った赤ん坊が顔を出して「ぷきゃー、ぷぎゃー」と耳を覆いたくなるようなおぞましい泣き声をあげている。

辰巳：うぐっ……！

ＫＰ：さあ、〈正気度〉ロールをしてくれたまえ。辰巳先生は特別に喪失ポイントが増大するから気をつけて。

辰巳：そりゃあそうだろうなぁ。かなりショックだよ。

ＫＰ：あと、京は特別に〈正気度〉ロールはしないでいいよ☆

京：わーい、わーい（笑）。

佐々原：すごいなぁ。〈正気度〉ロールが免除されるなんて。

京：でも、ちっともうれしくないから！（泣）

佐々原＆さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：成功は１ポイントの正気度喪失だよ。

佐々原：ボクは残り正気度57ポイント。なんとか乗り切ったかな？

さやか：私は60ポイントですね。

辰巳：コロコロ……ワシも成功したぞ！

ＫＰ：辰巳先生の場合は、１Ｄ３ポイントの喪失だ。

辰巳：まあ、そのぐらいは覚悟している。コロコロ……３ポイント喪失。残り正気度は42。

ＫＰ：ここは失敗して、辰巳先生が狂気に陥ったら、京との三つ巴で楽しかったのになぁ。

辰巳：知るか、ワシは最後まで生き残るぞ！

ＫＰ：サトさんは明かり取りの窓を見上げると「今日はなんていい天気なのかしら。ねえ、源吾郎くん、散歩に連れて行ったちょうだい。私が眠っていた間のこと、いろいろお話を聞きたいわ」と、辰巳先生に呼びかける。その窓には、オレンジ色のあとぼしが爛々と不気味に輝いているんだけどね。

佐々原：いま開けたら、ハスター様の触肢にちゅるんとされちゃいます！

さやか：罠です、これは罠です！

















辰巳：「いかん、サトさん。いま外に出てはいかん！」

ＫＰ：「どうしてなの、私とは一緒に行きたくないの？」

辰巳：いや、そうではなくて……とにかく、サトさんを押さえつけるぞ。

ＫＰ：じゃあ、辰巳先生の体に、サトの腹にくっついているやや子が「ぷぎゃー、ぷぎゃー」と泣きながら、触肢を伸ばす。その指と思われる部分の先には小さな口が開いていて、それらがヒルのように辰巳先生の体に食いついた。

辰巳：うっ、これはまずいかも……。

ＫＰ：触肢は辰巳先生の体から体液を吸引する。耐久力に５ポイントのダメージだ。

辰巳：きついな……だが、５ポイントなら気絶はしない。

ＫＰ：さらに、辰巳先生の体液を吸引したやや子は、突然、むくむくっと大きくなっていく。具体的にはＳＩＺが５ポイント増加して、さっきまで大きなスイカぐらいだったのに、いまは大人の人間ぐらいに膨れあがったぞ。

辰巳：げげげっ!?

ＫＰ：サトさんと変わらない大きさになったやや子は、骨のない腕をうねらせながら、自力で辰巳先生のことを押しつぶそうとしている。それはものすごい力だ！

佐々原：これは……とてもハスター様がいなくなるまでもちませんよ。

さやか：蹴りますか、蹴りますか!?

ＫＰ：うーん、直感的にわかるけど……戦って勝てる相手には見えないな。

京：私が扉を開けます（きっぱり）。

佐々原：ええ～っ!?

京：「傷つけられながらもサトさんを抱きしめる辰巳先生の姿に、本当の愛を知りました……私はそんな二人のために影ながらご奉仕を続けることにします」

さやか：「京さん、なにを!?」

京：「さあ、三人で行きましょう。神様も祝福してくださっています」と、扉を開けました。

ＫＰ：では、外からは一気に冷気が吹き込んできて、蔵の中を凍てつかせる。

佐々原：あわわっ、壁の『ルルイエ異本』のページを剝がして、自分の体に魔除けとして貼り付けます。

ＫＰ：なにをセコいことを……。

佐々原：生き残るための努力は惜しみません。壁にぴったりと張り付いて、ハスター様をやり過ごします（笑）。

ＫＰ：扉が開くと、サトさんの下半身に融合しているやや子は「ぷぎゃっ、ぷぎゃっ」とうれしそうな声をあげる。

京：「ほら、お子さんも喜んでらっしゃる（笑）」

ＫＰ：大きく成長したやや子は、ずりずりと外に向かって這いずっていく。当然、サトも辰巳先生も、それに引きずられていくような形になるな。

さやか：「このままじゃあ、辰巳先生が連れて行かれちゃう！」

京：「先生もそれを望んでらっしゃいます……」

さやか：「そうなんですか、辰巳先生？」

辰巳：「いや、ワシは……」

さやか：とにかく、行かせるわけにはいきません。強引に割り込んで扉を閉めます！

京：「邪魔をするなら、さやかちゃんでも許しませんよ？」と、いつものフライパンを構えます。

さやか：だったら、私もこの蹴りで京さんをおとなしくさせます！

ＫＰ：ええ～っ!?

さやか：〈マーシャルアーツ〉も使った、本気の空手キックでっ！（目が座っている）

全員：ええ～っ!?（笑）

さやか：大丈夫、最大ダメージが出なければ死にませんから。一撃で気絶させます！（本気の目である）

ＫＰ：了解した。ロールをどうぞ（状況が混乱しすぎて、どのように収拾をつけてよいのかキーパー自身も迷っている）。

さやか：コロコロ……成功！　ダメージは、コロコロ……12ポイント！

佐々原：じゅ、12ポイント!?

佐々原：おいおい、すっごいダメージが出たな。普通の人なら死ぬぞ!?

京：いや……残り耐久力が２になったので、ちょうど気絶ですね（笑）。

佐々原：さやかちゃん、怖え～っ！　もう、風呂をのぞくのはやめよう。

さやか：どうですか、この見事な峰打ち蹴り！（笑）

京：じゃあ、私はおとなしく気絶していますので、あとはよろしく……（バタリ）。

佐々原：それはそれで気楽だな。まあ、ゆっくりエンディングのことでも考えていてくれ。

京：……は～い。

佐々原：京が倒れたので、扉を閉めることはできるようになったが？

辰巳：いや……その前に、ワシは京くんの手当をしてやるため、サトさんから手を離そう。

佐々原：おおっ、初恋の人よりも、京ちゃんを選んだ？

辰巳：ああ、放っておくこともできまい。

佐々原：ふーむ、辰巳先生が離れていくと、サトさんは少しだけ名残惜しそうな顔をして、辰巳先生の指先を弱い力で握りしめる。

辰巳：「サトさん……」

佐々原：「源吾郎くん、駄目なの？」

辰巳：「やっぱり、ワシは一緒にいけないよ」と、サトさんの手をゆっくりと振り払おう。

佐々原：なるほど……すると、サトさんはニッコリとほほ笑んで、「そこの彼女のため？」と、京に視線を送る。

京：蹴り倒されていますけどね（笑）。

辰巳：なぜ、そんな答えづらいことを尋ねるんだ……！（笑）

佐々原：〈心理学〉ロールに成功したのさ（笑）。

辰巳：「いや、それは……そういうわけじゃないんだが……」

佐々原：いい歳をして、照れる爺さん（笑）。

辰巳：うるさいっ！

ＫＰ／サト：「……いいのよ、いつのまにか源吾郎くんも大人になったのね」

辰巳：「ええ、もうすっかり爺さんになってしまったがね」と、肩をすくめよう。

ＫＰ：ずっと眠り続けてきたサトの目には、君はいつまでも少年の姿のままなのだろう。では、蔵の外に出たサトは、最後に振り向いて辰巳先生に手を振る。「また、会いましょうね」

辰巳：「いや……もう会えない。会えないんだよ、サトさん」

ＫＰ：そのとき、辰巳先生の目には、夏のあの日──日傘を差して歩くサトさんの姿と、いまのサトさんの姿が重なって見えた。

辰巳：「さらば、少年の日の思い出」

さやか：もう、扉を閉めますよ。

ＫＰ：扉が閉まる間際、辰巳先生はサトが遠くの空を見て、こうつぶやいているのを聞いた。「さあ、やや子や……あれが本当のお父さんよ」

辰巳：「……さようなら、サトさん」




おわりのはじまり




　かくして、蔵の中に閉じこもった探索者たちは、やがて窓から朝日が差し込んできたことに気づく。




佐々原：そろそろ平気だと思うので、扉を開けますよ……ギギィッ。

ＫＰ：そこは一面の銀世界だった。すべてが凍り付き、なにもかもが消え去っていた。田通家の屋敷、村の家々、代々受け継がれてきた田畑──入滑村のすべての景色が、根こそぎはぎ取られ、凍り付いた湖と変容していた。ただひとつ、氷の中にたたずむこの蔵を残して。

さやか：全部、ハスターが持っていっちゃったんですね。

ＫＰ：ああ、村人の望み通りにね。

さやか：こんなの納得できませんよ。

ＫＰ：そして、この事件以来、君たちはあとぼしの明るい夜にはあのでんでん太鼓の音が、どこからか聞こえてくる気がするようになったのだった……これで入滑村での奇妙な体験はおしまいだ。

辰巳：悲しい事件だったな……。




ＫＰ：さて、ハスターの御おん許もとから生還した探索者たちはＤ20の正気度を獲得する。

佐々原：Ｄ１００減らされて、Ｄ20しか回復しないとかありえないんですけど。

京：Ｄ１００減らされたのは、私だけなんですが……。

ＫＰ：もちろん、正気度ゼロの人は回復しない。

京：わかってますってば……とほほ（泣）。




　その結果、このような正気度の変化となった。





　さやか：シナリオ終了時60ポイント＋獲得９ポイント＝合計69ポイント（開始時からマイナス２ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時42ポイント＋獲得11ポイント＝合計53ポイント（開始時から＋４ポイント）

　京　　：シナリオ終了時０ポイント＋獲得０ポイント＝合計０ポイント（開始時からマイナス28ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時57ポイント＋獲得13ポイント＝合計70ポイント（開始時から＋４ポイント）






京：もしかして、さやかちゃんって全部の〈正気度〉ロールに成功してない？

さやか：あれっ、そういえばそうかも。

ＫＰ：おいおい、それってすごいな……。

辰巳：何気にワシも、今回のシナリオの〈正気度〉ロールはすべて成功しているぞ。

ＫＰ：ええっ、そうなの。だって正気度52スタートだったよね？

辰巳：うーむ、われながら素晴らしいダイス運だったな。おかげでなんとか黒字になった。

佐々原：もっと失敗していたら、大変なことになってましたね。辰巳先生にはショッキングなシーンばかりでしたし。

辰巳：うむ、本当にひどい目にあった気分だ。

京：ちなみに、私は今回のシナリオの〈正気度〉ロールはすべて失敗しています。

ＫＰ：うんうん、頑張った、頑張った（生暖かい目）。

さやか：でも、結局、京さんも一緒に東京に戻るんですよね。これからどうするんですか？

京：うーん、どうしようかなぁ。正直、なにも思いつかない。

ＫＰ：まあ、これでるるいえ堂にまつわるキャンペーンも一区切りだ。ちょっと休憩時間を取るから、みんなは今後の身の振り方を考えてくれ。




　　　　　◆◇◆




ＫＰ：じゃあ、順番に聞いていこう。いちばん簡単そうなのは佐々原かな？

佐々原：そうですね～。特に生活に変化はないので、これまで経験した異常な事件の影響が、徐々に小説の方にも影響を及ぼすという感じでしょうか。

ＫＰ：ホラー小説に転向するの？

佐々原：まずは歴史ラブロマンス物から、歴史に潜む怪異を描くような作風に変化していくということで……。

ＫＰ：なるほどね。

佐々原：それを書いたら、唯ゆい花かちゃんのところに行って、感想を求めるみたいな？

ＫＰ：幼なじみの智とも実みはまったく無視なんだ（笑）。

佐々原：えっ、いやいや、智実姉さんのところへはメシをたかりに行ってますよ。

ＫＰ：ああ、唯花ちゃんとは別腹なんだね（笑）。

佐々原：いやいや、恋愛面では智実姉さんの方が本命ですから。唯花ちゃんはファンですよ。ファンとして大事にしてあげるの！

さやか：ほっ、よかった。

ＫＰ：いやあ、こいつがそれで我慢するかねぇ（笑）。

佐々原：そんなわけで、るるいえ堂にも小説のネタを拾いに智実姉さんと一緒に通ったりしています。

辰巳：くそ～、なんか幸せそうだなぁ（笑）。




ＫＰ：次はさやかちゃんにしようか。

さやか：蘭弗叔父さんが帰ってくるのを待ちながら、るるいえ堂でお店番を続けていますよ。あとは、探偵を目指して頑張っているということで。

ＫＰ：そういえば、さやかちゃんは探偵にあこがれている設定だったっけ。すっかり忘れていたな（笑）。

さやか：今回の経験を活かして、学校の不思議な事件とか、相談を受けては解決しています。

佐々原：さやかちゃんが学園モノに移籍？（笑）

さやか：女子高生探偵として、推理も格闘もこなしますよ。

ＫＰ：いいねぇ、それ。このキャンペーンの続編が出るとしたら、そのコンセプトでいこう。

辰巳：ワシらが参加できないじゃないか！（笑）

佐々原：そこはそれ、教育実習生として潜入ですよ。

辰巳：簡単にいうけど、そんなの無理だから。ワシ、爺さんだし。




ＫＰ：それでは、辰巳先生の今後は？

辰巳：なんかいろいろひどい目に遭って、すっかり老け込んでしまったよ。

佐々原：初恋の人があれでは……トラウマですよね。

辰巳：あのような姿でミイラになっていただけでも十分にショッキングなのに、そのうえ生き返って、あんなことをいわれたら立ち直れないよ。もう、大学教授を引退しようかなぁ。

ＫＰ：あれ、隠居ですか？

京：ＪＯＪＯ第四部のジョースターぐらい老け込んでますね（笑）。

辰巳：いや……しかし、サトさんの誘いを断ってこちら側に残ったのだ。ならば、もっと前向きに頑張らねばならんな。

ＫＰ：じゃあ、いままで通り？

辰巳：うむ、ただし、これからはテレビ出演とかは自粛して、自分の研究にもっと精を出すことにしよう。

佐々原：さやかちゃんも高校に通うことを思い出したようですし、暇のときはるるいえ堂の店番をしながら、ボクと将棋でも指してくださいよ（笑）。

さやか：これからもよろしくお願いします、辰巳先生！

辰巳：わかった、わかった……って、結局、ほとんどいままで通りってことだな。

佐々原：それがいちばんですってば！




ＫＰ：さて、もはやいままで通りの生活には戻れない京は、どうするか決まったの？

京：いえいえ、表面上は正気を保っているように見えますから、いままで通り、辰巳先生にご奉仕をしていますよ。

佐々原：ええ～っ、そんなことできるんですか？

ＫＰ：まあ、正気度ゼロのＮＰＣと出会っても、そいつが正気か正気じゃないかは判別できないからね。根底では常に正気ではない人間の論理で行動しているのだろうけど、それが他人の尺度でも正常に見えるというのならば、まわりには気づかれないのだろう。

辰巳：言われてみれば、そうだな。

京：それで、こっそり辰巳先生の蔵書を、るるいえ堂から仕入れた魔道書に差し替えていくの。

佐々原：なんてことを！（笑）

ＫＰ：つまり、京はハスター信者になったってこと？

京：いや、そういうわけじゃないんですけど、世界の真理を知ってしまったので……辰巳先生にも私と同じことを知ってもらいたいなって（笑）。

ＫＰ：でも、〈クトゥルフ神話〉は辰巳先生の方が得意なんだよね。

佐々原：あっ、ホントだ（笑）。

京：じゃあ、辰巳先生と一緒に読んでますよ。「これ面白いんですよ」とかいいながら、読み終わった魔道書を勧めたりしています。

辰巳：まあ、ワシは京くんに勧められたら読んでしまうだろうな。もともと魔道書とかには興味があったし……。

佐々原：京さん、呪文を覚えて、ぐんぐん強くなっていきますね。

京：正気度を消費しないでいいから、たくさん呪文が使えます（笑）。

佐々原：つよ～い！

ＫＰ：けど、探索者じゃないから。もし次があったら、京はＮＰＣ扱いだから（笑）。

京：ともかく、これでいずれ、辰巳先生も私が到達した世界にやって来てくれることでしょう……そのときこそ、辰巳先生は私が真に奉仕するお方となるのです。うふふ～～っ（笑）。

ＫＰ：実は、いちばん近くに狂信者はいたのですってことか。まあ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』らしいエンディングともいえるかな。




さやか：そういえば、結局、蘭弗叔父さんは帰ってきませんでしたねぇ。

ＫＰ：うん、そんなさやかちゃんのところに、蘭弗叔父さんから荷物が届く。なんとエジプトからだよ。

さやか：「エジプトから!?　でもよかった、無事だったんだぁ」

ＫＰ：荷物の中には手紙が入っている。その内容は、事情があってしばらく戻れないという詫びの言葉だ。

辰巳：世界中を股にかけて、探索者として活躍中なのだろう（笑）。
















さやか：いつかきっと、蘭弗叔父さんと一緒に探索ができるような探索者になってみせます（笑）。

さやか：それで荷物というのは……？

ＫＰ：旅先で見つけた骨董品らしいね。るるいえ堂に並べてくれだって。

佐々原：なんか嫌な予感……（笑）。

ＫＰ：中を見ると、海の底で発見された彫像とか、鳥の頭を模した古いナイフとか、銀色のバケツとか、面白そうなものをたくさん入っているぞ。

さやか：うーん、受け取り拒否をしたいような（笑）。

ＫＰ：まあ、そんなわけで、まだまだるるいえ堂には事件が起きそうだね。ただし、それはまた別の機会にお話しするとしよう。

さやか：はーい。

ＫＰ：じゃあ、みなさんお疲れ様でした。

全員：お疲れ様でした～！







キャンペーン終了・みんなとの反省会




　ゲーム終了後、ボクたちはそのまま行きつけの中華料理店にて、キャンペーンの反省会を開くことにした。

　といっても、食べて、飲んで、騒ぐだけで、いつもの宴会と変わりないんだけどね。




ＫＰ：まずは、みなさんお疲れ様でした。乾杯！

全員：かんぱ～い！

ＫＰ：そして、京の新しい世界への旅立ちに。乾杯！（笑）

全員：かんぱ～い！（笑）

ＫＰ：いや～、見事に正気度ゼロになったねぇ（笑）。

京：これまで長く『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をしてきましたけど、正気度ゼロは初めてでしたよ。

ＫＰ：あれ、そうなんだ。ちょっと意外だな。

辰巳：ワシもなったことはないかもな。正気度ゼロになった探索者は何度も見たけど。

ＫＰ：企業イベントとか、コンベンションのときに使うシナリオは派手なのが受けるから、結構、正気度喪失Ｄ１００クラスのイベントを起こすんだけどね。

京：普通はキャンペーンの最終回とかの一大イベントですよね。

ＫＰ：まあね、今回は単発シナリオのキャンペーンだけど、一区切りをつけるということでハスター様を降臨させてみた。

さやか：やっぱりすごい破壊力ですね。成功しても１Ｄ10も減らされるなんて。

京：あ～あ、やっぱり最後まで探索者でいたかったなぁ。

辰巳：そりゃあそうだ（笑）。

京：あんまり気の利いたラストも思いつかなかったし。

ＫＰ：まあ、あんなところでいいんじゃないの。

佐々原：やっぱり、正気度ゼロのロールプレイは難しいですよ。

辰巳：不定の狂気とかなら、その後があるから、正気ではない行動をさせながらも、最終的にはなんとか生き残れる方法を考えるけど……正気度ゼロはそれでもうおしまいだからな。行動方針が見つからなくて迷うことはあるだろうな。

京：そうそう、いままで求めていた勝利条件が、ガラッと覆りますからね。意味もなく自殺行動を取るのも、なんか嫌だし……。

ＫＰ：その割には、最後に辰巳先生とハスターの元へ旅立とうとしていたじゃないか？

京：あれは、なんだか辰巳先生も精神的に追い詰められていたみたいだったので、いっそのこと私の手で楽にしてあげたくて（笑）。

佐々原：すごいヤンデレだっ！（笑）

ＫＰ：怖いよ、その発想。

京：でも、あのときは、なんかそれが正しい行動だと思ったんですよ。普段なら、正気を失ったからといっても、探索者同士が戦闘をするような流れは避けるのにな。

佐々原：さすがの京ちゃんもテンパってましたね。

辰巳：いや、実際、今日のシナリオはきつかったよ。何度もいうようだが、本当にひどい目に遭ったという感じだ。

京：なんとなく、辰巳先生もハスターの元に行きたいような雰囲気を漂わせていたと思うのですが。

辰巳：まあ、少しは思わないでもなかったが、ワシが一緒にハスターのもとに旅立っても、サトさんが救われるわけじゃあないしな。やはり、自殺はいかんよ、自殺は。

佐々原：辰巳先生の自己犠牲でなにかが解決するというのでしたら、それもアリの選択肢ですけどね。

辰巳：今回のシナリオは、そうではなかったからな。だから、自分が生き残る道を選んだ。

ＫＰ：うん、それでいいと思うよ。辰巳先生には、サトさんを見送ってくれれば、キーパーとしては十分だった。

辰巳：ＴＲＰＧだから正解なんてないんだろうけど、それまで積み上げてきたものをぶっ壊してしまうという最期は嫌だからな。

さやか：私は、京さんが正気度ゼロになっても辰巳先生の側にいるんですって終わり方は好きかも。なんか怖くて、それでいてちょっとおかしな感じで。

ＫＰ：うんうん、いろいろ想像が広がって、ボクもよいオチだったと思うよ。

辰巳：ワシの正気度が保てばいいんだけどな（笑）。

京：次のキャンペーンでもＮＰＣとして登場します。

ＫＰ：そしてラスボスになると（笑）。

辰巳：なんかそれもワシが嫌な気分になりそうなシナリオだなぁ（笑）。




ＫＰ：さて、第一話は閉鎖空間での推理物、第二話は猟奇スプラッター、第三話は因習のある寒村でのホラーというテーマだったんだけど。今回の話はどうだった？

さやか：刈部のお爺さんとお婆さんが切なかったです。なんとかできなかったんですかねぇ。

辰巳：ゲーム中にもキーパーがいっていたが、正気度が減ったというわけではなく、長年の絶望に押しつぶされてしまった人たちだったんだろうなぁ。

ＫＰ：高齢化社会と過疎化について切り込む、社会派クトゥルフを目指してみました（笑）。

辰巳：よくあるテーマとシチュエーションとはいえるが、前の二話と同様にわかりやすくはあったな。

ＫＰ：こういう雰囲気のシナリオなんだなって、プレイヤーたちに早めに伝えるのって大事だと思うんだよね。ロールプレイの指針にもなるし。

京：私たちのロールプレイって、シナリオの雰囲気にあまり左右されませんけどね。いつでもプロの探索者って感じで（笑）。

ＫＰ：それはいえてるな。反省しなさい（笑）。

佐々原：第三話は、これまでのシナリオと違って、あまり悩むところとか、探索するところがなかったですね。

ＫＰ：こういう雰囲気を楽しむシナリオも、たまにはいいものだろ。どうもボクは理屈っぽいシナリオばかりやっているような気もするし。

京：調査と推理の繰り返しなシナリオが好きですよね。理詰めでクリアーするような感じの。

佐々原：今回は、クライマックスのサトさんのくだりがよかったと思いますよ。だけど、辰巳先生の役はやりたくないな（笑）。

ＫＰ：ボクもプレイヤーだったら嫌だな。

辰巳：なら、なぜやらせる！（笑）

京：辰巳先生は第二話でも、元患者が猟奇殺人犯だったりして、いろいろ大変な目に遭わされてますよね。

佐々原：もしかして、これまでの事件は、すべて辰巳先生が原因なのでは……？（笑）

ＫＰ：確かに辰巳先生がらみのシナリオは多かったな。

辰巳：まったくだ、このキャンペーンはさやかちゃんがメインヒロインじゃなかったのか？

ＫＰ：メインはあくまでるるいえ堂だけどね。そこで起きた事件をみんなで解決するというのが基本テーマ。

さやか：おかげで、私は始終のんきにゲームができました（笑）。

ＫＰ：最後ぐらいはさやかちゃんメインのシナリオにしたかったんだけど、ちょっと世代が合わなくてね。

佐々原：今回のシナリオは、辰巳先生世代でないと嚙み合わないですね。

ＫＰ：かといって、一度思いついちゃったら、もうほかのシナリオを考える気はしないし（笑）。

佐々原：まあ、辰巳先生ぐらい人生経験がある人だからこそ、時間の流れを感じさせて、しんみりとしたオチになったのでは。

ＫＰ：おっ、いいこというねぇ（笑）。

辰巳：シナリオ自体は、探索者が行動しないでも状況が勝手に進む一本道だったけどな。

ＫＰ：雪の中の寒村、でんでん太鼓、童歌、絶望した老人たちという要素を盛り込んでいったら、なんかいつものような調査シナリオはいまいち相性が悪くなってきたものでね。

京：それはあるかも。調査とか推理が重要だと、効率のよい最善の行動ばかりを考えて、雰囲気を楽しむ余裕がなくなりますからね。

佐々原：特にボクらはそうなりがちですよね（笑）。

辰巳：うーん、確かにバランスが悪くなるかもな。こちらが探索をしなくても、イベントがさら～っと流れてクライマックスに向かっていく方が、雰囲気を楽しむにはよいのかもしれない。

佐々原：でも、ちょっとぐらいは推理する要素があった方が、ボクとしては楽しいですけどね。

ＫＰ：そこは福助の正体を推理するというところで満足してくれ。

佐々原：そういえば、なんで羽土はあんな姿に？

ＫＰ：まあ、よくあるパターンだけど、たまたま見つけた『ルルイエ異本』の儀式を興味本位で再現してみたら、ハスターに乗っ取られて名状し難い憑依者になってしまったってわけ。

辰巳：まったく余計なことを……。

ＫＰ：名状し難い憑依者になると、元の人格は消え去りハスターを信奉するだけのモノへと変容してしまう。だから、使役したビヤーキーで黄色の印を取り返して、ハスター招来の儀式を執り行なおうとしていたんだ。

辰巳：あのビヤーキーは、長竿が黄色の印を持っていなかったからって、今度はるるいえ堂に盗みに入っていたのか！（笑）

ＫＰ：ビヤーキーの頭のよさをバカにしちゃあいかんよ。ＩＮＴは人間と変わりないんだから。

佐々原：意外と働き者なんですね（笑）。

さやか：刈部お爺さんたちは、村の過疎に耐えられなくて、あんなことをしたんでしょうか。

ＫＰ：そうだね。変身した羽土を見つけたとき、米作の孫の福助が帰ってきたと思い込んでしまったんだ。そして、過疎化していく村と共に滅びていくいう悲しみと苦しみから解放してくれるように、すべてを捧げようとしたのさ。

辰巳：うーむ。

ＫＰ：彼らの行動を正気を失ったものと思うかどうかは、探索者次第ということで。




　　　　　◆◇◆




ＫＰ：ところで、このキャンペーンはひとまずおしまいだけど、全体の感想なんかもあったならどうぞ。

さやか：私は第三話の雰囲気が好きですけど、いちばん印象に残っているのは、第二話の鶴橋の家に潜入するシーンかな。

ＫＰ：それは意外だね。あんなグロいシーンなのに。

さやか：なにが起きるかわからないところを、こっそりと潜入していくってのは面白いですよね。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の場合、間違ったことをしていたらあっさりと死んでしまうかもって緊迫感があるので。

京：キーパーはどの行動が正解か知っているからそうは思わないでしょうけど、プレイヤーの方は自分のしている行動が正しいのかどうかわからなくて、いつもハラハラしてますからね。

ＫＰ：なるほど、なるほど。

京：私はシナリオ全体としては第二話がよくまとまっていたと思いますけど、シーンでいったら第三話でお婆さんの遺体をみんなが運んでいるところかな。

ＫＰ：ああ、あれはボクもやりたいシーンだった。

京：一面の雪景色に喪服姿のお年寄りが、棺桶を背負って、でんでん太鼓をたたいているって、なんか日本映画のワンシーンみたいで雰囲気あったと思いますよ。

ＫＰ：ありがとう。そういってもらえるとうれしいな。

佐々原：ボクも第二話が良かったかな。唯花ちゃんを助けられたのがよかったです。

ＫＰ：あれはホントに危なかったねぇ。たぶん、あと一回、〈登攀〉ロールに失敗していたら、大惨事が起きていたと思う。

辰巳：たぶん、ワシと佐々原が死んでいたような……。

ＫＰ：そうなったら、第三話はどんなゲームになっていたのやら……あまり考えたくないね。

京：辰巳先生に死なれると、私の立ち位置がわけわからなくなってしまいますよ。

佐々原：辰巳先生の仇を取るために、邪神ハンター・メイドになるという展開を希望します（笑）。

京：私はそんなに強くないから！　さやかちゃんの方が適任だから！（笑）

ＫＰ：辰巳先生はどのシーンが印象に残った？

辰巳：第二話、第三話とショッキングなことはたくさんあったが、一番はと問われたら、やはりティンダロスの猟犬にＰＯＷを吸われたこと？

全員：なんだそりゃあ～っ！（笑）

佐々原：いや、そりゃあＰＯＷを吸われるのは嫌でしょうけど、それが一番なんですか!?（笑）

辰巳：あのせいで、最大マジック・ポイントが減ってしまい、魔道書をたくさん読んで魔道士になるという計画が崩れてしまったからな。

佐々原：いいじゃないですか。そのせいで、最後まで正気を保てたのかもしれませんよ？

さやか：辰巳先生には、いつまでもいまのままでいてほしいです。

辰巳：うーむ、そのためには京くんをどうにかしてもらわないとな……（笑）。

さやか：やはり、次回のキャンペーンでは、京さんを倒すことが最終目的に（笑）。

ＫＰ：次回のキャンペーンという話題が出たけど、今回の三つのシナリオ以外にやりたかったテーマとかある？

佐々原：ゲームが終わったときもいいましたけど、学園物が欲しかったですね。さやかちゃんの学校で事件が起きるようなシナリオ。

ＫＰ：うん、それは盲点だった。かなりドタバタなシナリオになりそうだけど、やってみてもよかったな。

京：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の定番テーマですと、秘境探検物のシナリオもアリかと。

ＫＰ：現代日本が舞台だとあまり秘境なんてないから、ちょっと大仕掛けなシナリオになってきちゃうなぁ。一九二〇年代が舞台なら、もっと気軽に探検もできるんだけどね。

辰巳：ワシはもっと怪しいＮＰＣがたくさん出てきて、どいつが犯人なのか一人ずつつぶしていくようなガッツリした推理物がやりたかったな。

ＫＰ：それはリプレイでは難しいんだよね。あんまりＮＰＣが多いと、読者が読んでいてわけがわからなくなってしまう。

辰巳：まあ、それはそうかもしれんな。

ＫＰ：ボリュームも多くなってしまうし、その割には地味だし。いまいちリプレイ向きではないかと。

辰巳：しかし、ＮＰＣが少ないと、どうしても推理の余地が狭まってしまうからな。今回のキャンペーンのシナリオも、たいていはすぐに犯人が誰かわかってしまう展開のものばかりだったし。

ＫＰ：うーん、推理小説みたいなシナリオを、うまくリプレイに落とし込めるようなテクニックがあればいいんだけどね。

辰巳：うむ、ぜひ、考えておいてくれ。

ＫＰ：最後に、さやかちゃんはどうかな？

さやか：私はそんなにたくさん『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオをプレイしているわけではないので、これといって要望はないのですが。

ＫＰ：おや、そうかい？

さやか：ずっと、蘭弗叔父さんのことが気がかりだったので、次があるとしたらぜひ会いたいですね。

佐々原：では、次のキャンペーンは行方不明の蘭らん弗どる叔父さん捜索がテーマということで。

京：さやかちゃんの同級生が手がかりを持っていて、高校に潜入。そのあと、幻ドリ夢ームラ境ンドへ秘境探検をしに行くという展開ですね（笑）。

辰巳：そして、最終話は蘭弗くんの力を借りて、狂信者となった京くんを倒すという。

京：そのときは、辰巳先生はこっち側に来てもらいますから。

辰巳：なんでっ!?（笑）

京：次回までには、きちんと魔道書で洗脳しておきます（笑）。

ＫＰ：了解、了解。それは、次の機会があったらね。では、みなさんひとまずお疲れ様でした。

全員：はい、お疲れ様でしたぁ！







おわりに




　どうも、好きなクリーチャーはイスの偉大なる種族な、内山靖二郎です。

　ここまで読んでいただいてありがとうござます。

　るるいえ堂に集まった探索者たちの物語、いかがでしたでしょうか？

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のリプレイは、前作の『白無垢の仮面』（新紀元社刊）に続いて、これで二冊目となります。

　前作では昭和初期の日本を舞台とした、比較的堅い雰囲気のリプレイでしたが、今回はみなさんに親しみやすく、舞台を現代日本にして、格闘女子高生やメイドさんというキャッチーな探索者にまで登場してもらいました。いくら『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』とはいえ、おじさんの探索者ばかりでは華がありませんからね。

　そのへんはプレイヤーさんたちもわかってくれていて、気持ちよく協力してくれました。

　特に辰巳先生に甲斐甲斐しくご奉仕をする京のメイドっぷりには脱帽です。あの正気度で、よく頑張った！

　おかげでサービスシーンも多めで、イラストも露出度は高め──もちろん、すべてはボクの趣味からです（笑）。

　あっ、「こんなのクトゥルフ神話ではない！」と、あまり腹を立てないでください。

　なにしろ、ボクは高尚なホラーというのは苦手で、怖さがひっくり返って、思わず笑ってしまうようなホラーが好きだったりします。

　それは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をやっているときも同じことで、どんなシナリオを遊んでいるときでも、テーブルには笑いが絶えません。

　ＴＲＰＧには決まったストーリーを味わうものではなく、偶然やトラブル、アドリブの結果から生まれてくる予想外の展開を楽しむという一面があります。そこには当然、笑いがつきものです。ホラーＴＲＰＧの『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でも、それは変わりないのではないでしょうか？

　もちろん、真面目に宇宙的恐怖を味わうのもよいでしょう。でも、普段なら眉をしかめるような、ホラーならではのブラックな冗談を飛ばし合いながら楽しむ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というのも、ボクはアリだと思います。いえ、無理にそのように遊べとは、口が裂けてもいいませんけどね。




　ところで、イベントなどでみなさんとお会いすると『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は遊びたいんだけど、なかなかキーパーをしてくれる人がいない。もしくは、ほかのプレイヤーがキーパーをしてくれないので、なかなかプレイヤーとして遊べないなんて声をよく聞きます。

　それにはいろいろと理由があるのでしょうが、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオが作りづらいと思われているのも要因のひとつでしょう。

　そこで、今回のキャンペーンでは、そのへんも意識して、内容の軽いシナリオを遊んでみました。

　ホラーに適したテーマを選んで、そこにコズミックホラー的なアイデアをひとつ盛り込んで、〈正気度〉ロールをするシーンを──そうですねぇ、最低でも三つぐらい用意しておけば、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオなんて簡単にできてしまうものです。

　意外な真相とか、驚くべき謎とか、血も凍るような恐怖とか、そういうものはあまり気にしないでも、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は楽しめます。

　なにしろ〈正気度〉ロールという素晴らしき演出装置があるのです。キーパーは適したタイミングでこれをロールさせておけば、プレイヤーたちは勝手に盛り上がってくれますからご安心を。

　当たり前のことですが、むやみやたらにやらせては、せっかくの〈正気度〉ロールもありがたみがなくなるので加減は大事ですけどね。そのへんの加減の仕方については、このリプレイなんかもちょっと参考にしていただければ幸いです。




　さて、この本を出すにあたり、たくさんのかたにお手伝いをいただきました。

　まずは今回のキャンペーンに参加してくれた四人のプレイヤーの方々、いつもボクのゲームにつきあってくれてありがとう。これからも楽しく遊んでいきましょう。そして飲み会をしましょう。

　原稿へのアドバイス、添削に協力をいただいた方々、無償のご奉仕ありがとうございます。みなさんに、ハスター様のご加護があらんことを！

　素敵なイラストを描いてくださった狐印先生、ありがとうございます。これからも萌え方面のクトゥルフ神話イラストの方でもご活躍していただけることを個人的には願っております（笑）。

　また、この企画を通していただいた坂本雅之様にも御礼申し上げます。

　そして、最後に、これまで長年の間『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を支えてきてくださったファンの方々、そしてこれから『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を楽しんでくれる方々にも最大限の感謝の言葉を！

　みなさんのゲームが、正気度に満ちたものでありますように。




　では、またどこかでお会いしましょう。

　イア・イア・ハスター！




内山靖二郎







巻末・ＴＲＰＧってなぁに？




　ＴＲＰＧというものは、なかなか一言で説明するのは難しいものなのですが、まずはゲーム機やコンピューターなどは使用しない人間同士で遊ぶゲームだということを知ってください。

　ただし、野球や将棋といったものとは、ちょっと違います。

　だったら、人生ゲームの方がまだ近いかも。とりあえず、友達同士が複数でテーブルを囲んで遊ぶ様子はよく似ていますが……でも、まだちょっと違います。

　さっきの人生ゲームの遊んでいる風景を忘れないようにしながら、コンピューターＲＰＧにおいてコンピューターがしてくれることを、人間が担当するような遊びをイメージしてみてください。

　プレイヤーが操るゲーム内のキャラクターが、どんなところで、どんな状況に置かれているのか、コンピューターＲＰＧならばＣＧやテキストなどで伝えるところを、すべてホスト役ともいえる人間（ゲームマスターとかキーパーなどと呼びます）が主に口頭で説明をするのです。

　その説明を聞いたプレイヤーたちは、コントローラーを操作したり、コマンドを選んだりする代わりに、自分のキャラクターにどのようなことをさせたいかをキーパーに口頭で伝えます。

　すると、それに応じて、キーパーは状況の変化をまた口頭で伝えてくれます。

　これを繰り返していくことで、プレイヤーたちはキーパーの用意した世界の中で行動をしていくのです。

　なんかちょっと面倒そうですが、宣言とか口頭説明とかいっているだけで、だいたいキーパーとプレイヤーは雑談をしているような感じでやりとりしていることが多いです。

　美しいＣＧや、雰囲気を盛り上げるＢＧＭ、プロのシナリオライターが用意した壮大なストーリーなどとは無縁の世界です。

　それでもＴＲＰＧには、コンピューターＲＰＧにはない魅力があります。

　それは前もって決められたコンピューターのプログラムに従わずに、自由な発想で行動ができるということです。コンピューター役のキーパーは人間なのですから、プレイヤーのしたいことを聞いてから、その後の展開を考えてくれます。

　もちろんキーパーだって素人ですから、そんなに素晴らしい物語があふれるようにわき出すことはありません。

　ですが、プレイヤーとキーパーが一緒になって紡ぎ上げていった物語は、なによりも愛着の感じられるものとなるはずです。

　そして、このＴＲＰＧはたいてい複数のプレイヤーで遊ぶものです。

　最近のコンピューターＲＰＧの中には、ひとりで遊ぶより仲間と一緒に協力してプレイした方が楽しいものが増えてきています。

　ＴＲＰＧでも同じことです。

　プレイヤー同士がひとつのテーブルを囲み、みんなで協力をしながら難問をクリアーして、共通の物語を紡いでいく。

　これもまたＴＲＰＧの大きな魅力のひとつなのです。




　さて、そんなＴＲＰＧのキーパーとプレイヤーのやりとりを、芝居の台本のようにまとめたものがリプレイという読み物です。

　小説家が生み出した物語ではなく、キーパーとプレイヤーたちがどのようにして物語を紡ぎ出していったのか、そのやりとりをリアルタイムで記録したものと思っていただければよいでしょう。

　他人が遊んでいるところを見て楽しいの？

　そう思われるかたもいらっしゃるかもしれません。

　けど、これが楽しいのです。

　騙されたと思って、まずはこの本を読んでみてください。

　リプレイで活躍するプレイヤーたちは、みなさんと同様に、これからどんな物語が始まるのかまったく知りません。

　おかげで、おっかなびっくり、右往左往、悩んだり、間違ったり、失敗したり……プレイヤーたちの紡ぐ物語は、完成された美しい物語なんてものとはまったく無縁のドタバタ騒ぎです。

　ですが、だからこそみなさんは彼らと同じ視点で、このリプレイを楽しめるはずです。

　どうぞ、このリプレイ風景のプレイヤーたちは自分の友人で、そのテーブルに自分も一緒についているものと思いながら、読み進めてみてください。

　きっと、普通の物語とはまた違った面白さがあると思いますよ。
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何の因果か這い寄るイラストレーター。名状しがたきイラストを描き続ける今日この頃。
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